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　──え？　平ひら泉いずみ高校には七不思議がない？

　そんなわけがないじゃないですか、どこの学校にだってありますよ。

　本当です。絶対にあります。

　ええ、間違いないですよ。

　調べたけどなかったって……友達に聞いたけど誰も知らなかったとか、そのぐらいの話なんでしょう？

　もっと色んな人に聞いてみてください。学校の噂うわさに詳くわしい先せん輩ぱいとか、顔の広い同級生とか。

　そうそう、私みたいな子ですよ。きっと一つぐらいは知ってますから。

　それでもダメなら、やっぱり先生に当たるのが一番ですね。夜遅くまで学校に残ることが多い先生は大たい抵てい何か知ってますから。特に教師が宿直をする学校なら確実ですよー。人によっては噂じゃなく、実体験を話してくれます。

　夜中の学校は本当に凄すごいですからね。あれこそまさに異空間って奴やつです。何が起こってもおかしくないって、誰だって思っちゃいますよ。

　そうです。ちょっとわかってきましたね。皆が『これは何か起きるぞ』って思うのなら、それは実際に『何かが起きる』ってことなんです。怪かい奇きってそういうものですから。

　その意味で、学校で何も起きないっていうのは逆にありえないんですよ。何かしら不思議な出来事が起こるに決まってます。この学校もそれは変わりません。

　例えば、ですか。聞きたいんですか？

　──そんな青い顔で聞きたいって言われても、ちょっと困るんですけど。何ていうか、本当に因果な性格をしてますよねー、先輩って。割と本気で可哀想かわいそうになってきました。

　いいですよ。お聞かせしましょう、この平泉高校に伝わる七不思議を。

　じゃあまずは一つ目、ですね。










　これはある女子生徒の体験した、本当にあった話なんです。

　その子は吹すい奏そう楽がく部ぶでクラリネットを担当していました。決して上じよ手うずではなかったんですけど、誰よりも練習を重ねて、コンクールに出るメンバーにも選ばれた努力家の子だったそうです。

　そんな真ま面じ目めな彼女でしたけど、大切なコンクールを間近に控ひかえたある日、音楽室に楽がく譜ふを忘れて帰っちゃったんです。努力家の彼女は毎日楽譜を読み返していましたが、気づいたのは夕食を食べた後で、外はもう真っ暗。

　普通なら明日あした探せば良いって考える所ですけど、彼女は取りに行くことに決めました。この平泉高校は大学も隣となりにありますから、夜中も人が居るかもしれません。何とか入れてもらおうと考えたんですね。

　そして彼女は暗い道を歩いて学校へと向かいました。

　夜道って怖こわいですよね。特に彼女は女の子ですから、色んな意味で本当に恐おそる恐るでした。ええまあ、夜中も学生がちらほら歩いてますけどね、それでもやっぱり怖いんです。

　──え？　別にバイトが終わった後に送って欲しいとか、そういう話じゃないですよ。

　本当ですってば。そりゃ私も女の子ではありますけど、流石さすがに怖くはないです。一体どこの変質者が逃げる私に追いつけるっていうんですか。だから、さっき怖いって言ったのはただの一般論で、深い意味はないんです。

　まあこの話の彼女は普通の女の子なので、しっかりと怖い思いをして高校に着いた訳です。でも困ったことに誰も居ませんでした。警備員さんの姿すら見えないので、これでは中に入れません。

　仕方ないかな、と諦あきらめた彼女が帰ろうとした所、キィ……とかすれた音をたてて昇しよう降こう口ぐちの扉とびらが開いたんです。どうやら鍵かぎが閉まってなかったみたいで、そこから中に入れそうでした。

　勿もち論ろんいけないことだとは思ったのですが、どうしても楽がく譜ふを持って帰りたかった彼女は夜の校舎に足を踏ふみ入れてしまいました。

　さっきも言いましたけど、夜の学校っていうのは昼とは全く違う顔を見せるんです。これは先せん輩ぱいにも是ぜ非ひ自分で体験して欲しいですねー。

　彼女はそんな空間の中で、響ひびき渡る自分の足音に怯おびえて、風で窓ガラスがきしむたびに身を震ふるわせ、視界の端はしを何かが横切る錯さつ覚かくに息を呑のみながら、急ぎ足で音楽室へ向かいました。

　何度も足を止めながら、彼女はついに音楽室に辿たどり着きました。そして扉を揺ゆらそうと扉に手をかけたんです。──ああ、知らないんですか、先輩。うちの音楽室って扉を揺らすとすぐに鍵が外れるんですよ。彼女もそれを知っていたんです。

　彼女が音楽室の扉に手を触ふれた、丁ちよ度うどその時です。真まっ暗くらな音楽室の中からクラリネットの音ね色いろが聞こえて来たんです。

　ええ、怖いですよね。もちろん彼女も本当に驚おどろいたんですが、よくよく聞いてみると、そのメロディーはコンクールで演奏する予定の曲だったんです。

　ああ、同じようにこっそり入った誰かが練習しているんだ。彼女はそう考えて、ほっとしました。一人で居るのが怖かったんですね。これで誰かに会える、帰りは一人じゃない、良かった。なんなら一いつ緒しよに練習していこう。

　彼女は喜び勇いさんで音楽室の扉を開き、勢いよく中に入りました。




　そして見てしまいました。

　誰も居ない音楽室で、空中に浮いたクラリネットが課題曲を演奏する所を。




　余りの恐きよ怖うふに腰こしが抜けてしまった彼女の前で、台にのせられた楽譜──彼女が忘れていった楽がく譜ふが、独ひとりでにめくれていきます。まるで目に見えない誰かが曲を奏かなでているように。

　演奏はそのまま続いて、たった一つのミスもない見事な腕うで前まえで、彼女が担たん当とうしているパートが終わりました。同時にクラリネットがぽとりと音楽室の床ゆかに落下して、それを見てようやく彼女は正気に戻もどりました。

　そしてよたよたと立ち上がった所で、ささやくような声が聞こえてきたんです。

『ほら、わたしの方が上う手まいんだよ……』

　彼女はまた倒れ込んでしまいました。

　息が詰つまるような恐きよ怖うふの中、もう一度立ち上がろうとしましたが、どうしても脚あしが震ふるえて力が入りません。

『わたしの方が上手いのに、なんで……なんであなたが……』

　何度も失敗しながらようやく立ち上がって、彼女は目的の楽譜を取りに向かいました。

　ええ、放って逃げれば良いとは思ったらしいんですけど、大事な楽譜を訳のわからない何かに奪うばわれているみたいで、どうしても嫌いやだったんですって。

『あなたが……あなたが、あなた、あなた……』

　知らぬ間に溢あふれてきた涙なみだで視界が歪ゆがみます。ふらつきながらも譜ふ面めん台だいにしがみつき、彼女は何とか楽譜を摑つかみました。

『あなたより、あなたよりも、あなたなんかよりも……』

　ささやき声が続く中、急いで逃げようと振り向いた時です。

　ぽん、と。彼女の肩かたに誰かの手が置かれました。

　身を固めた彼女が次に聞いたのは、もうささやき声ではありませんでした。

　はっきりと耳元で聞こえたのは、彼女と同年代の少女の声。

『ねえ、あなた』

　冷たい声で、なのにとってもとっても嬉うれしそうに、声は続けました。




『あなた、わたしと────代わって？』




　彼女の上げた叫び声は、防音処理された音楽室の壁に吸い込まれて、誰にも届くことはありませんでした。

　そして翌日から彼女は見違えるようにクラリネットが上手くなり、コンクール本番でもミス一つない演奏をしたそうです。

　そう、まるで誰かと交代したように──。
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「──これが、平ひら泉いずみ高校七不思議の一つ目、恐きよ怖うふの音楽室です。出雲いずも先せん輩ぱい、大だい丈じよ夫うぶですか？　ちゃんと息してますか？」

　心配そうな声色で、しかしどう見ても楽しんでいるとしか思えない表情で、舞まい佳かが尋たずねてくる。俺おれは大きく息を吸い込み、知らぬ間に荒くなっていた呼吸を整えた。

「何とか、ギリギリで」

　言って、手元の湯飲みを飲み干す。冷めた緑茶が喉のどを通り抜け、気分が少し落ち着いた。

「しかしこれ、代わったら駄だ目めだろ。折せつ角かく頑がん張ばってたのに可哀想かわいそうじゃないか」

「今度はその子が夜中の音楽室で練習をして、しっかり上う手まくなったら下へ手たな誰かと交代するんですよ」

「やめろよ、過去の話だったのが進行形で怖こわくなった」

　こんな話を聞かされて次の音楽の授業はどうすればいいんだ。そう青ざめた俺に、舞佳は長いポニーテールを揺ゆらして頷うなずく。

「勿もち論ろん今もですよ。この話は本人から直接聞きましたから」

「そのクラリネットの子、今も音楽室に居るのかよ！」

「彼女も都市伝でん鬼きです。皆はくららちゃんって呼んでますよ」

　舞佳はにこやかに言うが、俺の方はひたすらに憂ゆう鬱うつだった。

「というか舞佳。俺は学校の怪かい談だんを教えてくれって頼んだだけで、怖い話を聞かせろと言ったつもりはないんだけど」

「私もここまでやるつもりはなかったんですが、先輩が意外と話に乗ってきてくれたので……」

　俺の自じ爆ばくだと言いたいのだろうか、こいつは。

　しかし俺にも多少自覚はある。見慣れた自分の部屋で、周りにいるのも見慣れた面子メンツ。我ながら怪談話を聞かされたぐらいで怖がるとは思っていなかったのだ。

「しかしのう」

　と、飲み干した湯ゆ呑のみにお茶が注つぎ足された。

「流石さすがにそろそろ慣れぬものかと思うのじゃが……」

　気き遣づかわしげな、しかし呆あきれが混じった声。視線を向けると急きゆ須うすを持ったサキが小さく息を吐ついていた。

「俺だってそろそろ慣れたいけど、なかなか難しくてさ。……ああでも、俺が怪談に慣れたら慣れたで伝鬼の方は嫌いやがるんじゃないか？」

「む、それは違いないのう。伝鬼に驚おどろかぬ出雲などつまらぬ」

　うんうんと同意するサキ。俺の言い訳に納なつ得とくしたのか、いつもの温かい笑みを向けてくれた。

　頷うなずくたびにふわふわとした栗くり色の髪かみが揺ゆれる。細められた大きな瞳ひとみと笑みを湛たたえた小さな唇くちびるから、ぱっと見て柔やわらかい印象を受ける少女だ。そして実際にその通りの人ひと柄がらでもある。

　妙みように古風な口くち調ようとは裏腹に服装の方は現代的なワンピースなのだが、それは彼女が人間ではないことに原因があった。サキは人間はなく、都市伝でん鬼きという化ばけ物ものの仲間なのだ。

　人が人と接する時、そこには必ず鬼おにが生まれる。人間は決して鬼から離はなれることはできない。そして例えば都市伝説のように、学校の怪かい談だんのように、人と人の間に恐おそろしい何かが伝えられた時に、生まれた鬼が形を為なす。それが伝鬼である──と、そういう存在らしい。

　サキの元になっているのは『ムラサキカガミ』の話だ。二十歳はたちになるまで覚えていると死んでしまう、という都市伝説である。

　そんな伝鬼達は噂うわさや伝でん聞ぶんが主体になっている為ために存在が不安定で、人間に忘れられれば消えてしまう。俺おれは彼女達を人々に広めるべく、伝鬼を一冊の本にまとめる編へん纂さん作業をしていた。

　そして自分の話をより怖こわく書いてもらう為だと言って、伝鬼達は俺の前に現れては、散々に驚おどろかせていく。こうして怖い話を聞かされているのもその一環である。

「伝鬼としてはそれで良いんですけど、私は個人としては慣れてもらわないと困るんですよ」

　肩かたをすくめて言う舞まい佳か。

「そう言われても、やっぱり苦手なものは苦手だよ」

「わかってはいますけど……もう少し何とかなりませんかねー」

　やれやれと首を振る動作に合わせて長いポニーテールが揺ゆれる。こいつも伝鬼のジェット女だが、同時に同級生でもある。伝鬼と人間のハーフで一応は人間としても生きているらしい。

「むしろ出雲いずも君が平気な怖い話ってあるの？　そっちの方が少ないんじゃない？」

　そう言ったのは横合いで話を聞いていたベド子だ。

「そうだな、お前の話ぐらいか」

「えっ、あたしっ!?　あたしのことは凄すごく怖がってたじゃん！」

　大げさな動作で右手の斧おのを振るうベド子。こいつは特に用もないのに俺の家に住み着いている伝鬼だ。元は『ベッドの下の斧女』というかなり恐ろしい都市伝説なのだが、本人のノリが軽いので今では大して怖くない。

　まあ、耳元で斧が風切り音を立てるのは少し怖いが。

「確かに初対面では怖かったけど、もうお前には何をされても平気な気がする」

「そりゃ今いま更さら襲おそいかかっても怖くはないだろうけど、最初の一回は……」

「いつまでも過去ばかり振り返るのは良くないと思うぞ？」

「うう……何だろう、凄く納得がいかないんだけど」

「…………べどこ、かわいそう」

　しょんぼりと肩かたを落とすベド子の背をもう一人の少女が撫なでた。言葉の上では心配しているようだがその表情は楽しそうに見える。和服を着た、日に本ほん人形のように小こ柄がらな少女だ。

「…………いずも、わたしは？」

「いや、コトリは今も怖い。真しん剣けんに怖い」

　彼女は関わった人間を全すべて死なせ、その子孫まで殺し尽つくすというコトリバコの伝鬼だ。名前を縮めてコトリと呼んでいる。もちろん今のコトリに近くの人間を無差別に苦しめるような力はないのだが、それでも結構怖こわい。色々な意味で怖い。

「…………わたしのかち？」

「ちょっ、そこで勝ち負けを決めるの!?　っていうか何の勝敗!?」

「妾わらわも今でも出雲いずもに驚おどろかれることがある。負けてはおらぬぞ」

「サキちゃんも乗るのっ!?」

　無む駄だな意気込みで話に加わるサキ。しかしこれに勝った伝でん鬼きは俺おれにとって最大の敵になると思うんだが。

「あの、そんなことより話の続きがしたいんですけど」

　三人の話を遮さえぎり、どこか呆あきれた様子で舞まい佳かが言った。

「……まだ続けるのか？」

「平ひら泉いずみ高校七不思議、一つ目しか話してないじゃないですか。まだまだ序じよ盤ばんなのに先せん輩ぱいが怖がるから話が途と切ぎれたんですよ」

「だから、それならあんなに情感たっぷりに話すなよ……」

　時計を見るともう夜の七時をまわっている。今日きようは二人ともバイトが休みなので、舞佳を自宅に招いて学校の伝鬼について聞かせてもらっていたのだ。

　しかしこの調子では何時に終わるんだろうか。そして俺の心臓はもつんだろうか。

「ジェット女に尋たずねるからそうなるんじゃろう。学校の伝鬼については妾も知っておる。必要ならば聞いてくれれば良いと言うのに」

「わかってるけどさ、伝鬼のことを伝鬼に聞くのはちょっとルール違反な気がするんだよ」

　人と人の間に伝えられてこそ生まれてくるのが伝鬼である。その話を人じん外がいの存在から聞くのは卑ひき怯ような気がするのだ。

　俺おれが彼女達を編へん纂さんする。サキにその手伝いをしてもらう。それは良い。しかし資料を集める所から頼ってしまうと俺の存在が無意味な物になってしまうように思う。

　人から伝えられた話を俺がまとめて、それを本にする。伝鬼からの情報はあくまでも補助。そうでなければ伝鬼の編纂ではない。

　そしてサキには悪いが、彼女には特に頼りたくない。俺の個人的な気持ちだが、できることならサキとは対等でありたいと思うから。

「その基準で言うと私も一応伝鬼ですけど、いいんですか？」

「半分人間だし、半分セーフだろ」

　首をひねる舞佳に答えた。別に舞佳には頼ってもいいと思うので問題ないし。

「ねー出雲いずも君、それって逆に言えば半分アウトじゃないかと思うんだけど」

「もともとがちょっとアウトって程度だから、半分セーフなら問題ない」

「そんな理り屈くつでいいの？」

　俺おれが良いと言ったら大体のことは大だい丈じよ夫うぶだ。でも駄だ目めだと思ったら大たい抵ていは駄目なのだ。

「じゃあ続きは今度にしましょうか。有名な『怪かい人じん赤マント』とか『動く人体模型』とか……『空飛ぶ二にの宮みや金きん次じ郎ろう像』なんていう面おも白しろい話もあるんですけどね、うちの七不思議」

「二宮氏に失礼な上に完かん璧ぺきな出落ちだろ、それ」

　校門脇に設置された二宮金次郎像のことは覚えている。飛ぶのか、あれ。

「でも全国の学校から撤てつ去きよが進んでいるので、二宮像の怪かい談だんはもう消えそうなんですよ。かなり存在が危ないんですから」

「……早めに編へん纂さんした方が良いのか？」

「はい、できることなら」

　歩く、走る、説教をする、襲おそってくるといった二宮金次郎像関連の都市伝説は多いのだが、これも消しよう滅めつの危機に瀕ひんしているらしい。そしてこういった消えそうな都市伝説が完璧に忘れられてしまう前に、何とか編纂を終えなければならない。しかし日常生活の大半を過ごす学校でも伝でん鬼きが現れるとなると、余りにもつらい。それで舞まい佳かが学校の伝鬼を止めてくれているらしいのだが。

「ちなみに舞佳、どうやって学校の伝鬼を止めてるんだ？」

「私はあんまり偉えらい伝鬼じゃないので、頑がん張ばってお願いしてます。先せん輩ぱいを襲わないであげてくださいって」

「本当にすまん」

　予想以上に迷めい惑わくをかけているようだった。俺を慣れさせようと学校の怪談を聞かせてくれたり、舞佳は色々と頑張ってくれているらしい。

「私にできるのはこれぐらいですから。……さて。そろそろ遅いですし、私は帰りますね」

　言って立ち上がろうとした舞佳に、サキが声をかける。

「待つのじゃ。ジェット女、お主ぬしも一人で住んでいると言っておったな？」

「……？　はい、そうですけど」

　母親がジェット婆ばばあという複雑すぎる家庭に生まれた舞佳は、実家が遠方の俺と同様に一人暮らしをしている。平ひら泉いずみ高校はアルバイトが禁止されていないので下宿生も少なくないのだ。

「折せつ角かくじゃ、お主も夕食を食べていくと良い」

「え、良いんですか？」

「食しよく卓たくは人数が多い方が楽しいものじゃ。じゃろう、出雲いずも？」

「…………え、えーと」

　一いつ緒しよに食べた方が良いに決まっている。一人で食事を取る舞佳を想像するまでもなく、普通に考えればそうだろう。そうなんだ。そうなんだけど。

「出雲？」

「あ、ああ、そうだな、うん。作るのはサキだし、食っていけ食っていけ」

「…………？　では少し品を増やそうかの。三十分程待っておれ」

　いそいそと台所に向かうサキを見送り、小さく一人ごちる。

「増やすのか……そうか、増やすのか……」

「あの、先せん輩ぱい」

　と、隣となりにやってきた舞まい佳かが俺おれの耳元で言った。

「もし迷めい惑わくでしたら帰りますよ？　一応夕食は準備してありましたし」

「ああいや、お前が迷惑ってわけじゃないんだ。気にしないでくれ」

「でも……」

「ううん、舞佳ちゃんは気にしなくて良い！」

　そこに割り込んできたベド子が鼻息も荒く言う。

「出雲いずも君、さっきのあの言い方は何!?　一人暮らしの友達が遊びに来たのに夕食をご馳ち走そうしようっていう甲か斐い性しようもないの!?　見み損そこなったよ！」

「……お前な」

　さらにコトリも続ける。

「…………いずも、かっこわるい」

「お前ら二人とも、一体誰が悪いと思ってるんだ？」

　好き勝手なことを言う居い候そうろう伝でん鬼きを見み据すえて尋たずねると、二人はきょとんと首を傾かしげた。

「誰が悪いって……え？」

「…………？」

「お前達だよ。お前達が原因だろうが」

　ぐっと拳こぶしを握にぎり、声に力を込めて、しかし決してサキに聞こえないように言う。

「お前達も含めて毎晩四人で食ってるから、食費が滅め茶ちや苦く茶ちや増えてるんだよ！　うちの家計はもう限界を超えてるんだ！」

　いっそ財布をひっくり返してやろうかという勢いで、何とも情けない事実を告げた。

　一応以前から食費が大変だという話はしていたのだが、どうもこいつらは危機感がないらしい。

「え。先せん輩ぱい、お金ないんですか？」

「ああ、ないよ！　あるわけないだろ!?　晩飯だけとは言っても毎日四人分の食費がかかってるんだぞ!?」

「それはまあ、安くはないでしょうけど……」

　舞佳は酷ひどく複雑な表情を浮かべていた。

「バイトの時間を増やすのは難しいですよね。今でも結構無理にシフトをつくってもらってますから」

「俺は研究室に行けなくなるのも困るし、ちょっと厳しいんだよ。」

「編へん纂さんにも時間を取られるんですよね。そう考えると……」

「出費を削けずるしかないんだよな」

　ここで言う出費とは、主に食費だ。我が家のエンゲル係数は相当高い。うーん、と悩み合う。

「でもお金ないなら出雲いずも君だけ食べればいいじゃん。あたし達伝でん鬼きだし、食べる物がなくても別に死にはしないよ？」

　不思議そうに言うベド子。そりゃ、そんなことはわかってる。そもそも食事が必要なら夕食以外もちゃんと食べさせてる。

「……わかってるけどさ。俺おれだけ食べるのも気分が悪いし」

　食しよく卓たくは人数が多い方が楽しい──サキの言葉が脳裏をよぎったが、そこはあえて触ふれずにおいた。

「ああ、そっか。サキちゃんに格好つけたいから強がって平気な振りしてたぶべっ!?」

「わざわざ言うな！」

　触れなかったのに、直後にベド子が思いっきり掘り下げてきた。ああもう、だから言いたくなかったのに！

「もう何でも良いから、サキには言わないでくれ。とりあえず来月からは出費を抑おさえる予定だから、多分、きっと、恐おそらくなんとかなると思う。思いたい。だから当面問題なのは、そもそも予定外だった今月だ」

　俺は元々少しずつ貯金が増えていたぐらいには頑がん張ばっていたのだ。来月からも節制すれば平気かもしれない。平気であって欲しい。

「いやそれ、絶対来月も無理だよね？」

「当面の問題は今月だ」

　先のことから目をそらして繰くり返す。

「先せん輩ぱいって元々駄だ目めっぽかったですけど、お金まで絡からみ出すと本格的にどうしようもなくなった感じがしますね」

「言うなって……。どれだけ厳しくなってもお前から金借りるようなことはしないから、心配すんな」

「それはいっそ借りに来てくれた方が気が楽なんですけど……はあ」

　小さく息を吐つく舞まい佳か。そう言われても友達から借金するような身にはなりたくない。

「…………おかね、おかね。べどこはおかね、ある？」

「ないない。お金なんて要いらなかったし使えないし。うーん、あたし達にできることと言えば、やっぱり出雲君に遺い産さんが入るようにグシャっと……」

「…………っ！　それ、いい」

「良くねえ！　俺の親族を亡なき者にしようとすんな！」

　こんな奴やつらなので、残念ながら我が家の伝鬼には頼れない。実際どうにかなりそうな出費なので、俺おれに甲か斐い性しようがないと言われればそれはそれで事実だ。

　サキの料理は今日きようも美う味まかったのだが、どれだけ金がかかったかを考えてしまう自分が後ろめたく、余り楽しむ気分にはなれなかった。










　食後、夜も遅くなったので舞まい佳かを送っていくことにした。二人肩かたを並べて夜道を歩く。

「送っていただくのは良いんですが、ある意味で先せん輩ぱいの方が危ないんじゃないかと」

「帰り道に何が起こるかについては考えたくないな」

　確かに俺の方が面めん倒どうごとに出会う確率が高い。送る側が危険を冒おかしているという、間違いなく本ほん末まつ転てん倒とうな状況だった。

「まあお前は何があっても平気だろうけど、だからって変なのに絡からまれて気分が良い訳でもないだろ」

「この辺は治安良いですけどねー。まあ、お気持ちは受け取っておきます」

「あいよ」

　何とも適当に返されたが、それで気分が悪くなるわけでもない。舞佳とはそんな関係だった。

「そういえば、前は俺に送られるのも嫌いやがってたよな。それを考えたら今の時点で結構進歩してる気がするよ」

「あれはまあ、先せん輩ぱいが送り狼おおかみになるのが怖こわかったもので」

　舞佳はからかうように言ったが、俺は苦笑するしかなかった。

「俺に送り狼って言われても妖よう怪かいしか出てこないぞ？」

　混ぜっ返すつもりはないが、実際に思い出すのは妖怪送り狼、送り犬の話なのだ。

　狼の群に襲おそわれた時に送り狼が助けてくれるとか、転んだら襲ってくる狼が家までついてくるとか、そんな逸いつ話わである。万が一転んだ時は一休みだと宣言すると嚙かまれずに済むので覚えておくと良い。無事に帰れたら握にぎり飯めしと草ぞう履りを投げてやると、もしかしたら幸福が舞い込むかもしれない。良い妖怪ではないが、決して悪い妖怪でもない。曖あい昧まいな割に現代でも名前だけはしっかりと広まっている、何とも趣おもむきのある妖怪だ。

　そんな話を聞かせると、舞佳は呆あきれたように言う。

「あのですね、先輩。私も妖怪はそんなに詳くわしくないので勉強にはなりましたよ。でも、今の状況でこんな話をしますか？」

「別に怖がるような妖怪じゃないだろ？」

「違います！　先輩じゃないんですから、ちょっと怪談話を聞かされたぐらいで怖がったりしません！　ただこうして夜に女の子を送ってる状況で水を向けられて、なんでわざわざ話を変えてまで妖怪のことなんて……」

　そこまで言って、舞まい佳かは小さく息を吐ついた。

「なんだよ、そういう説教ならちゃんと聞くぞ？」

「ふふふ。先せん輩ぱいって昔からこんな感じでしたよね」

「昔から？」

「そうです」

　短く言い切り、舞佳は俺おれの方に視線を向けた。

「私と先輩が会ったばかりの頃、どんな感じだったか覚えてますか？」

「そう言われてもな、いきなり先輩呼ばわりされて面めん食くらった記き憶おくしかないぞ」

「でしょうねえ」

　舞佳が軽く首を振ると、ポニーテールが顔の横に流れた。

「あの時は先輩のことを犬いぬ飼かい研究室の関係者だと思ってたから、年上だと勘かん違ちがいした訳ですけど……つまり最初はちょっと警けい戒かいしてたんですよ。今の先輩ならわかると思いますけど、あそこは何と言いますか、かなりろくでもない場所なので」

「フォローの言葉に悩むけど、できれば余り悪く言わないでくれ」

　俺がちょくちょく顔を出している犬飼研究室。元々は民俗学を学ぶ為ために門を叩たたいたのだが、普通の研究室ではないのはよくわかっている。担たん当とう教授が神様だったり、他ほかのメンバーは一人だけでしかも雪ゆき女おんなだけだったり、本当にろくでもない。しかしそれはそれで、俺にとっては良い環境なのだ。

「それが話してみると、先輩はいつも都市伝説や妖よう怪かいについて語るだけの変人でしたからね。今みたいに関係ないような時にまで話し始めるので、散々に聞かされたのを思い出しちゃいましたよ」

「……変人で悪かったな」

「いえいえ、良かったんですよ？　まあ、今みたいにこっちの気持ちを考えずに混ぜ返されると少し腹が立ちますけど」

　フォローのつもりじゃなく心から言ってるように見えて、余計に胸が痛い。

「何だかんだで今は一いつ緒しよに歩いてますからね。言われて見ると私も丸くなったなって、そう思ったんです」

　舞佳は電灯の明かりに照らされて微笑ほほえんだ。仲良くなったのは嬉うれしいことだけど、でもやっぱり、少し照れくさい。

「それならもう少し早くデレてくれれば良かったのに。そうすれば、俺も多少は有意義な青春が過ごせた」

　照れ隠かくしに言った俺の言葉に、舞佳は頷うなずいて言う。

「そうですねー。真ま面じ目めに仲良くすれば先輩は落ちそうではありましたね」

「割と洒落しやれになってないから普通に答えないでくれ」

　今のように半はん端ぱに振り回される形じゃなく、本当に普通に仲良くなっていたら、確かに危なかったかもしれない。しかし女性に縁えんのない男子高校生が同級生にデレられたら落ちるに決まってる、と思う。別に俺おれが悪いわけじゃない。

「ご希望なら今からでもデレてみましょうか。そしたら私のことを好きになりますか？」

[image: ]

「……変に気を持たせるようなこと言うなよ」

　少しだけ身をかがめてこちらを覗のぞきこむ舞まい佳かから視線を逸そらした。

「じゃあ、ちょっとだけアピールしてみても良いですか？」

「アピール？」

　聞き返した俺に彼女は笑って言う。

「私、男の人とは仲良くならないって決めてたんです。半分人間じゃなくて、いつか人間の部分もなくなる私と親しくなっても、お互たがいに良い事なんて何もないですから。……つまり、編へん纂さんなんてしてない頃から仲が良かった先せん輩ぱいは、これでも凄すごく特別なんです」

　わかりましたか、と言って舞佳は俺を見つめた。

「……それを聞いて俺にどうしろと？」

「そういう空気を読まない発言をしないようにしてください」

　楽しげに言い、舞佳はとんとんとステップを踏ふんで俺の前に回り込んだ。

「ここまでで良いです。家の前まで来てもらったら、お茶ぐらいは出さないと気分が悪くなりますから。それこそ先せん輩ぱいが送り狼おおかみになりますね」

「…………えーと」

　舞まい佳かの言葉の意味をしっかり考えて、恐おそる恐る答える。

「ここまでの流れから考えると、お茶ぐらいは飲んでいけと言ってるように聞こえるんだけど」

「正解です。でも……やめておきましょうか。サキさん、家で待ってるんでしょうし」

「そうだな。じゃあ、また明日あした」

　軽く手を振った舞佳が俺おれの視界から消えるまで、およそまばたき三回分という所だった。あいつ一人ならすぐ帰れたのに余計な時間を取らせたかな。

　そのまま足を止めて、少しだけ考える。ややこしいけど、でも素直な舞佳の言葉をそのままに考えるなら、あいつは何を言いたかったのか。

「……サキが居なかったら、俺を家に上げたのか？」

　凄すごく惜おしいことをしたような気がする。まあ、どうしようもないのだが。

「さて、と」

　そしてくるりと振り返った俺の視界に、黒い影が一つ。

「ウォン！」

　茶色の毛並に、なかなか精せい悍かんな顔つきをした犬が一声鳴き、こちらを睨にらんだ。

「…………えーと」

　普通の野の良ら犬いぬかもしれないので、とりあえず距きよ離りを取って横を通過する。

「…………」

「ヘッヘッヘッヘッ」

　そのまま歩みを進めると荒い息づかいと獣けものの臭いにおが後をついてきた。そうか、送ってくれるんだな。ありがた迷めい惑わくこの上ない。

「言っとくけど、俺は転ばないぞ？」

「グルルルル……」

　足下に気をつけて歩いたのだが、やはり後ろが気になるのは避けられない。アパートに帰り着くまでの間、俺は二度の休きゆう憩けい宣言をすることになったのだった。










「ただいまー。サキ、居るか？」

　何とか無事に帰宅し、玄げん関かん口ぐちでサキを呼ぶ。

「帰ったか、出雲いずも。遅かったようじゃが、何が──」

「お客さんだ」

　居間から姿を見せたサキが、俺の背後に座り込んだ送り狼おおかみに目を丸くした。

「……また妙みような物を連れて帰ったのう」

「そう言うな。こちら、妖よう怪かいの送り狼おおかみさんだ。お土産みやげにおにぎりを持たせてやりたいんだけど、一個握にぎってくれないかな」

「なるほど、そういう伝承じゃな。良い、待っておれ」

「悪いけど頼む。……お前はちょっと待っててくれ」

「グルル……」

　一声唸うなって玄げん関かんに伏せる送り狼。

　台所に向かったサキを追って俺おれも部屋に入る。ベド子とコトリは出かけているようで、部屋に居るのはサキだけだった。

　狭せまい台所で手際よく調理をするサキの後ろ姿になんとなく引き寄せられるものを感じて、そっと近寄っていく。

「しかし、やはりお主ぬしが夜道を歩くと怪かい奇き現象に出会うのじゃな。良いことだとは思うのじゃが、苦労をかけるのう」

「俺おれが好きでやってるんだから、サキが謝ることじゃないよ」

　サキが手を動かすたびに短い髪かみがふわふわと舞い、ワンピースのスカートが揺ゆれる。すぐ後ろでその光景を見ながら、少しだけ考えてしまった。多分ここで後ろから抱だきついてみても、サキは怒おこったりしないだろう、と。

　普段のサキから考えて、不思議そうにするか、ちょっと困って見せるぐらいだろう。多分何の問題も起きないと思う。もしかしたら、そんなに怖こわかったのか、とか言って、逆に抱きしめてくれるのかもしれない。

　だったら別に、やってもいいんじゃないだろうか。

「その答えは嬉うれしい。お主ぬしがそういう人間であるが故ゆえに、正しく編へん纂さん者しや足たり得るのじゃろう。しかし妾わらわ達がそれに甘あまえてはおらぬかと考えることもあるのじゃ」

「そうかな、俺の方こそ甘えてばっかりな気がするけど」

　言葉通り甘えるように、ふらふらとサキへ手を伸のばす。

　もしもこの手で肩かたを摑つかんでこちらを向かせて、両手で頰ほおを押おさえて、少し上を向かせて、俺が顔を近づけてやったら、サキはどうするんだろうか。

　きっと驚おどろいて、慌あわてて、困こん惑わくして──それから、俺を振り払はらうんだろうか。それとも、受け入れてくれるんだろうか。

　確かめてみたい。そう思う。

「妾の気のせいかも知れぬが、最近お主は無理をしてるように思うんじゃ」

「…………」

　サキに触ふれかけた手が止まる。

「……俺、どこかおかしく見えるか？」

「おかしいとは思わぬが、何か大事なことを隠かくしているように見えるのう」

「…………そっか」

　わざわざ尋たずねてくるほどだ、相当問題があるように見えたんだろう。俺おれは肯こう定ていも否定もせず、誤ご魔ま化かした返事だけを返した。

「情けない限りじゃが、妾わらわにはこんなことしかできぬ。もっと出雲いずもの助けになれれば良いといつも思うのじゃが」

「いや、サキはサキで良いよ」

　俺は小さく息を吐つき、伸のばした手をサキの頭に置いた。

　柔やわらかい髪かみの感かん触しよくに、自然と撫なでるように手が動く。
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「なんじゃ、急に。妾の方がお主ぬしより随ずい分ぶんと年上じゃぞ？」

「わかってる。でもありがとうな、サキ」

　細い絹きぬのような手て触ざわりに頰ほおが緩ゆるむ。甘あまいサキの香りを身近に感じて、胸が高鳴ると同時に、不思議と心が落ち着いた。

　少し不満げで、でも嬉うれしそうなサキをひとしきり撫なでた所で、俺は身を離はなした。

　とりあえずはガス抜き完了。とても優しくて全く容よう赦しやのない、我が愛すべき同居人を失望させないよう、日々の努力は重要なのだ。

「さて、と……え？」

　気を取り直して部屋の中に向き直り、俺おれはようやく気がついた。

「見たーぞー見ーたーぞー」

「…………なかよし」

　床ゆかに座り込んで俺達をじっと見つめる、ベド子とコトリの姿に。

「……いつから居たんだ？」

「出雲いずも君がサキちゃんに抱だきつこうとした辺りから」

「なんで一番最悪な場面で帰って来るんだよ……」

　幸い我が慢まんはできたので、特に言い訳をすることもない。こちらを見上げるコトリの黒髪かみをぽんぽんと撫なで、隣となりに腰こしを降ろした。

　サキの後ろ姿をぼんやり見ていると、コトリがくいくいと俺の服の裾すそを引く。

「…………いずも」

「どーした？」

　見ると、コトリは何な故ぜか期き待たいに満ちた視線を俺に向けている。

「…………たたなく、する？」

「しない」

「…………しよ？」

「しないって。そんな残念そうな顔しても駄だ目めだ」

　しょんぼりと肩かたを落とすコトリに少し罪悪感を覚える。しかし俺が悪いわけじゃないだろうに、何とも理り不ふ尽じんだ。

　そんな俺を無む駄だに良い笑顔で見つめ、ベド子が言う。

「やっといた方が良いんじゃないの？　男女の機き微びをベッドの下から見つめてきたおねーさんとしては、今の出雲君は危険域にあると思うよ。このままだと可能性のありそうな女の子にとにかく手をつける最低男になりかねない！」

「お前は覗のぞきをしてる暇ひまがあったらサキの手伝いでもしてろ。おにぎりぐらい代わりに作れるんじゃないのか？」

「[image: う゛]っ」

　ちょっとした意い趣しゆ返がえしだったのだが、ベド子は思った以上にショックを受けた様子で固まった。

「言ったね出雲君、触ふれてはならない部分に触れてしまったね……」

　大げさに身を引いたベド子は、片手の斧おのをぐにゃぐにゃと歪ゆがませながら立ち上がった。

「そこまで言うなら良いよ、やってあげる。今日きようからはあたし愛用の包ほう丁ちようで、出雲君の胃いぶ袋くろを満たしてあげるよ！」

　そして大きく右手を掲かかげた時には、その手に鈍にぶく輝く包丁が握にぎられていた。

　若じやつ干かん赤い何かのこびりついた包丁である。

「愛用の包ほう丁ちようって……それ、人を切った奴やつだろ!?　待て待て、駄だ目めだ、本当に駄目だ。流石さすがにそれで作ったものは食えないから！」

　幾いく人にんもの血を吸ったらしい包丁をひっさげて台所に突とつ撃げきしようとするベド子の腕うでを取り、必死に押さえ込んだ。反対側ではコトリもベド子の足にしがみついている。

「ならあたしにどうやって料理しろって言うの？　これを使わないと片手しか残らないんだよ!?　おにぎりも握にぎれないよ！」

「片付けでもしてくれればそれでいいから！　気にするな！」

　しばらくの間じたばたと暴れ続けたベド子だったが、なだめている内に落ち着きを取り戻もどし、最終的にはがっくりとうなだれて座りこんだ。

「うう……あたしもね、やりたいとは思ってるんだよ、本当だよ」

「わかってる、わかってるから」

「…………がんばって」

「……そういえば、コトリちゃん」

　と、コトリに視線を移してベド子が言った。

「コトリちゃんは手伝わないの？　手、使えるし」

「……………………」

　ベド子の言葉にしばしの沈ちん黙もくを返した後、コトリは俯うつむいて言った。

「…………てが、とどかない」

「ご、ごめん、そうだよね」

　小こ柄がら、というよりは小さいと表現した方が正しい背せ丈たけのコトリ。彼女が台所に立って作業をするには家事用の足場を使う必要がある。

　お茶を淹いれるなり食器を片付けるなりする場合は、一カ所に置けばそれで良い。しかし料理をするには何度も何度も移動させなければならない。

　それはそれで不可能ではないのだろうが、まず間違いなくサキの邪じや魔まだ。

「ちなみに出雲いずも君って、料理できる？」

「サキが来るまで、冷蔵庫はほとんど空からだった」

「……そっか」

　互たがいに水を向け合った結果、三人揃そろって落ち込むことになった。

「……お主ぬしら、一体何があったんじゃ？」

「いや、別に何も。ありがとうな、サキ」

「いつもごめんね、サキちゃん」

「…………ごめんなさい」

　俺おれ達はおにぎりを持ってきたサキに頭を下げたのだった。










　翌日。

　学校で授業を受けている間は何も問題は起きない。舞まい佳かが学校の伝でん鬼きにストップをかけてくれているお陰かげだ。もちろん数学の問題がよくわからないとか、英語の宿題が面めん倒どう臭くさいとか、一般的な学生の悩みはある。しかし、ただそれだけなのだ。

「お前の中で何かしらの納なつ得とくはできているようだが、当たり前のような顔をして俺おれのプリントを書き写すのはどうかと思うぞ」

「悪い安あ部べ。本当に感謝はしてる」

　先々のことを考えると学業もおろそかにはしたくない。しかし編へん纂さんと学業、そしてバイトを同時にこなすことに、俺はまだ慣れていなかった。

　そして昼休みがやってくる。

　普段なら安部や他ほかのクラスメイトと共に購こう買ばいに行くか、大学の学食に潜もぐり込んで昼食を取る所だ。しかし最近の俺は一人で別の場所に向かっている。

　それは平ひら泉いずみ高校の裏庭だ。

　裏庭と呼ぶと暗そうな雰ふん囲い気きがあるが、決してそんなことはない。平泉高校は広大な敷地しきちを持つ平泉大学に併へい設せつされる形で建っているので、高校の周りは大学に囲まれているような状態なのだ。当然裏庭を抜ければその先も大学の敷地になる訳で、きっちり手入れがされている。程良い間かん隔かくで木が植えられ、足下には弁当を広げるには丁ちよ度うど良い芝生しばふが広がっている、そんな裏庭だ。散歩からサボリまで、何かと用よう途とがあった。

　俺は木の陰になって人目につかない場所に腰こしを下ろすと、そのまま体を横たえた。

　今日きようは晴天だ。青い空に小さめの雲がゆっくりと流れている。まだ暖かいと言える程度の春らしい気温で、こうして寝ていると何とも気分が良い。

「……腹減った」

　まあ、ぐるぐるとうなり声を上げる腹を意識から外せばの話なのだが。

　とはいえ本当にお金がないのだ、仕方がない。朝と夜はしっかり食べているので昼ぐらいは抜いても平気だと自分を納得させるしかなかった。

　──と、近くでがさりと音が聞こえた。

　誰か近くに来たのかも知れないが、別に良い。俺が寝ているのを見れば別の場所に行くだろう。そう思ったのだが。

「うわー。まさかとは思いましたけど、そのまさかでしたか」

「…………え？」

　聞き慣れた声に身を起こすと、呆あきれた表情で俺を見下ろす見慣れた姿があった。

「舞佳、こんな所で何をやってるんだ？」

「それを先せん輩ぱいが言いますか？」

　やれやれと首を振り、舞まい佳かは俺おれの隣となりまで足を進めた。座り込んだ俺から見えないように丁てい寧ねいにスカートを折り、そのまま腰こしを下ろす。

「先輩がふらふら裏庭に消えていったので、もしやと思って覗のぞきに来たんです。先輩何も持ってませんけど、お昼は抜きですか？」

「ああ。ちょっと減量中なんだよ」

「もう少しまともな言い訳を用意してくださいよ」

　言ってはみたが、何の説得力もない。当然舞佳にも信じた様子はない。

「お金がないとは言ってましたけど、お昼を我が慢まんするぐらい全くないんですか？」

「昼飯を買うぐらいはあるよ。でも四人分の食費を何とかしようとすると無む駄だ遣づかいをする余よ裕ゆうはなくてさ」

「本気でどうしようもないですね、出雲いずも先輩」

「言うなよ」

　自覚はちゃんとあるのだ。再び芝生しばふに横になり、俺は小さく呻うめく。

「……サキがさ、楽しそうなんだよ」

「そう、ですか。そうですね、ここなら近くに鏡はなさそうですし」

　一言で説明は済んだと思う。そして今度こそ舞佳も納なつ得とくしたようだった。

「一応言っておきますけど、私は評価しますよ？」

　そう言って俺を見下ろし、舞佳は続ける。

「好きな女の子の為ために陰で我慢して、格好付けて。そういうのって嫌きらいじゃないです。先輩にしてはよく頑がん張ばってるとも思います。思いますけど、でも──」

　数呼吸おいて、何とも言い難にくそうに続ける。

「多分意味ないですよ、これ。伝でん鬼きは本当に食べる必要なんてないし、サキさんはこんなことしても喜びません。結局その内バレちゃって、悲しませるだけに終わります。絶対です」

　考えるまでもない。俺がこんなことをしていると知ったら、サキは凄すごく気に病むだろう。

　流れる雲が少しだけ太陽を覆おおい隠かくし、空腹に霞かすむ視界が明めい滅めつした。

「わかってるよ。でもお金がないから飯は作らないでくれとは言えないし」

「甲か斐い性しようなしここに極まれりって感じですからね」

「ぐっ」

　あっさりと言い放たれた言葉のナイフが見事に突つき刺ささった。

「お前は俺をフォローしに来たのか、それともトドメを刺しに来たのか、頼むからはっきりしてくれ」

「どっちでもないです。大体、いつだって先輩の味方をしてくれる相手なんてサキさんぐらいですよ？」

「サキだっていつも味方な訳じゃないって」

　伝でん鬼きが驚おどろかしに来た時なんかは最低限しか守ってくれない。それが正しいのは事実なので、ある意味で味方をしてくれているのだが。

「それからもう一つ、馬鹿な所があります」

「まだあるのかよ──んぐ!?」

　言うや否や、舞まい佳かは俺おれの口に指を突つっ込んできた。細い指先は感かん触しよくを確かめるまでもなく離はなれ、甘あまい味だけが残る。

「……飴あめ？」

「とりあえず糖とう分ぶんだけでも取っておいてください」

　息を吐ついて言うと、舞佳は軽く、本当に軽く俺の頭を叩たたいた。

「いつも味方なのはサキさんだけかもしれませんけど、先せん輩ぱいを心配してる人は他ほかにも居るんですから。サキさんにだけ隠かくせればそれで良いなんて、本当に馬鹿ですよ」

「……悪い」

　お金がないから昼を抜く、なんて言って舞佳が裏庭に転がっていたら、俺だって凄すごく心配するに決まっている。そんな当たり前のこともわからないぐらい頭が回っていないらしい。

　とんとんと俺の頭を叩き、そして撫なでるように触ふれて、舞佳は言う。

「それは良いとして、問題はこれをどう解決するかですね」

「解決？」

　ええ、と頷うなずく舞佳。

「早く帰れる日はまだ良いですけど、バイトのある日は夜の十時まで仕事なんですよ？　お昼を抜いたら仕事中に死んじゃいますから、このままでも何とかなるだなんて思っちゃ駄だ目めです」

「いや、死にはしないだろうけど」

「ただでさえ役に立ってないのに、さらにお荷物になりますし」

「バイトでは俺の方が先輩なのに、酷ひどい言い草だ」

　照れ隠かくしならまだ可愛かわいげもあるのだが、こいつは本気で言っているのが困る。舞佳と比べれば効率は悪いがお荷物ではないだろうに。

　しかし言いっ放しでもないのか、舞佳は俺の頭から手を離はなして指を立てた。

「というわけで、良いお話があります」

「へえ、何かアイディアでもあるのか？」

「他の人との兼ね合いもありますし、バイトの時間は増やせない。でもお金が要いる。それなら答えは簡単です、別のバイトを始めましょう」

「別のバイトって……」

　得意げにそんなことを言われても困る。学校にバイト、そして編へん纂さんで、俺の時間は全すべて使われている。

「いつやるんだよ。学業、仕事、それに趣味で、時間なんて残ってないぞ」

「それなら趣味と実益を兼ねれば良いんです」

　俺おれを見下ろして楽しげに微笑ほほえみ、舞まい佳かは続ける。

「世間に伝わる色んな噂うわさを調べて、体験して、本にまとめる。そんなお仕事があるんですよ」

「……えーと」

　それ、単なる伝でん鬼きの編へん纂さん作業じゃないだろうか。言葉を探さがす俺に、舞佳は続ける。

「お給料は現物支給で、私が先せん輩ぱいにお弁当を作ってきます。割の良い仕事だと思いませんか？」

「え、お前って料理とか──」

　──できるのか、という疑問は飲み込んだのだが、致ち命めい的に遅かったらしい。みるみる内に舞佳の表情が怒いかりに染まる。

「先輩、私のことなんだと思ってるんですかね？」

「いや、違っ…………。まあ本当に違うんだけど、そういうのは良いよ。結局お前に奢おごってもらってるのと変わらないし」

　こっちはただ節約しているだけなのに、友人にわざわざ弁当を作らせるのは悪い。そう思ったのだが、舞佳は首を振って言う。

「ああ、その辺りは気にしなくても大だい丈じよ夫うぶです。お金は伝鬼仲間に助けてもらいますから」

「伝鬼ってお金とか持ってるのか？」

　少なくとも我が家の三人は一いつ銭せんも持っていないと思うが、お金持ちの伝鬼もどこかに居るんだろうか。そんな疑問に、舞佳はあっさりと答える。

「それは例えばほら、町中の自動販売機の下に落ちた小銭だとか、家のタンスの裏に消えたお金だとか、森の中に捨てられた札さつ束たばだとか、そういうものを集めてもらって──」

「やめろ、言うな、聞きたくない！」

　紛まごうことなき犯はん罪ざい行為だった。少なくともタンスの裏の小銭は見つけた時に嬉うれしいので残しておいて欲しい。切実にそう思う。

「そんな訳で、金銭的には負ふ担たんにはなりませんよ。その代わり、今まで通りにしっかり編纂してくださいね」

「でも、結局お前の手間が増えてることに変わりはないだろ？」

「それは勿もち論ろん、手間じゃないと言えば噓うそになりますよ。大事な大事な朝の時間を先輩の為ために消費するわけですから」

「なら──」

「でも」

　俺の言葉を遮さえぎり、舞佳は微笑ほほえんで言う。

「わざわざ時間をかけて編纂をしてもらっているのに、こちらは先輩に何も返せていません。私達だって少しは気にしてるんですよ。多少はお返しの機会がある方が気が楽です」

「……そっか」

　穏おだやかな舞まい佳かの表情が昨さく夜やのサキと重なって、俺おれは自然と頷うなずいていた。舞佳相手に格好付けて見せても仕方がない。頼って欲しいと言ってくれるのなら素直にお願いしようと思う。

　そしてそこまで言われたんだ。俺もいい加減に甘あまえるのはやめよう。

「わかった、頼むよ。それに、俺もそろそろ覚かく悟ごを決める」

「覚悟、ですか？」

　俺は身を起こし、きょとんと尋たずねてくる舞佳と目を合わせた。

「学校の伝でん鬼きだよ。怖こわいとか困るとか言わないで、ちゃんと襲おそわれて編へん纂さんする。皆に出てきて良いって伝えてくれ」

「えっ……大だい丈じよ夫うぶなんですか？」

　俺の言葉に、舞佳は真しん剣けんに驚おどろいた様子を見せた。何だそのリアクション。

「お前も早く慣れて欲しいって言ってただろ。何で驚くんだよ」

「それはそうですけど……実際に決断されるとやっぱり心配で」

　言葉通り心配そうに言う舞佳。そこまで俺が信用ならないんだろうか。

「別に恩を着せようと思って言ったわけじゃないので、気にしなくて良いんですよ？」

「俺もそんなつもりはないよ。お前に面めん倒どうかけて悪かったって思ってるぐらいだ」

「そんなの……」

　お互たがいに気き遣づかい合ってしばし。ふっと微笑ほほえんで、舞佳は言う。

「わかりました。先せん輩ぱいがそう言うなら頑がん張ばってください」

「任せとけ。同級生から弁当作って貰もらえるんなら多少のことは無理でも何でもないし」

「男の子ですねー」

　少し呆あきれたように、でも間違いなく上じよう機き嫌げんに言って、舞佳は頷いた。

「そうですね、なら残りの七不思議も聞いておいてください」

「ああ、ちょっと待ってくれ」

　手帳を取り出してペンを準備する。と言っても学校に出てくる都市伝説は有名なので、多分大半は書いてあると思うんだが。

「とりあえず音楽室のくららちゃんと、赤マント、人体模型、それから二にの宮みやさんは伝えましたよね。後は『絵から抜け出す勧かん誘ゆうポスター』と『呪のろいの六ページ』です」

　とりあえず書き付けて尋ねる。

「えーと……これで六つ聞いたか。七不思議、残りの一つは？」

「最後の一つは『誰も知らない七つ目』です。この学校ではまだ決まってないってことですね」

「なるほどな、ありがちな話だ。よし、後は任せてくれ」

　つまり、少なくとも六人には襲われるわけだ。遠えん慮りよしたい気持ちは当然あるのだが、同時に楽しみな気持ちもあった。

「よろしくお願いします。驚おどろき過ぎて倒れたりしないでくださいよ？」

「悪いけどそれは保証できない」

「もう、結局心配なのは変わらないじゃないですか。」

　苦笑して言うと、舞まい佳かはゆっくりと立ち上がった。

「先せん輩ぱいの頑がん張ばりに応こたえられるようにはしたいですけど、味の保証はできませんから、その点だけは諦あきらめてくださいね」

「それは悪かったって。で、どこで受け取れば良いんだ？」

　うーん、と首を捻ひねった後、舞佳は頷うなずいて言う。

「折せつ角かくですから一いつ緒しよに食べましょう。ここでいいですよね？」

「お前も一緒に食べる相手が居るんじゃないのか？」

「別に良いですよ、人間の知り合いですし。それじゃあ、また明日あした」

　ひらひらと手を振り、舞佳は去って行った。

　──しかし。

「……人間の知り合いとか、言うなよ」

　空を見上げて呟つぶやく。いつの間にだろうか、流れる雲はいくつもの小さな塊かたまりにわかれていて、日光を遮さえぎってはくれなかった。







[image: 二章]







　教室に戻もどった所で、安あ部べに捕つかまった。

「最近は昼休みに居ないようだが、何をしているのだ？」

「金がないから絶食してた」

「…………」

「やめろ、金を押しつけんな！　何とかなったから！」

　財さい布ふから紙し幣へいを取り出した馬ば鹿かを全力で押しとどめる。

「本当に大だい丈じよ夫うぶなのか？　金なら貸すぞ？」

「大丈夫だって。明日あしたから舞まい佳かが弁当を作ってくれることになったがぶぁっ!?」

　言い切る前に安部の拳こぶしが腹にめり込んでいた。激しく息が詰つまり、喉のどから漏もれ出した酸すっぱい液体で咳せき込みそうになる。滅め茶ちや苦く茶ちや痛い。

「なん、だ、お前……真しん剣けんに痛いぞ、今の」

「弁当だと？　相手はアレか、例の同どう僚りようの女か」

「……ああ、そうだけど」

　意外にも真剣な表情を浮かべた安部に、思わず素直に頷うなずいた。

「なら聞いていたのが俺おれだけだったことに感謝すべきだな。他ほかの男に漏らしてみろ、相当面めん倒どうなことになるぞ」

「……そうか。そうかもな」

　それはそうかもしれない。手作り弁当を一いつ緒しよに食べていた、なんて噂うわさが広まったら面倒だし、舞佳も良い気持ちはしないだろう。

「納なつ得とくはした。でも次はもっと加減しろよ」

「約束はできんな」

　伊だ達て眼鏡めがねを軽く持ち上げて言う安部がやたらと鬱うつ陶とうしかった。

　休み時間が終わって授業が始まったが、当然空腹は続いている。その上に伝でん鬼きが出るかも知れないとあって、なんとも落ち着かない気持ちだった。今にも時計が逆回りを始めるんじゃないか、とか、チョークが空を飛ぶんじゃないか、とか、窓の外を女が落ちていくんじゃないか、とか──これは以前に出会ったか──気にすればきりがない程の怪かい奇き現象が起こり得るのだ。あちらこちらから視線が向けられているような錯さつ覚かくすらあった。

「調子が悪そうだが、大丈夫か？」

「……腹減った」

「明日まで我が慢まんしろ」

　舞佳の話を聞いてから安部は妙みように辛しん辣らつだった。気持ちはわかるが。

「さっさと帰りたいところだが、俺もお前も掃そう除じ当番だ。早く済すませて帰るぞ」

「面倒臭くさいな……」

　そのまま帰宅できれば良いのだが、残念ながら今日きようは居残り掃除の当番が回ってきていた。

　さて担当場所はどこかと掲けい示じを確認して、一いつ瞬しゆん思考が止まる。

「…………男子トイレ？」

「厄やつ介かいだな。まあ良い、行くぞ」

「あ、ああ……」

　トイレ。トイレだ。

　廊ろう下かを歩きながら、先程の舞まい佳かの言葉を思い返す。

　──『怪かい人じん赤マント』

　超、行きたくねえ。

　しかし一応の救いはある。以前都市伝説についてレポートを書く為ための資料を集めていた時、安あ部べにこの学校の怪かい談だん話を知っているか尋たずねたのだが、全く知らないと言われたのだ。それで俺おれも舞佳に聞くまでは七不思議の存在を知らなかった。

　である以上、少なくとも安部はこの学校の伝でん鬼きについては伝えられていない。つまりこいつと一いつ緒しよにいる限りは、伝鬼には襲おそわれない筈はずだ。

　筈だよな？

「なあ安部、確か学校の七不思議とか全然興味なかったよな？」

「ああ、それなら任せろ。以前にも同じようなことを言っていたからな、しっかり調べておいた。聞いて驚おどろけ出雲いずも、なんとこの平ひら泉いずみ高校には七不思議が存在しているのだ！」

「この役立たずが！　お前にはがっかりだよ！」

「な……、わざわざ調べたのだぞ、何な故ぜそこまで言われねばならん!?」

　狼ろう狽ばいする安部を無視し、俺は幾いくらか覚かく悟ごを決めながら指定の男子トイレに向かった。

　いつも使っている男子トイレ。目新しいところは何もないし、掃そう除じの内容も単に水を流して洗せん剤ざいで磨みがくだけだ。

「一体何に怯おびえているのだ、出雲」

「いや、別に……」

　何とも嫌いやな予感がして仕方がない。何も出ないでくれよ、頼むぞ。

　とにかく早く終わらせよう。集中して手て際ぎわよく掃除を進める。

「しかしいつも思うのだが、男子トイレに小便器は必要なのか？」

　と、安部が思いついたように言った。

「大便器で用を足す男が増えてるって話か？　だからって別に便器を外す必要はないだろ」

「だが男子トイレから小便器を外せば男女でトイレの構造が同じになる。つまり最終的には男女でトイレを分ける必要もなくなるではないか」

「うるさい黙だまれ死ね」

　便器を磨くブラシをたたきつけてやろうかと思ったが、とりあえずは我が慢まんしておいた。

「そういえば出雲。さっきの七不思議の話はどうするのだ。折せつ角かく話を聞いてきたが必要なかったか？」

「こっちもこっちで聞いたけど、内容は知らないんだ。一応教えてくれ」

「そう来なくてはな。よし、聞くが良い。これが我が校の恐おそるべき秘密の一いつ端たんだ！」

「……短めに頼む」

　幸い、大して怖こわい話ではなかった。人体模型に、二にの宮みやさんと赤マント、音楽室のクラリネット少女。予想通りに抜け出して動くという勧かん誘ゆうポスターに、なくしたプリント、その六ページを探して校内を彷徨さまよう少女。

「最後に『真夜中のプールを泳ぐ影』だな。それで七不思議は全すべてだ」

「……？　なんだそれ、そんなのあるのか？」

「知らないのか？」

　舞まい佳かから聞いた話では最後の一つはまだ決まっていない筈はずだった。

　だが安あ部べは、むしろ俺おれが知らないのが不思議だという様子で言う。

「何でも夜中のプールを泳ぎ回る怪あやしい影というのがあるらしい。最近目もく撃げき者が居たとかで、これが七不思議に入りそうだと言われていたが」

「へえ、そんなのがあるのか。真夜中のプールを泳ぐ影、ね……」

　ありそうな話ではある。普通に聞いただけなら違和感もなく受け入れる所だろう。

　しかし、おかしいのだ。俺は伝でん鬼きである舞佳から直接話を聞いた。それで無かったものが、本当はあったと言うのか？

　そんな筈はない。舞佳が意図的に伝鬼の情報を伏ふせる意味なんて何もない。

「気になるな、その話」

「出雲いずも、お前は本当に妖よう怪かい嗜し好こうが酷ひどくなる一方だな」

　思わず口から漏もれた言葉に安部が呆あきれ声を返した。うるさい、放っておけ。

「しかし夜中の学校に用などあるまい。本当に出ようが出まいが、俺達には何も関係のない話だろう……よし、終わりだな」

　用具入れにブラシを放り込んだ安部が言う。

「空腹ならさっさと帰れ。ゴミは俺が捨てておこう」

「ああ、悪いな」

　俺にそう言い残し、安部はゴミ袋を持ってトイレを出て行った。こうして親切にされるのも申し訳ないが、ふらついているのも事実だ。こちらも早く帰ろうと、用具を片付ける。

　と、腹が鳴った。ぐるるるると、それはもう大きく鳴った

　直後、中で何かが動いたような気がした。嫌いやな予感に身を固めると、予想通りに腹の奥の方が鈍どん痛つうを発し始める。

「マジかよ、噓うそだろ。幾いくら何でもこのタイミングで腹が痛いとか、それはないだろ」

　昼飯は抜いているが、その分しっかりと朝食を食べている。腹の内容物が押し出されているのかもしれない。

　どうするか。ここで出していって良いのか。何か起こるんじゃないのか。

「って言っても、しょうがないだろ！」

　だからと言って家まで走っていけるはずもない。漏もれてしまうぐらいなら、ここで出してしまう方がまだマシだ。割り切って個室の一つに飛び込み、色々とギリギリなタイミングで用を足した。

「……セーフ」

　とりあえず何とかなった。ほっと息を吐ついて備え付けの紙に手を伸のばした、その瞬しゆん間かんだ。




「お兄にいちゃん、赤いマントが欲しい？　それとも青いマントが欲しい？」




「…………っ！」

　どこか柔やわらかい声がトイレに響ひびき、俺おれはまるで息が詰つまったように感じた。

　反射的に個室のドアを押すが、当たり前のように開かない。

　くそ、やっぱり出やがった。

　トイレに伝わる話は山ほどある。今の状況で出てこない方がおかしいのは最初からわかっていた。しかしそれでも、出てくると焦あせってしまうのに変わりはない。

　今聞こえてきた声は間違いなく『怪かい人じん赤マント』の台詞せりふだった。舞まい佳かの言っていた七不思議の一つに入っている、有名な都市伝説だ。

「赤いマントが欲しい？　それとも、青いマント？」

「マントなんて、そんなのどっちも……くっ……」

　どこか幼く感じられる声に反射的に答えかけて、口をつぐむ。

　落ち着け、適当に答えちゃダメなんだ。

　俺が襲おそわれている『怪人赤マント』とは、学校のトイレに現れる赤いマントを着た怪人の話だ。

　その怪人はトイレに入っている人間に『赤いマントが欲しいか、それとも青いマントが欲しいか』と尋たずねる。

　そして赤いマントが欲しいと答えれば首を切られて全身血まみれ、即すなわち赤いマントを着たような姿になり、青いマントと答えれば、首を絞しめられて強制的に青ざめて死ぬ羽は目めになる。

　どちらにせよ死ぬものの、質問にどう答えるかで運命が変わるのだ。間違っても適当に答えるわけにはいかない。

　今言いかけたように、どちらも要いらないとか、黄色のマントをくれとか、質問と違う答えをすれば助かるパターンがあったのを覚えている。しかし余計なことを言うと即そく死しするタイプも存在していた。

　集めた情報、俺おれに伝えられている噂うわさの量が多すぎて、正答を特定できない。

「お兄にいちゃん、マントは要いらないの？」

　焦じれたような声と共に、頭上からずるりと布の滑すべる音が聞こえた。見たくない、見たくないのだが、どうしても音の元に視線を向けてしまう。

　そこにあったのは、風もないのにふわりと揺ゆれる、血のように赤い布だった。

　それは決して鮮せん血けつの赤ではない。まるで死体から絞しぼり出したようなどす黒い赤で染められた、忌いまわしい赤マント。

「うっ、ぐ……」

　本能的な危機感を呼び起こす色合いのマントは、まさに怪かい人じん赤マントがまとうにふさわしい物だった。見ているだけで自分の血が引きずり出されていくようで、酷ひどい吐はき気を感じる。

　そしてその忌まわしいマントを身につけているのは、まだ年若い少女のように見えた。薄うす暗ぐらいトイレの中ではよくわからないが、気のせいか頰ほおを染めて、目の前を手で覆おおって、しかし指の間からしっかりと視線をこちらに向けて──

「お兄ちゃん、本当に使わなくて良いのかな、マント？」

「……え？」

　──そう、少女はこちらに視線を向けていた。

　トイレの個室で、便器に座っている俺を上から見下ろしている格好だ。

　別におかしくはない。都市伝でん鬼きが襲おそう人間を睨にらんでいるのは当たり前のことだ。

　ただ少女は何な故ぜか真まっ赤かになっていて、ちょっと手で目を隠かくすようなポーズをとって、しかし指には隙すき間まをしっかり作って、下半身裸はだかの俺をガン見していた、というだけで。

「お……おま、お前……」

「うん？　あ、わたし、赤マント」

「知ってるよ！　じゃなくてお前、どこ見てるんだよ！　ちょっ、こっち向くな！」

「え、だって襲おそってる最中だから、ちゃんと見ないと……ね、お兄ちゃん、赤いマントが欲しい？　それとも……」

「聞きながらじりじり降りてくるんじゃねえよ！　変態かお前！」

　必死に股こ間かんを抑おさえる俺に、怪人赤マントは大いに胸を張って言った。

「トイレの個室で上から出てくる怪人が変態じゃなかったら、それって逆におかしいよね？」

「サキ！　助けてくれ、サキ！　緊きん急きゆう事態だ！　俺に過去最大の危機が迫ってる！」

「寂さびしいこと言わないで、最後までやろう？　あ、そうだ。『赤い舌した・青い舌』とか『赤い手・青い手』とかも私がやってるんだよ。お兄ちゃん、赤い手がいい？　それとも青い手がいい？」

「どこ触さわろうとしてるんだよ！　やめろ、離はなれろ変態！」

　興味津しん々しんに手を伸のばしてくる少女の手を、俺は必死にはたき落とした。

「とりあえずトイレから出ろ！　ほら、さっさとする！」

「わ、ちょっとお兄にいちゃん、まだ終わってない──」

「やかましい！」

　少女のまとった赤いマントを摑つかみ、無む理り矢や理り扉とびらを開けさせて、すぐさま外へと放り出す。そして大急ぎで後あと始し末まつをし、ズボンを上げた。

　水を流して個室から出ると、少女が明らかに不満げにこちらを睨にらんでいた。

「折せつ角かくの出番だったのに、お兄ちゃんのせいでちゃんとできなかったー」

「原因はお前だろ！　せめてズボンを上げるまで待ってから出てこいよ！」

　こちらも断固引くつもりはない。正面から赤マントの言葉に異議を唱となえた。

　明るい所で見てみると、外見年ねん齢れいは俺おれより随ずい分ぶん下だろうか、赤いマントと白い肌はだが対照的で大きな瞳ひとみが印象的な少女だった。赤いマントを着ているせいか、明るい髪かみは少し赤みがかって見える。

「だって、折せつ角かくお兄ちゃんが脱ぬいでたんだよ。そこで出ないなんて間違ってる」

「もの凄すごく根本的な所で、お前自身が間違ってる。もう一歩間違ったらただの変質者だぞ」

　俺の言葉に小さく首を捻ひねり、赤マントは当然のように言う。

「そんなに差はないよ、お兄ちゃん。トイレの伝でん鬼きなんて大体変質者みたいなものだから」

「…………それでいいのか、都市伝鬼」

　好こう奇き心しんに満ちた赤マントの視線を思い返すと、確かにあれは変態の目だったとは思う。ああそうか、こいつ変態なのか。ぱっと見は子供なのに、変態なんだな。

「よし、そこに正座しろ」

「えっ？」

「正座だ。別に便所の床ゆかに座れとは言わん、そこの便座の上で良いから正座しろ。ほら、早く座れ。──よし。いいか赤マント、お前の年頃なら異性への興味はあってしかるべきだが、それはあくまでも正当な手段で解消されなければならない欲求なんだ。決して覗のぞきなどという変態行為に走ってはいけない」

「あの、私これでもお兄ちゃんより年上で……」

「屁へ理り屈くつを言うな！」

「は、はいっ！」

　それからしばらくの間、俺は滔とう々とうと説教を続けた。

　実年齢が何なん歳さいかは知らないが、精神年齢が子供である以上、悪い道に走るのを放置する訳にはいかないのだ。

　決して、色々と見られてしまった照れ隠かくしとかではない。

　断じてない。

「でもね、トイレに出てきて『どの舌したが良いですか』とか『どの手が良いですか』とか聞くんだよ？　その時点で、もう若じやつ干かん変質的な部分が混ざるのはしょうがないと……」

「そういう発想自体が悪い！　いいか、舌したや手というのは怪かい談だんに頻ひん出しゆつする要素で、便所に現れるというのも逸いつ話わとしては幾いくつも残っているんだ。お前はその先頭を走るものとしての自覚が足りない！」

「ご、ごめんなさい……」

　俺おれ自身の気持ちが落ち着くまでの間、赤マントにはしっかり反省してもらうことにした。










「これからは自分の立場を考えて、男の人を襲おそう時にはちゃんと気をつけます。お兄にいちゃん、本当にごめんなさい」

　長いお説教の末、自分の過あやまちを素直に認めた赤マントは、正座をしたまま頭を下げた。

「うん、わかってくれればいいんだ。強く言って悪かったな」

　小さく首を振り、赤マントは気落ちした様子で言う。

「お兄ちゃんに怖こわがってもらう筈はずなのに、怒おこらせちゃったら意味ないから」

「わかってくれて良かったよ。それで、赤マント……ってのも呼びにくいし、何か名前を考えるか。赤マント赤マント……マコ。マコでいいか？」

「うん、何でも良いよ」

「……何でも良いのか」

　伝でん鬼きは自分の名前に興味のない奴やつが多いな。そういうものなんだろうか。

「それで私、どうしよう。ちゃんとできなかったから変なままで本になるの？」

「あー……気合い入れ直して、その内にまた来れば良いよ」

　正直言って勘かん弁べんして欲しい気持ちもあったが、こんな状態で編へん纂さんされたら赤マントが余りにも哀あわれだ。一応会話もしたことだし、次に出て来ても比較的怖がらずに済むだろう。

「ありがとう。良かった……やっぱり優しいんだ、お兄ちゃん」

　微笑ほほえんで言うと、マコはじっと俺を見つめた。

「だからかな、舞まい佳かちゃんがあんなに必死だったの」

「知り合いか？」

　うん、と頷うなずく赤マント。

「それから、鏡から出てくる子も」

「……え、サキが？　サキも止めてくれてたのか？」

　そう期待した俺に、マコはあっさりと首を振る。

「ううん、そっちは好きなだけ襲えって言ってたよ」

「サキ……お前……」

　何ともがっかりな結果だった。しかし、マコはさらに続ける。

「でも、やり過ぎたと思った時は絶対に自分を呼べって」

「……そっか」

　何ともサキらしい話だった。

「それじゃあまたね、お兄にいちゃん。今度はちゃんと血を抜くから！」

「それはやめてくれ」

　溜ため息いきを吐ついた俺おれに微笑ほほえみ、マコは便器の上から飛び降りた。

　そして軽く屈かがみこんだ直後、大きく飛び上がって、一いつ瞬しゆんで俺の視界から消える。

　視線を天てん井じように移した時には、もうその姿はどこにもなかった。

「変態赤マント、か……絶対にそのままで編へん纂さんしたくないな」










　疲れた足取りで帰宅し、俺を迎えたサキに学校が地じ獄ごくになったことを伝えると、彼女は大きく頷うなずいた。

「それはめでたいのう」

「何もめでたくないからな。学校に居る時まで命が削けずられるんだぞ」

　げんなりした俺に首を傾かしげ、サキは不思議そうに言う。

「そうは言っても、伝でん鬼きと会った時のことを話す出雲いずもはどこか楽しそうに見えるんじゃが」

「……よく見てるな、サキ」

　確かに楽しむ気持ちがあるのは事実だ。

　脅おどかされている最中は本当に怖こわくて怖くて仕方がない。やめて欲しいと心から思う。しかし一通り終わると、やりやがったなコイツ、という感心の気持ちが強くなるのだ。

　手酷てひどくやられる程に、やっぱり伝鬼は凄すごいんだと、我がことのように誇ほこらしくなる。自分の好きなものが凄かった時って、やっぱり嬉うれしいものだから。

「でも怖いものは怖いし……あいつら自分のホームグラウンドだからってやりたい放題なんだよ。加減が全くない」

「良いではないか。内容が迫力のあるものになろう」

　サキは本心からそう思っているようだった。俺が編纂をしていると知って一番喜んでいたのもサキだし、伝鬼の将来を一番心配しているのもサキかもしれない。だから俺を手伝ってくれているのだと思うと良いことなんだが、ちょっと妬ねたましい気もする。

「しかし出雲、気をつけた方が良いかもしれん。最近、学校の怪かい奇きの様子がおかしいように思うのじゃ」

「おかしいって言うと、具体的には？」

「よくはわからぬ。どこか浮き足立っているような、調子に乗っているような……」

「あいつら、調子乗ってるのか」

　別に勢いよく襲おそって来ても良いんだけど、できれば大人おとなしく来て欲しいと思う。

　それにしてもサキは、そうやって学校の様子を見に行ってくれたり、マコが言ったようにいざという時に備えたり、俺おれに言わないところで色々動いてくれているのか。

　申し訳なく思うと同時に、やっぱり嬉うれしい。

「それはそれとして出雲いずも。少し聞きたいことがあるんじゃが、良いかの」

「ん、どうした？」

　何の気なしに聞き返した俺に対して、サキの方は随ずい分ぶんと真しん剣けんな表情を浮かべていた。

「その……じゃな。誤解せずに聞いて欲しいんじゃが」

「……何かあったのか？」

　らしくない言い方に嫌いやな予感がした。サキがこうして言葉を濁にごすことは少ない。余程言いにくいことなのか、それとも、後ろめたいことがあるのか。

「ちゃんと聞くから、何でも言ってくれ」

　知らず唾つばを飲み込んでサキを見つめる。いつもはまっすぐに見つめ返してくるサキの瞳ひとみが、どこか不安げに揺ゆれていた。

「…………昼のことじゃ」

「昼？」

「うむ。昼食の時間だと思うんじゃが、ここしばらく、出雲がいつも居る場所に居ないようじゃったのでな。探してみても姿が見つからぬ故ゆえに、何があったのかと気になってのう」

「あー、それは……」

　金がないから見つからないように絶食を──と、言わなくて済むように隠かくれていたのだ。どう答えたものだろうか。

「い、いや、違うのじゃ！」

　口ごもった俺に何を思ったか、サキは慌あわてた様子で両手を振る。

「以前の約束は覚えておる。いつもいつも見ているわけではないんじゃ。しかしふと見てみたときに姿が見えぬので、どうにも気になって……」

「ああいや、それは別に気にしてないけど……」

　見てるのかなーとは思ってたし、だからこそ隠れていたわけだ。舞まい佳かにした話じゃないが、ある意味最初から予想通りだ。しかし余計なことを言って心配をかけたくはない。そう考えると──ああ、言えば良いのか。

「いや、舞佳が弁当を作ってきてくれるんだよ。そういう約束でさ」

「…………弁当を？」

　そう、と笑って頷うなずいてみせる。サキが心配することは何もない。俺は元気にやっている。そう見えるように。そうすればきっとサキは笑ってくれるだろう。そう考えた。

　そして実際、サキは微笑ほほえんでくれた。

「……なんじゃ、そういうことか。なるほどのう」

「え、えっと、サキ？」

　笑っていると思う。いつも見るような、花の咲くような微笑みだ。だというのに何か異様な気配がまき散らされているような気がする。俺おれの気のせいじゃなければ、絶対に機き嫌げんの良い笑顔じゃない。

「野や暮ぼなことを気にして済すまぬ。仲良くやると良い」

「サキ？　いや、野暮とかそういう話じゃないぞ？」

「良いのじゃ、妾わらわが悪かった。すまぬな」

　何を謝っているんだ、と尋たずねるまもなく、サキはキッチンに向かっていった。どうしよう後を追いたいんだが、追うのが怖こわい。

「いーずーもーくーん」

　背後、ベッドの方から声がすると同時に、俺の肩かたに手がかかった。

「ベド子。あのサキ、どう思う？」

「普通に返事するんだ……。ごめん、ちょっとはビックリしてくれるだろうって期待してた。あたしが甘あまかった。整理付けるから十秒待って」

「あ……悪い」

　しょんぼりと肩を落としたベド子はきっかり十秒で顔を上げた。

「よし！　で、サキちゃんだけど、アレはどう見ても怒おこってるでしょ」

「怒ってる、よなあ。それってつまり……焼きもちか？」

「他ほかに何かあるの？」

　何も思いつかない。状況から考えればそれが一番可能性が高いと思う。

「だよな……焼きもちか。サキが俺に焼きもちを。どうしよう、何か嬉うれしい」

「喜んでどうするの!?」

　ベド子が怒っているが、嬉しいものは嬉しいのだから仕方がない。

　何を言ってもにこにこと頷うなずくサキが、褒ほめてもおだてても普通に嬉しそうにするだけのサキが、俺が舞まい佳かと親しくすると不ふ機き嫌げんになったのだ。

「何か一歩前に進んだ気がするな」

　良かった良かったと頷く俺の肩を摑つかみ、ベド子が顔を寄せる。

「進んでない、全然進んでない！　出雲いずも君は勘かん違ちがいをしてる！　サキちゃん、昨日きのうも伝でん鬼きのことなら自分に聞けば良いのにって拗すねてたんだよ!?　それで今日きようは舞佳ちゃんにお弁当を頼んで、もうサキちゃんと距きよ離りを置いてるみたいだよ！」

「……そうか？」

「そうだよ！　謝った方が良いって！」

　言われて見るとそうかもしれない。焼きもちという形であれ、サキを傷つけるのは良くない。だからと言ってどうしようか。謝るにしてもどうやって謝ればいいのか。

「でも、金がないから舞まい佳かに弁当を頼んだって言っちゃうのはちょっと情けないし」

「気持ちはわかるけど、格好つけるために仲なかが悪くなったら意味ないよ？」

「確かにそうだけど、金がないって話自体がサキを傷つける気が……」

　至し近きん距きよ離りで顔をつきあわせ、ぼそぼそと話し合う。そんな俺おれ達の後ろから冷たい声が響ひびいた。

「……お主ぬしら、仲が良いのう」

「ひうっ!?」

「サ、サキっ!?」

　エプロンで手を拭ふきながら、微笑ほほえんで俺達を見つめるサキ。そのサキの視線が冷たい。凍こごえるほどに冷たい。

「違う、違うよ、全然仲良くなんてないから！」

「ああ、ベド子なんて大嫌きらいだからな！」

「ちょっ、それは流石さすがに傷つくよ!?」

「ここは同意しとけって！」

　小声で言い合うと、サキの声が一段低く響ひびいた。

「人が料理をしている時に、羨うらやましいのう」

「あああ、ごめんなさいごめんなさいっ！」

「すいませんでした！」

「…………しゅらば？」

　何を謝っているのかもよくわからないまま、二人必死に頭を下げる。いつの間にか帰って来ていたコトリは、そんな俺達をやたら楽しそうに見ていた。










　食後、ごろごろと転がるベド子がテーブルに頭をぶつけるのを眺ながめながらお茶を飲む。

「あの、慰なぐさめるとか心配するとか、そういうリアクションはないの……？」

「だらしない真ま似ねをしておるからじゃろうが」

「…………いたいのいたいの、とんでけー」

「コトリちゃん優しい！　でもどこかに別の物が飛んで行ってる気がする！　絶対におまじないじゃなくてのろいだよ！」

　仲良いな、こいつら。

　元々怒いかりが持続するようなタイプでもないのだろう、サキも機き嫌げんを直してくれている。

　そう考えた所で昼の話を思い出した。舞佳の教えてくれなかった七不思議のことだ。

「そういえばさ、都市伝でん鬼き同士の付き合いってどのぐらいあるんだ？」

「ん？　どういうことじゃ？」

　きょとんとこちらを見返す三人に尋たずねる。

「伝鬼同士って親しいのかそうでもないのかよくわからないからさ。交友関係はどうなってるんだ？」

　ふむ、と頷うなずくサキ。

「存在が曖あい昧まいで自意識の薄うすい伝鬼も少なくはないが、それなりに多くの伝鬼が互たがいに交流しておるぞ。勿もち論ろん伝鬼の種類は多た岐きに亘わたる故ゆえに、妾わらわの知らぬ伝鬼も幾いくらでもおるがな」

「やっぱり出る場所が近い伝鬼と仲良くなるよ。ここで会うまではサキちゃんともたまに立ち話をするぐらいだったし」

「…………なかよく、してる」

「なるほど、そんな感じか」

　ベド子の言う『立ち話』がどこに立って話すことなのかはあえて聞かないことにした。犠ぎ牲せい者の枕まくら元もとだとか、そういう話だったら知りたくない。

　さて、伝鬼同士がそれなりに仲良くやっているとすると、だ。

「じゃあ学校に出てくる伝鬼で、それも同じ学校に伝わってるとしたら、まず間違いなく知り合いな訳か」

「縄なわ張ばりの話もあるじゃろうし、顔を合わせることはあるはずじゃ。……しかし、それがどうしたんじゃ？」

「やっぱ、そうなんだな」

　不思議そうに首を捻ひねるサキにはっきりとは答えず、俺おれは湯飲みを置いた。

「……なら、仕方ないか」

　立ち上がり、ハンガーから上着を取る。

「出雲いずも君、何ど処こか行くの？」

「ちょっと学校に行ってくる」

　窓の外を示して言うと、ベド子は目を丸くした。

「こんな時間に？　襲おそわれに行くようなもんでしょ、怖こわくないの？」

「死ぬほど怖いに決まってるだろ。俺だって本当は行きたくない」

　でも仕方がないのだ。

　俺は聞いてしまった。そして、知りたいと思ってしまったのだから。

「舞まい佳かに平ひら泉いずみ高校の七不思議を聞いたんだけどさ、あいつはまだ六つまでしか存在しないって言ってたんだ。まだ七つ目は決まってないからって。それなのに決まってないはずの七つ目があるって噂うわさを聞いたんだよ。夜中のプールに何かが出るって話だ」

「え……それを確かめるためにわざわざ学校まで行くの？」

「だって伝でん鬼きが知らない都市伝説だぞ。滅め茶ちや苦く茶ちや気になるじゃないか」

　そんなものはありえない。ありえないということに、むしろ興味をひかれる。

「噂うわさがまだ伝鬼になっていないとして、これからさらに人に伝われば伝鬼になるのかどうか。一体どんな理由があって噂が流れたのか。ただ噂でしかない段階で、本当にその怪かい奇き現象は起こるのか。全部気になってしょうがない。編へん纂さんとは全く関係ないけど、ちょっと見に行って来るよ」

　俺おれは編纂者になりたかったんじゃなく、民俗学者になりたかったんだ。新しい怪かい談だんが伝わる瞬しゆん間かんを見られるのなら、恐きよ怖うふに耐えて夜中の学校に行く価値は十分にある。

　我ながら本当に因いん果がな性格だが──仕方ないな。いい加減に諦あきらめがついてきた。

「出雲いずも君って苦労性だよね」

「自覚はあるよ。……あー、絶対に怖こわいんだろうな」

「ふふふ、良いではないか」

　息を吐ついた俺に鞄かばんを手渡し、サキは柔やわらかく微笑ほほえんだ。

「なんだよサキ、そんな顔して」

「妾わらわは出雲のそういう所が好きじゃ。頑がん張ばって来ると良い」

「──っ！　……全然褒ほめられてる気がしないけど、ありがとな」

「…………がんばって」

「途とち中ゆうで帰ってきても良いからねー」

　三人の声に押されて部屋を出る。

　外は少し肌はだ寒ざむいぐらいだったが、俺の顔は熱いぐらいに火ほ照てっていた。










　バイトの帰りで夜道には慣れている。学校に着くまでの間は特に怖いこともなかった。

　しかしそんな余よ裕ゆうも校門の前に立って校舎を見上げた瞬間に消え去った。

　普段は明るい校舎の全すべてが光を失い、揺ゆらめくような暗くら闇やみに包まれている。そんな当たり前のことに驚おどろく程の違和感があった。見慣れた場所なのに、こんなにも雰ふん囲い気きが変わるものなのか。

　じっと見ていると、昇しよう降こう口ぐちは巨きよ大だいな生き物の口のように、窓の一つ一つは目のように思えて、肌はだの泡あわ立だつ感覚が全身に走る。

「…………やめときゃ良かったかな」

　しかし今いま更さら諦めて帰るのも恥はずかしい。さて入ろうかと校門に手をかけてみるが、鉄の門はしっかりと閉じられていて開きそうにない。やっぱり怪談話とは違うか。

　とはいえこの平ひら泉いずみ高校は中に入る手段が沢たく山さんある。俺は塀へいに沿って大学の方へと向かった。歩いて数分の所にある平ひら泉いずみ大学の夜間通用門を、普通に頭を下げて通り過ぎた。

　夜中まで作業のある学生は幾いくらでも居るらしい。大学のセキュリティはこんなものである。俺おれも数年後は犬いぬ飼かい研究室で夜中まで作業をすることになるんだろうか。目を覚ましに顔を洗いに行くと鏡からサキが出てきて、今日きようも帰れぬのか、とちょっと寂さびしそうに言ってくれるような感じで。新しん婚こん家庭みたいで良いかもしれない。

　そんなことを考えながら大学の敷地しきちを抜け、そのまま高校へ。芝生しばふを抜けて歩くだけだ。

　さて、問題はここからだ。敷地に入る方法は沢たく山さんあるが、校舎に入る方法は少ない。下へ手たな場所から入ると警報装置が作動して問題になるかもしれないのだ。どうしたものかと考えながら昇しよう降こう口ぐちに向かい、その扉とびらを見て、俺は一いつ瞬しゆん息を呑のんだ。

「開いてる……？」

　扉が普通に開いていた。それも警報装置すら作動していない。昼間と同じような状態だ。好都合ではあるが、今の時間を考えると明らかにおかしい。

　ともあれ靴くつを上うわ履ばきに履き替えて校舎に入る。

　平泉高校は私立だけあって、温水の室内プールが備えられている。温水と言っても、生徒からは『あたたかい』ではなく『ぬるい』の温水だと評判が立つような、微びみ妙ような温水だ。

　さて、その室内プールが問題だ。

　一般的な外にあるプールなら金かな網あみ越しに見れば良いが、室内だとそうはいかない。昨さつ今こんの教育事情と社会状況に合わせて、窓の外から中が見えないように加工されているのだ。

　つまり『真夜中のプールを泳ぐ影』の噂うわさを確かめる為ためにはプール室に入らなければならないのだ。果たして鍵かぎは開いているだろうか。

「とりあえず行ってみて、駄だ目めなら別の手段を考えるか。最悪の場合は教授に相談しよう」

　ぽつぽつと独ひとり言を漏もらして心を落ち着かせ、静まりかえった校内を進んでいく。

　プールは西館一階だ。それほど遠くはない。

　気のせいだろうか、道中ずっと何かに見られているような感覚があった。

　響ひびき渡る自分の足音に怯おびえて、風で窓ガラスがきしむたびに身を震ふるわせ、視界の端はしを何かが横切る錯さつ覚かくに息を呑んで。

　舞まい佳かの話をそのままに体験しながら、俺はプールへと向かった。

「で、問題のプールか。普通なら開くわけがないけど……」

　到着した室内プールへの扉。俺はぐっと力を入れて、ドアノブを捻ひねってみる。本来あるべき堅かたい感かん触しよくはなく、ノブはあっさりと回った。

「開いてるのか……なるほどな」

　本来はおかしいのだが、俺は少し納なつ得とくしていた。噂うわさの由ゆ来らいとして、セキュリティが甘あまく夜中にプールに入れてしまうことを示して『真夜中のプールを泳ぐ影』という怪かい談だんが広まった、という可能性が出てきたのだ。

　つまり以前夜中の学校に忍しのび込んだ誰かが簡単にプールに入れたので『夜中のプールを泳ぐ人影があるらしい』という伝でん聞ぶんの形で自じ慢まん話を広めたのではないか、という予想だ。噂うわさの出で所どころとしてはありそうな話だ。

　そして、俺おれはこうして考えるのが民俗学の楽しさだと思う。伝承には必ず由ゆ来らいがあり、噂にはきっと理由があるのだ。それを見つけてやりたい。

「で、俺の考えが正しければ中には誰も居ない筈はずだけど……」

　果たしてどうなのだろうか。相変わらず不ぶ気き味みな薄うす暗ぐらさだが、こうして検証作業に挑いどんでいるとやっぱりわくわくする。俺は洗い場を抜け、シャワーを抜け、水の入っていない消毒槽そうを通ってプールサイドに向かった。

　窓そのものは外が見えないすりガラスになっているが、閉へい鎖さ的にならないよう、プール室の天てん井じようには大きなガラスがはめ込まれている。プールの中は薄うす闇やみに包まれていたが、上から差し込む月明かりで幾いくらかは見通すことができた。

　そして噂を確かめようとプールをのぞき込み、俺はそれを見た。

　暗いプールの中を泳ぎ回る何かの影を。

「……本当にあったのか」

　俺の予想は外れていた。真夜中のプールを泳ぎ回る影、それは本当に存在していた。

　見た瞬しゆん間かんは正直言って腰こしが引けた。こんな誰も居ないプールで泳ぎ回る影を見たら怖こわいに決まっている。

　しかしすぐに気がついた。

「女の子、か？」

　影は人間の姿をしていたのだ。それも俺と同い年ぐらいに見える、普通の女の子だ。学校指定の競泳水着を身につけた彼女は、プールの中を自由自在に泳ぎ回っていた。

　その姿は少し遠目に見れば怪あやしい影が動き回っているようにも見える。

「七不思議の由来は人間にあり、か」

　少し鼓こ動どうの激しくなった心臓を押さえ、小声で独りごちる。

　彼女はきっと妖よう怪かいや伝でん鬼きじゃなく、普通の人間だろう。

　これまで普通の女の子にしか見えない伝鬼とも出会ってきたが、もしも伝鬼なら七不思議の一つとして舞まい佳かが教えないのはおかしい。

　きっと妖怪でもないだろう。何せ彼女は現代風の水着を身につけている。妖怪はそんな服装で現れたりしない。

　安堵あんどと、少しの落らく胆たんを胸に、俺はしばらくの間『真夜中のプールを泳ぐ女』を見ていた。

　綺麗きれいな人だと思った。

　月明かりの下で微かすかに輝く金色の髪かみと白い肌はだ、そしてどこか冷たい顔立ち。生まれはわからないが、間違いなく純粋な日に本ほん人ではないだろう。

　その相そう貌ぼうは薄うす闇やみの中でもわかる程、完かん璧ぺきに整っていた。

　伝でん鬼き達のせいで器きり量ようの良い女性は見慣れていたつもりだったが、群を抜いて美しい女性だと思う。見ていてどこか恐おそろしく感じるぐらいの美び貌ぼうだった。

　顔立ちだけでなく、体型の露あらわになった水着姿でそのスタイルもはっきりとわかる。目を見張るほどに細く、しかし出る所は十分以上に出た肢し体たいが踊おどるように動き、水の中を舞っていた。

　薄うす暗ぐらい水の中で、彼女は時に流りゆう麗れいなフォームでクロールをして見せ、時に理り屈くつもなく両手足を動かし、時に水の流れに身を任せて漂ただよった。やっていることは無む軌き道どうそのものだったが、そこには不思議な静せい謐ひつさがあった。

　ずっと見ていたいと思うような光景だったが、別に覗のぞきに来た訳じゃない。こうしていても仕方がない。

　少し話を聞いて、すぐに帰ろう。そう決めて、俺おれはプールのそばに歩み寄った。

「こんばんは」

　泳ぐ彼女にも聞こえるよう、少し大きめの声で呼びかけた。

　直後、こちらに顔を向けた彼女と目が合った。見知らぬ男の姿に眉まゆ一つ動かさず、彼女は音もなく水をかき、俺の方に体を向けた。鮮あざやかな唇くちびるが開き、涼すずやかな声が漏もれる。

「覗き？」

「……いや、違うけど」

　透すき通ったソプラノの声色と裏腹に、出てきた言葉は何とも残念なものだった。しかし不思議と違和感はない。気のせいか、まるで声が頭の中にそのまま響ひびいてくるように、声に飲み込まれたような感覚があった。

「ああ、それなら痴ち漢かんね」

「だから違うって」

　うん、気のせいだ。間違いなく錯さつ覚かくだ。こんな汚きたない言葉に飲み込まれる筈はずがない。

　ともあれ返事が日に本ほん語なのは安心した。外国語は全く得意じゃない。

「どっちでも良いけど、変態君は何しに来たの？」

「噂うわさを確かめに来ただけだよ。覗きも痴漢も変態行為もしない。すぐに帰るよ」

「噂？　何、それ」

　彼女は少し首を傾かしげた。金色の髪かみが揺ゆれ、月光を反射する。

「夜中にプールを泳ぐ影があるって噂になってるんだよ。で、確かめに来たら君が泳いでた」

「噂になってるの？」

「七不思議になろうかってぐらいには広まってるらしいな」

「迷めい惑わくねー」

　何とも嫌いやそうに言われてしまった。

　しかし状況から考えれば、原因は目の前の彼女自身だろう。自じ業ごう自じ得とくという気がしてならないんだが。

「で、君はこんな時間にわざわざ噂うわさを確かめに来たの？　結局変態じゃない」

「否定はできないけど、こんな時間にわざわざプールで泳いでる人には言われたくない」

「私は自分が変態じゃないとは言ってないわよ？」

「いや、そんなことに胸を張られても困るし」

　しかも水着姿で胸を張られると、もっと色んな意味で困る。初対面の相手をじろじろ見るわけにもいかないが、あからさまに気にしてみせるのも気まずいし。

「まあ、そういうことなら今日きようは上がろうかしらね」

　苦笑してそう言うと、彼女は前傾姿し勢せいでプールサイドに手をかけた。

　肩かたまで届く金色の髪かみを流れ落ちた水すい滴てきが、隠かくす物のないうなじを通り、豊かな双そう乳にゆうの間に吸い込まれていくのがはっきりと見える。失礼に気付いてすぐに目をそらしたが、彼女は俺おれの視線を気にした様子もなく、軽い動作でプールサイドに上がった。

「私、マリーネ」

「……え？」

　こちらを見もせずに言った彼女に、一いつ瞬しゆん言葉の意味が理解できなかった。

「名前よ。マリーネ・フロスライン、三年」

「あ……八や坂さか出雲いずも、二年です。先せん輩ぱいでしたか」

「やさか、いずも。ああ、なるほど。君がそうなのね」

　納なつ得とくするように呟つぶやく彼女──フロスラインさん。俺のことを知ってるんだろうか。

「やっぱり変態じゃない」

「だから違います。一体誰から俺の話を聞いたんですか」

　俺が変態だとかいう不ふ名めい誉よな噂を先輩にまで広めたのは何ど処この誰だ。事実無む根こんだぞ。

「舞まい佳かさん、知ってるでしょ。色々聞いてるわ」

「あいつですか！」

　人の悪評を広めて何がしたいんだあいつは。思わず拳こぶしを握にぎった俺に、彼女は何でもない様子で言う。

「あの子は私のだから、手を出しちゃ駄だ目めよ」

「…………」

　えーと。

「本当に変態なんですか？」

「違うとは言ってないわよ」

　真夜中のプールで、水着姿の変態と出会った。これは都市伝説にならないだろうか。間違いなくなると思うぐらいに衝しよう撃げき的な体験だ。

「君の話は聞いていなくても大差ないわね。こんな所まで噂を確かめに来るぐらいだもの、立派な変態よ」

「……いえ、俺おれもそういう意味での否定はしませんけど」

　偏へん執しつ的だと言われればそうかもしれない。多少の自覚はある。

　まあ俺の事情はそうだとして、同じく夜のプールに居た彼女は何をしていたんだろうか。

「それで、えっと、フロスライン先せん輩ぱいは──」

「名みよ字うじは呼びにくいから無理しなくていいわ。皆は大体マリネって呼ぶから」

「じゃあ、マリネ先輩。ここで何をしてたんです？」

　尋たずねた俺に首を振って、マリネ先輩はあっさりと言った。

「見てわからなかった？　泳いでたんだけど」

「いえ、それはわかりますけど……なんでこんな時間に？」

「水泳部じゃないのよ」

「……はあ、そうですか」

　理由になっているんだろうか。水泳部じゃないからこんな時間にしか泳げないと言いたいのなら、わざわざ夜中の学校になんて忍しのび込まず、普通に入部すれば良いのに。

「じゃあ、帰るわね」

「あ、はい。俺も失礼します」

　濡ぬれた金きん髪ぱつを軽く払はらい、マリネ先輩は更こう衣い室しつの方へ歩き出した。水着が少し食い込んでいるのが目に入り、すぐに目をそらした。

　何とも妙みような人だが、噂うわさの由来が変な人間にあったというのはむしろわかりやすい。やっぱり何かしら人間の行動があってこそ、噂や伝説が広まるのだろう。

　一人で納なつ得とくしていた所、マリネ先輩が足を止めて言った。

「そうそう、八や坂さか君」

「はい？」

　彼女は背を向けたまま、こちらを見ることもなく言う。

「私のことは誰にも言わないで。……ううん、違うわね。私のことも、その噂のことも、絶対に誰にも言わないで。ただの噂で、噓うそでしかなかったんだから」

「ああ、はい。わかりました。でも、噓ではないんじゃ」

　噂通り、夜中のプールを泳ぐ影は存在したわけだし。そう思って言った俺に、彼女はゆっくりと振り向いた。凍こおったように、冷たい水のように、どこまでも澄すんだ青い瞳ひとみと目が合う。

「違うわ、噓よ。怪かい談だんも七不思議も都市伝説も、全部噓。そんなものはないし、広まらない方が良いに決まってるわ」

　強い感情がこもった言葉だった。

「………………」

　普段なら否定する所だが、噂になっている本人に押しつけることもできず、俺は無言で彼女を見返すしかなかった。

「じゃあ、またね」

「あ、はい……」

　そんな一言を残し、マリネ先せん輩ぱいは去って行った。

　何となく動く気にならず、プールの水面に映った月が揺ゆらめくのをじっと見つめる。

　俺おれは妖よう怪かい譚たんも、都市伝説も、誰かが伝えたいと望んだからこそ広まっているのだと思っていた。だからこそ、先さき々ざきまで残すべきなのだと。

　しかしこうして、その主体となっている人間が望んでいない場合もあったのだ。

　もしもマリネ先輩の噂うわさが広まって『真夜中のプールを泳ぐ影』という伝でん鬼きが本当に誕たん生じようしたら、彼女にとっては酷ひどく迷めい惑わくな話じゃないだろうか。

　それでも、もしも伝鬼が生まれてしまったのなら、俺はそいつに生きていて欲しい。独りよがりだと自覚していても、やっぱりそう思うのだ。

　そして、何な故ぜだろうか。似たようなことをずっと昔に考えた記き憶おくがある。

　編へん纂さんをはじめるより前。同じように都市伝説なんてない方が良いと言った女の子に、それは違うと力説したことがあったような。

　そうしてぼんやりと思し索さくを巡めぐらせて、どれぐらいの時間が経たっただろうか。

　考えている間に水の揺れは落ち着き、水面は磨みがかれた鏡かがみのように空の月を映していた。

「簡単じゃないよな」

　俺も帰ることにしてプールサイドを離はなれた。プールの鍵かぎについては最初から開いていたことにして扉とびらを閉じる。

　──と、そこで気がついた。

「って、マリネ先輩、こんな時間に一人で帰ったのか!?」

　何な故ぜか夜中のプールに慣れた様子のマリネ先輩だったが、それとこれとは話が別だ。今はもう十分に深夜と言って良い時間で、女性の一人歩きは余りにも問題がある。

　随ずい分ぶん時間が経っているのでとっくに学校は離れているだろうが、もしかしたら近くに居るかも知れない。

　校舎を走り、昇しよう降こう口ぐちを抜けて校門へ。

　当たり前だが、マリネ先輩の姿はどこにもなかった。

「あー、こんなことやってるから舞まい佳かに呆あきれられるんだよな……」

　深夜の学校などという背筋の冷える場所で出会ったのに、欠片かけらも心配せずに普通に別れたのだ。マリネ先輩も良い気持ちはしなかっただろう。本当に申し訳ない。

　平ひら泉いずみ高校はそれなりに留学生も来ているが、あれだけ目をひく容よう姿しのマリネ先輩なら誰かが知っているだろう。クラスを聞いてちゃんと謝っておこう。

　そう決めて校門を抜けようとした時だった。

「スリー」

「…………？」

　どこからか声が聞こえてきた。

　反射的に足を止めて辺りを見回すが、何も異常はない。

「ツー」

「つー？　え、誰だ？　何なんだ？」

　聞こえてきたのは男の声だ。マリネ先せん輩ぱいじゃない。

　誰か人間が脅おどかしているのか、それとも伝でん鬼きか、妖よう怪かいか。

　この訳がわからない感じは、恐おそらく伝鬼だろうか。

「ワン」

「……カウントダウン？」

　３、２、１、とカウントしていたらしい。０の瞬しゆん間かん何かが起きるのかと身構えた所、視界の隅すみから眩まばゆい光が発せられた。

　──校門脇の、二にの宮みや金きん次じ郎ろう像だ。

「え、いやちょっと、まさか……」

「ゼロ」

　声が重く響ひびいた直後、二宮金次郎像の下から煙けむりと共に何かが吹き出して来た。同時に目を焼くような光が発せられ、銅どう像ぞうが大きく揺ゆれる。

　そして驚おどろくほどゆっくりと浮き上がった銅像は、まるでロケットのように煙を吹き出しながら、天空へと昇っていった。

「え……え。これ、どうすんだ？　俺おれは知らないぞ？」

　見る間に速度を上げて飛び去っていく銅像。確かに驚いたが、驚きの方向性がおかしい。

　二宮金次郎像は最終的には視界からも消え、夜空の中で微かすかに輝くだけになった。

　校門脇にあった筈はずの台座がなくなっているのは見ないことにして、帰宅の途とにつく。

『空飛ぶ二宮金次郎像』についての編へん纂さん内容を考えながら、マリネ先輩と一いつ緒しよじゃなくて良かったと、妙みような形で安堵あんどしたのだった。










　翌日の学校、午前中の休きゆう憩けい時間。

　マリネ先輩を知っているかと尋たずねてみた所、安あ部べは一いつ瞬しゆん目を丸くした後、何とも大おお仰ぎように肩かたをすくめてみせた。

「前から思っていたのだが、お前は面食いだな、出雲いずも」

「面食いって……あんまり変なこと言ってると張り倒すぞ」

「いや、しかしだな」

　不満げな溜ため息いきを漏もらす安あ部べ。

「あの犬いぬ飼かい委員長も、お前の同どう僚りようだという女も、出雲いずもにはいささか荷が重いレベルだろう。そこからさらに三年でも噂うわさの美女を狙ねらおうというなら、流石さすがに身の程を知れと言いたくも──ぐがっ!?」

　予告通りに馬鹿の後頭部を殴なぐっておく。

　確かに美雪みゆきさんも舞まい佳かも、タイプは違えど群を抜いて整った容よう姿しだと思う。そこそこ親しくなった今でも顔が近づくと少し緊きん張ちようするぐらいだ。

　しかしそれが理由で仲良くなったわけじゃないし、下げ世せ話わな目で見たことは一度もない──とは言えないが、少なくとも今現在にその気はない。

　結果論で人の交友関係を勘かんぐられるのは何とも腹が立つ話だ。

「まず根本的な部分から違うんだけど、それを抜いても的外れだ。マリネ先せん輩ぱいにはちょっと謝りたいことがあるだけだ」

「本当か？　流石にこの短期間に二人に手を出しては、俺おれもフォローしきれんぞ」

「違うっつーの」

　夜のプールで会った、などと本当のことを言うわけにもいかない。さて、どうしたものかと考えて、一つ思いつくことがあった。

「あー、そうだな、絶対違うって根こん拠きよがあるぞ」

「根拠？」

　不思議そうに繰くり返した安部に、俺とあの人が仲良くならない最大の理由を告げる。

「マリネ先輩、都市伝説とか妖よう怪かいとかが嫌きらいらしい。俺とは気が合わないだろ」

「…………それは」

　ぐっと喉のどをならす安部。

　わかってくれたのだろうか──そう思った俺の肩かたを摑つかみ、安部は伊だ達て眼鏡めがねを光らせた。

「出雲、いくらお前が妖怪好きとはいえ、校内での布教活動は余り推すい奨しようできないと──」

「お前は俺を何だと思ってんだ!?」

「ぐがっ……しかし、俺の経験上、お前なら……う、うむ。流石にそれはないな。フロスライン嬢じようなら三年の一組だろう」

「最初から素直に言えって……」

　馬鹿の頭を全力で張り倒し、俺はようやく彼女のクラスを聞き出すことに成功した。本当に無む駄だに疲れた。

「しかし、お前こそ何で知ってるんだ？　知り合いか？」

「そういう訳じゃないがな、少し噂を聞いたことがある」

「噂……？」

　俺おれの言葉に頷うなずき、安あ部べはどこかうんざりした様子で言う。

「彼女に告白して振られた、という話を既すでに六人から聞いている。しかしその振り方が余りに酷ひどくてな、なかなかやる女だと覚えていた」

「……やりそうだなー」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美女。水着の上から見た限り、細い肢し体たいと、それに似つかわしくないほどの豊かなあれこれを備えてもいた。

　そして聞いているだけで飲み込まれそうになる、あの美しい声。確かに惚ほれっぽい奴やつなら一ひと目め惚ぼれぐらいしそうだとは思う。

　そして多分、酷ひどい言葉で振られるんだろう。

「その割に浮いた噂うわさの一つもない。まあ、狙ねらうには絶対に薦すすめないタイプの女だ」

「お前が過去一度でも女を薦めたことがあったか？　……あったか」

　嫌いやがらせでコトリに襲おそわせたときはやけに気に入っていた。ああいうのが趣味なんだろうか。

「俺からするとお前がフロスライン嬢じようを知らない理由の方がわからん。これまでに一度も話を聞いたことがなかったのか？」

「んー、多分俺も聞いてたんだろうけど、わざわざ覚えてないんだよ。正直去年はそれどころじゃなかったし」

　平ひら泉いずみ高校に入学して、一人暮らしを始めて、研究室に通わせてもらって、バイトも始めて。去年は本当に目が回るほど忙いそがしい毎日だった。

　その中で気になる女の子を考えるなら、身近な舞まい佳かと美雪みゆきさんで十分過ぎるぐらいだ。

　どちらも高たか嶺ねの花で、当然ご縁えんはなかった訳だが。

「じゃあマリネ先せん輩ぱいに会う時はその手の男だと思われないように気をつけるか」

「ああ、出雲いずもが七人目にならないようにな」

「違うっつーの、しつこいな」

　溜ため息いきを吐ついた所でチャイムが鳴った。席に戻もどろうとした俺の背に、安部が声をかけてくる。

「そういえば出雲、犬いぬ飼かい委員長がこれまでどのぐらいの男を撃げき墜ついしてきたか知っているか？」

「美雪さんが……？」

　言われて、もう席に着いている美雪さんの方に視線を向けた。

「…………？」

　見つめる俺に気付いたのか、美雪さんは小さく首を傾かしげてこちらに手を振った。

「……やめてくれ。知りたきゃ本人に聞く」

「そうか。そうだな、それが良い。過去の恋愛遍へん歴れきを詮せん索さくすることで出雲の好感度が下がり、俺にとっては良い結果になるだろう」

「お前は敵なのか味方なのか、いい加減にはっきりしろ」

　言い合う間に教師が入ってきて、話は流れてしまった。こいつとは早めに決着をつけるべきだと思うんだが、何だかんだで機会がないままだった。

　次の休み時間、俺おれは三年の教室に出向いた。わざわざ声をかけるのも迷めい惑わくになるようだし、遠くから見て何事もないようならそのまま帰ろう。そう思ったのだが、しかし。

「……居ないか」

　教室を見回してみたが、マリネ先せん輩ぱいの姿はない。まさかあの目立つ姿を見逃みのがすわけもないし、どこかに出かけているのか、休んでいるのかだろう。もしも後者だったらどうしよう。誤解されるかも知れないが、近場の先輩に聞いてみようか──。

「あれ、昨日きのうの変態君？」

「…………」

　背後から聞こえた綺麗きれいな声と、酷ひどい台詞せりふに振ふり向いてみる。

「やっぱり変態君だ。やっほ」

「八や坂さかです」

　とりあえず訂てい正せいしておく。マリネ先輩は元気そうだったが、これならいっそ元気じゃなきゃ良かったのに。少なくとも人通りのある廊ろう下かで変態呼ばわりしない程度に弱っていて欲しい。

「元気そうですね？」

「何よそれ、わざわざ私のご機き嫌げんをうかがいに来たの？　惚ほれた？」

「違います。あんな時間に別れたんで、もし何かあったらって思っただけです」

「……ああ。大だい丈じよ夫うぶよ、ありがとう」

　微笑ほほえんで言うマリネ先輩。昨夜きのうの薄うす闇やみでも鮮あざやかに輝いていた金色の髪かみは、こうして昼間に見ると本当に金糸のようにきらめいて白い肌はだの上を流れていた。

「昨日会った変態は君だけだから、問題ないわ」

「それは良かったです。もう二度と会わないので安心してください」

　これで出てくる台詞せりふが普通だったら良かったのに、色々と台無しだった。まあ良い。本当にもう二度と話す機会はないだろうし。

　そう踵きびすを返したところで、後ろから肩かたを摑つかまれた。

「ああ、ちょっと待って。昨日はちゃんと話せなかったし、良かったら後で時間を取れない？」

「話って言われても……俺と先輩に何か話すことってありましたか？」

　昨日の話は誰にも言うつもりはない。そんな気持ちをこめてマリネ先輩と目を合わせると、彼女は少し困こん惑わくしたように視線を逸そらした。

「え……あ、ううん、具体的に何かあるわけじゃないけど……」

「じゃあすいませんけど、俺は失礼します」

　周囲の先輩方、特に男からの視線が痛い。恐おそろしく痛い。マリネ先輩の手をそっとほどき、自分の教室に帰ろうと歩き出す。

「待ってってば。じゃあお昼を一いつ緒しよにどう？　先輩からの誘さそいをわざわざ断ることもないでしょう？」

「先約があるんで」

　昼休みは舞まい佳かと約束がある。わざわざ彼女に付き合う義理もない。

「…………ねえ、変態君」

「八や坂さかです。何ですか？」

　少し気落ちした声に、一応振り向いてみる。マリネ先せん輩ぱいはいぶかしげに俺おれを見ていた。

「私ね、これでも男の子を誘さそって断られたことがないのが自じ慢まんなのよ。君ってもしかして、女の子に興味とかないタイプかしら？」

「もう帰って良いですかね？」

「噓うそっ、本当にそうなの!?」

「違います！」

　流石さすがにその誤解は放置できない。

「あのですね。俺は普通に女の人が好きですし、マリネ先輩個人に含むところはありません。ありませんけど、面めん倒どうごとは困ります。誘うなら他ほかの人で」

「あ、うん……ごめんなさいね」

　周囲に視線を巡めぐらせて言うと、マリネ先輩も察してくれたのか、ようやく離はなれてくれた。

「ちなみに、お昼は何ど処こで食べるの？」

「裏庭ですけど、どうかしましたか？」

「ううん、別に。じゃあね、八坂君。また後で」

　去り際に、ぽんと俺おれの肩かたを叩たたいていくマリネ先輩。それだけで周囲からの圧力が強まる。面倒臭くさいな、気になるなら自分で声をかければ良いのに。

「はあ……帰ろう」

　無む駄だに疲れた気持ちで教室に戻もどった。

　席について息を吐ついたところで、横合いから安あ部べが声をかけてくる。

「おい出雲いずも。お前が例の先輩を落としたという噂うわさが──」

「ないから、座ってろ」

　相手をするのも面倒臭い。適当に言った俺に、安部はさらに言い募つのった。

「だがお前が誘いを受けていたという目もく撃げき証言があってだな」

「断った。何もない」

「……お前、まさか男色の気が」

「ねえよ!?　ちょっと嬉うれしそうに言うなよ気持ち悪いな！」

　真しん剣けんにその誤解が広まりそうで怖こわい。ああもう、ちゃんと理由を話しておくか。

「あのな。実際マリネ先輩は綺麗きれいだし、まあ意外と話せるし、悪い人じゃないと思うけど、俺には駄だ目めなんだよ」

「わからん奴やつだな、一体何が不満なんだ」

「俺おれ、怪かい奇き話ばなしが嫌きらいな人は駄だ目めなんだよ。仲良くなれる気がしなくてさ」

「……お前、本当に駄目人間だな」

　うるさい。それぐらいのえり好みはしたって良いだろ。










　そうして昼休みになった。心待ちにしていた時間だ。舞まい佳かの弁当だ。

　舞佳の腕うでに若じやつ干かんの不安があるのは事実だが、可愛かわいい同級生が手ずから弁当を作ってくれるというのに、その味に云うん々ぬんする男は男の内に含まないと思う。少なくとも俺は不ま味ずくても一向に構わない。全すべて食いつくす所しよ存ぞんだ。

　──と、本人に言えば間違いなく怒おこるだろうが。

　そんなことを考えながら裏庭に向かっていると、弁当袋をぶら下げて歩く舞佳を見つけた。数は二つ。よし、ちゃんと作ってきてくれた。

「……味については責任を負いかねます。他人にお弁当作ったのなんて久しぶりなので」

　挨あい拶さつの段階すら飛ばし、舞佳は一言目から予防線を張ってきた。

「何も問題ない。っていうか、本当に作ってきてくれただけでかなり嬉うれしい」

「安い男ですねー、先せん輩ぱい」

　うるさい。お高く止まった男になんてなりたいとも思わない。

「ま、人に見られる前に行くか」

「そうですね、変な誤解をされそうですし」

　ちらりと周囲をうかがい、舞佳は小さく笑った。

「最悪の場合、先輩には人前で盛大に振られてもらいましょう。そうすれば間違いなく誤解はとけますから」

「結局は違う誤解が生まれるような……っていうか、それをやると俺が悲しすぎる立場になるからやめてくれ」

「冗じよう談だんです。さ、行きましょう」

　本当に冗談なのか疑わしくなるような笑みを浮かべ、舞佳は俺の腕を引いた。

　手を握にぎって促うながすような殊しゆ勝しようなものではなく、制服の一部をつかんで引っ張る強引なやり方だったが、それでもいつもよりは近い距きよ離りに彼女がいる。

　気のせいじゃなければ、俺は普段より少しだけ緊きん張ちようしているんだと思う。

　そして俺達は裏庭の隅すみ、昨日きのうと同じ人目につかない木陰に腰こしを落ち着けた。

「さて、緊張の開封タイムです」

　そう言う舞佳の表情は、確かに少しこわばっているように見えた。

「舞まい佳かも緊きん張ちようとかするんだな」

「割と本気でドキドキしてます。我ながら意外ですね」

　自分でも意外なのかよ。

　ともあれ舞佳がおずおずと差し出してきた弁当を受け取る。ずっしりと重い。

「……いくぞ？」

「ど、どうぞ」

　本当に緊張した面おももちで見つめてくる舞佳に、何な故ぜかこっちまでドキドキしてくる。

　慎しん重ちように袋を開き、弁当箱のふたを開けた。

　中には彩いろどり良くおかずが並んでいた。定番の卵焼き、狐きつね色に揚あがった唐から揚あげ、手作りらしい小さなハンバーグに、ほうれん草のごま和あえ。彩りの鮮あざやかな切り身の鮭さけは、ただの塩焼きではなく、バターとオリーブオイルでソテーされた洋風だ。アルミカップで区切られた一角には手の込んだ煮に物ものまで入っている。

　なんか、普通に美う味まそうだった。

「うわ、凄すげえ。ちゃんとしてる」

「返してください」

　反射的に出た言葉に、舞佳が弁当を奪うばおうと手を伸のばしてきた。

「いや待て、悪い意味じゃない！　お前があんまり緊張してるから、もしかしたら酷ひどいのかって覚かく悟ごをしてたんだよ！」

　体の裏に弁当箱を隠かくし、必死に抗こう弁べんする。ここまで来てお預けを食らうのはあんまりだ。

「大体、これだけ料理ができて何が不安だったんだよ。完かん璧ぺきだろ。この煮付けとか朝から作って来たのか？」

「いえ、それは夕べのです。余ってたので入れてきました」

「お前一人暮らしだろ、晩飯も自分で作ってるのか？」

　思った以上に家庭的な奴やつだったらしい。

「別に、そんなに驚おどろくようなことじゃないです」

　驚いた俺おれから微びみ妙ように視線を逸そらし、

「昔から家事は私の仕事だったので、やらないと落ち着かないだけです。照れ隠かくしとかじゃなくて、先せん輩ぱいの為ためにどうのっていうのは本当にないんです」

「照れ隠しだった方が好感度が高いぞ？」

「先輩からの好感度は要いりません。いいですから、早く食べてください」

　つれない言葉を楽しそうに言い、舞佳は俺に箸はしを押しつけた。

「それじゃあ、いただきます」

「……味については保証しませんよ？」

「これで不ま味ずく作ってあったら逆に感動してやる」

　そう言って手をつけようとした所で、近くの草むらががさりと鳴った。

「────っ！」

　隣となりで舞まい佳かが身を固める。

　今も遠目に人影が見えるものの、距きよ離りが離はなれている分には一いつ緒しよに昼飯を食っているだけだ。しかし近くで揃そろいの弁当まで見られると言い訳がきかない。俺おれなり舞佳なりのクラスメートと出くわすのはまずいのだ。

「───あれ？」

　誰が来たのかと視線を向けた俺が見たのは、本当に予想外の人物だった。

「やっと見つけたわ、八や坂さか君」

「……マリネ先せん輩ぱい？」

　金色の髪かみをふわりと揺ゆらして先輩が微笑ほほえんでいた。

「どうしたんですか、こんな所に」

「勿もち論ろん、約束通り話をしようと思って──」

　そんな約束はしていない。俺がそう言い返す前にマリネ先輩は言った。

「──舞佳さん？」

「こんにちは、マリネさん」

　目を丸くして舞佳を見つめるマリネ先輩と、困こん惑わくした様子の舞佳。そういえば知り合いなんだっけ。

「えっと……とりあえず座って良いかしら？」

「はあ、どうぞ」

　人目のない場所だし、わざわざ来てもらったのに邪じや険けんにするのは申し訳がない。俺が頷うなずくとマリネ先輩は俺の正面にまわり、そのまま芝生しばふに腰こしを下ろした。
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「…………」

「なに見てるんですか、先輩」

「見てない見てない」

　彼女の姿勢は足を崩くずしたよくある座り方なのだが、位置が悪い。真正面に座られると、何かその、色々と見えてしまいそうだった。

「それで先輩、マリネさんと何ど処こで知り合ったんです？　ナンパですか？　最低ですね？」

　さっきまで困惑していた舞佳だが、今はどこか苛いら立だった様子だ。なんだその言いがかり。

「いや、違うぞ」

　マリネ先輩も頷うなずいて言う。

「ええ、違うわ。覗のぞきよ」

「なるほど、結局最低でしたね」

「とりあえず俺に訂てい正せいする余よ裕ゆうをくれ」

　と言っても説明するわけにはいかない。マリネ先せん輩ぱいから昨夜のことは広めないように言われているし、そうでなくとも真夜中のプールで会ったなんて意味の分からないことを言うと迷めい惑わくがかかりそうだ。

「まあ、少し縁えんがあって知り合っただけだよ」

「別に舞まい佳かさんなら大だい丈じよ夫うぶよ」

　適当にそう答えた俺おれに首を振り、マリネ先輩は言う。

「八や坂さか君とは昨日きのうの夜、学校のプールで会ったの」

「……夜？　プールで？」

　ぽかんと俺を見る舞佳。

「そんな所で何をやってたんですか、先輩」

「いや、なんか夜中のプールを泳ぐ影があるっていう七不思議を聞いてさ。ちょっと気になったもんだから」

「それを確かめに行ったんですか？」

「……まあ、そうかな」

　こうして確かめられると少し恥はずかしい。俺の立場上仕方がないのだと言い訳はできるが、俺の恐こわがりを知っている舞佳の前で言うと馬鹿みたいだった。

「こ、この人は……本当に徹てつ底ていしてますね」

「絶対褒ほめてないよな、その言い方」

　大きく肩かたを落とす舞まい佳か。ここまで呆あきれられると若じやつ干かん傷つく。

「そうね、そういうのは良くないわ。直さないと」

　そんな俺おれに微笑ほほえみ、マリネ先せん輩ぱいが言う。

「怪かい談だんなんてどうせ全部噓うそばっかりなんだから、調べに行くなんて馬鹿馬鹿しいわよ？」

「……そ、そうですね」

「…………」

　怪かい奇き現象当人の舞佳が同意してしまった。一般人を前にしている以上は仕方がないのだろうが、どこかシュールな会話だ。

　しかし俺の方はできれば同意したくない話だ。

「まあ普通はそう思うんでしょうけど……仮に噓でも、俺は良いんですよ。そういう噂うわさが広まった理由とか、経けい緯いとかも重要なんです。怪談とか七不思議とか言うと子供っぽいですけど、人類と社会に立りつ脚きやくした、ちゃんとした学問なんですから」

　民俗学の権けん威い、犬いぬ飼かい研究室を勝手に代表して抗こう弁べんしておく。

　こういう言い方をすれば大体の人はそれなりの納なつ得とくをするのだが、マリネ先輩はそうではなかったらしい。

「……根が深そうね」

「だからこそ、なんだとは思いますけど」

「呆あきれる所じゃないと思うんだけどなあ」

　何な故ぜか二人揃そろって溜ため息いきを吐つかれた。こっちは真ま面じ目めなのに、酷ひどい話だ。

「で、二人の方は知り合いなんだよな？」

　女性陣じんに水を向けてみると、揃って頷うなずいた。

「ちょっとした知り合いです」

「凄すごく仲の良いお友達よ」

　認識のズレた台詞せりふを同時に口に出す二人。

「……マリネ先輩、思ったよりも皆に好かれてないんじゃ」

「そんなことないわ。私達仲良しよ？　ね？」

「ひっつかないでください、柔やわらかくて腹が立ってくるんで」

　無む理り矢や理り胸に抱だかれてもがく舞佳を眺ながめる。こういう舞佳を見るのは珍めずらしい気がする。

　しかし完かん璧ぺきに埋うもれてるな。ちょっとでいいから代わって欲しい。

「それで、二人はここで仲良くお弁当？　随ずい分ぶんと仲が良いのね」

　言って俺達の弁当を眺めたマリネ先輩がぴたりと固まる。

「中身が同じ……？　まさかそんな、舞佳さんが男にお弁当を？　噓うそでしょ？　それ八や坂さか君が作ったんでしょう？」

「マリネさん、それだと余りにも私が情けないんですけど」

　溜ため息いきを吐ついて言う舞まい佳かに、マリネ先せん輩ぱいは大げさな動作で額ひたいを押おさえた。

「だって、そんな……私達二人で、ずっと支え合って生きていこうって決めたのに……」

　そういえばこの人、舞佳は私のものだとか言ってたっけ。

　ということは、つまり。

「……舞佳、お前ってそういう系？」

「違います！　この人の言うことを本気にしないでください！」

「うんまあ、正直信じてはいないけど」

　先輩相手に酷ひどい言い草ぐさだが、全く信用できない人ではある。

「マリネさん。説明しておきますけど、出雲いずも先輩とは決して色いろ恋こいの絡からむ関係じゃないんです。その、ちょっと複雑な事情がありまして……」

「……ええ、大だい丈じよ夫うぶよ。わかってるわ」

　すっと顔を上げ、マリネ先輩はじっと舞佳を見つめた。

「例え望んでいなくても、私達の目的のためには仕方がないもの。これまで一人で頑がん張ばっていてくれていたのね。ありがとう、舞佳さん」

「……あの、マリネさん、盛大に勘かん違ちがいしてませんか？」

　微びみ妙ように冷や汗あせを流す舞佳。

「いいの、大丈夫よ。あなたが一人で重荷を背負う必要はないから。さあ八や坂さか君、私を二号にしなさい！」

　そう言って俺おれの方に大きく手を差し出すマリネ先輩。

　とりあえずその手を適当に払はらっておく。

「お断りします。それで、一体何の話でそうなったんです？　俺には訳がわからないんですが」

　真しん剣けんに話の流れが読めない。初対面から変な人だったが、本当に何を言っているのか謎なぞだ。無む理り矢や理り理解しようと思えば──この人も伝でん鬼きの仲間だとすると、辻つじ褄つまが合う。舞佳の耳元に口を寄せて、小声で尋たずねてみる。

「なあ舞佳、もしかしてこの人も伝鬼の関係者か？」

「いえ、伝鬼とは関係ないです。こういう人だってだけなので、細かいことは気にしないでください」

　気にするなと言われても困るんだが。しかし、伝鬼関係でないとすると。

「ガチな人か？」

「それも違う……と思うんですけど」

　舞佳も自信がなさそうで怖こわい。一体どうなのかとマリネ先輩に視線を向けると、こちらに手を伸のばしたままで固まっていた。

「…………」

「マリネ先せん輩ぱい？」

「っ！　ああ、ごめんなさい。男に振られたのって人生で初めてだったの。思ったよりショックかもしれないわ」

「いい人生送ってますね、マリネ先輩」

　男に、という部分についてはあえて触ふれなかった。嫌いやな予感がするので聞きたくない。

「とりあえずこの件については誤解ですから。先輩の一号は別の人なんです。先輩がその人に貢みついでてお金がないんで、私がお昼を食べさせてあげてるんですよー」

「…………」

「…………へえ」

　今度は俺おれが固まってしまった。マリネ先輩から向けられた絶対零れい度どの視線に痛みすら感じる。

「何ですか？　間違ってます？」

「八や坂さか君、思った以上に最低ね」

「ち、違っ」

　強く言いたいのだが、思った以上に間違ってない。むしろかなり正しい。どうすればいいんだろう、これ。

「もういいわ。舞まい佳かさんが二号だって言うなら、私が三号で我が慢まんしてあげる」

「いや、要いりませんし、舞佳は二号でもないです。舞佳はただ俺を助けてくれてるだけです。何か誤解を招いてますけど、要はちょっと食費に困ってるって話で」

「ふむふむ、とりあえずはそういう建前で進めて、段々と八坂君を懐かい柔じゆうしていくわけね」

　納なつ得とくした様子で言うマリネ先輩。

「俺を懐柔する予定があるのか、舞佳？」

「いえ、先輩に期待することは何もないです」

「ナチュラルに酷ひどいな……」

「意外と仲良くやってるのね？」

　何を基準に意外なのかわからないが、マリネ先輩は一応理解したようだった。

「……で、お預けを食らってるんだけど、食べても良いか？」

「ええ、どうぞ」

「あ、八坂君、お弁当交換しましょうか。これ、私の手作りよ？」

「それなら舞佳と交換してくださいよ」

　手を伸のばしてくるマリネ先輩から逃げながらハンバーグを頰ほお張ばる。うわ、普通に美う味まい。

「美味いなー。本当に料理できたんだな、お前」

「酷い言い方ですね、素直に褒ほめてくださいよ」

　本当に不安な気持ちもあったらしく、舞佳はほっとしたように笑った。

「いつもならハンバーグに豆とう腐ふを入れるんですけど、先輩はそんなに好きでもないかなーって、今日きようは全部お肉にしました」

「あー、それは助かる。やっぱ肉なら肉って感じの方が美う味まい」

「やっぱり男の人ですねー」

　のんびりと弁当をつつく。落ち着いているようで、いつもより少しだけ浮き足だった空気。こういうのが青春なのかなと少しだけ思った。

「……手ぬるいわ」

「……え？」

　そんな温かい空気を裂さいて、マリネ先せん輩ぱいが言う。

「舞まい佳かさん、仮にも誘ゆう惑わくしようと考えるならそんな甘あまい手じゃ駄だ目め。きっちりやりきらないと。せめて、あーんぐらいはしないとね」

「絶対に嫌いやです！　先輩にそんなことするぐらいなら、私はいっそ死を選びます！」

「……そこまで嫌がられたら、むしろ俺おれの方が死にたい」

「なんでちょっと乗り気なんですか、先輩!?」

　だって、やってくれるもんならやって欲しいし。

「ほら、恥はずかしがらないで」

「そうそう、恥ずかしがるなって」

「ああもう……いい加減にしてくださいっ！」

　その後もマリネ先輩は舞佳を煽あおり続けたが、結局舞佳はあーんとしてくれなかったのだった。










「じゃあ、また機会があったらお邪じや魔まするわね」

「はい、また」

「……はーい」

　疲れた様子の舞佳に苦笑し、マリネ先輩は言う。

「大だい丈じよ夫うぶよ舞佳さん、これからは私も手伝うから」

「いえ、要いらないですから……」

「いいからいいから。任せておいて」

　げんなりと呻うめく舞佳を軽やかに流し、マリネ先輩は去って行った。

　廊ろう下かを歩く姿は凛りんとしていて、後ろ姿だけでも十分すぎるぐらいに綺麗きれいなのだが。

「何というか、凄すごく変な人だな」

「変な人、ですか。先輩の結論はそれですか」

「……？　舞佳？」

　ほっとしているような、不安を感じているような、複雑な表情で俺おれを見つめる舞佳。

「マリネさんが何を考えてるか、わかりますか？」

「…………」

　マリネ先せん輩ぱいは、性格はともあれ普通の人間かと思っていたのだが、舞まい佳かと知り合いなら事情が変わってくる。伝でん鬼き関係ではないようだが、何も裏がないかというと、そうも見えない。

「聞いたら教えてくれるか？」

「……先せん輩ぱいは知らない方が良いんじゃないですかね」

　大きく息を吐つき、舞佳は俺おれの手から弁当箱を奪うばい取った。

「ま、それはそれで良いです。では先輩、失礼しますね」

「あ、舞佳。弁当箱は洗って返すぞ？」

「はい？」

　きょとんと首を捻ひねり、舞佳は言う。

「そうすると、明日あしたのお弁当はどうするんですか？」

「……うん、頼む」

　明日も作ってくれるのかと野や暮ぼなことは聞かなかった。やってくれるのなら素直にお願いしようと思う。

　と、大事なことを思い出した。

「舞佳、ちょっと待った」

「はい？」

　俺から背を向けかけていた舞佳に言う。

「弁当滅め茶ちや苦く茶ちや美う味まかった。それに嬉うれしかった。本当にありがとうな」

「え、あ、その……どういたしまして？」

「なんで疑問形なんだよ」

「い、いえ、あの……」

　少し動どう揺ようしたらしい舞佳は、微びみ妙ように頰ほおを染め、きょろきょろと視線をさまよわせて言う。

「自分でもびっくりなんですが、褒ほめられたのが思った以上に嬉しかったみたいです。ちょっと対応に困りました」

「……たまに可愛かわいいな、お前」

「や、やめてくださいよっ！」

　わたわたと手を振り、舞佳は俺から離はなれた。

「休み時間も終わりますし、もう失礼します。先輩、また後で！」

「ああ……って、後で？」

　後って何だろうと考えて、今日きようはバイトだったことを思い出した。確認してはいないが、多分舞佳も一いつ緒しよなんだろう。俺と同じ時間かどうかを覚えてるのかな、あいつ。

　単に同じ時間のメンバーを見ていただけで特別な意味はないんだろうが、やっぱりちょっと嬉うれしいと思う。

　少なくとも新しく増えた面めん倒どうごとを我が慢まんしようと思えるぐらいには良い気分だ。

「まず何から手をつけるかな……」

　やるべきことはいろいろあるが、第一に資料探しか。集めるのは──そうだな、変態についての怪かい奇き譚たんだろうか。あるのか、そんなの。

　マリネ先せん輩ぱいの出身地は知らないが、国外の伝承も当たるべきかもしれない。

「教授に頼るのは……何か嫌いやだな。自分で調べるか」

　犬いぬ飼かい教授に質問するのは問題を解く前に解答を見るようで気分が悪い。ちゃんと話せば適切なヒントをくれるのだろうが、できればそれも後回しにしたい。

　もしもあの人が大きく絡からんでいると冗じよう談だんでは済まない気がするので、その辺りだけは確認しておきたいが。

「ま、そういうのは嫌きらいじゃないし、別に良いんだけどな」

　俺おれだってちゃんと考えているのだ。マリネ先輩の裏に何かあろうが、なかろうが、とりあえず対応できるようにしておきたい。

　内心でそう決めて、俺は教室に戻もどった。










　放課後、大学にある犬飼研究室へ向かった。俺はまだ高校生だが、民俗学を学ぶ為ためにちょくちょく顔を出させてもらっている。主に教授のせいで俺と美雪みゆきさん以外にメンバーの居ない、非常によろしくない状態の研究室だ。

「こんにちはー」

　ドアを開けると、デスクに向かっていた犬飼教授が顔を上げた。

「やあ出雲いずも君。調子はどうだい？」

「学校の伝でん鬼きが出始めたんで……まあ、編へん纂さんは進んでます」

　良くも悪くも順調。そんな意図を込めた俺の言葉に、教授は微笑ほほえんで答える。

「そういえば学校の伝鬼が出ないように出雲君の友達が必死に止めていたんだったね。それが終わったのか。ははは、この学校は妙みような噂うわさが多いから苦労するだろう」

「そうなんですよ。七不思議なんてあるし、それ以外のもちらほら出てくるし……」

　話しながら様子をうかがうが、教授の態度に違和感はない。

　教授は裏のある人だとは思うが、そんなに隠かくし事の上う手まいタイプでもない。笑顔自体はそのままなのだが、何か企たくらんでいる時には隠しきれない楽しさみたいなものが伝わってくるのだ。少し別の意味で悪わる巧だくみに向いていない人である。

　恐おそらくマリネ先輩のことは教授が絡む大事ではなさそうだった。

「あの、八や坂さかさん。伝でん鬼きの編へん纂さんが進むのは良いのですが、妖よう怪かいの方はどうなんでしょうか」

　と、美雪みゆきさんが口を開く。

　こちらも普段通りだし、隠かくし事ができるタイプの人ではない。

「最近狼おおかみの妖怪に会いましたけど、それ以外には特に」

「そうですか……困りましたわ」

　美雪さんは白い指を頰ほおに当て、物もの憂うげに息を吐ついた。

「妖怪はプライドの高い者が多いので、とても一枚岩だとは言えません。まだ八坂さんを認めていない者も多く居るとは思います。ですが、現状に危機感を持った妖怪も決して少なくはないのです。もっと頻ひん繁ぱんに現れても良いと思うのですが」

「そうですね、俺おれも妖怪には沢たく山さん会いたいと思ってます。来てくれると良いんですが」

　編へん纂さん自体は進んでいるが、最近出会ったのは伝でん鬼きばかりだ。俺の行動範はん囲いには妖怪が少ないんだろうか。

「ちなみに美雪さんの知り合いにも妖怪は居るんですか？　良ければ紹しよう介かいしてもらいたいんですけど」

「できることならそうしたいのですが、私も若じやく輩はいの妖怪です。歴史ある妖怪を八坂さんに紹介できるような立場では……」

「そうですか……」

　年ねん齢れいで言えばサキよりも若い美雪さんだ。妖怪の世界では色々と立場が弱いのかもしれない。そして立場の強そうな人を見てみると。

「出雲いずも君、暇ひまなら少し、このレポートの採点を手伝っていかないかい。君にも良い勉強になると思うよ」

「高校生に大学のレポートなんて評価できませんよ……」

　この有あり様さまだし。仕方ないか。

　聞けば何でも教えてくれるが、基本的にはどうしようもないのが教授だ。学問を学ぶ点では素す晴ばらしい人なのだが、日常では役に立ちそうもない。

「そういえば美雪さん、美雪さんのお母かあさんってどうしてるんですか？」

「お母様、ですか？　小さい頃は一いつ緒しよだったのですが、私が大きくなった後は山に帰ってしまいました。雪ん子の時代が過ぎれば、もう雪女は独ひとり立ちですから」

「そうなんですか……すみません、立ち入ったことを聞いて」

「いえいえ、いいんですよ」

　放課後の犬いぬ飼かい研究室。失礼な質問をした俺に微笑ほほえみ、美雪さんは言う。

「時々連れん絡らくはしていますし、年に何度かはこちらに来てくださいますから。家を出ている八坂さんの方が毎日大変でしょう？」

「それが、最近は実家に居た頃より楽になってきましたよ」

「……そうですか」

　主に家に住み着いた伝でん鬼きのお陰だと、そこまで言ったわけではない。しかし言葉の端はしから察したのだろう、美雪みゆきさんは長い髪かみを揺ゆらして大きく首を振った。

「何の力もない伝鬼には家事手伝いが精せい々ぜいでしょうが……八や坂さかさん、余り伝鬼に情を移さないようにしてください。彼女達もまた、いつ消えるとも知れない存在ですから」

「あの、俺おれはそうならないように頑がん張ばってるんですが……」

「それはわかっていますが、私の言うことも事実です」

　形の良い眉まゆを不満げにひそめる美雪さん。

　伝鬼同様に、いや、それ以上に人の心に根ざしている妖よう怪かい達は、新しん参ざん者ものである都市伝鬼達に対して良い感情を持っていない者も居るという。

　妖怪に会えるのもまた嬉うれしいことなのだが、こっちもやっぱり怖こわい存在だった。

「いずれ私が雪ん子だった頃の話もお聞かせしますわ。お母かあ様から私を渡された人間が、どんどん重くなっていく私を手放せずに動けなくなって、雪に埋うまっていくんです」

「想像するだけで寒くなってきましたけど、今度うかがいますね」

　雪山で段々と重くなっていく美雪さんを抱だきかかえている自分を想像して、喜べば良いのか苦しめば良いのか、少し考えてしまった。

「美雪は小さい頃から本当に賢かしこい子でね。母さんが山に帰ってもまともに暮らしていけるのは美雪のお陰かげだ。助かっているよ」

　デスクで採点をする教授が、こちらに顔を向けて言った。

「あの、それは教授がもう少ししっかりするべきなんじゃないでしょうか」

　偉大な神の言葉に口答えをするのもどうかと思うが、思わず言ってしまった。

　そんな俺の肩かたに触ふれ、美雪さんが溜ため息いきを吐つく。

「お父とう様は放っておいても語り継つがれる存在ですから、何となくその場の雰ふん囲い気きだけで生きてしまうのは仕方がありません。私はもう諦あきらめました」

「……そう、ですか」

　やはり複雑な家庭ではあるらしい。

「あれ？　ってことは家事はほとんど美雪さんがやってるんですか？」

「お父様に何かを任せると逆に仕事が増えますから」

「人間の進歩というのは本当に早くてね、たまについて行けなくなるんだよ。いわゆる機械物の操そう作さは未いまだに苦手だ」

「何かもう本当に駄だ目めですね、教授」

　平然と言う二人に頭痛を覚えながら、気になっていたことを尋たずねてみる。

「じゃあ料理なんかも美雪さんが？」

「え？」

「え？」

　教授と美雪みゆきさんが同時に声を上げた。

「……え？」

　予想外の反応に、俺おれの方も対応に困った。えーと、そういう訳でもないんだろうか。

「あの、悪いことを聞きましたか？」

「いえ、そうではないんですが……」

　俺の言葉にゆっくりと首を振り、美雪さんは小さく言う。

「食事は大たい抵ていが外食で、料理をすることはほとんどありません。いえ、時々はやりますし、できない訳ではないんです」

「は、はあ」

　親子二人暮らしで料理したことないというのも凄すごい。ある意味で舞まい佳かと正反対だ。

「機会を見て本格的に取り組もうとは思っていたんです。良ければ八や坂さかさん、今度味見をお願いしても──」

「──出雲いずも君、いつもならそろそろバイトの時間じゃないかな！」

「え？　いえ、バイトなら、まだ……」

　唐とう突とつに話に割り込んで来た教授。

　バイトの時間にはもう少し余よ裕ゆうがあると言おうとして、俺はその表情を見てしまった。

「遅刻したらまずいだろう、早めに行った方が良いんじゃないかい！」

　青ざめた顔色。流れる脂あぶら汗あせ。それこそ俺に編へん纂さんを任せた時に並ぼうかという真しん剣けんな表情。かつて見たことがないほどに必死な様子で、俺を追い出しにかかる教授。俺は即そく座ざに決断した。

「そうですね、俺はもう帰ります！」

「あら、そうですか。ではお話はまた」

「はい、また明日あした！」

　すぐさま研究室を出て扉とびらを閉じる。そして大きく息を吐つくと、俺はすぐにその場を離はなれた。娘むすめの料理を食べさせたくない、なんてことを教授が考えるとは思えない。美雪さんは一体どんなものを作るんだろうか。あの教授の表情から察するに、冗じよう談だんでは済まない何かなのかもしれない。

「他人の事情に深入りはやめよう。うん、そうしよう」

　ただ、美雪さんがフィールドワークにお弁当を作ってきたら気をつけるようにしよう。そう決めて、俺はバイトに向かうことにした。

　しかしすぐに向かうには時間が早い。向こうで暇ひまを潰つぶしても良いが、どうしようか。

「にー」

　ふと俺の耳に心地の良い鳴き声が聞こえた。

「ん……猫ねこか」

　鳴き声の方に視線を向けると、自販機の前で三み毛け猫ねこが座り込み、こちらをじっと見つめていた。野の良らにしては随ずい分ぶんと毛並みが綺麗きれいだ。校内で餌え付づけをされて、そのまま住み着いている猫の一匹ぴきなんだろう。

「なんだお前、用でもあるのか」

「にゃおう」

　距きよ離りを保ったまま声をかけてみると、強い鳴き声で返事が返ってくる。

「そうか。悪いけど、さっぱりわからない」

「にゃーお！」

「……返事だけは元気だな」

　残念ながら俺おれに猫語は理解できないが、何を考えているかはわかってしまった。

　こいつが座り込んでいるのはアイスの自販機の前だ。どうせアイスが食いたいとか、そんなことを言っているんだろう。無視して通り過ぎても良かったが、愛想あいその良い猫だし、少しぐらいなら良いかもしれない。

　猫を刺激しないように自販機に向かい、刺激の弱いアイスを選んでボタンを押す。その間、猫は俺を見つめて静かに待っていた。

「お前、賢かしこい猫だな。でもこういうのは猫の体に悪いから、本当に少しだけだぞ」

　猫に声をかけ、蓋ふたの上に少しだけアイスを乗せて地面に置いてやった。

　俺とアイスの間に何度か視線を巡めぐらせた後、野良猫は餌えさにしゃぶりつく。餌付けするのは良くないとは思うのだが、校内の猫は学生に飼かわれているような状態だ。少しぐらいは良いだろうと自分に言い訳をしておくことにした。

　さて、そろそろバイトに行こう。野良猫に背を向けて、最後に声をかけた。

「じゃあな、腹はら壊こわすなよ」

「はい。心より感謝致します。あなたが優しい方で本当に良かった」

　──────。

「…………は？」

　今返事をしたの、誰だ。

　数秒固まってから振り返ると、そこにはもうアイスの蓋も、野良猫の姿もなかった。

　何だこれ。一応怪かい奇き現象、だよな？

　まさか、あの猫が何かの化ばけ物ものだったのか？

「え、いや、は？　お前、ただの猫じゃなくて猫の妖よう怪かいだったのか？　待てよ、名前は何だ？　出しゆ自つじは？　何なんだよ、そのやりたいことをやっただけの自己満足な驚おどろかせ方、何も意味ないだろうが！　ちゃんと出てこいよ、おいっ！」

　周囲に声をかけるが、あの猫は姿を見せない。ただ風に吹かれたビニール袋が飛んでいくだけだった。

「くそ……驚おどろかされ損だろ、これ……」

　何となく寒くなった体でアイスを舐なめながら、俺おれは身を縮めて歩き出した。

　目立ちたがり屋の伝でん鬼きと違って、変に格式を大事にする妖よう怪かいはこういう妙みような現れ方をすることがあって困る。次に見かけたらあの猫ねこ、絶対に捕つかまえて話を聞いてやる。










　自転車を飛ばして坂を下り、遅れないようバイトに向かう。少し早めに着いたが、舞まい佳かはもう来ていた。

「おはようございます……」

　珍めずらしく、少し疲れた様子で。

「あれ、何かあったのか？」

「何かって……昼のことですよ」

　昼って、俺と昼飯を食った時の話か。そんなにも疲れる要素があっただろうか。

「弁当作るのが凄すごい手間だった……って感じじゃなさそうだな」

「そっちは問題ないです。先せん輩ぱいのことは別に良いんですけど、マリネさんが……」

　げんなりとレジにもたれる舞佳。

　マリネ先輩は色々と怪あやしい人ではあるし、どうも裏がありそうだったが、そんなに悪い人には見えなかった。舞佳もそうだが、少なくとも目の保養にはなるし。俺の方は伝鬼に襲おそわれる生活の中ではむしろ癒いやしの時間だったのだが。

「マリネさん、ちょっと苦手なんですよね……」

「まあ気持ちはわかるけどな。俺も色々困らされたし」

「先輩はまだ良い方ですよ。私なんて……」

　苦笑した俺を睨にらみ、舞佳は自分の体を抱だくように両腕うでで肩かたを抱いた。

「あの様子だとまた来そうですし……うう、もうやだ……」

「追い詰つめられてるな、舞佳……」

　逆の立場で言えば俺が安あ部べから迫られているようなものだろうか。うん、それは地じ獄ごくだ。

「そういえば、そもそも舞佳とマリネ先輩ってどういう知り合いなんだ？」

「うーん……そうですねー」

　尋たずねてみると、舞佳は眉まゆをひそめて唸うなった。

「私が先輩と会ったばかりの頃は先輩を警けい戒かいしてたって話なんですけど、覚えてます？」

「ああ、言ってたな」

　舞佳と初めて会った時、そしてその後しばらくは、若じやつ干かん気まずかったような記き憶おくはある。

「初めの内うちって、私達喧嘩けんかばっかりだったんですよ」

「喧嘩けんかって……そこまででもないだろ」

「そんなことないですよ。本当に仲が悪かったんです」

　舞まい佳かは少しだけ言葉を止めると、探るように俺おれを見つめて言う。

「その頃の私って、都市伝でん鬼きが大だい嫌きらいだったんですから」

「え……そんな、だって──」

　──舞佳本人が伝鬼だろう？

　その言葉を必死に飲み込んで堪たえた。

「……だって、言わなかったよな、そんなこと」

「わざわざ言いませんけど、そうでしたよ。だから都市伝説の話ばっかりする先せん輩ぱいのことも大嫌いでした」

「……マジか」

　気まずいとかそんなレベルじゃなく、大嫌いだったと言い切られたのはかなりショックだが──それ以上に、舞佳が自分の半身を否定していたのは衝しよう撃げきだった。

　半分伝鬼の身で、どんな思いを抱いだいて怪かい奇きが嫌いだと思うに至ったんだろうか。

「その、一応聞くけど……今は別に嫌いじゃないんだよな？」

「そうだったら編へん纂さん手伝ったりしませんよ。これ、先輩の影えい響きようなんですからね」

　苦笑して言う舞佳に心から安堵あんどした。

　でも、俺の影響って何だ？

「俺の影響って言われても……何かしたっけ」

「それは……だから」

　俺から少し視線を逸そらし、舞佳は恨うらめしげに続ける。

「二人で仕事してる時、先輩が嬉うれしそうに都市伝説の話をするからじゃないですか」

「……そんなにもしたか？」

　正直言って全く身に覚えがない。

「しましたよ、散さん々ざん。前にも言ったじゃないですか！」

　舞佳は俺に指を突つきつけて言う。

「あんまりしつこく言うんで、私はそれを黙だまらせるのに空気が読めないとか女の子の気持ちがわかってないって怒おこってたんですよ！」

「俺、そんなに言ってたのか……」

　あまり自覚はなかったのだが、今後は気をつけようと思う。

「で、逆の立場になって考えてみてください。伝鬼から、自分は人間が好きだ、人間が好きだ、人間が好きだー！　って連呼されたら、先輩はどう思います？」

　俺に向けた指を、催さい眠みん術じゆつでもかけるようにゆらゆらと揺ゆらす舞佳。

「どうって言われても……」

　何となくサキを相手に想像してみる。

　二人きりの部屋の中で、サキと向かい合う。そして少しだけ頰ほおを染めて微笑ほほえんだサキが、俺おれを見つめてこう言ったとしたら。




「……妾わらわは、人間が大好きじゃ」




「滅め茶ちや苦く茶ちや恥はずかしい」

　思わず頭を振って想像を吹き飛ばすぐらいの破は壊かい力があった。

　俺個人に言ってるわけじゃないのに凄すごく照れる。想像しただけで顔が赤くなった気がする。

「でしょう!?」

　舞まい佳かの方も大きく頷うなずいた。

「その上、こっちは自分が伝でん鬼きだって言う訳にもいきませんから。どれだけ微びみ妙ような気持ちを味わわされたか想像できますか？」

「謝るのも違う気がするけど……悪い」

「まあ、いいんです。そこまでされると、ちょっと伝鬼の自分を認めてもいいかなって、そんな気にはなりましたし」

　──別に感謝はしてませんが。

　そう漏もらして、舞佳は気まずげに視線を逸そらした。

　恐おそらく俺は良いことをしたわけじゃなく、悪いことをしたわけでもないんだろう。

　俺は知らぬ間に素直な気持ちを伝えていて、舞佳が勝手に心変わりをした。それだけだ。

　でも、舞佳が自分を受け入れる一助になれたと言うなら、それは凄く嬉うれしいことだと思う。

「何ニヤニヤしてるんですか、気持ち悪いですねー」

「今ってそういうことを言う流れか？」

　いいじゃないか別に、ちょっと喜んだって。

「……もう」

　舞佳は呆あきれたように息を吐ついて言った。

「わかってると思いますけど、マリネさんは妖よう怪かいが大だい嫌きらいなんで、その関係で知り合ったんですよ。でも私の方は先せん輩ぱいに毒されちゃったんで……最近はちょっと気まずくて」

「それで疲れたと」

　こくりと頷うなずく舞佳。何かまあ、面めん倒どうくさい話だ。

　マリネ先輩にも心変わりしてもらえばいいとは思うが、それこそ安あ部べの言う布教活動みたいだ。あんまり個人の思想に口を出したくはない。

　いつかマリネ先輩の「事情」を知る機会があれば、また違うかもしれないが──今はやめておこう。

「私が色々きつかった時期に助けてもらった人なんで、本当に感謝はしてるんです。大好きなんです。でも、やっぱりちょっと申し訳ないのもありまして……できればもう来ないと良いんですけど」

「それで疲れたと」

　こくりと頷うなずく舞まい佳か。何かまあ、面めん倒どう臭くさい話だ。

「マリネ先せん輩ぱいを説得すれば良いんじゃないか？」

「無理だと思いますよ。先輩なんかに落とされる女の子、私ぐらいだと思いますし」

「何だそれ、失礼だな……って」

　いや、別に失礼でもないか。むしろかなり良い言い方だったんじゃないだろうか。いや、突つっ込んで尋たずねるのはやめよう、うん。

「じゃあどうするんだ？　素直に心変わりを話してみるか？」

「それが良いとは思うんですけど、なかなか踏ふん切りがつかなくて」

　靴くつの先せん端たんで床ゆかを叩たたき、舞佳は鬱うつ々うつとしていた。

「んー、でも、良いんじゃないか、しばらくこのままでも」

「はいはい、マリネさんは綺麗きれいですから、仲良くなりたいんでしょうねー」

「いやいや、そうじゃなくて」

　肩かたをすくめる舞佳を見つめて言う。

「いつもは舞佳にからかわれてばっかりだけど、今日きようはお前の方が焦あせってた感じだったろ。それがちょっと新鮮で……楽しかったんだよ」

　可愛かわいかったよ、とまでは言えなかったが、そういう舞佳を見られて楽しかったと思う。俺おれとしては悪い意味の言葉ではなかった。

　しかし舞佳は良い意味では受け取ってくれなかった。

「──そう、そうですか。ふふふ、ふふふふふふふ」

「……あれ、舞佳？」

　舞佳はしばらくの間呆ほうけたように固まった後、何な故ぜか黒い笑い声を漏もらし始めた。

「私があんなに困ってたのに、先輩は楽しかったんですね」

　右手を胸に当て、舞佳は据すわった瞳ひとみで俺を睨にらむ。

「確かに私らしくなかったかもしれません。先輩にからかわれて良いようにされるなんて……思い出すと悔くやしくなってきました。先輩、調子に乗ってますよね」

「い、いや、たまにはそういうのもいいなって話で、別に……」

「よくありません！」

　思いっきり言い切られた。

「いいでしょう。マリネさんの思おも惑わくに乗るみたいで嫌いやですけど、ここまで言われたら私も後には引けません。明日あしたを楽しみにしていてくださいよ。それはもう、先輩を存分に喜ばせてあげますから。ふふふふふ……」

「あ、あの……」

「うふふ、ふふふふふ」

「…………」

　舞まい佳かは本当に駄だ目めになってしまったらしく、しばらく動きを止めてしまった。

「…………」

「ふふふ、うふふふふ……よしっ！」

　じっと見ていると、唐とう突とつに再起動した。

「それじゃあ買い物があるので、お先に失礼しますね！」

「お先って……お前、仕事は!?」

「タイムカードは押しますから！」

　凄すさまじい勢いでカードを入れると、舞佳は本当に帰ってしまった。この時間二人だけなんだが、俺おれの休きゆう憩けいとかどうするんだ？

「……頑がん張ばれ、俺」

　自分にエールを送り、ガラスの向こうで夜道に駆かけ出すジェット女を見送ったのだった。




　バイト中に見知った客が来ることは少なくない。その多くはクラスメートだ。同じく一人暮らしの安あ部べなんか割と頻ひん繁ぱんに来ている。

　しかしこの日来た客は俺の予想外だった。

「八や坂さか君。やっほ」

「いらっしゃいませー」

　極ごく々ごく平へい凡ぼんなコンビニに金きん髪ぱつ碧へき眼がんの制服美女が颯さつ爽そうと現れる。似合わないことこの上ない。俺がこの人を知らなければ何かの撮影かと思ったかも知れない。

　しかしその実態を知っているので、とりあえずスルーだ。

「…………えっと」

　俺からのリアクションを待っているのか、困った様子でこちらをうかがうマリネ先せん輩ぱいに無視を決め込む。

「……うん、変な所で良い度胸してるわよね、君」

「何かお買い上げでしょうか？」

「違うわよ。君が一人で居るかなって会いに来ただけ。ま、外れだったみたいだけどね。いつでもいるんだから、嫌いやになるわ」

　俺の後ろ、簡かん易い調理場の鏡に視線を送り、マリネ先輩は息を吐ついた。

「……？　お客さんは大たい抵ていいつも居ますよ？」

「客の話じゃないわよ。それで言うならこの店暇ひまそうだけど、大だい丈じよ夫うぶなの？」

「学校前の店なので、時間特化で売れるんですよ。心配なら何か買って行ってください」

「だから買いに来たんじゃないってば。勝手に客にしないでよ」

「いや、客じゃないなら帰ってもらわないといけないんですけど」

　何を買うわけでもなくレジの前に居座るマリネ先せん輩ぱい。恐おそろしく迷めい惑わくな客だ。仕方がないので出口の方を示すと、彼女はニヤリと笑う。

「へー、そう言うこと言うんだ。ふーん」

「な、何ですか」

「気になってるんじゃない、私と舞まい佳かさんのこと？」

「……凄すごく興味はありますけど、絶対に聞きたくはないです」

　もしも俺おれの想像を超える関係だったら今後舞佳との付き合いに問題が起きるかもしれない。余計なことを知るぐらいならいっそ知らずにいたい。

「ああ、うん。何を考えてるかはわかったけど、別にそういう関係じゃないから大丈夫よ？」

「本当ですか？」

「本当本当。まあ、舞佳さんのことは好きだけどね」

「…………」

　平然と言うマリネ先輩にどこか空そら恐おそろしい気持ちになった。この人なら舞佳本人の前でも同じことが言えそうだ。

　無言で見つめる俺に青い瞳ひとみを向け、マリネ先輩は再び口を開く。

「大好きだけどね」

「何で重ねて言ったんですか!?」

「誤解があったらいけないと思って」

　確実に誤解は深まったのだが、この人については深く考えないことに決めた。

「ああもう。とりあえず脇にどいてください。お客さんの邪じや魔まになるので」

「はいはい」

　小さく笑って言い、マリネ先輩は壁にもたれかかった。

「で、舞佳の方は昔むかし世話になった人だって言ってましたよ。違うんですか？」

「別に一方的に世話したって訳じゃないわ。お互たがいの傷を舐なめ合って、支え合って、二人で大きな目標のために立ち上がろうと決めた。そんな関係よ」

　その目標がどうにもろくでもなさそうなのが怖こわい。そして、何となくその目的が想像できるのが面めん倒どう臭くさい。

　しかしこれ、真顔で言う台詞せりふだろうか。

「言ってて恥はずかしくありませんか、先輩」

「……まあ、少し」

　聞いてみると、マリネ先せん輩ぱいは微かすかに頰ほおを染めた。

「それはいいとして。つまり私は大きな目的のために君に近づいてるのよ」

　言っちゃったよ、この人。

「本人に言って良いんですか、それ」

「言ったところで何も変わらないわ。例え裏があっても、女の魅みり力よくは増すだけだもの」

「はあ、そんなもんですか」

　割と本気でどうでも良い。

　適当に流すと、マリネ先輩は腕うでを組み、苛いら立だたしげに言う。

「他ほかのリアクションはないかしら。多少はドキドキしてくれないと言ってる方が恥はずかしいんだけど」

「すいません、本当に先輩にはあんまり興味がないんです」

「ふーん。そうなんだ？」

　楽しげに笑って言うと、マリネ先輩は組んだ腕を少しだけ上に持ち上げた。腕の上に胸が乗るような、そんな形で。

「こうすると、どう？」

　ぐっと持ち上げられた豊かな双そう丘きゆうが腕の上で歪ゆがみ、制服の胸部が張り詰つめる。

「ありがとうございます！」

　思わずお礼の言葉が出た。仕事中にも中々出ないような心からの感謝だった。

「…………今までで一番傷ついたわ」

「今のはそんなつもりはなかったんですけど」

　伝わらなかったらしく、残念でならない。

「……ま、良いわ。意外と身持ちは堅かたそうだし、舞まい佳かさんを弄もてあそぶようなことはなさそうね」

「そんなことしませんし、そんな関係じゃないです。多分、今後もないです」

「それはそれで困るのよ。色々とね」

　苦笑して言うマリネ先輩。

　そういえば舞佳とのことはともかく、彼女本人のことは何も知らないな。

「先輩のこと、聞いても良いですか？」

「私のこと？　胸のサイズでも聞きたいの？」

　確かに聞きたいけど、そこじゃない。先輩の腕に乗った物体から目を逸そらしておく。

「そうじゃなくて。日に本ほん語ご上う手まいですけど、生まれも日本なのかとか、そういう普通の話です」

「ああ、なるほどね。でも、別に話すことはないわよ。出身地はドイツ。こっちに来たのは十年と少し前。引っ越した理由は、母に捨てられたから」

「……すいません」

　悪いことを聞いた訳ではないと思う。まるで意図的に傷を晒さらすように、わざと痛ましい話をした。そんな風に感じた。

「謝ることはないわよ。誰にでも話してることだし」

　本当に気にした様子もなく、マリネ先せん輩ぱいは言う。

「でもこんな話の後じゃ、ちょっとその気にならないわね。今日きようの所は帰るわ。まだまだ時間はあるから少しずつ落としてあげる」

　そう言って流し目を送って来る先輩。そりゃまあ綺麗きれいだとは思うけどさ。

「本当に困ってるんで、やめてください」

「……今度から男の振り方はもう少し考えるわ。傷つくわね、これ」

　最後に落ち込んだ様子で言って、マリネ先輩は出口に足を踏ふみ出した。

　──そして、すぐに戻もどってきた。

「やっぱり何も買わないのは悪いかしら」

　その手には一本の缶かんコーヒー。意外と律儀りちぎな人だ。

「別に良いと思いますけど……九十円になります」

「ありがとう。じゃ、それはあげるわ」

「え……え、ええっ!?　困りますよっ！」

　おつりだけ受け取り、商品は置いて去って行くマリネ先輩。彼女の後を追おうかと考えたものの、店には俺おれ一人しか居ないので離はなれるわけにはいかない。歩き去る先輩を見送るしかなかった。相手は先輩なのだし、素直に甘あまえて良いかな。

「変な人だけど……悪い人でもなさそうかな」

　仕事が終わるまで残り数時間。何となく普段より疲れた気分で仕事を済ませたのだった。










　バイトから戻って遅い夕食。サキは俺が戻るまで待って夕食を作ってくれる。

「あたしは今日きよう、伝でん鬼きは太らないので幾いくら食べても大だい丈じよ夫うぶだという新説を提てい唱しようする！」

「腹が減ったのはわかったから、少し落ち着け」

「…………べどこ、おなかがなってた」

「わざわざ言わないでよっ!?」

　陽よう気き一辺倒な我が家の伝鬼達に、安心して良いのか、逆に不安になれば良いのか、若じやつ干かん考えてしまった。

「ったく、お前らは悩みとか全然なさそうだよな。羨うらやましいよ」

「何その失礼な言い方。ってかさ、むしろ出雲いずも君に悩みなんてあるの？」

「ベド子、どうして俺に悩みがない前ぜん提ていなんだ」

「ううん、そんなことないよ。悩みがあるなら大歓迎！」

　ベド子は機き嫌げん良く斧おのを掲かかげて見せた。

「あたしがグシャッと一発で解決してあげるから、さあ相談してみなさい！」

　解決する時の効果音が『グシャッ』ってのはおかしいだろう。こいつに任せたら一体どうなるんだ。

「原因の舞まい佳かを潰つぶして解決する気か、お前は」

「駄だ目め？」

　首を傾かしげてそう言うベド子が案外と可愛かわいらしく、逆にむかついた。

「ふむ。出雲いずも、ジェット女と何があったんじゃ？」

「いや、ちょっとさ」

　台所に立ったまま、背を向けて尋たずねるサキに答える。

「昨日きのうも言ったけど、舞佳が弁当を作ってくれて、一いつ緒しよに食ったんだけど──っ！」

　ゴンッ、と鈍にぶい音が響ひびいた。

　見ると野菜を切っていたサキの包ほう丁ちようがまな板に食い込んでいる。

「む……すまぬ、力加減を誤ったようじゃ」

「……そ、そっか」

　力加減を失敗したらあんなことになるのだろうか。昨日機き嫌げんが直ったので大だい丈じよ夫うぶかと思ったけど、やっぱり駄目なんだろうか。

　若じやつ干かん声を抑おさえて、本当に困っているのが伝わるように、言葉を続ける。

「意外と味は美う味まかったんだよ。いや、本当に。でも珍めずらしく照れるもんだから、ちょっとからかい過ぎて怒おこったみたいでさ。明日あしたを楽しみにしてろって──っ」

　ゴリッと、何かが削けずれる音が聞こえた。

「むう、調子が悪いんじゃろうか」

「…………大丈夫か？」

　本当に調子が悪いんなら分ぶ厚あついまな板の一部を削り取ったりはしないと思う。

　何となく続きを言うのは良くない気がして、黙だまることにした。

「い、出雲君、出雲君」

　そろそろと近寄ってきたベド子が俺おれの耳元でささやく。

「サキちゃん、また怒っちゃったよ。どうするの？」

「これ、またやきもちかな？」

「やきもちじゃないの？　出雲の面めん倒どうは妾わらわがみるのじゃ！　みたいなの」

「そうだと嬉うれしいけどなあ」

　だとすると謝った方が良いのかも知れないが、昨日は謝っても大した効果がなかったし。いっそ本人に聞いてみようか。

「なあサキ、もしかして怒おこってるか？」

「む？」

　くるりと振り向いたサキは本当に不思議そうに言う。

「特に不ふ機き嫌げんなつもりはないんじゃが……そう見えるかのう」

「い、いや、違うなら良いんだ」

　大きく手を振ると、サキは首を捻ひねって作業に戻もどった。

「出雲いずも君、どうするの？」

　ベド子が絶望的な表情でサキを指す。

「サキちゃん全然自覚してないよ？　ちょっと鈍にぶすぎない？」

「まあ、サキだし」

「納なつ得とくしちゃうんだ、それ……」

　サキならそんなものだろう。仕方がない。

　サキが嫉妬しつとしてくれているのが嬉うれしいのと、それに気がついていないのが残念な、何とも微び妙みような気持ちでベド子と見つめ合う。

　と、鞄かばんの中で携帯が鳴った。

「あ、悪いコトリ。取ってくれるか」

「…………」

　こくりと頷うなずいたコトリが鞄を漁あさる。

　そして鳴り続ける携帯を取り出すと、じっと画面を見つめて言った。

「…………まいか。でんわ」

　ギャリッという異音が台所から響ひびいた。気にしない。俺おれはもう気にしない。

「…………はい、いずも」

「ああ、ありがと……」

　微妙に楽しそうなコトリから携帯を受け取り、通話ボタンを押す。

「も、もしもし？」

『あ、先せん輩ぱいですか？　こんな時間にすみません』

　漏もれ出す声が思ったよりも大きい。これでは台所のサキにまで聞こえているだろう。しかし今いま更さら音量を下げるのもやましいことがあるみたいで嫌いやだった。

「別に良いけど、どうしたんだ？」

『聞き忘れてたんですけど、先輩ってアレルギーとか好き嫌きらいとかありますか？　食べられない物が入ってたら悪いですから』

「お前、昨日きのうは聞かなかっただろ。どうして今になって聞くんだよ」

『だって、今回は本気ですから！』

　楽しそうな声が部屋の中に響く。バキっと何かが割れる音が聞こえた。

「…………出雲いずも」

「サ、サキ？」

　気がつくとサキが俺おれの後ろに立っていた。ふわふわといつも通りに微笑ほほえみ、こちらに手を差し出している。

「少し話しても構わぬか？」

「……どうぞ」

　嫌いやな予感はするのだが、抵抗できずに携帯を渡す。
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「い、出雲君、駄だ目めだって」

「んなこと言われても」

「…………しゅらば？」

　ベド子が青い顔で首を振っているが、俺にどうしろっていうんだ。なんでお前は嬉うれしそうなんだ、コトリ。

「ジェット女か？　久しいのう」

『あれ、サキさん？　こんばんは、どうしたんですか？』

　くるりと俺から背を向けると、サキは穏おだやかな声で続ける。

「出雲に弁当を作っていると聞いてのう。すまぬ、妾わらわが準備をすれば良いものを、お主ぬしに手間をかけさせて」

『……？　いえ、私も好きでやってますから、サキさんは気にしてなくて良いですよー？』

「そうもいかぬ。学業と家事の両立は楽ではあるまい。明日あしたからは妾わらわが昼食も作っておこう。出雲いずものことは妾に任せてお主ぬしは自分のことに集中するが良いぞ」

『…………』

　舞まい佳かの返答は無言だった。しかし気のせいだろうか、その無言にはっきりとした怒ど気きのようなものを感じる。

　っていうかこの状況は何だ。何が起きてるんだ。

『……サキさんが何を言ってるのか全くわかりませんけど、私の方は何も問題ありませんよ？』

「しかしじゃな──」

『──大体、サキさんに外のことは関係ないじゃないですか』

　サキの言葉に割り込み、舞佳が続ける。

『元々は学校でも仕事中でも、先せん輩ぱいの面めん倒どうはずっと私が見ていたんですよ。今まで通り学校のことは私に任せてください、しっかりお手伝いしてますから』

「…………」

「……さ、サキ？」

　ぎしりと携帯が軋きしんだ。

　サキがどんな表情をしているかはわからないが、全身から紫むらさき色のオーラのようなものが立ち上っているように見える。何だこれ。どんな能力だ。

『そういう訳ですから、出雲先輩のことはどうぞご心配なく。それじゃあ失礼しますね。明日あしたをお楽しみにって、彼に伝えておいてください』

　そこで舞佳の声が途と切ぎれた。通話切れを知らせる電子音が小さく聞こえる。

「あ、あの……サキちゃん？　大だい丈じよ夫うぶ？」

　体を半分ベッドの下に潜もぐり込ませて、恐おそる恐る尋たずねるベド子。こんなサキは見たことがないし、怖こわがる気持ちはよくわかる。でもサキが本当にやきもちを焼いてるんだ。俺おれが誰かに取られるかもしれないって、気にしてくれてるんだ。どうしよう、本当に嬉うれしい。

「……サキ、携帯返してくれるか？」

「……うむ、すまぬ」

　声をかけてみると、携帯を握にぎりしめてしばらく固まっていたサキが、ゆっくりとこちらに振り返った。にっこりと、とても綺麗きれいな笑みを浮かべていた。

「ジェット女と仲良くしているようじゃのう。良いことじゃ」

「……そ、その……ごめん……」

「何を謝っておるんじゃ。妾の方こそ、差し出がましいことをしたようじゃ」

　申し訳なさそうに言い、サキは震ふるえる手で携帯を置いた。そのまま台所に戻もどっていく。

「……どーするの、あれ」

「どーするって言われてもさ……」

　紫むらさき色のオーラを立ち上らせて料理をするサキに二人で頭を抱かかえた。

「…………たたなく、してあげない」

　コトリだけは何な故ぜかずっと楽しそうなのだった。










　唐とう突とつな話だが、他人の愚ぐ痴ちを聞くのが好きだ、という人は居るだろうか。

　恐おそらくだが、余り多くはないんじゃないかと思う。聞いていて気分の良い話ではないし、当たり障さわりのない慰なぐさめの言葉を探すのも楽ではないだろう。

　そういう俺おれも多少の愚痴なら頷うなずいて聞くのだが、長くなると困ってしまうタイプだ。解決策もなく、共感の出来ない苦労話を延々聞かされたりすると、特に迷めい惑わくする。

「だからねー、本当に大変なのよー。ずっと笑顔でいるとねー、顔がひきつるのよー」

「あー、うん。大変だな。でもその話、もう五回目だからな」

「あれー、そうだっけー？」

　妖よう艶えんな美女が首を捻ひねって言うのに苦笑して、俺は小さく息を吐ついた。

　ここは平ひら泉いずみ高校一階、校舎の隅すみにある掲けい示じコーナーだ。授業の合間に挟はさまれた休み時間、俺はこの女性から延々と愚痴を聞かされていた。

　美人の愚痴なら幾いくら聞いても構わないと思う男は案外いるのかも知れない。ならいつでも交代してやろう、俺の代わりに彼女の愚痴を聞くと良い。相手は間違いなく美女だ。

「だからねー、ポスターっていうのも大変なのよー。ずっと笑顔でいるからねー」

「はいはい、ご苦労様……」

　残念ながら彼女はポスターの写真、見事に平面なのだが。

　翌日、朝から俺の元にやって来たのは、平泉学園七不思議『絵から抜け出す勧かん誘ゆうポスター』だった。

　下へ手たな手書き絵が動いたら怖こわいなと思っていたのだが、実際に来たのはアイドル研究会という怪あやしげな研究会の勧誘ポスターだった。普段見慣れたアイドルがペラペラの平面になって話しかけて来たのもそれはそれで怖かったが、こちらが驚おどろく前に愚痴を聞かされて、気がついたら休み時間のたびに話に付き合わされている。今は三時間目と四時間目の間、既すでに通算で二十分以上は愚痴を聞いていることになるか。

「もっとねー、無表情とは言わないけどー、楽な顔をしてポスターに映っても良いと思うのよー。写真を撮とった人、絶対その顔でポスターをやる私の気持ちを考えてないわー」

「ポスターが人格持ってるとか、普通は考えないしな」

「だからー、それを広めてって言ってるんじゃないのー。誰だってー、もっと自然な自分を表現するべきなのよー」

　言っていることは良い話のようだが、どうにも内心が透すけて見える気がしてならない。一応、確認の為ために聞いてみる。

「その方が楽だからか？」

「もちろんよー」

「…………」

　やっぱ伝でん鬼きって駄だ目めな奴やつが多いと思う。本当にこれで大だい丈じよ夫うぶなのか。

「まあそんな感じで編へん纂さんするけど、いいのか？」

「ええー、お願いねー。暇ひまがあったらー、また遊びに来てねー」

「ああ、そっちこそ……いや、遊びには来なくて良いけど。まあ、またな」

　アイドルそのものの笑顔で手を振るポスターと別れ、教室に戻もどることにした。

　これで七不思議を二つクリアーしたことになるが、まだまだ先は長い。七つ目は存在しないとしても残りはまだ四つもあるのだ。

「うわ、もうチャイム鳴るぞ……」

　結局三回目の休み時間も全すべて潰つぶされた。三十分以上愚ぐ痴ちを聞かされたことになる。

　怪かい奇き現象にも色々と悩みがあるらしいが、頑がん張ばって貰もらいたいと思う。










「あれ、先せん輩ぱいちょっと疲れてません？」

「朝から伝でん鬼きに付き合わされて、休み時間が一切なかったんだよ……」

「災さい難なんでしたねー？」

　昼休みの廊ろう下か。

　昨さく夜やとは真逆に、テンションの高い舞まい佳かと疲れている俺おれが顔を合わせていた。

　今日きようもしっかり作って来たらしく、舞佳は弁当箱を──一つだけ、抱かかえていた。

「……あれ、弁当一つだけか？」

「大だい丈じよ夫うぶですよ、二人分ありますから」

　昨夜のことを考えて作らなかったのかと少しだけ期待したのだが、そんなことはなかったらしい。言われてみると確かに箱が大きい。舞佳が小こ脇わきに抱えるぐらいのサイズだから、間違いなく二人分はあるだろう。

「それじゃあ、今日も裏庭か」

「私は中庭でも別にいいんですけど？」

　楽しそうに笑みを浮かべる舞佳。

　いやいや、あんな人の多いところで仲良く一つの弁当をつついたら、いくら何でも冗じよう談だんじゃ済まないだろう。

「変な噂うわさになったら困るってお前が言ってたんだろ、やめろよ」

「あれ、もしかして先せん輩ぱい照れてますかー？」

　そう言って笑って見せる舞まい佳かだったが、その頰ほおははっきりと赤い。気のせいじゃなく赤い。どうにも無理をしているようにしか思えなかった。

「お前、今日きようはそのキャラで行くのか？　大だい丈じよ夫うぶか？」

「……頑がん張ばります」

　頑張る必要はないと思うのだが。

　しかし俺おれをからかいたいのだろう舞佳の思おも惑わくとは裏腹に、ここまでは昨夜と比べて大した問題ではなかった。これなら何とか乗り切れるだろう。

　そんな俺の甘あまい考えを、舞佳は真っ正面から乗り越えてきた。

「では、行きましょう！」

「っと……お、おい！」

　言うや否や、舞佳は俺の手を握にぎる。

　指と指を絡からめるような握り方ではなく、手のひらを触ふれ合わせるだけのものだ。しかし小さな手の感かん触しよくは嫌いやという程に感じられて、頭の中が舞佳の柔やわらかさであふれかえる。

「ほら、離はなれたら歩きにくいですよ？」

「──っ」

　さらに舞佳が身を寄せてくる。

　きわどい部分が触れ合っているわけではないが、それでも伝わる女性の感触。

　これは良くない。色々な意味で凄すごくマズい。何かはわからないが、酷く嫌いやな予感がする。

　そう考えた直後、ギシリと硬こう質しつな音が廊ろう下かに響ひびいた。

「え……なっ、舞佳、あれ！」

　丁ちよ度うど目の前にあった洗い場の鏡に大きなヒビが入っていた。

「ああ、鏡が割れたんですか。取り替えないと危ないですねー？」

　舞佳は何でもないように微笑ほほえんでいるが──いやいや、おかしいだろう。何で俺に見せつけるみたいに目の前で割れるんだよ。っていうか気のせいじゃなければ、ヒビの間から見慣れた紫むらさき色の液体が染み出していた気がするんだが。

「さ、先輩。二人で仲良くお昼にしましょう？」

「お前、その方向で行くのは卑ひき怯ようだろ!?　待て、やっぱり弁当なんて要いらない！　俺は一人で学食に行くから！」

「今いま更さら何を言ってるんですか、行きますよー」

　必死に抵抗する俺を人じん外がいの怪かい力りきで引っ張り、舞佳は歩き出す。

　途とち中ゆうにあった鏡三枚は当たり前のように使い物にならなくなった。

　サキが怒おこってる。過去例がないぐらい、滅め茶ちや苦く茶ちやに怒ってる。今のサキなら俺おれぐらいは殺せるかもしれない。でもサキが怒ってくれていることがちょっと嬉うれしかったりもするのが、我ながら救えない。

「先せん輩ぱい、家に帰ったら大変でしょうねー」

「流石さすがにこれは洒落しやれになってないぞ……」

　どうせ死ぬならサキの手で死のう。

　身を寄せる舞まい佳かを諦あきらめて受け入れながら、俺は最悪の事態を覚かく悟ごしていた。










「さあ今日きようは自信作ですよ。どうぞ開けてください」

「……足下に置いた鏡を片付けたら開けてやる」

「これは身だしなみ用です。女の子のたしなみですから気にしないでください」

　鏡面が紫むらさき色になっている鏡でどうやって見み繕づくろいをする気だ。

　舞佳はあくまでもこの方向性を貫くつもりらしいが、これ以上は付き合いきれない。鏡から液体がしたたる程度とはいえ、怪かい奇き現象が起こっているのだ。この辺りの人間はムラサキカガミの話を知っているのだろう。部外者を学校に入れたと怒られるかもしれないが、サキをここに呼んでしまえばいいのだ。サキ本人が目の前にいれば舞佳に何をされても問題ない。同じことをサキに頼めばいいわけで、俺は得をすると言ってもいい。

「ほら、サキ、お前も出てこいよ……って、あれ？」

　鏡を握にぎったのだが、手に取った瞬しゆん間かんに紫色の液体は姿を消した。

　まさか怒って帰ってしまったのだろうか。そう考えた時だった。

「八や坂さか君、舞佳さん、やっほ」

「……マリネ先せん輩ぱい」

　後ろから透すき通るようなソプラノが響ひびく。頭の芯しんまで伝わってくるマリネ先輩の声を忘れるはずもなかった。

「あれ、今日は昨日きのうよりも近い感じね。お邪じや魔まかしら」

「全くそんなことはありません。誰が見ていようと、私のやるべきことは変わりませんから」

　問われた舞佳が無む駄だな決意を持って答える。俺をからかうことにそこまで本気になられても困るんだが。

「割り切ったのね。良いことよ」

　相変わらずよくわからないことを言って座り込むマリネ先輩。まあ、この人について考えるのはやめておこう。

「そんなわけで、蓋ふたを開けてください」

「……びっくり箱とかじゃないよな？」

「そんな嫌いやがらせをしてどうするんですか。さ、早く早く」

　舞まい佳かのテンションが高すぎて、何かが仕掛けられてるとしか思えないのだが。

　楽しげな舞佳に促うながされて、恐おそる恐る弁当箱に手をかけた。

「────っ！」

　そして、すぐに閉じた。

「あ、なんで閉めるんですか！」

「なんでって舞佳、これ……」

　びっくりさせるような仕掛けだとか、食べられなさそうな物体だとか、そういうのは入っていなかった。中身は普通のお弁当だ。

　ただ弁当の一部、ご飯の領域に見過ごせない問題があるだけで。

「凄すごいわね、ここまでやるなんて。あなたのこと甘あまく見てたわ」

「やるからには本気。そう決めました。ほら先せん輩ぱい、一度見たんだから諦あきらめてください」

「…………わかった」

　仕方なく蓋ふたを開く。

　どこか実用的な雰ふん囲い気きのあった昨日きのうとは違い、おかずはやたらとファンシーだった。

　カラフルなカップで小分けに区切られた具材はミートーボールやミニハンバーグ、唐から揚あげやミニグラタンなど定番のもの。他ほかにもわざわざ飾り包ぼう丁ちようの入ったにんじんが添そえられていたりと妙みように力が入っている。隅すみの方のフルーツも手が込んでいて、皮が兎うさぎの耳になったりんごなど何かの嫌いやみにしか思えなかった。

　しかしそんなことは大した問題ではない。一番目を引くのはご飯の部分だ。

　白い米の上にこれでもかとばかりにピンク色で描かれた、桜さくらでんぶのハートマーク。そしてその周りには炒いり卵で作られた黄色の星が踊おどり、隅にはふりかけで俺おれたちのイニシャルまで入っている。ご飯の上に一枚の絵を描かいたような状態になっていた。

　余りにもあんまりな光景に、照れるとか恥はずかしいとかいう以前に胸が痛くなった。

「……もう死にたい」

「気持ちは分かります」

　鬱うつ々うつと呟つぶやいた俺に重々しく頷うなずいて見せる舞佳。

「私にとっても非常に厳しい戦いでした。これを作ってる時、私って何のために生まれたんだろうって哲学的なことを考えたりもしましたよ。それでもこうやって大きな反応をしてもらえるとやった甲か斐いがあります」

「盛大な自じ爆ばくじゃねえか……」

　間違いなくやった方も痛い。むしろやった方こそが痛い。二人だけなら悶もだえれば済む話だが、部外者のマリネ先輩が見ているのがなおさら救いようがなかった。

「いいじゃない。そういうの、正直ちょっと憧あこがれるわ」

　もの凄すごくモテるくせに、浮いた噂うわさは全くないマリネ先せん輩ぱい。何だかちょっと羨うらやましそうにしていて、あちらもあちらで残念な状態だ。

「いくら恥はずかしいとは言っても、人生で一度だけの青春なんです。男の子に媚こび媚こびなお弁当を贈おくるのも女の子にとってはアリなイベントだと割り切ることにしました」

「それを受け取る方も結構アリなんだけど……実際やられるときっついなこれ……」

　さりとてしっかり作られているだけに、絵を崩くずしてしまうのも気が引ける。

　どうしたものかと悩む俺おれに、舞まい佳かが箸はしを取り出した。

「さあ、次の手順ですよ」

「次ってお前……まさか」

　何な故ぜか一いち膳ぜんだけの箸を手に、据すわった目つきで微笑ほほえむ舞佳。

　ああ、こいつやる気だ。今日きようのこいつは本気だ。

「……いきます」

　震ふるえる箸が唐から揚あげを一つ摑つかみ、ゆっくりと持ち上げた。舞佳は唐揚げの下に手を添そえると、微びみ妙ように裏返った声で言う。

「……はい、あーん」

「あ、あーん………」

「…………」

「…………」

　舞佳は箸をつきだして、俺は口を半開きにして、殴なぐりつける瞬しゆん間かんを探り合う格かく闘とう家かのように睨にらみ合った。

「……あんまり待たせると流血沙ざ汰たになりそうよ」

　身動きのできない俺に、横合いから楽しげな声が飛ぶ。

　そうかもしれない。これ以上止まっていると、舞佳の箸がそのまま俺の目に突つき刺ささる気がする。

「くっ……いくぞっ」

　ままよ、とばかりに口を大きく開き、唐揚げにかぶりつく。しっかりと受け止めた舞佳は、俺が食べたのを確認してから箸を引いた。

「……あ、美う味まい」

「本当ですか？」

　味も何もわからないような状況かと思ったが、俺の舌したは思ったよりも肝きもが太かったらしい。思わず賞賛の声が漏もれるぐらいに美味かった。

「良かったです。それが一番自信がなくって」

「自信作から食わせろよ！」

「駄だ目めそうなのが平気なら後は安全じゃないですか……ん、美お味いしい」

　毒どく味みみたいなことを言いながら、俺おれの口に突つっ込んだ箸はしで平然と唐から揚あげを食べる舞まい佳か。

　意識していないわけでもないだろうが、俺の方もここまでの流れからこの程度は大したことがないと思ってしまった。

「じゃあご飯を。はい、あーん」

「……あーん」

「ふふふ」

　ハートマークの一部を素直に口に入れる。数秒前に舞佳がこの箸を口に含んでいたことは気にしないよう努めた。

「八や坂さか君、あーん」

「あーん」

　横合いから伸のびてきたマリネ先せん輩ぱいの箸も、そのまま咥くわえる。これは何だろう、豚肉か？

「うん。舞佳の方が美う味まいですね」

「……私だって昨日きのう食べたもの。わかってるわ」

「いえ、マリネさんのも美味しいと思いますけど……」

　曖あい昧まいに言う舞佳だが、その頰ほおは緩ゆるんでいた。女の格付けは済んだのである。

「ちなみにだが、舞佳。箸はそれだけしかないのか？」

「いえ、ちゃんと二膳ぜん持ってきましたよ」

「最初から出せよ！」

　袋から出て来た箸を受け取り、俺は肩かたを落とした。

「ではここからは奪うばい合いです。箸と箸との格かく闘とう戦せんといきましょう」

「俺の為ために作ったんだろ、食わせてくれよ」

　そして何な故ぜか早食い競争のように勢いよく箸を進める羽は目めになった。

　と言っても元々量が多いので、二人とも全力で食べて食べきれるかというラインだったが。

「あなた達、本当に仲が良いのね」

　あらかた食べ終わって息を吐ついた俺達に、マリネ先輩が言う。

「マリネさん。今なら信じてもらえると思いますけど、私と彼は本当に普通の友達なんです」

「……まあ、それ以上じゃないなら、そうでしょうね」

　マリネ先輩の表情に困こん惑わくの色が見える。

　今の状況はマリネ先輩の希望通りだ。俺と舞佳は仲が良い。マリネ先輩も、何だかんだで輪の中に居る。

　しかし、それが彼女の『目的』に沿うものだろうか。

　きっとそうではないと思う。

「わかりますよね。私達は友達なんですよ」

　見ると、舞まい佳かが寄り添うようにして俺おれの腕うでを抱だいていた。

「マリネさんが思ってるのとは違う、本当に普通の友達です」

「……舞佳さん」

　マリネ先せん輩ぱいから視線を外し、舞佳は微笑ほほえんで続けた。

「それで出雲いずも先せん輩ぱい、編へん纂さんの方はどうなんですか？　進んでますか？」

「──っ！」

「ま、舞佳？」

　言っていいのかと視線で尋たずねる俺に微笑みを返し、舞佳はわざとらしく言う。

「ああ、すいませんマリネさん。この人、本を作ってるんです。マリネさんは興味のない、都市伝説とか妖よう怪かいについての本です。私もちょっと手伝ったりしてるんですよ」

「……舞佳」

「…………」

　押し黙だまっていたマリネ先輩が、ゆっくりと首を振った。

　金色の髪かみが太陽の光を反射して揺ゆれる。

「そう。そうなの、舞佳さん。……残念だわ、凄すごく。私、あなたのことは本当に大好きだったのに」

「私もですよ」

　冷たいマリネ先輩の声に対して、舞佳の声色は不思議なぐらいに柔やわらかいものだった。

「私もマリネさんのこと好きです」

「え。本当!?」

　直後、マリネ先輩は喜きし色よくを浮かべて舞佳に迫った。

「あ、いえ、お友達として、ですけど」

「…………なんだ」

　そしてしょんぼりと離はなれる。

「でも、大好きなのは本当なんです。この人、八や坂さか出雲さんも私の大事なお友達です。どうですか、仲良くなれませんか？」

「八坂君個人は嫌きらいじゃないけど……難しいわね」

　そう言って、マリネ先輩は舞佳を見つめた。

「……いいわ。どちらにしても、何が変わる訳じゃない。あなたの好きにすると良いわ」

「はい、好きにします」

　まだ随ずい分ぶんと残っている弁当に蓋ふたをし、袋に戻もどすマリネ先輩。

　そして彼女は勢いよく立ち上がると、上から俺を見下ろした。

「八坂君」

「はい」

　じろりと俺おれを睨にらみ、俺を射い貫ぬくように言う。

「この、泥どろ棒ぼう猫ねこ」

「…………」

　男にそんなこと言ってどうするんだ。

　しかしよく見ると、マリネ先せん輩ぱいはなかなかに得意げな顔をしているような。

「あの、マリネ先輩……その台詞せりふ、言いたかったんですか？」

「まあ、ちょっとね」

　少し照れたように言い、マリネ先輩は再び舞まい佳かに視線を戻もどした。

「私は待ってるわ。それに、信じてるから」

　マリネ先輩はくるりと踵きびすを返した。

　そして振り返ることなく去っていく。

「先輩」

「ああ」

　その後ろ姿を見つめ、悲しげに言う舞佳。

「最後、ぱんつ見えましたね」

「……それは同じ女として見なかったことにしてやれよ」

　目の前で立ち上がって勢いよく振り返ったりするから、とても誤ご魔ま化かせないぐらいにスカートが翻ひるがえっていた。色は白だったが、あちこちにレースが入ってたりして、デザインは結構派は手でだったな、なんて細部まで見てしまうほどに。

　俺は雰ふん囲い気きを察して見なかったことにしたのに、舞佳のせいで台だい無なしだ。

「あの胸を半分私と交換してくれるなら、見過ごしても良かったんですが……」

「意外とそういうの気にしてるんだな」

「一応女の子ですから」

　女の子は同性の下着が見えた件について言げん及きゆうしたりしないと思う。

　しかし、これで良かったんだろうか。

「いいのか、伝でん鬼きを嫌きらうのをやめたって、言ってなかったんだろ？」

「私も昨日きのうの時点ではここまでするつもりはなかったんです」

　小さく肩かたをすくめ、舞佳は俺の箸はしを手に取った。

　りんごの兎うさぎに箸を向けると、ひょいと持ち上げる。

「でも、さっき言ったじゃないですか。このお弁当を作りながら色々考えたって」

　そして箸で摘つまんだりんごを俺に向けて、舞佳は微笑ほほえんだ。

「はい、あーん」

「…………」

　さっき何度かやったことだ。今いま更さら動どう揺ようするわけでもない。

　しかし、マリネ先せん輩ぱいはもういない。遠くに学生はいるが、わざわざこっちを注視してはいない。俺おれの膝ひざ元もとにある鏡はただ空を映しているだけだ。

　誰も俺達を見ていない。俺をからかうにもインパクトが足りない。

　それでも、気のせいか少しだけ頰ほおを染めて──舞まい佳かは繰くり返した。

「はい、あーん」

「……あーん────ったあ!?」

　吸い寄せられるようにりんごにかぶりつこうとした俺の眼前で、すいと箸はしが引かれた。

　何とも古典的な嫌いやがらせだった。

「考えて考えて、よくわかったんです。先輩をからかうのはやっぱり楽しいって」

「……お前、今のはあんまりじゃないか」

「そうですか？」

　不思議な落らく胆たんのようなものを感じて落ち込む俺に、いっそ得意げに微笑ほほえむ舞佳。

　彼女はりんごを自分の口元に運ぶと、俺が使っていた箸ごと、しっかりと咥くわえた。

「ん……美お味いしい。そうです。先輩はそういう顔をしてるのが一番良いです」

　にこにこと邪じや気きなく笑い、舞佳は続けた。

「勘かん違ちがいされると悪いので一応言っておきますが、私は別に先輩のことが好きなわけじゃないんですよ？」

「……そうなのか？」

「そうなんです」

　大きく頷うなずき、舞佳は残ったおかずをぱくぱくと口に入れていく。

「ただ、サキさんに遠えん慮りよして、マリネさんに気を使って、先輩の心配をして……もうそんなのが面めん倒どうになったんです。私も好きなようにやります。知ったこっちゃないですよ、っと」

「もがっ!?」

　舞佳は最後に残った苺いちごを右手に摑つかむと、強引に俺の口に押し込んだ。

「そういう訳なので、サキさんのフォローは先輩が頑がん張ばってください。私は何も責任取りませんから」

　そう言ってさっさと弁当を片付けてしまった。

「では先輩、また明日あした。次は多少は手加減しますから、安心してください」

　ひらひらと手を振り、舞佳は立ち上がった。

　ぽんぽんとスカートをはたき、くるりと勢いよく踵きびすを返す。

「…………見えたぞ？」

　青い布地が視界に映った。いや、布地などとぼかして言ったが、シンプルだけど布自体が少なくて結構きわどいなーとか、そんな細部を覚えているぐらいにはっきりと見えた。

「知ってます」

　怒おこるかと思ったのだが、舞まい佳かはあっさりと言って、振り向きもせずに去って行った。

　また明日あした。明日か。明日、迎えられたら良いなあ。暖かい日差しの中で冷たい何かを感じながら、俺おれもゆっくりと足下を見た。舞佳が置いたままの手鏡が残っている。

「サキ、怒おこってるか？」

　声をかけると、手鏡の中が紫むらさき色の液体に染まった。そしてにゅるりと伸のび出す、栗くり色の頭。

「……出雲いずも」

　鏡から抜け出したサキは怒ってはいなかった。悲しんでもいなかった。

「事情は聞いておる。なるほどのう、また面めん倒どうごとを拾ったんじゃな」

　気き遣づかわしげに言うサキの顔色には、納なつ得とくと、俺に対する心配の気持ちだけがあった。

「大変じゃろうが、妾わらわはいつでも力になるからの」

「……なあ、サキ。これってやっぱり面倒ごとなのか？」

「当たり前じゃ。お主ぬしも違うと思っているわけではないじゃろうに」

　そうだよなあ。

　息を吐つき、仰向あおむけに倒れこむ。隣となりに座ったサキがそっと俺の髪かみを撫なでた。

　今日きようも天気は晴れだが、随ずい分ぶんと雲が多い。予報は晴れだったが、もしかすると雨になるかもしれない。
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「昔から伝わる言葉の中に『衣食住』というのがあるね。これは本当に人間の暮らしに深く関わっていて、それについての伝承も多いんだ。中でも食に関わるものは特に沢たく山さんある。古びた食器についてだったり、食べ頃を逃した作物についてだったり。それだけ、食というのは人間の生活の根幹にあるものなんだよ。わかるかな、出雲いずも君」

「はあ、なるほど。……それで、最近の教授が妙みようにやつれている原因も、食にあるんですか？」

　放課後の犬いぬ飼かい研究室。俺おれはげっそりと頰ほおのこけた教授と向き合っていた。

「いいえ、そんなことはありませんよ。最近は外食を控ひかえて私が作っていますから、普段より栄養のある物を食べているはずです」

「……出雲君。愛情というのは時に苦いものなんだ。君にもいずれわかる」

　少なくともサキの料理は苦くないが、美雪みゆきさんのはそうでもないんだろうか。

　決して美雪さんに文句を言おうとしない教授の姿勢に父の偉大さを感じながら、こちらに飛び火する前に研究室を出た。

　さて今日きようはバイトがないので帰ったら編へん纂さん内容をまとめようか。

　そう考えながら校内の道を歩いていた所だった。

「にゃーん」

　という鳴き声が聞こえた。

　視線を向けると、学内の道に沿って置かれたベンチの上にこちらを見上げる三み毛け猫ねこの姿。

「……お前か」

「ふにー」

　声をかけると、可愛かわいらしい声で返事が返ってきた。

　何とも愛らしい姿と、何かを請こうているような鳴き声。愛あい猫びよ家うかならすぐにも抱だき上げたくなる所だろうが、俺は化ばけ猫ねこの類たぐいだとわかっていて手を出すほど馬鹿でもない。

「…………」

「にゃー？」

　馬鹿じゃないが、ちょっと喉のど元もとを触さわるぐらいは大だい丈じよ夫うぶじゃないだろうか。

　ゆっくりと手を伸のばしながら、尋たずねてみる。

「……ちょっとだけ撫なでても良いか？」

「あ、それはなしでお願い致します」

「そっか、残念だ」

　素で断られた。かなりショックだった。

　まあそれはともかく、だ。

「で、そこの猫くん」

「うにゃー？」

「うにゃー、じゃない。今喋しやべってただろ、お前」

「[image: に゛]ゃっ!?」

　俺おれの言葉にビクリと体を震ふるわせ、三み毛け猫ねこは大きく尻尾しつぽを振った。

　きょろきょろと周囲を見回して誰も居ないことを確認した後、三毛猫は渋しぶ々しぶといった様子で口を開く。

「にんげんさん、よく見ていますね。失敗でございました」

「微びみ妙ように腹の立つ言い方だな？」

　俺おれをどれだけ馬鹿な人間だと思っているんだろうか、この猫は。妖よう怪かい変へん化げとはいえ、畜ちく生しように下に見られたのは少し納なつ得とくがいかない。可愛かわいい猫だから構わないが、そうでなければ許さない所だ。

「えーと。それで、お前は妖怪なんだよな？」

「はい。まだまだ新しん米まいですが、猫の変化をやらせて頂いております」

　よしよし、話が通じる。ようやく妖怪の編へん纂さんが進んでくれそうだ。

　意気揚よう々ようと手帳を取り出してペンを構える。

「そりゃ猫だよな。でも猫の変化って沢たく山さんあるだろ。妖怪としての種別は何だ？　化ばけ猫ねこか？　猫ねこ又またか？　それとも怨おん猫びようとか怪かい猫びようとか祟たたり猫とか、そういう類たぐいか？」

「あ……ええと……」

　さらに聞き取りを続ける俺に少し目を丸くし、三毛猫は大きく髭ひげを揺ゆらした。

「ご挨あい拶さつが遅れました。私、最近猫又として妖怪活動を始めました、ココと申します。どうぞお見知りおきを」

「ああ、こっちこそ悪い。俺は八や坂さか出雲いずも、伝でん鬼きと妖怪の編纂をさせてもらってる。それでココはネコマタか。漢字は猫又でいいか？　それとも猫股またか？」

　どちらも大差はないのだが起源としては『猫股』の方になる。気にするかもしれないので二種類書いて見せると、ココは『猫又』の方にぽんと前足を乗せた。

「こちらでお願い致します」

「おーけい。それから、良かったらちょっと尻尾しつぽを見せてくれるか？」

「はい、どうぞ」

　言葉と同時に、長い尻尾がベンチを叩たたくように振り下ろされた。

　一本しかないじゃないかと思ったのもつかの間、足の間からもう一本の尻尾が姿を見せる。

　二本の尻尾が絡からみ合いながら、こちらに見せつけるように大きく振れた。

「へえ、尻尾が二本か」

「まだまだ新米なものでして、お見苦しくも二に尾おの猫又でございます」

「いやいや、立派なもんだよ。見るのは初めてだからちょっと感動するな」

　二尾の動物なんか普通は見かけない。二本の尻尾が自在に動いている所は中々に壮そう観かんだった。

　感心する俺に、しかし猫又のココは逆に感かん慨がい深げに言う。

「それにしても、にんげんさん。あなたは本当に編へん纂さん者なのですね」

「勿もち論ろんそうだけど……あー、そっか。前からあんまり妖よう怪かいとは会えないと思ってたんだけど、俺おれってちょっと疑われてるのかな？」

　どうも頼りなくて偽にせ物ものっぽいから、俺の所に妖怪が来てくれないんじゃないか。そう思ったのだが、ココの方は大きく首を振る。

「いえいえ、そんなことはありません。先日お会いした際には、猫ねこの変へん化げが姿を見せれば猫ねこ又またとして編纂されるだろうと浅く考えていたのです」

　ですが、と前置き、猫又は二本の尾を振って続ける。

「名ばかりではなく、本当の編纂者でありましたか。侮あなどっていたことを心より謝罪致します」

「やめてくれ。愛あい玩がん動物が悲しそうな顔をしてるとこっちの胸が痛むから」

　ぺこりと頭を下げる猫に、慌あわててストップをかける。

「そうですか？　にんげんというのは不思議なものですね」

　そう言って首を捻ひねる、不可思議の塊かたまりのような喋しやべる猫。こういう理り不ふ尽じんさにはいい加減慣れてきたのでわざわざ突つっ込まない。

「では、このように」

　言うや否いなやベンチから飛び上がり、ココは空中でくるりと一回転した。

　そしてどういう理り屈くつだろうか、小さな猫の体からぽんと白い煙けむりが広がった。

「こうすれば平気でしょうか」

「うわ……お前、ココか？」

　煙が晴れたとき、そこには少女の姿があった。少し悪いた戯ずらっぽい目をした可愛かわいい女の子で、ショートカットの白しら髪がの上に黒い耳が揺ゆれている。なんか猫っぽい耳だ。この学校の制服を模しているのだろうか、少し意いし匠ようの変わった小さな制服に、短いスカート。そして、そこから伸のびる二本の尻尾しつぽ。

　うん、猫だ。とりあえず猫ではある。

　細かい疑問点については棚たな上あげにしようと思う。

「えーと……化ばけられるのか、お前」

「はい。化けられる猫又を猫又と呼ぶか化ばけ猫ねこと呼ぶかはそちらにお任せします」

　聞かれてもわからないが、本人が猫又という以上は猫又だろうと思う。

　猫又について書きつけた俺に、ココはゆらゆらと尻尾を揺らして言う。

「では失礼をした謝罪と、以前のアイスの礼に、良いことを教えて差し上げます」

「良いこと？」

　猫から教えて貰もらう良いことって何だろうか。

「何ど処この魚屋は美う味まいとか、そういう話か？」

「猫は雑食です。特に魚に偏かたよって食べているわけではありません」

　軽く右手を挙げたココに、めっ！　という感じで怒おこられた。制服に隠かくれた手は猫ねこの手そのままだったようで、白い肉球がちらりと見えた。

「真ま面じ目めな話です。真しん剣けんに聞いて頂きたい」

「悪かった。ちゃんと聞くから教えてくれ」

　手帳を取り出した俺おれに大きく頷うなずき、ココは胸を張って口を開く。

「にんげんさんは決して編へん纂さん者として認められていないわけではありません。ですが、年月を経た妖よう怪かいというのは相そう応おうに誇ほこり高く、用心深いものなのです」

　美雪みゆきさんから聞いた話と同じような内容だった。

　しかし猫ねこ又または、さらにその先を続けた。

「私のように年若い妖怪は積極的に関わろうともしますが、立場のある妖怪はそうもいきません。誇りあるが故ゆえに、歳とし若い編纂者に対して、自分を編纂して欲しいと言い出すことができないのです」

「自分から言い出せない……だから姿も見せない？」

「はい。にんげんさんの方から書かせて欲しいと頭を下げるのを待っている、そういう妖怪が沢たく山さん居ます」

「…………そうなのか」

　面めん倒どうだとは思わなかった。

　もしも自分が数百年の時を生きてきた存在だったなら、生まれて十数年の生き物に自分から挨あい拶さつする気にはなれないだろう。想像することしかできないが、確かに理解できる。

「俺の方から編纂をさせて欲しいと頼む、か。襲おそってくるのを待ってるだけで、俺はずっと受け身だったもんな」

　その上に被害者面づらをしていたのだ。妖怪の方だって襲う気にもならないだろう。

　今までの自分を短く反省し、よし、と大きく息を吸う。

　俺は改めてペンを構えた。

「猫又のココ、どうか俺に話を聞かせて欲しい。許されるなら君のことを書き留めて、多くの人に知って欲しいと思う」

「あ、いえ、私はまだまだ未熟者ですので、そのような言い方は……」

　恐きよう縮しゆくする猫又から話を聞き、手帳に書き留めていく。

　彼女の生まれはこの学校。年ねん齢れいはおよそ十歳さい。飼かい猫ねこならまだまだ生きるだろうが、野の良らにしては長く生きたココは猫又として目覚めたのだという。

　だからといって特に日常生活が変わるわけでもなく、この学校に住む怪かい奇きと交流しながら人間に餌えさをねだって生きてきたらしい。

　人に化ばける為ために人間を食うようなことはしていないそうだ。幸いである。

「名付け親は生後二週間ぐらいに温かいミルクをくれたお姉ねえさんです。今から思えば彼女もまだ子供だったと思いますが、とても優しい方でした。注射なども受けまして、それで長生きができたのです」

「へえ……人間の名付け親が」

　人間と仲良くしてくれる猫ねこ又またには、やはり優しい人間との触ふれあいがあったわけか。しっかりと書いておこう。

「さて。じゃあこの学校に住んでるんだし、またその内に会うこともあるか。今度は猫ねこ缶かんでも差し入れするよ」

「はい。よろしければマグロ味を」

「意外とこだわりがあるんだな……」

　結構グルメだったココに差し入れを約束し、俺おれは猫又と別れた。

　今後はもっと積極的に妖よう怪かいが居そうな場所に行って、近場の伝承をさらに調べてこちらから挨あい拶さつに行こうと心に決めて。

　と、その時。

「い、出雲いずも！」

「あれ、安あ部べか？　お前、こんな所でどうしたんだ？」

　ベンチを離はなれてすぐに、安部と鉢はち合あわせになった。ここは平ひら泉いずみ高校ではなく併へい設せつされた平泉大学の敷地しきち内だ。こんな所で一体何をしていたんだろうか。

「少し所用があってな。……いや、そんなことはどうでもいい。少し見ていたのだが、お前には妹が居たのか？」

「…………お前、まさか」

「待て、勘かん違ちがいするな。決して怪あやしい意味で聞いているのではないのだ。ただ先程の少女に、以前の伝でん鬼きと似たような気配を感じてだな……」

　焦あせった様子で弁解をしているのが逆に怪しい。こいつ、クラスメートをビッチなどと呼ぶ癖くせに女に興味ある妙みような奴やつだと思っていたら……いや、まさかな。そんな変態じゃないよな。

「悪いけど、俺は性犯罪者には厳しいぞ」

「違うと言っているだろう！」

　わめく安部の背を押し、俺は校門へと歩き出した。

「ちなみに、あいつは十歳さいだ」

「十歳…………なくもない、か……？」

「いやいや、絶対ないだろ！　冷静になれ馬鹿！」










　伝鬼達は基本的に容よう赦しやがない。しかし自宅でくつろいでいる時は襲おそう側も少しだけ遠えん慮りよしてくれるようで、幾いく分ぶんは安心して過ごすことができる。

「でも、一いつ緒しよにくつろぐ相手がそもそも人間じゃないんだけどね」

「とりあえずベッドの下から出て喋しやべれ。何のアピールだよ」

　夕食も終わって団だん欒らんの時間、何な故ぜか下から顔だけ出したベド子。その頭をむんずと摑つかみ、むりやり引っ張り出してやる。

「いやあの、そもそもあたしはベッドの下の……んぐんぐ」

　何か言っていたが、座ざ布ぶ団とんに座らせてまんじゅうを食わせると大人おとなしくなった。

「お主ぬしら、いつも楽しそうじゃのう」

「こいつと同列に扱われるのはなんか納なつ得とくがいかない」

「出雲いずも君、すごくナチュラルにあたしの扱いが悪いよね？」

　そんなことはないと思う。追い出していないだけ優しい家や主ぬしだ。

「…………ふふふ」

「あー、笑ったー！　あたしが虐いじめられてるのに楽しそうにしてるコトリちゃんがずるい！　いっそ一いつ緒しよに虐しいたげられるべき！」

「…………っ」

「二人とも、お茶をこぼすでないぞ」

　じりじりと迫るベド子から、テーブルを挟はさんで逃げるコトリ。ベド子が斧おのを持っていなければほほえましい光景なのだろうが、残念ながらかなり猟りよ奇うき的だった。

　そんな三人から離はなれ、俺おれはトイレに向かった。

　学校のトイレと違って何が出るわけでもないので、比較的安心して用が足せる。

「さて、と……」

　無事にことを済ませ、水を流して手を洗い、扉とびらに手をかけて──開かない。

「……え？」

　鍵かぎはかかっていない。でも、開かない。

　固まった俺の頭上から柔やわらかい声が聞こえた。

「赤いマント、要いりませんか……？」

「…………」

　赤マント。マコか？

　でも学校じゃないじゃん、ここ。どうなんだよそれ。出て来ていいのかよ。

「お兄にいちゃん、赤いマント、要らないですか？」

「あー、うん。とりあえずさ」

　とはいえ、そういった場所についてのコメントは後回しにしよう。

　俺の頭に最初に浮かんだのは別のことだ。

「やっぱこのタイミングの登場はどうかと思う。人心地ごこちついて身み支じ度たくもして、それから出て来られてもあんまり怖こわくない。余りにも遅すぎるな。もっと無防備なタイミングをねらうべきだよ、ズボンを降ろしてる時とか」

「何それっ!?　私、お兄にいちゃんの言う通りにやったんだよっ!?」

　心しん霊れい現象を続けるより俺おれへの抗議が優先されたらしい。上からするりと、マント姿の少女が舞い降りて来た。

「いやまあ、あの時とは状況が違うし……」

「うう……お兄ちゃんにもてあそばれたよ……」

「犯罪的なこと言うのやめろよ、悪かったって」

　ぽんぽんと肩かたを叩たたく。マントに包まれた少女の体は思った以上に小さかった。

「で、なんでわざわざこんな所に出てきたんだ？　また学校でトイレに入る機会なんていくらでもあるのに」

「──そうでした！　私、お兄ちゃんを呼びにきたの！」

「呼びにって……どこに？　トイレの世界とか？」

　もしもそうなら絶対にいきたくないのだが。

　そう考えた俺に大きく首を振り、赤マントは言った。

「今、学校が大変なの！」










　詳くわしい事情を聞く前にマコは消えてしまったが、学校の伝でん鬼きが無む理り矢や理り自宅に出てくる程の事態だ。何か大きな問題が起きたのは間違いない。俺はすぐに学校へ向かった。夜道が怖い、などと言っている場合ではない。

　必死に自転車を漕こいで校門の前にたどり着くと、そこには信じられない光景が広がっていた。

「うわあ……どうすんだこれ……」

　最初に目に入ってきたのは伝鬼達だった。

　赤マント、ポスターの女。あれは骨格標本だろうか、俺の知らない伝鬼も居るようだ。

　そして伝鬼達と向き合うようにして、別の化ばけ物もの達の姿があった。

　見覚えのない、しかしどこかで見た記き憶おくのある、不可思議な生き物達が沢たく山さん。

　その中に猫ねこ又またのココを見つけて気がついた。きっとあれは全部妖よう怪かいなんだ。学校にもこんなに居たのか。

「って、そんな場合じゃない！」

　つまり伝鬼と妖怪が睨にらみ合っているのだ。放っておくわけにはいかない。

　急いで校門を乗り越え、割って入ろうとした。

「お前ら、一体何やって──」

「……………………」

「……………………」

「いや、あの…………」

　割って入ろうとしたのだが、超睨にらまれた。

　怖こわい。ものすごく怖い。

　俺おれが来たせいか、さっきまでは睨み合っていただけの双そう方ほうから妖よう気きのような何かが振りまかれている。

「編へん纂さん者が来たんなら丁ちよ度うど良いさ。お前達を叩たたき潰つぶして、ここが誰の場所なのかはっきりさせてやるよ。見てなよ、若わか造ぞう」

　言って前に踏ふみ出したのは、壁だった。

　壁のような、というのではない。真っ白な壁がそのまま動いているのだ。

「ぬりかべ…………」

「おうよ」

　思わず漏もらした俺の声に答えて、壁の中央からにゅるりと女性の顔が伸のびた。

　白い髪かみに白い肌はだ。獣けもののような紅あかい瞳ひとみだけが爛らん々らんと戦意に輝いている。

「歴史ある妖よう怪かいってのはこうやって一目でわかるもんさ。何せ積んできたものが違うからね。お前達なんて一いち撃げきで叩き潰してやるよ」

　ニヤリと笑うぬりかべ。何とも頼れる姉あね御ご肌はだだが。潰されるのは困る。

「いや、それはちょっと待って──」

「やるならー、やりなさいよー」

　止めようとした俺の声を遮さえぎり、伝でん鬼きの方からも一人が進み出た。

　ぺらりとした薄うすい人影。平ひら泉いずみ高校七不思議の一つ、絵から抜け出す勧かん誘ゆうポスターだった。

「構わないわー、潰しなさいよー！」

「いや、お前を潰しても……ちょっと、できればお前以外で……」

　若じやつ干かん引き気味なぬりかべ。そりゃまあ、酷ひどく潰し甲が斐いのない相手だろうなあ。

　と、そんな場合じゃない。

「待て待て待て、そもそもこれは何の話なんだよ。喧嘩けんかか？」

　改めて止めに入った俺に、両サイドから見知った姿が寄ってきた。

「お兄にいちゃん、もうこんな状態になっちゃってるの」

「申し訳ありません、にんげんさん。私も止めようとはしたんですが……」

　やって来たのはマコとココ。

　こいつらは枠わく組ぐみとしては一応穏おん健けん派なんだろうか。

「何がどうなってこんな大事になったんだ？　伝鬼と妖怪、今までは一応棲すみ分けできてたんだろう？」

「ええ、そうなんですが……」

　ちらりとマコを見て、ココが言う。

「編へん纂さんが始まって、そのバランスが崩くずれ始めました。我々妖よう怪かいは現れるタイミングにこだわりがありますし、体面上も余り積極的には出られません。しかし伝でん鬼き達は自由気ままに現れるものですから……」

「私達も一応出る場所とかは考えてるんだよ？」

「場所だけではありませんか」

　赤マントが控ひかえめに抗議をするが、ココはばっさりと切って捨てた。

「初めの内は伝鬼達も余り無茶はしなかったので、良い形にできるかもしれないと思ってはいたのです。校内では大人おとなしくするという紳しん士し協定を結べるかと」

「私達はお願いされて仕方なく休んでただけで……」

「そのようですね」

　冷たく言うココ。

「最近になって急に伝鬼達が何の遠えん慮りよもなく出てくるようになりました。余りにも適てき当とうに出現するので、私のような若じやく輩はいの妖怪さえ機会がない程です。怪かい奇きとしての誇ほこりが欠片かけらも見えないその姿に納なつ得とくがいかない。皆がそう言って聞かず……」

　うむ、と妖怪陣じん営えいが大きく頷うなずく。

「あー、それはわかるな。伝鬼の空気の読めなさは尋じん常じようじゃないし」

「お、お兄にいちゃんっ!?」

　赤マントが血けつ相そうを変えるが、実際そうなのだから仕方がない。

「今だってそうだろ。ぬりかべ相手に平面の奴やつを出すか、普通。可哀想かわいそうだろ」

「わかってるじゃねえか。そうなんだよ、こういう時は壁を持ち上げるぐらいの怪かい力りきか、潰つぶれないぐらいの堅かたい奴を出してくるのがお約束ってもんだよ。それを最初からぺらっぺらの女が出てくるってのはどういう了りよう見けんさ」

「だってー、他ほかの子は危ないしー」

「そういう甘ったれたのが気に入らないって言ってんだよ！」

「いや、気持ちは良くわかるけど落ち着いてくれ」

　本当に気持ちはわかる。わかっちゃいけないけど、わかってしまう。それでも伝鬼を相手にするなら、ここは諦あきらめるしかない部分なのだ。

　しかしぬりかべの方は重ねて言う。

「ほら、若わか造ぞうも困ってんだぞ。お前達まとめて出て行け」

「ちょっ、そこまで言ってないぞ!?」

「なによー、ちょっと長く生きてるだけでー、いっつも偉そうなのはそっちじゃないー。学校以外でも平気なんだからー、よそに行けばいいじゃないのー」

「ポスターも止めろって！」

　ぬりかべとポスターだけでなく、あちらこちらで言い合いが始まる。

「……っ！　…………!!」

「…………??」

　言葉を喋しやべれないものも少なくないのか、ボディーランゲージで何やら抗議をする骨こつ格かく模型とそれに困り顔をする少女の妖よう怪かいも居たりと、かなり混こん沌とんの様相を呈ていしていた。

「頼むから話を聞いてくれ。ちょっと、聞けって……ええい、お前ら全員『黙だまれ』！」

　手帳に『黙れ』と書き付ける。

　効果を発揮したのはただ一いつ瞬しゆんで、文字はすぐさま消え去った。

　それでも強引な手段が功を奏したか、全員の視線がこちらに集まってくれた。

「妖よう怪かいの皆に鬱うつ憤ぷんが溜たまってるのはわかってる。俺おれが悪かったんだ。俺なんかよりずっとずっと長く生きて、凄すごく色んな物を積み重ねてきたのに、こっちはただ待ってるだけで。これからはもっと俺の方から話を聞かせてもらいに行こうと思ってた所なんだ」

　妖怪の皆に言った後、伝でん鬼きの方に向き直る。

「伝鬼の皆も、無理に待ってもらって悪かったと思ってる。焦あせって出てきたのは俺に原因があった。本当にごめんな」

　複雑な表情で俺を見つめる双そう方ほうに頭を下げる。

「本当にどちらも大好きなんだ。伝鬼に驚おどろかされるのは怖こわいけど楽しかったし、もっと妖怪にも会いたいと思ってる。頼むから追い出し合うようなことはやめてくれ。俺はそんな風にならなくて済む為ために編へん纂さんをしたいって思ったんだ」

「…………」

「…………」

　しばらくはどちらも無言のままだった。

　それでもお互たがいに思うことはあったのか、ぽつりぽつりと声が上がる。

「……悪かったよ」

「喧嘩けんかをしたいわけじゃないのよー」

「うんうん、仲良くしようね」

　元々が同じ怪かい奇き同士だ。無む理り矢や理り追い出すようなことをするのは本意ではないだろう。

　自分の憤いきどおりが理解されて、解消の為に努力をするのなら、きっと受け入れてくれると思っていた。

「そもそも、根本的に先せん輩ぱいのせいですしね」

「うわっ……舞まい佳か、来てたのか」

　後ろからの声に振り返ると、いつの間にやって来たのか、舞佳がひらひらと手を振っていた。

「これだけ大おお事ごとになると流石さすがに来ますよー。まあ先輩がマッチポンプで何とかしたみたいなんで、特にやることはないですけど」

「自作自演じゃないって、多分」

　若じやつ干かん自信がないが、完かん璧ぺきに俺おれだけの責任でもないと思う。

「でも、これだけで収まりますかね？」

「え……」

　まだ何かあるのか。そう思った直後、重い声が響ひびいた。

「しかし、だ。少なくともこの場で決めなきゃならないことはある」

「ぬりかべ……？」

　ぬりかべが俺の方に向き直り、ずしりと地面が揺ゆれる。

「伝でん鬼きが原因で妖よう怪かいの出番が奪うばわれてるのは事実だ。伝鬼は融ゆう通ずうが利くんだろう？　どちらも出てこられる状況だってんなら、妖怪を優先するようにしたいんだ」

「それは……各自話し合って決めたらいいんじゃないか？」

「それができたら、最初からこんなことにはなってないねえ」

　確かにそうかもしれないがこれから改める訳にはいかないんだろうか。

　どちらが優先されるという話になれば、結局遺い恨こんが残るのは変わらないと思う。

「それはちょっと……いっそ伝鬼が全部終わるまで、妖怪はゆっくりしてたら……」

　隣となりで聞いていた赤マントも難色を示した。

「ああん？」

「ご、ごめんなさいっ」

　凄すごまれた赤マントが後ずさる。可哀想かわいそうに。

「要は後あと腐くされない形で、一時的な上下関係を作れば良いんですよね？」

　と、舞まい佳かが口を開く。

「良い案でもあるのか？」

「情けない先せん輩ぱいと違って、ちゃんと考えて来ましたから」

　この場面で毒どくを吐はく必要はあっただろうか。若干へこんだ俺に満足したように頷うなずき、舞佳は言った。

「伝鬼も妖怪も人を驚おどろかせるのが仕事ですから、それを基準にして勝敗を決めればお互たがいスッキリする筈はずです。そこで先輩の出番です」

「え……俺？」

　片手を俺に差し向けて、舞佳は続ける。

「編へん纂さん者である先輩に肝きも試だめしをやらせて、お互いに驚かせる。そこでより怖こわがらせた陣じん営えいが勝利というのはどうでしょうか？」

「いや待て。ちょっと待て。とりあえず待て」

　誰かがリアクションを取る前に待ったをかける。

「おかしいだろ、その俺おれだけやたらと損をするルール。もう少しやり方がある筈はずだって」

「いいじゃないですか、先せん輩ぱい以外は皆が得する訳ですし」

「いやいやいや流石さすがにそれは……」

　ないよな？　と同意を得ようと妖よう怪かい達の方に視線を向けてみる。

「やってやろうじゃないか。妖怪の恐おそろしさ、見せてやるよ」

「……わかりました。お兄にいちゃんを怖こわがらせればいいんですね！」

「ぬりかべっ!?　マコっ!?」

　化ばけ物もの側は思いっきりやる気だった。マジかよ、噓うそだろ。

「だ、だってそれ、採点役が居ないだろ？　中立な奴やつとか誰も居ないし」

「あ、私がやりますよ。混ざり物なんで、比較的公平ですし」

「舞まい佳かー!!」

　そんなにも俺を苦しめたいのか。詰つめ寄る俺に、舞佳は苦笑して首を振る。

「こういうのは思いっきりやった方がスッキリするんですよー。今までの鬱うつ憤ぷんを綺麗きれいに晴らして、これからは仲良くやるんです。先輩も自分に責任があると思ってるなら諦あきらめてください」

「そりゃ責任は感じてるけど……思いっきり殺やられるんだぞ、俺が」

　普通に肝きも試だめしをやらされるならまだいい。しかしこれは参加者が俺一人で、残りの全員から驚おどろかされるんだ。もう命懸がけだ。

「先輩がぐだぐだ言ってますけど、他ほかの皆さんはどうですか？　やる気になりましたか？」

　おー、と双そう方ほうから元気な声が上がった。

「……こいつら乗りが良すぎないか」

「まあ暇ひまなんですよね、ぶっちゃけると」

　暇つぶしのネタに使われるのは遠えん慮りよしたいのだが、今いま更さら嫌いやだと言える空気でもない。

　がっくりと肩かたを落とした俺に手をかけ、舞佳はお化けサイドに声をかけた。

「それでは、今から先輩と私が校内を巡じゆん回かいします。各自持ち場について、準備をしてください。よろしいですね？」

　おー、と再び声が上がる。

「ではいきます。３、２、１、──スタート！」

　カウントと合わせるようにして、校門の脇から煙けむりが上がり、轟ごう音おんが響ひびいた。

　いつかも見た、垂すい直ちよく噴ふん射しや式二にの宮みや金きん次じ郎ろう像だ。

　ご近所の方は大だい丈じよ夫うぶだろうか。音に気付いて外に飛び出して来たりしないだろうか。

「…………」

「…………」

　無言で見つめる面々の中、ゆっくりと飛び上がった二宮氏の像は速度を上げながら夜空を駆かけ抜け、最後に一度だけ光って────消えた。

「…………伝でん鬼き側、ゼロポイント」

　ぽつりと、舞まい佳かが言う。

　こうして、たった一人の肝きも試だめし大会がスタートしたのだった。










「それで、どういうルートで行くんだ？」

「この学校は東館と西館でわかれてますので、まずは東館から行きます」

　舞佳は校舎案内板を示して言う。

「東館の一階を端はしから端まで歩いて、階段から二階に向かいます。二階も端から端まで歩いて三階に。三階の渡り廊ろう下かで西館の三階に行って──という感じで校舎を一周します。何事もなければ二十分もかかりませんね」

「絶対に何事かあるだろ……」

　本物が確実に出る肝試しとか、恐きよ怖うふ以外の何物でもない。しかし周りが盛り上がっている以上、余り大げさには嫌いやがるのも何だという話だ。

　小さく息を吐ついて、東館へと向かおうと足を踏ふみ出した。

　その瞬しゆん間かん。

「ばあーっ!!」

「ぬああああっ!?」

　全く意識していなかった真上から、何かが落ちてきた。

　思わず後ずさると、俺おれの顔面に当たるぎりぎりの位置に変な物が揺ゆれている。

「えーと……これは、薬缶やかん……と女の子？」

　何を使って吊つるされているのかわからないが、空中に大きな薬缶が吊り下げられている。

　そしてその上に、白い割かつ烹ぽう着ぎの女の子が腰こし掛かけていた。

「その通り！」

　そしてぶらぶらと揺れる薬缶の上で器用に立ち上がると、こちらを指さしてくる。行ぎよ儀うぎが悪いな。

「いやまあ、びっくりしたよ。えーと、薬缶……薬缶……薬缶吊るか？」

「そう、薬缶吊る！」

　元気に言う少女。

『薬缶吊る』というのは、木から薬缶が落ちてきて驚おどろかせるという妖よう怪かいだ。

　舐なめてきたりするパターンもあるが、基本的にはそれだけだ。

「……マジで薬缶が落ちてきて脅おどかせるだけなんだな」

「だって薬缶吊るだし！　うん、初しよ手てで『びっくりした』って言わせたよ！　何ポイント!?」

　今度は舞まい佳かの方を指さす薬缶やかん吊つる。

　聞かれた舞佳は、小さく肩かたをすくめて言う。

「三ポイントです」

「低っ！　自分でびっくりしたって言うぐらい驚おどろかせたのに、何でっ!?」

「満点が十ポイントなんですけど、先せん輩ぱいの場合は本気で驚いたら気絶する場合もあるので、びっくりしたって言っちゃうぐらいならまだまだです」

「そっかあ……うん、次を頑がん張ばる！」

「頑張るな！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎった薬缶吊るを止めて、俺おれは手帳を開いた。

「それで、薬缶吊るの話を聞かせてくれ。内容としては、上から薬缶が降ってくるってことで良いんだよな」

「本来は木の上からなんだけど、まあこの際だし上からってことでもいいよ！」

　かなり柔じゆう軟なんな妖よう怪かいらしかった。最初に出てくる辺り、余り大物ではないのかも知れない。

「ちなみに何年ぐらい前から妖怪をやってるんだ??」

　尋たずねてみると、薬缶吊るはしばらく首を捻ひねった後に答えた。

「わかんないけど、三百年までは数えてたね！」

「妖怪凄すげえ！」

　全く小物じゃなかった。

　いや、もしかすると三百年ぐらいならまだ小物なのかもしれない。そう考えると、やっぱり妖怪の歴史は半はん端ぱじゃない。

「当時は上から落ちて、ばあーって言ったら誰でも驚いてくれたんだけど、最近はそうでもないし。今はちょっと隠いん居きよ気味かな！」

「元気なご隠居だな」

　確かに三百年以上前なら上から何かが降ってきただけで驚いてくれただろうが、現代で薬缶が降ってきたらイラっとするだけだ。隠居するのも仕方ないかも知れない。

「でも俺は驚いたし、ちゃんと書いておくよ。ありがとう」

「うん、じゃあ後で！」

　するすると薬缶が上がっていき、薬缶の上に座った少女も一いつ緒しよに視界から消えていく。

　一いつ拍ぱくおいて見上げてみると、そこにはもう薬缶吊るの姿はなかった。

「なんというか、妖怪も結構フレンドリーだな」

「まあ暇ひまなんでしょうね、きっと仕事もないでしょうし」

　世せ知ち辛がらい話だが、それを何とかする為ためにも皆を広めてやりたい。

　意気込んで、俺は東館へ足を踏ふみ出した。

　その瞬しゆん間かん。

「ばあーっ！」

「うわっとっ!?」

　再び目の前に何かが落ちてきた。

　とはいえ二回連続だ。多少は落ち着いていられる。

　一歩下がって落ちてきた物を確認した。

「えーと……桶おけか？」

　人が入れそうなぐらいに大きい木組みの桶。それが目の前をぶらぶらと揺ゆれている。

　そしてそこから手と顔を出して、少女がこちらを見ていた。

　なにかこう、さっき見た光景によく似ていた。

「ばあー」

「いや、お前薬缶やかん吊つるだろ……」

「違う、釣瓶つるべ落おとし！」

「…………」

　無言で見つめる俺おれに指先を突つきつけた後、くいくいと桶を指さす少女。

『釣瓶落とし』というのは、木の上から釣瓶が落ちてくる、という妖よう怪かいだ。

　釣瓶とは井戸についている水をすくう為ための桶のことだ。それが上から落ちてきて、ビックリさせたり、人間をすくい上げて食ったりするのだという。

「…………つまり被かぶってるから兼任してるのか」

「まあ、狭せまい業界だからね！」

　本当に世せ知ち辛がらい話だった。

「一応、書いておく……」

「悪いね！　ちなみに今のは？」

　一連のやりとりをあきれ顔で見ていた舞まい佳かは、本当に興味なさげに呟つぶやいた。

「一ポイントです」

「くー、仕方ないかっ！」

　そもそも驚おどろいてなかったし、一ポイントでも情があると言えるだろう。

　本人にも自覚があるのか、薬缶吊る──釣瓶落としは苦笑して言った。

「それじゃ、また後で！」

　釣瓶がするすると上っていき、中の少女も一いつ緒しよに視界から消える。

　もうわざわざ見上げて確認する気にもなれない。小さく息を吐つき、俺は再び足を踏ふみ出そうと──

「ばあーっ！」

「──ゼロポイントだ!!」

「な、なんでっ!?」

　割かつ烹ぽう着ぎの少女が上から落ちて来ると同時に、俺おれの独断でゼロポイントに決めた。

　少女の方は逆さかさまに吊つり下がったまま、不満げに俺を指さす。

「しつこいぐらいの繰くり返しは怪かい談だんの基本だよ！　のっぺらぼうの話とか知らないの!?　道で驚おどろかせて、さらに驚かせて、家に帰ってまた驚かす！　それでこそ妖よう怪かいだよ！」

「知ってるけど、お前は単純に鬱うつ陶とうしい！」

　ばっさりと切って捨てる。

　ちなみに三度目は『天てん井じよう下さがり』だった。

　天井からぶら下がって驚かせてくる、人型の妖怪だが──流石さすがにどうでも良かった。










「妖怪ってこんなのばっかりか。正直期待外れかもしれない」

「さっきのはちょっと特とく殊しゆな例だったとは思いますけど、妖怪っていうのは古典的なものですからねー」

　東館一階の廊ろう下かを歩きながら、舞まい佳かに愚ぐ痴ちを漏もらす。

　妖怪は消しよう滅めつの危機にあるのだと美雪みゆきさんが言っていたが、そりゃこんなことばかりしていたら忘れられるだろう。

「……そうでもないか？　逆にインパクトはあるから、こうやってしつこく出てきたら名前ぐらいは覚えそうだけど」

「勿もち論ろん出てくれば覚えて貰もらえるでしょうけど、そう簡単にはいかないんですよ」

　俺に講義をするように、舞佳は言葉を続ける。

「例えば学校に出てくる妖怪ですけども。寝ぼけてたとか見み間ま違ちがいだったとか、そういう曖あい昧まいな部分がない正しよう真しん正しよう銘めいの化ばけ物ものが出てきちゃった場合、その学校はどうなると思いますか？」

「どうなるって……大騒さわぎだろうな」

　そうです、と舞佳は頷うなずく。

「一時的な学校閉へい鎖さ。詳しよう細さいな検証。それでもまだ何かが出るようなら、立て直しや廃校になる可能性もあります。そうなると色んな怪かい奇きが迷めい惑わくするんですよ」

　怪奇だけじゃなく、人間も大いに迷惑するだろう。

「ですから、あくまでも程々の脅おどかせ方、程々の現れ方。程々の心しん霊れい現象が必要になります。それを考えれば事前に本で存在を知らせてもらえるのは大きな意味がありますね。薬缶やかん吊つるを知っていた人なら、上から薬缶が落ちてきただけでも思い出してくれるでしょうから」

「変な形で責任重大だな……」

　怪談が忘れられないように。そしていざ本物と出会った時にすぐ思い出してくれるように。

　本にするのは色んな意味があるようだった。

「そうやってあれこれ気にして、結果仕事がなくなっちゃう場合もあるんですけどね」

「…………」

　サキとかがそのパターンっぽいと思う。

　そんなことを考えながら、俺おれは東館一階を抜けた。

　東館二階への階段を前に、舞まい佳かは言う。

「さて、この部屋は無視できませんね」

「保健室、か……」

　平ひら泉いずみ高校は東館一階の最さい奥おうに保健室がある。きっとどこの学校も似たような構造だろう。

「入らないと駄だ目めなのか？」

「駄目です。ちゃんと入ってください」

　つまり中で化ばけ物ものがスタンバイしている訳だ。勿もち論ろん怖こわいとは思うのだが、居るとわかっていれば少し気が楽だったりする。

「よし、じゃあ開けるぞ」

　扉とびらに手をかけ、力を込める。本来は鍵かぎが閉っているはずの扉とびらは当たり前のように開いた。

　中は薄うす暗ぐらく、何か居るのかどうかは見通せない。

「……お邪じや魔まします」

　恐おそる恐る、慎しん重ちように足を踏ふみ入れる。

　隅に置かれた長机、養護教きよ諭うゆの机を横目に中を進む。

　静かな室内に自分の足音が響ひびき、鼓こ動どうが速まっていくのを感じた。

　──と、奥に据すえられたベッドの横に人影が見えた。

「こんばんは」

「……」

　声をかけてみると、人影がこくりと頷うなずく。さっき校門で見かけた少女だった。

　骨こつ格かく模型に絡からまれて困っていたのがこの子だったような気がする。

「…………」

「……」

　見つめ合っていても特に何もしてこない。見た目も普通だ。

「それで、君は何なんだ？」

「……っ」

　こちらから尋たずねてみると、少女はベッドの方を指さした。

「……！」

　そして俺の方に指を向け、またベッドを指さす。

「えーと……寝ろって言ってるのか？」

「……」こくこく。

　頷うなずく少女に促うながされ、保健室のベッドに入る。

　布ふ団とんの中に化ばけ物ものでも居たら──と思ったのだが、特に何も起きない。

「それで、どうすれば？」

「……」

　少女は大きく頷き、俺おれの方に両手を向けた。

　そして俺の頭の下にある枕まくらを摑つかむと、ぐいっと引き抜く。
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「っと……何なんだ？」

「……っ！」

　思わず起き上がろうとすると、起きないように胸を押さえられた。仕方なくじっとしていると今度は俺の頭の下に枕を押し込み始める。

「あ、ありがとう」

　抵抗する意味もないので素直に枕を入れてもらう。

「……♪」

　すると少女は、どやあと言わんばかりの、一仕事をした良い笑顔を浮かべた。

　ごめん、全く意味がわからない。

「……？」

　俺が困こん惑わくしていることに気付いたのか、少女は一度首を捻ひねると、再び俺の枕に手をかけた。

　やはりぐいっと引き抜き、今度は俺おれの足元に移動する。

　そして足の下に枕まくらを押し込んだ。

「……♪」

　またしても、どやあと言わんばかりの良い笑顔を見せられた。訳がわからないが、とりあえずこの子が何かはわかる。

「多分だけど、君は枕まくら返がえしか」

「……っ」

　少女はこくこくと頷うなずいた。

　それなりに有名だろう、『枕返し』という妖よう怪かい。それは寝ている間に枕をひっくり返したり、足の方に移動したりする妖怪だ。

　ただそれだけだ。

　それ以外には何もしない妖怪なのだ。

「うん、無害だ。良い子だな」

「むしろ寝ね相ぞうが悪いだけじゃないんですかね？」

　少し離はなれた位置で様子をうかがっていた舞まい佳かが言うが、そんなことはないだろう。

「時代劇とか見たことないか？　昔の枕は今みたいに柔やわらかくないし軽くもない、大きな物を使ってたんだ。多少寝相が悪くても足下に行ったりはしない」

「ああ、そういえばそうでしたっけ」

「……」こくこく。

　うんうんと頷く枕返し。

　民俗学の上では、眠ねむることに多様な意味がある。昔は夢を神のお告げだと考えたり、寝ている間は生いき霊りようとなって体を抜け出していると解釈されていたのだ。寝ている状態で枕を返す行為は、決して侮あなどって良いことではない。しかし眠りのメカニズムが解明された今、別に枕を返されたから何というわけでもない。残念ながら現代においては寝相が悪いだけという扱いになってしまうのだが、本人は仕事を終えた時点で満足げだった。

　ともあれ温厚な妖怪は大好きだ。枕返しが良い子でよかった。

「ちなみにポイントは？」

「うーん……可愛かわいかったから３ポイントでいいですかね」

「……っ！」

　明らかに誤ご審しんなのだが、どこからも異論は出なかった。

　これからも頑がん張ばってくれ、枕返し。たまになら俺の枕をひっくり返しても良いぞ。

「……」

「じゃあな、頑張れよ」

　嬉うれしそうに手を振る枕返しに手を振り返し、保健室の出口に向かう。

　ちょっと怖こわいかと思った保健室だったが無ぶ難なんに終わってくれた。一安心だ。

　そう考えて外に出ようとした所で、違和感に気付いた。

「……あれ？　あの鏡、何か書いてないか？」

「そうみたいですねー」

　保健室のドア脇に設置されている大鏡。

　薄うす暗ぐらくてわからなかったが、どうやらそこに文字が書いてあるようなのだ。

「なになに……あかり、を……つけなくて……よかった、な？」

　明かりをつけなくて良かったな？

　一いつ瞬しゆん何のことかと考えたが、そういえばそんな都市伝説を書き込んだ覚えがあった。

　ある女性が、一人暮らしの友人の家に遊びに行った。

　仲の良い二人は深夜まで話し続けたが、女性は終電の前に家を出ることにした。

　しばらく歩いた後、女性は友人の家に忘れ物をしたことに気付く。

　戻もどってみると、時間が遅いからか、友人の家は電気が消えていた。幸い扉とびらが開いていたので、女性は友人を起こさないように電気を消したまま忘れ物を探し、部屋を出た。

　翌日、彼女の元に警察が訪れた。なんと友人が殺されていたというのだ。

　驚おどろきながらも現場に向かった彼女が目にしたのは、血で書かれた『あかりをつけなくてよかったな』という文字。

　そう。女性が家に戻った時に、もう友人は殺されていたのだ。

　暗い部屋の中、ベッドの下で息を殺していた殺さつ人じん鬼きに。

　もしも明かりをつけていたなら、彼女もまた──。

「──ああ。なんだ、そういうことか」

　そこまで思い出した所で、俺おれは大きく首を振った。

「舞まい佳か、次に行こう」

「あれ？　これは良いんですか？」

　きょとんと見つめてくる舞佳の背を押す。

「良いんだ、これについてのリアクションは必要ない。次は二階だな」

「え、いや、待って待って待って！」

　さっさと部屋を出ようとすると、覚えのある声が聞こえた。

　仕方なく振り向くとベド子がベッドの下から這はい出して来ていた。

「おかしいよね？　その反応はおかしいよね？　恐おそる恐る振り返って、ベッドの下で見つめてるあたしと目が合って、うわー！　みたいなのが正しい展開だよね？」

　大きく斧おのを振って抗議するベド子。斧が風を切る音が響ひびいて、むしろそっちが怖こわい。

「『明かりをつけなくてよかったな』って、ベッドの下の斧おの男おとこのバリエーションだろ。心配しなくてもちゃんと書いたから覚えてるって」

「別に忘れられてると思って出てきたわけじゃないし！　こういう時だけ無む駄だに優秀なのがむかつく！」

　理り不ふ尽じんな怒おこられ方である。しかし、そもそも無駄なのはこいつじゃないだろうか。

「大体ベド子は学校の伝でん鬼きじゃないだろ、こんな所で何してるんだよ」

「ほら、話を聞いてたら面おも白しろそうだったから」

「本当にどうしようもないな、お前」

　悪びれる気配もないベド子に思わず溜ため息いきが漏もれた。

　こんな風に適当な奴やつばかりだから妖よう怪かいが怒ってるんじゃないだろうか。

「ちなみに、鏡に文字を映すのはサキちゃんにやってもらいました」

「出雲いずも、頑がん張ばっておるか？」

「サキまでが……」

　全身鏡から現れたサキがリノリウムの床ゆかに降り立った。この状況に合わせてか平ひら泉いずみ高校の制服を着ている。見慣れた服を着た見慣れた相手なのに、動揺する自分が抑おさえられなかった。

「すまぬな。皆が浮き足立っている故ゆえに、このようなことにならぬよう動いておったのじゃが、どうしても止めることができなかったんじゃ」

「いや、気にするな。俺が悪いんだよ」

　妖怪を軽視した俺の責任なのだから、サキは何も悪くない。しかしサキは小さく首を傾かしげて言う。

「そうじゃろうか。妾わらわにはこの出来事そのものが、何者かの意図に含まれているように感じたのじゃが」

「……そう、なのか？」

　うむ、と頷うなずくサキ。

「わかった。気をつけておく」

「うむ、それが良い」

　言って、サキは微笑ほほえんだ。うん、心配してくれるのは嬉うれしい。嬉しいけどサキ、それだけならどうして血文字なんて書いたんだ。制服を着て出て来たんだ。

「サキ、お前もちょっと楽しんでるだろ」

「ま、まあ、折せつ角かくの機会じゃからのう」

「…………いずも」

　声に視線を向けると、俺が寝たベッドとは違うベッドにコトリが座っていた。いや、折角来てたんなら何か驚おどろかせろよ。普通に声かけるのかよ。

「…………ねむい」

「俺もだよ！」

　今が何時なのか確認しようと懐ふところを漁あさるが──あれ、携帯がない。保健室の時計を確認すると、もうとっくに丑うし三みつ時どきを過ぎていた。

「伝でん鬼きも妖よう怪かいも皆が楽しそうに準備をしておる。夜の学校がこんなにも賑にぎやかなのは久しぶりらしいからの」

「頑がん張ばって驚おどろかされてね、出雲いずも君」

「とりあえず応援には感謝しとくけど……」

　普通に応援してくれれば良いのに、無む駄だに驚かせようと試みたのは何な故ぜなんだろう。

「私も採点役じゃなかったら何かするんですけどねー」

「舞まい佳かは本当にやめてくれ……」

「嫌いやがらないでくださいよ。アピールしたいっていう女の子の気持ちですよ」

　そういうのは日常でやってくれ。嬉うれしいから。

　何はなくとも人を驚かせようとするのは伝鬼の習性なのだろうか。

　ともあれ三人と別れ、二階へと向かった。










「それで、二階も横断するのか？」

「はい。一般教室しかない所なんで、普通に通過ですね」

　平ひら泉いずみ高校は東館に一般教室、西館に特別教室が作られている。

　妖怪が出る場所を考えても、伝鬼が出る場所を考えても、普通の教室があるだけの東館は比較的安全に通過できそうだ。

「本番は西館か」

「さて、どうでしょうねー？」

「なんだよ、そんな笑い方して……」

　人の悪い笑みを浮かべる舞佳に嫌いやな予感を覚えながらも、二年四組と書かれた教室の前を通過する。

　そんな時、一いち陣じんの風が廊ろう下かを吹き抜けた。

「あれ、どっかの窓が開いてるのか？」

「…………さて、どーなんでしょうねー」

　舞佳に声をかけてみるが、酷ひどく適当な返事と共に距きよ離りを取られてしまった。

　なんだその反応は。まさか何かが始まったのか。

「ああもう、来るなら来い！」

　来るのがわかってるなら怖こわがってなんてやるものか。

　そう意気込んで待ち受けると──風に乗って一枚の紙が飛んできた。

　そしてわざとらしいくらい見事に、足下に落下する紙片。全く見たくないが、拾わないわけにもいかない。

「何だこれ……課題プリント？」

　数学の課題プリントらしい。

　表面には提出期限が大きく記されており、宿題を忘れると面めん倒どう臭くさいことになるタイプの教師が作りそうなプリントだった。

「……で、これが何だ？」

　まさか課題をやれとでも言うのか。

　一体どうしたものかと周囲を見回してみる。

『一ページ、二ページ……』

　と、どこからか冷たい声が聞こえてきた。

　悲しげで、寂さびしげで、どこか焦あせっている。そんな声色だった。

『三ページ、四ページ……』

　続けて響ひびく声。先程よりも近い距きよ離りから聞こえているように思う。

　同時に、酷ひどく嫌いやな予感を覚えた。

「ページって、まさか」

　手元のプリントを確認してみる。

　難しそうな数学の問題に、とっくに過ぎている提出期限。そしてプリントの右上に、ナンバリングがされていた。

　書かれている数字は、六。

『五ページ……五ページの次が……』

「いや待て、まさか……」

　止めるまもなく声が響く。さらに大きく。さらに近い場所から。

『ないよお……六ページがないよお……六ページ、六ページ……』

　すぐ近くから聞こえてくる声。それは目の前にある二年四組の教室内から響いているようだった。

　視線を向けると暗くら闇やみに包まれた教室内で黒い人影がうごめいているのが見える。

『六ページはどこ……どこにあるの……』

「うわ……来るな！　返す、返すから！」

　慌あわててプリントを捨てようとするのだが、手に吸い付いたように離はなれない。

　俺おれが手を振り回す間にも、ずるりずるりと何かを引きずる音が聞こえてくる。

　黒い影がじりじりと俺の方に進んでくる。

『六ページを持ってるのは──』

　そしてドアの間近にまで近づいた影が、ふっと消えた。

「……消えた？」

　そう呟つぶやいた、直後。




『お前かあああああああっ!!』




「───っ！　うっわああああああっ!?」

　扉とびらではなく、すぐ真横の窓が轟ごう音おんを立てて開いた。

　同時に鬼き気き迫せまる表情の女が飛び出し、両手で俺おれの首を握にぎる。

『返せ、返せえええええええ』

「わかった、返す、返すから！　ほら、ここに六ページが──」

　慌あわてて手に貼はり付いたプリントを渡そうとして、気付く。

　捨てようとしても離はなれなかったプリントが、いつの間にかなくなっている！

『どーこーだあああああ』

「うわあああっ」

　さらに怒ど気きを強めた女が首に力を込める。

　咳せき込みそうになるのをこらえ、必死に声を絞しぼり出した。

「探す！　俺も一いつ緒しよに探すから！」

『…………』

　そう言うと同時に、ぴたりと女の手が止まる。

「……本当に？」

　そして聞こえてきた声は、今までよりは幾いくらか温かみがあるものだった。

「本当、本当だ。見つかるまで探してやるから、落ち着けって」

「……うん」

　そっと俺の首から手を離し、女は頷うなずいた。

　改めて見ると制服を着た普通の女の子だった。最近の制服とは少し意いし匠ようが違うので昔使われていたのかもしれない。二年の教室にいたということは同い年になるのだろうか。

「それで、六ページがないのか？」

「うん。あれがないと先生に怒おこられる」

　焦あせりと不安が混じった様子で言う。

　不安げに辺りを見回すたびに、少しウェーブのかかった髪かみが揺ゆれる。落ち着いて見ると優しげな印象の子だった。まあ、さっきまで凄すごい顔で俺の首を絞しめてたんだけど。

「さっきまで俺が持ってたから、近くに落ちてると思うんだけど──ああ、あったあった」

　辺りを見回すと、少し離れた場所にプリントが落ちていた。最悪なタイミングで手から離れたらしい。

「ほら、これだろ。持って帰りな」

「ああ、ありがとう……」

　プリントを受け取り、安堵あんどの表情を浮かべる女の子。

　これで一安心だ、と思いきや。

「──違う」

「え？」

　彼女の顔が、再び怒いかりに歪ゆがむ。

「これじゃない……私のプリントこれじゃない……」

　怨おん念ねんの満ちた声と共に、俺おれの首に白い手が向けられる。

「待て待て、落ち着け！　ちゃんと見つかるまで探してやるから！」

「…………」

　するりと手が落ちる。ああもう、不安定な子だな。

　さて、恐おそらくこれが舞まい佳かの言っていた七不思議の六つ目『呪のろいの六ページ』なんだろう。

　番ばん長ちよう皿さら屋や敷しきの現代版かと思いきや、プリントを渡してもそれが外はずれだとは意地が悪い。一時しのぎではなく、本当に助けるつもりでないと殺される訳か。

　普段なら手帳を開いて解決策を確認すれば良いんだが、今回はそうもいかない。有名な都市伝説なら対処法も一いつ緒しよに伝わっているが、こいつは平ひら泉いずみ高校限定のマイナー伝でん鬼きなのだ。

「一体どこを探せば良いんだろうな。どこでなくしたとか、そういう当てはないのか？」

「全然。ちゃんと持ってた筈はずだったのに……」

　どこからかクリアファイルを取り出し、悲しげに言う女の子。

　しかしこのファイル、やたらと汚きたないな。プリントがばらばらのぐしゃぐしゃで入ってる。

「お前、ちょっとは整理しろよ、それ」

「あ……」

　彼女からクリアファイルを取り上げ、中身を整理していく。

　確認していくと、違うと言われた方の六ページもこの子のプリントだったようで、丁ちよ度うどそこだけが抜け落ちていた。

「こうやって適てき当とうに扱ってるからプリントがなくなるんだ。ちゃんと整理しろよ。で、次に出すのはこのプリント群か？」

「えっと……うん、そう」

　プリントを整理しながら確認していく。

「一ページ、二ページ、三ページ、四ページ、五ページ……」

　ここまではさっきまで彼女も数えていた。そこからさらにファイルを整理していくと、両側が折り曲げられたプリントが奥の方に挟はさまっていた。開いてみると、プリントの端はしに六の数字。

「……六ページ、あったぞ」

「あっ！　本当だ！」

　ぐしゃぐしゃのプリントを受け取り、目を輝かせる女の子。

「良かった、これで先生に怒おこられない。ありがとう、本当にありがとう！」

　そして薄うすく輝き、まるで成じよう仏ぶつでもするように光の中に消え去っていく──。

「おい、ちょっと待て」

　──のを、腕うでを摑つかんで止めた。

「えっ……何？」

「何、じゃないだろ。こっちこそ何だそれって話だぞ」

　こっちは殺されかけたというのに、実はプリントは手元にありました、ってどういうことだ。完全な八つ当たりじゃないか。そんな理り不ふ尽じんな伝でん鬼きがあっていいのか。

「私の出番は消える段階で終わるから、話すのはいいんだけど……何が気になるの？」

「気になるっていうか、単純におかしいだろ。整理しなかったのが原因でプリントをなくしたって勘かん違ちがいしたのに、他人を呪のろうのか？　どれだけ自分勝手なんだよ」

「しょうがないじゃない、世の中はきっちり生きていける人ばっかりじゃないんだから」

　全く悪びれる様子もなく、ひらひらと手を振る『呪いの六ページ』。うわあ、無む茶ちや苦く茶ちやだこいつ。

「プリントはしっかり整理しましょうっていう教きよう訓くん」

「確かに教訓にはなってるけど……」

　こうして七不思議になるまで伝えられたんだから実際に居たんだろうな。プリントを忘れたのを凄すごく気に病んだ割に、ちゃんと手元にありましたって奴やつが。

「まあそういう訳だから、プリントありがとうね」

　そう言って微笑ほほえみ、改めて『呪いの六ページ』は消えていった。

「……よいしょっと」

　──俺おれが渡したプリントを、ぐしゃっとファイルに押し込んで。

「ちょっとは反省しろよ！」

　頭を抱かかえた所で、舞まい佳かが戻もどってきて言う。

「伝でん鬼き側、六ポイントでーす」

「ああもう、お前もマイペースだな……」

　俺の精神力には、既すでに限界が見え始めていたのだった。










『呪いの六ページ』と別れてさらに進む。東館二階を抜けて三階へ。

　階段を上って廊ろう下かに出ると壁があった。

　正確に言うと、三年一組と三年二組の間が壁になっていたのだ。

「これじゃ通れないな」

「なんで平へい凡ぼんな反応をしてるんですか、ちゃんと驚おどろかないと駄だ目めでしょう」

　そう言われても、壁があったら通れないなと思うのが普通だろうに。

　もちろん何が起きているのかはわかるのだが。

「つまりぬりかべさんか」

　何もなかったはずの場所に何な故ぜか白い壁ができている。横を抜けようにも壁は何ど処こまでも続いており、通り抜けることができない。壁を避さけて家に帰ろうと道を変えても結局は壁に阻はばまれる。そして結局朝まで帰ることができずに延々と歩きまわらされてしまう。

　さっき校門で会った妖よう怪かい、ぬりかべの伝承だ。

「実際こうして見ると気味が悪いな。こんな所に壁なんてあるわけないのに」

「むしろ迷めい惑わくですよね……」

　舞まい佳かが鬱うつ陶とうしげに言うが、それもまた事実ではある。

　果たしてどのような理由があってこの妖怪が伝わるようになったのか。多くの人間が似たような体験をしたのなら、それは何故なのか。

　流行はやり病やまいが原因か。金持ちが大きな屋や敷しきを建てたことを揶や揄ゆしたのか。そういうのを考えるのは楽しいことだ。

「まあ対処法を試そうか」

「本当に冷静ですね、先せん輩ぱい」

　ここまで有名な妖怪だ。内容ぐらいは頭に入っている。

「まずはこれが狸たぬきやイタチ、狐きつねだった場合だな」

「化ばけ狸だぬきが壁に化けてるってことですか？」

「大体そんなもんだと思っていい」

　実際は化狸の陰いん囊のう、玉の入った袋が巨きよ大だい化して壁になっている、というパターンだ。舞佳に伝えるには少し下品に過ぎる逸いつ話わだろう。

「じゃあその場合どうするかというと、煙草たばこを吸うんだ」

「先輩、煙草とか吸うんですか？」

　若じやつ干かん引き気味で言う舞佳に大きく首を振って答える。

「吸うわけないだろ。要は一服して休むと消えてなくなってるってことだ。獣けものが化けてる場合じゃなくてもこの解決策が有効だったりしてさ。その辺りから流行病による体の不調がぬりかべの原因と見る向きもあるらしい」

「へえ、そういうものなんですか」

　全すべて本からの受け売りだが、舞佳は得とく心しんがいったように頷うなずいた。

「と言っても、それは最後の手段だ。とりあえず他ほかを試してみよう」

　俺おれはぬりかべの手前にある教室から箒ほうきを持ちだし、ぬりかべの前に立った。

　そして大きく横に構え、足下を振り抜く。

「足下を払はらえば、ぬりかべは……っと」

　足下を払った直後、ぼわんという古風な音と共に煙けむりが吹き出す。同時に辺り一帯を煙が覆おおい、晴れた時にはぬりかべの姿が消えていた。

「こうするとぬりかべは消えてなくなるわけだ」

「へえー」

「ふん、基本はわかってるわけか。若わか造ぞうが」

　そして代わりとでも言うように、横の壁から女の体が生えていた。

「うわああああああっ!?」

「何を驚おどろいてんのさ。あたしだよ」

「……ぬ、ぬりかべか？」

　壁に顔が現れるタイプのぬりかべもある。別に驚くことではないのだが、タイミングが悪かった。

「ええと……そう、ぬりかべ。ぬりかべな。有名な妖よう怪かいに会えて嬉うれしいよ。良かったら話を聞かせてくれないか」

「話ったってね、大したことはないよ。あたしは五百年ぐらい前に西の辺りで生まれた、よくある妖怪さ」

　平然と言うぬりかべ。五百年とはとんでもない。生まれた時期も場所も曖あい昧まいなのが逆に歴史を感じさせた。

「妖怪としてはそんなに長ちよう寿じゆってわけでもないよ。よく居る部類さ」

「いやいや、そんなことないだろ。……それで、さっきの様子からするとぬりかべがここの妖怪で一番偉いのか？」

「偉いってわけじゃないけどね」

　ぬりかべは渋しぶい顔をして言う。

「古いで言えばもっと古いのもいるけど、妖怪ってのは個人主義で地に足がついてないのが多くてね。あたしみたいなのがまとめ役をやるしかないのさ」

「そうなのか……まとめ役か」

　どちらでも良い。それなら話しておきたいことがある。

「なら頼みたいんだ。伝でん鬼きと妖怪、今はこうして争ってるけど、結果がどうあれ喧けん嘩かは終わりにして欲しいんだ。どちらが勝ったって、どちらにも偉そうにはして欲しくない。仲良くとは言わないけど、できる範囲で認め合って欲しい。駄だ目めか？」

　手を合わせて頼みこんだ。しかしぬりかべの方は困ったように言う。

「あー、悪いね。うちは本当に個人主義なんだよ。妖怪ってのはそれぞれ歴史が長くて自意識が強い。あたしみたいなのも居れば、天てん井じよう下さがりみたいな奴やつもいる。この遊びの結果がどうあれ、それぞれ好きにやるだろうさ」

「え……じゃあ最初の話は噓うそで、この肝きも試だめしに意味なんかないのか？」

「いいや、それは違うよ」

　まさか驚おどろかされ損かと焦あせって尋たずねると、ぬりかべはニヤリと笑って首を振った。

「あんたの反省の弁は聞いた。意味がなかったなんてことはないさ。あれがあったからこそ、この遊びも始まった。いいかい、この遊びの肝はあんたなのさ。あんたの底を見てやろうってのが目的だ」

「……俺おれの底？　先に言っておくけど浅いぞ？」

　そう答えたのだが、ぬりかべの方は笑みを深めた。

「さて、どうかな。たかだか十年そこそこしか生きてない小こ僧ぞうが、どうやって自分の底を知る？　自分の奥の奥まで手を伸のばしてみたことが本当にあるのかい？」

「それは……」

　過大評価だと思う。自分自身の底なんて考えたことがないが、それでもそんなに底の深い人間だとは思えない。しかし、もしも期待されているならと考えると、重い言葉ではあった。

「どのぐらい驚くかを見てるってんじゃない。これ自体は本当に遊びさ。楽しい暇ひまつぶしだ。ただし学校らしく試験のようなものでもある。合格したら妖よう怪かいも力を貸すようにあたしが話をつけてやってもいい」

「試験って……何をすれば良いんだ？」

　そう尋たずねると壁に現れていた顔が消え、一匹ぴきの猫ねこが映った。

「うちの若い奴やつが思いつめててね、それを助けてやって欲しい。あたしらじゃ、どうにもならない話なんだよ」

「ココ……？」

　確かに猫ねこ又またになりたてのココは妖怪では一番若いだろう。しかしそんなに悩んだ様子があっただろうか。

「あの子も必死でお膳ぜん立だてをしてたんだよ。先にあんたと渡りを作って、妖怪と伝でん鬼きを煽あおってこんな状況を作ってね。とりあえず今の所はあの子の思い通りさ。しかしここからはわからない。あの子が幾いくら望んでも、嬢じようちゃんがどう思うかは何とも言えない。そうだろう？」

「……何を言ってるんだ？　俺は具体的にどうすれば良い？」

　ココの映像が消える。そしてもう一度、怪あやしく笑う女の顔が映った。

「さて、本当にわからないかい？　いいや、違うだろう。あんたはもう知ってるはずさ。妖怪ってのは、そうやって見て見ぬ振りをしている場所にこそ潜ひそむもんだ。隠かくし事はできないよ。難しいだろうが、やってみせな。そこの女をたらしこんだみたいにね。あんたの前任はそれが特技みたいな奴やつだったよ」

「前任……俺の？　それって──」

　聞き返した俺おれの言葉を無視するように、ぬりかべの顔が薄うすれる。

「じゃあね。期待してるよ若わか造ぞう」

　言うだけ言ってぬりかべは消えていった。

　残されたのは俺と──酷ひどく複雑な表情で壁を見つめる舞まい佳か。

「とりあえず、四ポイントで。……それで私、たらしこまれたんでしょうか」

「不安そうに言うなよ！」

　俺にそんなことができたらもっと有意義な青春を過ごしてるっての。










　三階を抜けて渡り廊ろう下かの近くまで来た所で、近くのドアががらりと開いた。

　思わず身構えると、そこから出てきたのは小さな制服姿の少女。

「……あれ、ココ？」

「…………っ」

　ココは俺を確認すると、すぐに踵きびすを返して廊下の奥へと駆かけだした。

「逃げちゃいましたね？」

「だな……ってちょっと待てよ、お前に聞きたいことがあるんだ！」

　舞佳と二人、慌あわててココを追いかける。小こ柄がらな体格とは裏腹にココは足が速く、追いつく前に角を曲がって渡り廊下に逃げ込んでしまった。

　こちらも角を曲がって渡り廊下に入る。

「おい、待てよココ──」

　するとそこには、巨きよ大だいな猫ねこが大口を開け、毛を激しく逆さか立だててこちらを威い嚇かくしていた。

「フシャァァァー!!」

「うあああああああっ!?」

「きゃああああっ!?」

　反射的に後ずさる。が、すぐに落ち着いた。だってこれ、ココだろ。

「ふふふ、驚おどろきましたね、にんげんさん」

「そりゃ驚くよ。ココだからって安心してた分、余計にびっくりした」

　肩かたを落とす俺に猫のままで微笑ほほえみ、ココは得意げに白いひげを揺ゆらした。

「そうでしょうそうでしょう。油断、そして落差。これこそが怪かい談だんだと先せん達だつより学ばせていただきました」

　勉強熱心な妖よう怪かいとか勘かん弁べんして欲しいんだが。

「え、えーと……七ポイントです」

　すぐそばから舞佳の声が聞こえた。はっと気付いて横を見ると、舞佳はゆっくりと俺の腕うでを離す所だった。そういえばこいつも一いつ緒しよに叫さけんでたな。

「……今のはしょうがないよな？」

「そ、そうですよねー？」

　とりあえずフォローしておく。こいつを怒おこらせると後が怖こわいし。微びみ妙ように距きよ離りを取る俺おれ達を尻しり目めに、ココはその場で跳はねて人の形に戻もどった。

「さてさて、そんなわけで私の出番はおしまいです。ここで失礼させて頂きます」

「って、ちょっと待て。お前に聞きたいことがあるんだ」

「……何でしょうか？」

　首を傾かしげるココ。頭の上で耳がぴくぴくと揺ゆれる。

「さっきぬりかべから聞いたんだ。妖よう怪かいはこの肝きも試だめしを通じて俺を試た験めしてるって。お前を助けなきゃいけないんだって」

「…………」

　押し黙だまるココ。その肩かたに手を置いて続ける。

「ごめん、本当は俺は知ってるはずなんだ。でも、わからない。ココは何に悩んでるんだ？　俺に何ができる？」

　小さな体の向こうで二本の尻尾しつぽがぱたぱたと床ゆかを叩たたく。しばらく無言で俺を見つめた後、ぽつりと漏もらした。

「にんげんさん、この空間が通常の空間とは違う物になっていると、気がついていますか？」

「……空間？」

　言われて周りを見回すが、特に変わったようには見えない。

「そちらの方ならわかるのではないでしょうか」

「ええまあ。えーとですね、さっきから妖怪と伝でん鬼きが凄すごく頑がん張ばってたので、何と言いますか……お化ばけ空間、みたいな感じになってます」

「なんだその地じ獄ごくみたいな空間!?」

　思わず窓から飛び出してやろうかと考えてしまった。

「どうぞご心配なく。妖怪や伝鬼、特に力の弱い存在が大きく力を得る。後は少し時間の流れが歪ゆがむ。その程度のことですから」

　顔を引きつらせた俺に微笑ほほえみ、ココは言う。

「ぬりかべさんが言ったことは事実です。確かに私には悩みがあり、意図がある。その為ためにこうなるように用意をしました。ですが……聞いてください、にんげんさん」

　そっと手を伸のばし、ココは俺の手を握にぎった。両手がふさふさの柔やわらかい感かん触しよくに包まれる。

「私の悩みなどは些細ささいなことなのです。今宵こよいの問題において主となるのは私ではありません。にんげんさん、本当の意味で純粋な妖怪というのは、絶対に悩まないものなのです。己の存在意義を悩む必要などない。人の思いから生まれた以上、それが妖怪としては正しい」

　悩んでいる。そう言った妖よう怪かい本人が悩む妖怪を否定した。

「悩みがある妖怪というのは私のように母を持つ生き物から発生した妖怪です。多くの思いの集合体ではなく、たった二人の願いから生まれたからこそ、割り切れぬ己に悩むのです。わかりますか、にんげんさん」

「…………」

　ココは押し黙だまった俺おれから手を離はなした。

「にんげんさん、お姉ねえさんを助けてあげてください。私が猫ねこ又またとなったのはひとえにその為ためなのです」

　そう言うと、少女はその場でくるりと一回りし、魔ま法ほうのように猫の姿に変わった。

「にゃおおおおおおっ」

　そして大きく一鳴きすると、ココは渡り廊ろう下かの先へ駆かけていった。暗がりに飛び込んだ猫の姿は俺の目にはもう追えない。

「……先せん輩ぱい、先に進みましょう。どちらにせよ、この肝きも試だめしは終わらせないといけません」

「それはそうだよ、でも……」

「ほら、見てくださいアレ」

　すっと廊下の先を指さす舞まい佳か。その先に視線を向ける。

「妖怪の方はちょっとシリアスみたいですけど、伝でん鬼きの方は完全に楽しみにしてるんで……」

「う、うわあ……」

　舞佳の示した辺り、ココの消えた廊下の暗がりには、凄すごい数の目が光ってこちらを見つめていたのだった。










　西館三階。特別教室の並ぶ階だ。正直言って嫌いやな予感しかしない。

「さて、この階は……」

　言った瞬しゆん間かん、俺の耳に何かの音が聞こえた。いや、音というよりは音ね色いろ。

「クラリネットですね」

「…………」

　舞佳の言った言葉がすでにネタばらしのようなものだった。

「……くららちゃん、頑がん張ばれ！」

「お前、今の一言でかなり驚おどろくのが難しくなったぞ？」

「そこに音楽室がある時点でもう手遅れですから、細かいことは良いんですよ」

　酷ひどい意見だったが、もっともではある。聞こえてくるクラリネットの音色は、三階の端はしにある音楽室から聞こえているようだった。

　音楽室を目指して廊ろう下かを進む。俺おれと舞まい佳かの足音が拍ひよ子うしを取るように響ひびいた。

「さて……この扉とびらか」

　音楽室の前に立ち、扉に手をかける。ぐっと力をいれるが──開かない。

「確か揺ゆらせば開くんだっけ？」

「ええ、そうです」

　被害者の女の子はそのまま開けていたと思うが、折せつ角かくだから七不思議に混じった豆知識を試すのもいい。扉に手をかけて大きく揺らすと、がたがたという音が想像以上に大きく響いた。

　──ぷぴっ！

　反射的に扉を揺らす手を止める。

「……今の」

「どうしました？」

「今、演奏を失敗してなかったか？」

「……何の話ですかね？」

　舞佳はわざとらしく気付かなかった振りをした。いや、確実に失敗してたと思うんだが。

「まあいいけど……」

　再び扉を揺らす。すると、確かに中で錠じようがずれていく感かん触しよくがあった。

　そしてがちゃんと音をたてて鍵かぎが外れる、大きな音が響く。

　──ぷ、ぷぴぴっ！

「……言い逃れができないぐらい盛大にミスしたよな？」

「…………」

　友人を守るためだろうか、視線を逸そらす舞佳。

　ともあれ中に入らなければ話にならない。がらりと扉を開けて音楽室の扉をくぐった。

　室内には女の子が一人。気味の悪いことに半透明の少女だ。

「……っ、……！」

　随ずい分ぶんと必死な表情でクラリネットを吹く少女。多分この子が舞佳の言うくららなのだろう。

　あんまり真しん剣けんに演奏しているものだから、何となく応援したいような気分になって少女を見つめる。

　──ぷ、ぴぴっ！

「あっ」

「あー」

　俺と舞佳が同時に声を漏もらした。

　惜おしい。おそらくは良い所だろう演奏の山やま場ばで、盛大に音が外れたのだ。

「もう言い逃れはできないぞ、舞佳」

「うう……まだ上う手まくならないんだ、くららちゃん」

　目を伏せる舞まい佳か。

　くららの方は重なる失敗が影えい響きようして焦あせっているようで、どんどんミスが増えていった。幾いく度ども幾度も音が外はずれる。おそらくはソロパートなのだろう、クラリネットを揺ゆらしながら演奏する部分で半分以上の音が外れるに至って、少女の目には涙なみだすら浮かんでいた。

　そして、ぷぴゅるるるー、と最後の最後まで失敗し、少女の演奏は終わった。

「…………」

「…………」

　俺おれたちの静かな視線を浴びながら、くららはそっとクラリネットを置いた。

　そして言う。

「……私の方が、上う手まいのに……」

「…………」

「う、上手いのに……」

「……………………」

「うう……なによっ、文句でもあるのっ！」

「俺は何も言ってないだろ!?」

　こっちは黙だまって続きを待っていたというのに、理り不ふ尽じんな逆ギレをされた。

　同時にケタケタと大きな笑い声が響ひびく。見ると壁に貼はられている有名な音楽家の肖しよう像ぞう画ががお腹なかを抱かかえて笑っていた。

「笑うなー！　何よ、笑うぐらいなら自分で吹けばいいじゃん！　皆の方が上手いでしょう!?」

　どうだろう、肖像画になるような有名音楽家にクラリネット奏そう者しやがいたかどうかは微びみ妙ようだと思うが。

「ま、まあ俺はクラリネットが吹けないから、少なくとも俺よりは上手いって」

「未経験者と比べられてもフォローにならないよ！　……ああもう、どうしてこうなるの？」

　がっくりと肩かたを落とし、くららはその場にへたりこんだ。

「えーと、紹しよう介かいしますね。こちらは恐きよ怖うふの音楽室、くららちゃんです。本当は上じよ手うずな演奏をして別の人と交代するって怪かい談だんなんですけど、演奏が下へ手たで……」

「違うよ、下手な女の子だったって話が伝わってるだけで、そんなに下手なわけじゃないんだよ……」

「大変なんだな、お前……。でもさ、悪いけど噓うそは書けないから、編へん纂さん内容に演奏が上手かったとは書けないんだ」

「わかってる。あーあ、ずっと下手だったって話が伝わるのか……」

「いや、んなことないって」

「……？　じゃ、どうすんの？」

　首を傾かしげるくらら。

「一度で良いからお前が上う手まく演奏する所を聞けばその時の体験は噓うそじゃない。俺おれが編へん纂さんを終えるまで後四年、まだまだ時間はあるさ。時々ここに聞きにくるから練習しとけよ」

「うわ……マジ？　ちょっとちょっと舞まい佳か」

「え……な、何？」

　ぐいぐいと舞佳を引き寄せるくらら。
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「なんかさ、やりすぎたら死んじゃうからやめてあげてー、とか、舞佳が妙みように必死になってる『先せん輩ぱい』ってどんな人か思ったら。何これ、結構話がわかる良い人じゃん。もしかしてそこが良かったの？　ね、どうなの？」

「な……違います、そういうんじゃないですっ」

　あわあわと俺の方に手を振る舞佳。

「舞佳って、そんなに必死になって止めてくれてたのか？」

「そりゃもー、一日でも早く出番を寄越せー！　って感じだった私達を涙なみだながらの説得で止めたのがこの子だもん。恋する女の子に頼まれたら仕方ないかなーってとりあえず納なつ得とくしたんだけど、その割に自分からは動かないもんだから、いい加減にちょっとはアピールしなさいって皆でせっついて……」

「きゃー！　何言ってるんですか、もう黙だまって！　喋しやべらないで！　い、行きますよ先輩！　もうここに用なんてないですから！　くららちゃん、ゼロポイントです！」

　わーわーと叫さけびながら、舞まい佳かは俺おれの腕うでを引いた。精神的動どう揺ようという意味では舞佳の心を揺ゆさぶったので何ポイントか与えても良いような気がする。

「じゃーねー。また演奏聞きにきてねー」

「ああ、頑がん張ばれよー」

　くららに手を振り、引っ張られるままに音楽室を出る。薄うす暗ぐらくてよくわからないが、舞佳の顔は真まっ赤かになっているような気がした。

「……ち、違いますからね？」

　舞佳は俺の手を握にぎったまま、うわずった声で言う。

「伝でん鬼きは娯ご楽らくに飢うえてるので、新しん米まいの私で遊んでるだけなんです。先せん輩ぱいが思うようなことは全くないですから！」

「……本当に？」

「本当ですって！　なんですかその顔。何が言いたいんですか」

　そんな真っ赤な顔で上うわ目めづかいに言われても、何かのフラグにしか見えないんだけど。

「いや……最近思うんだけど、お前って結構俺のこと好きじゃないか？」

「その台詞せりふ、割と本気で気持ち悪いですよ」

「……そっか」

　舞佳の答えは憎にくまれ口だった。逆に言えばイエスでもノーでもなかったのだ。何となくそれが嬉うれしいような気がする。

「何をニヤニヤしてるんですか。いいですよ、言いましょうか。　本当にもうぶっちゃけて、先輩のことをどう思ってるか教えましょうか。結果どうなっても知りませんよ？　後あと戻もどりはできませんよ？　っていうか前言いましたよね？　私は先輩のこと、そんなには──」

「うわあ、やめろやめろ聞きたくない！」

　慌あわてて止めたのだが、最後に聞こえた『そんなには』の時点で全く夢がなかった。やはり現実は厳きびしかったらしい。

「……もう」

　落ち込む俺に冷たい視線を向けて、舞佳はぽつりと漏もらした

「…………意気地なし」

「…………」

　うるさい。










　西館二階。ここも特別教室の固まっているフロアだ。具体的に何があるかというと、例えば俺の目の前にあるこの教室。

「……理科室か。舞まい佳か、やっぱ入らないと駄だ目めだよな？」

　駄目で元々、半ば愚ぐ痴ちのように言った俺おれに対して、舞佳は頷うなずいて答えた。

「当たり前です。仮にも七不思議の一つを無視するつもりですか？」

「そりゃまあ、そうなんだけど……。仕方ないか」

　そっと理科室の扉とびらに手をかける。閉っていれば良いのだが、残念ながら開いていた。

「お邪じや魔まします……と」

　薄うす暗ぐらい理科室に足を踏ふみ入れる。見慣れた教室だが、夜に見ると全く雰ふん囲い気きが違っている。暗くら闇やみに隠かくれて何かがうごめいているような不ぶ気き味みな気配があった。

　平ひら泉いずみ高校の理科室は通常の教室を二つ繫つなげた広さの、よくある特別教室だ。しかし併へい設せつされた大学で使わなくなった教材が持ち込まれている為ため、設備が無む駄だに充実している。今時珍めずらしい人型の人体模型もしっかり置いてあった筈はずだ。

　しかし、何な故ぜだろうか。

「あれ、ここに人体模型が置いてなかったか？」

　恐おそる恐る入った理科室には人体模型がなくなっていた。

「ないってことは、動いてるんでしょう。元々そういう話ですし」

「そりゃそうだけど……まあ、居ないならしょうがないな。行くか」

　その瞬しゆん間かん、ガタリと何かが動く音が聞こえてきた。

「…………なんか居るのか？」

　思わず身動きを止め、小さく問いかけてみる。

　するとまるで返事のように、ガタガタと何かが動く音が響ひびいた。

　聞こえる方向はどこかと視線をめぐらせて、理科室の隅すみにある扉とびらが目についた。

「理科、準備室……」

　口に出して言った瞬間、再びガタガタと物音が鳴る。確実に準備室の方からだ。

　ちらりと舞佳の方に視線を向けるが、何ど処こに消えたのか、その姿は見えない。

　 行きたくない。見たくない。しかし、見ないわけにもいかない。

　意味もなく足音を殺し、ゆっくりと準備室に向かう。その間にも、ガタガタ、ゴトゴト、ビリビリと、何かが動く音が聞こえていた。

「……今聞こえたビリビリっての、何の音だ？」

　小さな疑問を覚えたが、どうでもいい話だ。辿たどり着いた準備室の扉を睨にらみ、俺はしっかりと歯を食いしばってドアノブを握にぎった。

「よし、来るなら来い、七不思議！」

　気合いを入れて扉を開いた瞬間、俺の目に映ったのは。

「こっち見んなあああああっ!!」

　猛もうスピードでこちらに飛んでくる、ガラス瓶びんだった。

「うわったっ、危ねっ！　……なんだ、これ」

　危うい所で受け止めて見てみると、それはホルマリン漬づけになったカエルが入ったガラス瓶びんだった。これが投げつけられたらしい。

「──ってヤバ過ぎるだろ！　ぶつかって割れたら色んな意味で大惨さん事じだったぞ!?」

　一歩間違ったら全身がホルマリン漬けカエルの死体まみれになる所だった。

　こんな恐おそろしい真ま似ねをしたのは誰かと準備室内を見ると、そこには全身に布を巻いた人影。

「お前か、お前がやったのか!?」

「ちょっと、こっち見るなって言ってんでしょ!?」

「見るなって、何が……」

　化ばけ物ものがいるのかと思っていたが、そこに居たのは普通の女の子だった。頭まで布を被かぶっているからよく見えないが、整った顔立ちの、少し気の強そうな少女だ。

　しかしこちらを睨にらんでいる女の子の顔には、何か線のようなものがある。何というか、その──まるでそこから割れそうな感じの。

「お前、もしかして人体模型か」

「そ、そうだけど……ちょっと、本当にやめなさいよ！　普通、こういう時にじろじろ見る!?」

「じろじろって……っ!?」

　女の子が苛いら立だった声を上げると同時に、全身を覆おおっていた布がズレ、肩かた口ぐちが露あらわになった。そして何も着ていない白く滑なめらかな肌はだと、少しだけ膨ふくらんだ部分がはっきりと見えるのを確認した直後──俺おれは慌あわてて後ろに向き直った。

　こいつ、破ったその辺のカーテンを被っているだけで、何も着てない！

「わ、悪い、出直すから！」

「な、ちょっ、待ちなさい！」

　何と失礼なことをしたのか。すぐに準備室を出ようとした俺を、後ろから聞こえた少女の声が止める。

「まだ何も驚おどろかせてないし、ちゃんと人体模型だって所を見てないでしょ!?　なんで帰んの!?」

「なんでって、だって……着てないだろ」

　見たら怒おこるじゃん、と言いかけて止めることができたのは幸運だった。

「このまま帰ったら、わめきながらホルマリン漬けの瓶投げてきた変な女が居ただけで点数つかないじゃない！　そんなの絶対納なつ得とくできない！」

「納得って言われてもな……」

　変な女にホルマリン漬けの瓶を投げられた所までは事実なのだが。

　仕方ない。ホルマリンの瓶を小脇に抱かかえて、後ろを向いたまま話を続ける。

「しかし人体模型って言っても、お前本当に人体の模型ってだけじゃん。デッサンのマネキンが動いたって聞いた方が納得がいくぞ」

「なっ……それはこの学校が悪いのよ！　完全型の分解模型なんて置いてあるから、これで出なきゃいけなかったんでしょ！　どうしてこんな無む駄だな所にお金使ってんの!?」

　彼女は怒ど鳴なり声を上げた。確かにこの準備室にあった人体模型はパーツを外して一つ一つの臓器や筋肉に触ふれて形を確認できる高価なタイプだったと思う。

「いや、なんか大学の払はらい下げらしい。でもあれって、男型だっただろ」

「それは私の性別の問題。男の体でなんて出たくないし」

　お前側の問題かよ。勝手に性別を変えられたら人体模型を使おうとした先生が困るだろうに。

「じゃあ、完全型の分解模型が動く所を見たってことで、それで良いんじゃないか」

「駄だ目め！　ちゃんと見て確認しないと！」

「……ちゃんと見て良いのか？」

「何も着てないのに、駄目に決まってんでしょ!?　馬鹿なんじゃないの!?」

　なあ、もう帰って良いか。

　喉のどまで出かかったその言葉を飲み込んで、辛しん抱ぼう強く人体模型に声をかける。

「じゃあ俺おれはどうすればいいんだよ。体たい操そう服ふくでも持ってくればいいのか？」

「服着た人体模型とか、ただのマネキンじゃん」

「……………………」

「ちょっ、待ちなさいってば！」

　無言のまま帰ろうとした俺に慌あわてた様子で声をかけ、人体模型はようやく言った。

「あーもう、わかった。見ていいから、こっち向きなさい。ちょっとよ、ちょっとだけだからね！」

「はいはい、了りよう解かい」

　さっき少しだけ見えた、白く滑なめらかな肌はだ、露あらわになった鎖さ骨こつのライン、そして胸の膨ふくらみを思い出し、正直に言えばちょっと役やく得とくだと思う。

　顔は下に向けて、ゆっくりと人体模型へと向き直る。

「じゃあ見るぞ、良いか」

「き、来なさい」

　恐おそる恐る顔を上げると、目に涙なみだを浮かべてこちらを睨にらむ彼女の姿があった。今も全身にカーテンを被かぶっており、顔に薄うすい線が入っている以外は普通の女の子だ。

　布を被った少女の姿はどこか神秘的な雰ふん囲い気きを感じさせる。同時に少しだけ見える肌はだが扇せん情じよう的でもあり、吸い寄せられるように目が離はなせない。

「…………ふふ」

　ここからどうするのかと見ていると、険けわしい顔をしていた彼女が、ふっと頰ほおを緩ゆるめた。

　ずっと怒おこっていたので厳しい顔の印象があったが、こうして笑うと可愛かわいいな。

　そう気を緩ゆるめた瞬しゆん間かん。

「……えいっ」

「え？　……か、顔！　顔がっ!?」

　少女の顔の半分が、ぽろりと下に落ちた。

「ほら、しっかり見なさいよ」

　そう言って立ち上がる人体模型。

　顔についていた皮ひ膚ふの部品が外れ、普段は隠かくされている筋肉組織がはっきりと見える。複雑に繫つながった目の神経も、耳の内部構造も、一目で確認できた。

　そんな人間の顔面解かい剖ぼう図が有機的に動き、ニヤリと笑みを形作った。

「う、お、お前……」

　思わず後ずさろうとした時、準備室にケタケタと甲かん高だかい笑い声が響ひびいた。反射的に視線を向けると、準備室の隅すみに置かれた骨こつ格かく標本が激しく動き、大げさな動作で哄こう笑しようを上げていた。

　さらにぐつぐつと何かが沸わき立つ音。棚たなに並べられたホルマリン漬づけの瓶びんが沸ふつ騰とうし、中の標本が激しく揺ゆれ動いている。

「ホルマリン……っ！」

　それを見て、今も抱かかえているホルマリン漬けのカエルを思い出した。

　そして俺おれが気付くのを待っていたように瓶が振動し、中のカエルがゲコゲコと大きな鳴き声を上げる。

「見たかったんでしょう？　ほら、ちゃんと見なさいよ」

　怪かい奇き現象の連続に声もでない俺を見て心底嬉うれしそうに笑い、彼女は言った。

「さあ、折せつ角かくだから人体の勉強をして行きなさい。あんたの体も綺麗きれいに分解して、わかりやすく教えてあげるから……」

「い、嫌いや、嫌だああああああああ!!」

　顔の半分が露あらわになった少女と骨格標本が同時に手を伸のばして来るのを見て、俺の心は限界を超えた。

　腰こしが抜けてその場に倒れ込む。地面に落ちたホルマリンの瓶が鈍にぶい音を立てた。その間にも人体模型は近寄ってくるし、部屋中に骨格模型の笑い声が響く。

「ひ、あ……来るな……」

「だーめ。逃がさない」

　体に力が入らず、逃げることができない。

　きっと殺されたりはしないと思う。そう思いたい。

　しかしそうだとしても、体の一部分だけでも分解されたら、どれほど痛いことか。

「捕つかまえた」

　声と共に柔やわらかい手が俺の肩かたを摑つかむ。

　血管と筋肉を剝むき出しにした顔を笑みに歪ゆがませて、人体模型が顔を寄せた。

「ひぎっ!?」

　反射的に目を閉じて身を固める。

　その手に触ふれてしまうのが怖こわくて、彼女を振り払はらうことすらできない。

　皮ひ膚ふを剝はがされるのも嫌いやだ。内臓を取り出されるのも嫌だ。生きたまま体を分解なんて──。

「──びっくりした？」

「……………………は？」

　恐おそる恐る目を開けると、すぐ目の前で少女が俺おれを見つめていた。いつの間にか縦たて線せんの入った普通の顔に戻もどっている。

「えーと……分解は？」

「馬鹿なんじゃないの？　そんなのやったら普通に死ぬじゃん」

「この野や郎ろう……」

　思わず拳こぶしを握にぎったところで、背後から声がかかった。

「これは高得点ですね、九点です」

「何ど処こに行ってたんだ舞まい佳かー！」

「きゃっ」

　思わず抱だきつこうとした俺を軽やかに避さけ、舞佳は肩かたをすくめた。

「もう、情けないですね、先せん輩ぱい。伝でん鬼きが怖いからって伝鬼に頼ってどうするんですか」

「そりゃそうだけど……」

　愚ぐ痴ちを言っても仕方がない。立ち上がって、人体模型と向き合った。

「久々にしてやられた気がする。流石さすがだよ、動く人体模型」

「ふっ……甘あまいわよ。私の本ほん領りようはここからよ」

「……本領？」

「そうよ！」

　大げさな動作で片手を伸のばすと、人体模型はカーテンの裾すそを握った。

「さあ見なさい、これがさらなる恐きよ怖うふよ！」

　そしてぐいっとカーテンを引く。

「おい、やめろ、見えるだろっ！」

　思わず顔を逸そらしたのだが、目線の方だけは彼女の姿を追ってしまう。ちらりと見えたのは細く長い手足、作り物のように白い肌はだの上に走る、数本の切れ込み。恐らくここから分解できるようになっているのだろう。そしてきわどい部分を隠かくす青い布地。

「──青？」

　なんだそれ、と改めて人体模型を見る。

「……なんだよ、水着着てたのか」

　ただ、しっかりと高校指定の競泳水着を身につけていたのだが。

「だって裸はだかじゃ恥はずかしいし。服着たらマネキンになっちゃうけど、水着なら足の切り込みとかわかるし、一応セーフでしょうが」

「……いや、その辺はお前のさじ加減だから好きにすればいいけど」

　確かに普通の人間じゃないというのはよくわかる。特に足の付け根は普通の人間と大きく形が違う。じっと見るのも悪い部分なので詳くわしくは確認できないが。

「何を嫌いやらしい目で見てるんですか。そんなに水着が好きですか。水着による精神的動どう揺ようで評価は十ポイントですか、そうですか」

「悪い舞まい佳か。折せつ角かくやきもちっぽい言い方してくれた所で悪いけど、全然動揺してない」

「……それはそれでどうかと思いますけど、確かにあんまり反応してませんね」

　なまじっか人形らしい部分が見えているせいで、下へ手たをするとカーテンを羽は織おっていた時より冷静に見られる。当てが外れたな。

「ふふふ、それは予想済みよ。真の恐きよ怖うふはここから始まるの」

　そう思ったのだが、彼女の方はむしろ笑みを深めていた。

「何する気だよ」

「これよこれ。見える？」

　ニヤリと笑い、人体模型は水着の裾すそを引っ張った。

　薄うす暗ぐらいのでよく見えていなかったが、そこには名札がついているようだ。

「ここ、フロスラインって書いてあんの。三年生で一番の人気を誇ほこる、マリーネって女の水着を拝はい借しやくしてきたわけよ。……さあ、この意味がわかる？」

「……マリネ先せん輩ぱいの水着？」

　そんなことを言われても実際着ているのも見たことがある。特に何とも思わないが。

　強しいて言えば、そういう視線で見ると確かに彼女には各所が大きいらしく、サイズはかなりぶかぶかだった。豊かだもんなあ、マリネ先輩は。

　そんなことを考えていた俺おれに、人体模型は続けて言う。

「今からあたしは、この水着を脱ぬぐ」

「…………それで？」

　少し動揺したが、何とか答える。目の前で脱がれたらそれは驚おどろくだろうが、マリネ先輩と何の関係があるんだ。

「それからねえ、聞いて驚きなさい！」

　何とか冷静に聞いていた俺をあざ笑うように、両手を広げて宣言した。

「朝になったら二年生の教室に行って、あんたの机にこの水着を押し込んでおいてあげるわ！　想像してみなさい、怖こわいでしょう！　恐おそろしいでしょう！」

「なっ……や、やめろ馬鹿!!　俺の学校生活が死ぬっ!!」

　終わる、終わってしまう。俺の平和な日常が、伝でん鬼きの悪いた戯ずらで終わってしまう！

　思わずつかみかかろうとして俺おれの手を逃のがれ、人体模型は得意げに笑った。

「驚おどろいたわね！　焦あせったわね！　怖こわがったわね！　これこそが恐きよ怖うふ！　非日常の恐怖ではなく、日常が壊こわれることへの恐怖こそが真の怪かい談だん！　さあ、点数をつけなさい！」

　大げさな動作で舞まい佳かを指さす。しかし、舞佳の方は肩かたをすくめただけだった。

「ゼロポイントで」

「はあっ!?　なんでよっ、馬鹿なんじゃないのっ!?」

　テンションの高い人体模型とは裏腹に、舞佳の方は冷静そのものだった。酷ひどく冷たい目を向けて言う。

「確かに先せん輩ぱいは驚いてましたし、怖がってたでしょうけど……伝でん鬼き以外の力を借りたんで、伝鬼の点数としてはゼロポイントなんです」

「……は？」

　きょとんとする人体模型に、舞佳は尋たずねた。

「マリネさんは水泳部じゃないです。まだ春ですから、水泳の授業もありません。水着なんて持って来てるはずがないのに……どこから取ってきたんですか」

「え……いや、更こう衣い室しつにぽんと置いてあったから、これは丁ちよ度うど良いなーって」

「そうですか」

　ふう、と息を吐つき、舞佳は俺に向き直った。

「行きましょう、先輩」

「……だな。じゃあ水着はちゃんと返しておけよ。絶対だぞ」

「なんか納なつ得とくいかないけど、わかった」

　不満げに言う人体模型と別れ、俺と舞佳は西館二階の階段に向かった。










「先輩、後は西館一階だけです。……そこに何があるか、覚えてますか？」

　西館一階には職員室や校長室があるので、教室自体の数は少ない。舞佳から聞いた七不思議が出てくるような場所もない。

　だが一つだけ、舞佳の教えてくれなかった七不思議の舞台があった。

「プール、か」

「マリネ先輩、たぶん今日きようも来てるんでしょうね。泳ごうと思って、水着を持って学校に来て……でも更衣室に水着を置いて行った。それはどうしてでしょうか」

「……なんとなく裸はだかで泳ぎたかったんだって言われても、あの人ならありえそうだけどな」

「いろんな意味で、その期待はしない方がいいですよ」

　だろうなあ。

　期待はせずに覚かく悟ごだけをして、薄うす暗ぐらい階段を一段一段確かめるようにして下る。

　その途とち中ゆう、微かすかな声が聞こえた。

「声……いや、歌？」

「……多分マリネさんの声です」

「そうだな、これはマリネ先せん輩ぱいだ」

　小さく聞こえるだけだったが、頭の奥に直接響ひびくようなソプラノを間違えるはずはない。マリネ先輩がどこかで歌っているのだ。

　どこかで？　そんな曖あい昧まいな言い方をする必要はない。

　編へん纂さん内容を書き込んでいる手帳を取り出すと、いつかのように少しだけ熱をもっているような気がした。

　一階に下りると、歌声はさらに大きく聞こえた。まるで吸い寄せられるようにプールへと向かう。室内プールへのドアは、まるで俺おれたちを誘いざなうように、半ばまで開いていた。

　舞まい佳かはそこで足を止め、俺を見つめた。

「……先輩、どうしますか？」

「どうするもなにも、入るしかないだろ？」

「いいえ、そんなことはないです」

　俺を気き遣づかうように、しかしどこかすがるように、舞佳は続ける。

「私は行かなきゃいけません。私が決着をつけないといけないんです。でも、先輩は関係ない。このまま帰って良いんです。採点は終わってますから、先輩の方から皆に発表して……」

「馬鹿言うな」

　ここまで散々煽あおられた。元から無関係じゃない。何が起きているのか興味がある。そんな理由を別にしても、舞佳を一人で行かせたくなんてない。それだけで良い。他ほかに理由なんて要いらない筈はずだ。

「まあ、俺に何ができるかはわからないけど」

「……いえ、良いんです。一いつ緒しよに居てもらえるだけでも心強いですから」

　俺を見上げて言う舞佳。一いつ瞬しゆん考えて、その左手をつかんだ。

「……まあほら、手を貸すよ」

「何ですかそれ、冗じよう談だんか何かのつもりですか？」

　そんな状況でもないだろうにくすくすと笑い、舞佳は俺の手を握にぎり返した。

「ここまで来たら一いち蓮れん托たく生しようですからね。鬼おにが出るか蛇じやが出るか、毒どくを食くらわばなんとやらです」

「だな。ただまあ、出るのは鬼でも蛇でもなく……」

「間違いなく、そうでしょうね」

　いつものように俺の手を引いて、舞佳は先にドアをくぐった。

　外よりも湿しめった空気とカルキの臭におい。そして頭をかき乱すようなマリネ先輩の歌声に包み込まれる。誘ゆう惑わくされたように呆ほうけそうになる意識を、舞まい佳かの感かん触しよくがつなぎ止めてくれた。










　そしてプールサイドに出た俺おれたちを、彼女が迎えた。

「来たわね、お二人さん……ってなんで手を繫つないでるのよ。放はなしなさい」

「嫌いやです」

　断ったのは俺ではなく舞佳の方だった。マリネ先せん輩ぱいは目を見開いて言う。

「……そう。これも作戦なのかなって期待したんだけど、そういう訳でもないんだ。本当に裏切ったわけね、舞佳さん」

「裏切った……。そうですね、私は裏切りました」

「あっさり認めちゃうのね。少しぐらい気を持たせてくれても良いじゃないの」

　プールの中央。どんな理り屈くつか台座のように盛り上がった水の上に腰こし掛かけて、マリネ先輩はいつものように言った。明らかに超常現象だ。そしてそれを為なす先輩の姿もすでに人間ではなかった。上半身は人間そのものだが、下半身が違う。股またの辺りから下が輝く鱗うろこに覆おおわれ、長い長い尾ひれに変化していた。
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「その姿……人にん魚ぎよですか」

「忌いま々いましい、母の血よ。私は人にん魚ぎよの母と人間の父から生まれたの。マーメイドハーフ、って所かしら」

　自じち嘲よう気ぎ味みに笑うマリネ先せん輩ぱい。

「普段はほとんど人間と変わらないんだけど、今夜学校に来たら足が動かなくなって……気づいたらこれよ。どういう理り屈くつなの？」

「いえ、気合いを入れて肝きも試だめしをやったら、変な力が蔓まん延えんしまして」

「肝試し!?　そんなことのせいで私はこんな姿になったの!?」

　あ、知らなかったんだ。何か申し訳ない。

「本当にふざけてるわね……でも、良いわ。これはこれで都合が良いみたいだし。どう、綺麗きれいでしょう？」

　そう言うと、マリネ先輩は長い尾ひれで水面を叩たたいた。

「そう、ですね」

「……どこ見て言ってるんですか、先輩」

「尾ひれの所だよ。そこ以外見てない」

　軽く手で隠かくしているだけで何も着ていない上半身など、断固として見ていない。そんな馬鹿なことを考えている状況じゃないのだ。ああでも、凄すごいなマリネ先輩。片手じゃ全然隠し切れてない。軽く押さえてるだけなのに形が変わってるし、柔やわらかいというかなんというか、あれ自体が水のような──っ！

「──いっでっ、何すんだっ」

「だから、どこ見てるんですかっ！　状況わかってますか!?」

　いや、見てない見てない。多分見てなかったと思うんだけど、あれ、見てたかな。見てたかもしれない。よく思い出すと頭の中にはマリネ先輩の胸しか入ってない。

「あなた達、本当に仲が良いわね。籠ろう絡らくされたのは舞まい佳かさんの方かしら。それとも八や坂さか君が舞佳さんに操あやつられているのかな」

　あざけるような笑みを浮かべ、マリネ先輩が続ける。

「伝でん鬼きを編へん纂さんし、妖よう怪かいを編纂し、改めて人間へと広める。そして怪かい奇きの存在を人間の心につなぎ止める。とても聞こえの良いお題目ね。でも、それは余計よ。不要よ。お断りよ。怪かい談だんなんて?うそだって皆が思っている時代に、どうしてそんな無む駄だなことをするの」

「……母の血、って言ってましたよね。マリネ先輩自身も人魚の血を引いているのに、どうして妖怪を否定するんですか？　ずっと先に伝えたいとは思わないんですか？」

「思わないわよ」

　俺おれの言葉を否定し、マリネ先輩は続けた。

「以前話したわね、母に捨てられたって。あれは本当よ。母が人魚……いいえ、マーメイドだってことがわかって、大おお騒さわぎになった。私が日に本ほんに来たのはそれが原因」

「…………それは」

　悲しい出来事だと思う。しかし、だからといって妖よう怪かいを嫌きらう理由にはならないんじゃないか。

「……妖怪は悪くないと思う？　化ばけ物ものの味方の編へん纂さん者らしい考え方ね。でも私はそうは思わないわ。だって母に迫った人間の気持ち、よくわかるもの」

　俺おれから視線を外し、何かに思いを馳はせるようにして、マリネ先せん輩ぱいは言う。

「海を、川を、水を、そして歌を操あやつるマーメイド。日に本ほんではその血けつ肉にくを一口でも食べれば不ふ老ろう不ふ死しになると言われているわ。そんなものが本当に存在するとわかれば、追いかけるに決まっているじゃない。当たり前のことよ」

「でも……だからといって本当だと認めたら、それこそ大変なことになる」

「そうでしょうね」

　頷うなずいて、人にん魚ぎよはその長い尾を振った。

「きっとどこかの研究所に捕つかまって、ありとあらゆる科学的な検査をされる。そして人魚の生態が人間の理り屈くつだけで説明されて、人魚について不思議な点はすぐになくなってしまう。科学で、理屈で、言葉で説明できる存在に貶おとしめられた時、伝承としてのマーメイドは消えてなくなってしまう。母は居なくなる直前、私にそう言ったわ」

「……私のお母かあさんも、同じようなことを言って、居なくなりました」

「舞まい佳か……？」

　俺の隣となりで、舞佳が絞しぼり出すように言った。

「このままじゃ、お母さんはお母さんでいられなくなるから。あなたがあなたでいられなくなるから。だからお別れだって、そう言って……ジェット婆ばばあだったお母さんは居なくなりました。お父とうさんもそれを追いかけて行って……まだまだ子供だったのに、残された私はずっと一人ぼっちでした」

「お前……」

　舞佳は下を向いて、誰に言うでもなく、ただ言葉を吐はき出した。

「会うこともできない。話すこともできない。一人残されて人間として生きようにも、私は人間じゃない。人間の友達なんて、結局は別の生き物なんです。こんな風ふうにしか生きられないのに、どうして私なんて生んだんですかって……そう聞く相手すら居ませんでした」

「私と舞佳さんは、二人で決めたのよ。人の妄もう想そうから生まれた存在なんて、これから悲しみを生むだけに過ぎない。妖怪も、伝でん鬼きもこの世界に必要ない。消してやるんだ、って。それが私達の目的」

「マリネ先輩、それは……」

　マリネ先輩の腰こし掛かけた水の台座から水流が立ち上った。空中を舞った水の流れは数カ所に収束し、水の球を形作る。

「舞佳さんは伝鬼のなりそこない。私は半分人間のマーメイドの、さらにハーフ。力のない私達にはずっと何もできなかった。精々が八や坂さか君を堕だ落らくさせて、編へん纂さんをやめさせるってつまらないたくらみを考えるぐらい。でも、今は違うわ。怪かい奇きの存在を繫つなぐ核となるあなたが目の前に居て、妖よう怪かいの力が溢あふれるこの空間がある。私には、妖怪を消す力があるの」

　立ち上った水がいくつもの球となって浮かび、マリネ先せん輩ぱいの周囲を旋せん回かいした。船すらも沈しずめる大おお渦うずを作ったとされるマーメイドの力、その発現としては決して大きな規模ではない。

　しかしあれ一つでも、彼女の目的を達成するには十分な力がある。

「さあ、編纂なんてお遊びはおしまいにしましょう。妖怪も、伝でん鬼きも、この私が消してあげる。大だい丈じよ夫うぶ。殺しはしないから。あなたの手の中の、それを壊こわすだけ──！」

「っ、舞まい佳かっ！」

「──は、はいっ！」

　水の弾だん丸がんが乱れ飛んだ。

　舞佳の反応は数すう瞬しゆん遅れたが、俺おれの体を摑つかんでその場を離はなれてくれた。

　直後に俺の立っていた位置に着ちやく弾だんした水の球は、轟ごう音おんと共にプールサイドにヒビを入れた。圧縮した水の力はコンクリートも簡単に破は壊かいできるようだ。俺の体を滅め茶ちや苦く茶ちやにするぐらいは簡単だろう。

「舞佳、大丈夫か？」

「すみません、呑のまれたつもりはなかったんですが……マリネさんの声、変な力がこもってるみたいで……」

　その言葉通りにふらつく舞佳。足が命のジェット女がこの状態ではまともに動けないだろう。

「歌声で人間を誘さそう……そんな話もあったな。セイレーンかローレライか、その辺りの伝承だ。マリネ先輩が怪あやしいと思って最近調べたんだけど……くそ、細かい所までは覚えてない」

「と言っても、のんびり話してる場合じゃないですね──っ！」

　再び飛ひ来らいした水の球を避けて舞佳が大きく後ろに飛ぶ。しかし俺を抱かかえた状態で激しい動作を行うのは、万ばん全ぜんではない彼女には厳しいものだったようだ。舞佳は一度の動きで大きくバランスを崩くずし、二度飛んで倒れ込んだ。

「っつう……すいません、ちょっとまずいかもです」

「無理すんな！　くそ、何とかこの水を……」

　飛んでくる水を何とかして手帳を確認する時間を作らなければならない。体の後ろに隠かくして読めば──いや、あんな圧力をまともに食らったら読むどころじゃない。俺の体が弾はじける。

　何かないか。攻こう撃げきを避さけられる物。水を防いでくれる物。頑がん丈じような鎧よろい。強固な盾たて。そうでなければ──。

「────壁、壁だ！　ぬりかべ、居るんだろう！　手伝ってくれ！」

　闇やみ雲くもに声を張り上げるが、何も起きない。

「駄だ目めか……くそっ」

　たとえ無理でも手帳と舞まい佳かだけは守ろうと身を屈かがめた俺おれの足下がぐらりと揺ゆれた。

　直後、眼前に白い壁が伸のび上がる。

「……呼ばれて出てくる妖よう怪かい、ね。八や坂さか君、あなたは化ばけ物もの使いか何かかしら」

　からかうようなマリネ先せん輩ぱいの声と共に水の弾だん丸がんが衝しよう突とつし、白い壁がきしむ。しかし『何者も通さぬ』妖怪はそれでも揺ゆるがなかった。

「ったく、頼りない若わか造ぞうだ。解決したら力を貸してやるって言ったのに、最初から助けを求めるってどういう了りよう見けんよ。こんなんじゃ不合格も不合格さね」

　にょっきりと出て来たぬりかべの顔が言うが、そんなことはどうでもいい。

「俺おれは不合格でも何でも良い。とにかくマリネ先輩を止めるんだ、力を貸してくれ」

「……へえ。もうあんたに何の得もないのに、まだやろうってのかい」

「損得の話じゃないだろ。自分が半分妖怪なのに、お母かあさんも妖怪なのに、妖怪を消してやろうなんて……家族を殺して自分も死ぬって言うのか。そんなの絶対に駄だ目めだ」

「はっ！　くだらないね！」

　俺に呆あきれたように言い、ぬりかべは笑った。

「それがあの嬢じようちゃんの望みだ。あんたにどうして止める権利がある。殺しは駄目だ、なんてのは人間の理り屈くつだ。妖怪には通じやしないよ」

「理屈……？」

　そうかもしれない。

　人間を食う妖怪がいる。人間を殺す伝でん鬼きがいる。

　人間だから、家族だから、だから殺してはいけないなんて、そんな考えは筋違いも良いところだ。それは間違いない。俺にだってわかる。

　でも、だからって、それがなんだっていうんだ。

「うるさい、とにかく嫌いやなんだよ。ちゃんとした理屈が要いるなら後から考えてやるから、ぐちゃぐちゃ言ってないで先に手を貸してくれ」

「……あんた、せめて取り繕つくろおうって気はないのかい」

　目を丸くしたぬりかべに、座り込んだ舞佳が苦笑して告げた。

「あー、先輩はこういう人なので仕方がないです。基本的には親切っぽいですけど、最終的にはものすごく自分勝手なので、断固として折れません。理屈でなんとかしようとして駄目だったのは雪ゆき女おんなの人も一いつ緒しよなので、そこは諦あきらめてください」

「酷ひどい言いぐさだな……」

　多少頑がん固こなのに自覚はあるが、そこまで言う程か。

　しかし勢いで言ってしまったものの、流石さすがにぬりかべも怒おこるだろうか。そう思ったのだが、彼女の方は何やらニヤニヤと笑っていた。

「ふーん、なるほどね。いいじゃないか。お涙なみだ頂ちよう戴だいの過去を聞いて、自分の女も苦しんでるってのに、優先するのは理り屈くつ抜きの自分の感情か。いいよいいよ、あんたは妖よう怪かいよりも妖怪らしいね」

「お前、凄すごく酷ひどい評価をしてないか？」

「黙だまりな。もうあんたの底は見えた。浅いね、確かに浅い。誰よりも浅い。……でも、あんたの中では酔よっぱらいだって溺おぼれて死ねそうにない。そういうのも良いだろうさ」

　白い壁が揺ゆれ、さらに広く、大きくなって俺おれたちを守った。

「さあ、学校らしく追試といこう。どうする落第生、あの子を止める手があるかい？」

「今から考えるけど……とりあえず、だだっ子のわがままはぶん殴なぐってでも止める」

「わがままだなんて、なかなか言うじゃないの。八や坂さか君が本気なら殴られてあげても良いけど、まずはここまで来られるか試してみたら？」

　マリネ先せん輩ぱいの声に壁から顔を出してプールの方を見ると、酷い光景が広がっていた。

「うわ……どうなってんだ、あれ」

「やりたい放題ですね……どうします？」

　マリネ先輩が腰こし掛かけていた水の台座が巨きよ大だい化し、水の城となって彼女を覆おおっていた。お仕し置おきをしようにも直接触ふれそうにない。

「とりあえず手が足りない。他ほかにも仲間が要いるな」

　少し離はなれた位置にある洗い場、その鏡に向かって呼びかける。

「サキ、お前も見てるんだろ！　手を貸してくれ！」

「……出雲いずも」

　ぬるりと紫むらさき色の液体があふれ、サキが顔を出す。彼女は俺の顔を見るや、手を合わせて頭を下げた。

「すまぬ。妾わらわも何かできぬかと動いてはおったのじゃが、この有あり様さまじゃ」

「サキは悪くないって。全員が望んでこうなったんだ、仕方がない」

　ココ、ぬりかべを初めとした妖怪達。マリネさん本人。問題の解決を望んだ舞佳と、もしかしたら俺も。皆がぶつかるべきだと思ってしまったのだ、どうしようもない。

「とりあえず、マリネ先輩を反省させるのが目標だ。いいか？」

「うむ。個人の理屈で編へん纂さんをやめろなどと身勝手な。絶対にやらせぬ」

　頷うなずいて、サキが水の中に消えた。水面をのぞき込めば、それはすなわち鏡。辺りに水が散っている現状ではある意味サキも無む敵てきだ。

「別にサキだけじゃないぞ。他にも伝でん鬼きとか妖怪とか、あちこちに居るんだろ。マリネ先輩が好きにやればいいって考えてるんなら出てこなくても良い。でも止めてやりたいって少しでも思うなら、俺に手を貸しくれ！」

　そう叫さけんだ直後、硬こう質しつの音と共にプールの窓が割れた。

「お姉ねえさん、もうやめてくださいっ！」

　飛び込んできたのは二に尾おの猫ねこ、猫ねこ又またのココ。

「こんなことをしても何も戻もどっては来ません！　皆、お姉ねえさんのことを──」

「うるさい、近づかないでっ！」
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「ココっ！」

　容よう赦しやなくぶつけられた水の弾だん丸がんにココが吹き飛ぶ。思わず足を踏ふみ出そうとした手を引き、舞まい佳かが叫さけんだ。

「先せん輩ぱい、後ろっ！」

「──っ！」

　見ると壁を旋せん回かいして避さけた水の弾丸がこちらに飛んできていた。大きなカーブを描いた為ために速度は落ちているが、避けるのは難しい。

「…………だめ」

　そう思った時、水の固まりは空中で動きを止め、その場で破は裂れつした。

　そして俺おれの隣となりにはぼんやりと手の中の箱を撫なでる少女の姿があった。

「悪い、コトリ。助かった」

「…………いずも」

　礼を言った俺の袖そで口ぐちを摑つかみ、コトリが続ける。

「…………あのね、べどこから、でんごん」

「ああ、ベド子はどうしたんだ。あいつの火力があれば助かる」

　コトリはふるふると首を振った。

「…………べっどがないから、だめだって」

「あいつ本当に使えないな！」

　保健室から走って来いよ役立たず！

　そしてそんなことをしている間にも、あちらこちらの暗がりから、妖よう怪かいや伝でん鬼きが姿を見せていた。四方八方からホルマリンの瓶びんが飛び、どこからか飛んできたらしい枕まくらがプールに落ちる。さらに飛来したポスターが水を切り裂さこうと飛び込んだ。

　そして瓶は沈しずんだ。枕も沈んだ。ポスターは塗ぬれて破れた。

「きゃー、みんなー、やぶれないでー！」

「馬鹿かお前ら！」

　当たり前だろ、相手は水だぞ！

　さらにケタケタと笑いながら水に流されていく骨こつ格かく標本や、水底に沈しずんだクラリネットを拾おうと奮ふん闘とうする少女、そして水の上をぷかぷか浮いている水着の人体模型。

「こいつら全員使えねえ！」

「戦せん闘とう向きの化ばけ物ものは肝きも試だめしなんざ興味ないからねえ、しょうがないだろうさ」

　ぬりかべが苦笑して言う。いやいや、そんな場合か。

「どうしますか？　ぱっと思いつくのは、あの水を全部凍こおらせることですけど」

「美雪みゆきさんか」

　確かに彼女なら相あい性しようは良いはずだ。この場にある水は凍った瞬しゆん間かんから雪ゆき女おんなの手足になるだろう。しかし彼女を呼ぶにはちょっとした問題がある。

「連れん絡らくを取りたいんだけど、携帯を持ってきてない。舞まい佳かは美雪さんの番号知ってるか？」

「すいません、私も携帯忘れました」

　揃そろって携帯がなかった。困ったことに彼女を呼び出す方法がない。ついでに言えばメリーさんも出てこられないのだが──あいつは呼んでも来ないかもしれないし、いいか。

「とりあえず自前で何とかする手段を考えよう。簡単に考えるなら水をなくすのが一番だ」

「水をなくす、ですか？」

「ああ。人にん魚ぎよのミイラがあちこちで保管されてるように、人魚は水がなくなると一気に弱くなる……と、思う」

　手帳を確認したわけではないので、正直自信がない。が、この状況では仕方がない。

「で、サキ。あそこにあるパネルが見えるか？」

　言って、プールの隅すみにあるレバーとボタンがついたパネルを指さす。

「うむ。あれが何じゃ？」

「確かあそこでプールの注水と排はい水すいが操そう作さできたと思う。緊きん急きゆう用だから停止と開始しかないけど、それで充分だ。プールの水を抜くのには時間がかかるけど補給が止まればどんどん減っていく。いずれは攻こう撃げき手段もなくなる」

　本来は排水溝に体の一部が吸い込まれて動けなくなった時に使うものだが、こちらも緊急だ、使わせてもらおう。マリネ先せん輩ぱいはプールの水を海に模もして使っているらしく、使った水はそのまま排水溝に流れている。注水が止まればどんどん水が減っていくはずだ。

「何とかあそこまでいって、レバーを操作して欲しい」

「それは構わぬが……目立つのう」

　近場に遮しや蔽へい物ぶつはないし、これ見よがしに赤いランプが点てん灯とうしている。近寄れば集中攻こう撃げきを食らうだろう。

「それなら、私に任せてください」

　ふらふらと立ち上がり、舞佳が言った。

「お主ぬし、まだ万ばん全ぜんではないんじゃろう。そんな体で無理をするでない」

「大だい丈じよ夫うぶです、走るわけじゃないんですから。少しだけ時間を稼かせぐので、その間に……お願いします」

　体に力は入らないようだが、舞佳の瞳ひとみには確かな自信があった。

「よかろう、頼むぞ」

　サキは頷うなずくと、近くの水面に消えていった。

「……で、どうするんだ？」

「簡単です。いいですか先せん輩ぱい、女の子っていうのはどれだけ仲が良くても、常にお互たがいの優ゆう劣れつを競い合っているものなんです」

「いや、いきなり黒いことを言われても困るんだけど」

　困こん惑わくする俺おれに、舞まい佳かは続けて言う。

「まあ全員ってわけじゃないんですけど、マリネさんはそういうタイプです。そこで、こうします」

　言うや否や、舞佳はぬりかべの影から顔を出した。

「マリネさん、聞こえますかー!?」

「聞こえてるわよ。どうしたの？　白旗？」

「いえ、違います。さっきから先輩が気にしてるんで、一応言っておこうかと思いまして」

「……？　何を？」

　真まっ直すぐにマリネ先輩を指し、舞佳は言う。

「マリネさん、胸、見えてますよ！」

　いや、今いま更さらそこを突つっ込むのかよ。

「知ってるけど、男に見せて恥はずかしいような代しろ物ものじゃないわよ。だからこそ八や坂さか君も気にしてるんでしょう？」

　マリネ先輩はいっそ得意げに言った。いや、っていうか、ちょっと待て。

「俺は気にしてないって！」

　一応抗議はしてみたのだが、誰も聞いてはくれなかった。

「マリネさんはそう思ってるみたいですけど、さっき先輩が小声で言ってましたよ？」

「……何をよ」

　ふっとあざけるように笑い、舞佳は言い放った。

「大きいだけで形が微びみ妙よう。絶対垂たれるし全然惹ひかれない、ですって！」

「────っ、八坂君!!」

「濡ぬれ衣ぎぬだーっ!?」

　直後、俺に向かって凄すさまじい量の弾だん丸がんが乱れ飛んだ。確かに注意は引いたけど、これは後々大きな遺い恨こんが残るんじゃないか!?

「こりゃ酷ひどいね。女の争いってのは怖こわい怖い」

「ぬりかべ、お前も他人事ひとごとみたいに……」

「それより見てください先輩、サキさんが！」

　こちらが騒さわいでいる間に近場に飛んで操そう作さを始めたらしい。サキがパネルをいじっている。そしてプールへの注水が止まった。

「早く出てきなさい！　殺さないわ、ちゃんと確かめさせるだけよ！」

「お断りですよ、駄だに乳ゆう！」

「貧乳に言われたくないわよ！」

　舞まい佳かがさらに挑ちよう発はつを続け、水の勢いが強まる。ただでさえ水が流れ出している上に圧縮した水の弾だん丸がんを撃うちまくっているので、結構な勢いで水が減っていく。

「──っ、水が、減ってる？」

「気付きましたか。そうです、マリネさんは私の挑発にひっかかっていたんです。ですので、これまでの発言は決して私の嫉妬しつとではありません！」

　何な故ぜか微びみ妙ように目を逸そらして言う舞佳。ひょっこりと戻もどってきたサキがその肩かたを叩たたく。

「お主ぬし、言ってて辛つらくはならぬか」

「……勝てばそれで良いんです」

　何とも後あと味あじの悪い勝利になりそうだ。俺おれがそう気を抜いた時だ。

「悪いけど、人魚をあなどっちゃ駄だ目めよ？」

　マリネ先せん輩ぱいが言うと同時に、地面が微かすかに揺ゆれはじめる。そして足下からがりがりという異音が響ひびき出した。

　数秒後。

「そーれーっ！」

　コンクリートのプールサイドを叩たたき割り、水が噴ふき出した。

「水道管を川の流れに見立てて、水を引っ張り出したのよ。どうかしら？」

「っていうかマリネ先輩、これ修理はどうするんですか!?」

「……知らないわね。私は消えるんだから、知ったことじゃないわ」

　そういう丸投げは許せない。絶対に責任を取らせてやる。

「しかし……どうするかな。もう水は無限か」

「他ほかに打開策は思いつかぬのか？」

「あると思うけど、とりあえず書いた内容を詳くわしく確認しないと」

「ならば妾わらわに任せよ。時間を稼かせぐついでに、お主の望みを叶かなえてみせよう」

　そう言うと、サキは近くの水面に消えた。

　直後、空中の水すい塊かいから出現し、さらに近くの水塊へ。一気にマリネ先輩に近づく。

「我がまま娘むすめは殴なぐって言うことを聞かせる──そうじゃったな、出雲いずもっ！」

「っ、離はなれなさいよっ！」

　水流がサキを迎げい撃げきするが、マリネ先輩の周囲に少しでも空くう洞どうがあれば、そこは鏡にもなる。水と空気の境目に転移を繰くり返し、サキは先輩に肉にく薄はくした。

「このっ、大馬鹿者がっ！」

「──っ！」

「ちょっ……マリネ先せん輩ぱいっ!?」

　殴なぐるのかと思いきや、サキの爪つめが先輩の首くび筋すじを切り裂さいた。大だい丈じよ夫うぶかと一いつ瞬しゆん慌あわてたが、そんなものは杞き憂ゆうだった。傷一つないマリネ先輩がすぐに反はん撃げきに転じる。

「っつう……この、よくもっ」

「────むう、困ったのう」

　しかしサキはとらえられなかった。ある程度の大きさの水すい塊かいはそのまま鏡に変わる。サキの移動は自由自在だった。

　そうして俺おれの近くの水たまりから飛び出したサキは、しかし眉まゆをひそめて言った。

「見よ、出雲いずも。妾わらわが切り裂いたにも関わらず、あやつの首には傷一つない」

「だな。やっぱり妖よう怪かい相手だと難しいのか？」

　俺の問いに、サキは違うと首を振った。

「そうではない。伝でん鬼きと妖怪が暴れに暴れたことが原因で、この空間は化ばけ物ものの力が強化される状態にある。異い界かい化かしておると言っても良い。あの娘むすめはそれを利用して人にん魚ぎよとして暴れておるに過ぎんのじゃ。元々は半はん妖よう程度。妾でも勝てぬ相手ではない」

「本当なら負けないのに、何な故ぜか効いてないってか」

「そうなんでしょうか？」

　自分の首を撫なでるように触ふれ、舞まい佳かが言う。

「効かなかったようには見えませんでした。一度は確かに切り裂いた。でも、それが治ってしまったような……」

「うむ、雪ゆき女おんなとは違う感覚じゃった。効かぬのではなく、一いつ瞬しゆんにして治るせいで効いたように見えない。そんな感覚じゃ」

　傷が一瞬で治る。なるほどな。

「サキ、あの感じで頼む。もう少し時間を稼かせいでくれ。何とかなるかもしれない」

「任せよ」

　サキが消える。無む茶ちやをさせて申し訳ないが、サキにしか頼れない。

「…………いずも」

「ああ、コトリもな。カバー頼む」

「…………」こくこく。

　頷うなずくコトリの背を撫なで、手帳を開く。壁に当たって水がはじける轟ごう音おんの中、人魚の項目を確認した。

「人魚っていうと、とりあえずは三種類ある。日に本ほんの人魚。海外のマーメイド。そしてマーマン」

「マーマンは飛ばして良いんじゃないですか？」

「だな。すると二種類だ」

　マーマンは半はん魚ぎよ人じんだ。人にん魚ぎよとは違って二本の足があるのでマリネ先せん輩ぱいにはそぐわない。

　残りは二種類。人魚とマーメイド。

「日に本ほんで人魚と言えば善行に対する救いと不ふ老ろう不ふ死しの象しよう徴ちようだ。網あみにかかった人魚を助けた代わりに、襲おそいかかる災さい害がいを予告されて助かるのが救いの象徴。その血けつ肉にくを口にすれば不老不死になると言われるのが不老不死の象徴だ。もちろん伝承である以上最終的には死ぬんだけど……それに近いものにはなる」

　知らずに人魚の肉を食った女性が不老不死となる話は有名だろう。

「不老不死……じゃあマリネさんは」

「傷はつくがすぐに治った原因はそれだと思う。この不死は吸きゆう血けつ鬼きみたいな不死とは違って条件がない。もちろん十字架かは効かないし、心臓を潰つぶしても駄だ目めだ」

「それ、どうしようもないじゃないですかっ!?」

　舞まい佳かは慌あわてるが、本来不老不死ってのはそういうものだ。むしろ、だからどうしたという話だろう。

「どうしようもないけど、逆に気にする必要もないよ。日本の人魚は漁師の網に捕つかまって助けを求めるような妖よう怪かいで、凄すごい力は何もない。俺おれ達はマリネ先輩を殺したいんじゃないからこっちは問題ないんだ。問題になるのはもう一方だ」

　人魚の項目の先を確認する。自分で書き込んだことなので、大体は思い出してきた。

「もう良いわ。こんな壁は全部切り裂さくから」

「……っと、頑がん張ばってる所に悪いけど、ちょっと危なそうだよ。まだ方針は決まらないのかい？」

「危なそうって……」

　そっと顔を出して確認すると、マリネ先輩の手に大量の水が集まっていた。そしてその水が見る間に一点に収しゆう束そくしていく。鈍にぶい輝きすら放って集まった水は、今にも飛び出しそうに揺ゆれ動いていた。

「何でしたっけ、えーと……ウォータージェット？　ウォーターカッター？」

「……ぬりかべ、お前ダイヤモンドより硬かたい自信はあるか？」

「あたしは土の壁だよ。無む茶ちやを言わないでおくれ」

　コンクリートより硬い土の壁か。それはそれでとんでもないな。

　しかしウォータージェットというと、結構冗じよう談だんじゃ済まない代しろ物ものだったと思う。圧力のかかった水を放射するとダイヤモンドも切り裂けるカッターになるんだとか、そういう話だ。妖怪の力で何でも切り裂く圧力を作り出せるかはわからないが、土壁ぐらいなら紙同然だろう。

「やばいな……誰か、マリネ先輩の気をそらしてくれ！」

「くっ、そう言われても難しいのう」

「お姉ねえさん、僕ぼくの話を……[image: う゛]にゃっ!?」

　頑張っていたり頑張っていなかったりする怪かい奇き軍団に声をかけるが、今でもそれぞれに奮ふん闘とうしているのだ。余力のあるメンバーは誰も居ない。

「避さけないと、怪け我がするわよー？」

　止められない。

　マリネ先せん輩ぱいの手から水の閃せん光こうが放たれる、瞬しゆん間かん。

「…………ばあっ！」

「きゃうっ!?」

　ごーん、と鈍にぶい音が響ひびいた。

　マリネ先輩の頭上から落下した薬缶やかんが水の砦とりでを切り裂さき、彼女の後頭部に直ちよく撃げきしたのだ。

　同時に水のかたまりが破は裂れつし、解き放たれた水の圧力が至し近きん距きよ離りに居たマリネ先輩を襲おそった。

「凄すごいな天てん井じよう下さがり……いや、薬缶吊つるか？」

「そんな場合じゃないだろうさ。ほら、さっさとしな」

　そうだった、この隙すきに何か考えないと。

「よし。人にん魚ぎよの伝承、もう一つはマーメイドだな。ローレライやセイレーン他ほか、呼び名は複数あるけど行動は似てる。歌声で人間を惑まどわし、身を投げさせる。もしくは船を沈しずめる。嵐を起こしたり、渦うず潮しおを作ったりもする」

「マリネさんが暴れてるのはそっちですよね」

　横から手帳をのぞき込んだ舞まい佳かが言う。

「そうだな。要はこっちを何とかすれば話ができる状態にはなるんだ。弱点か、力を奪うばう方法が、何か────」

　マリネ先輩が立ち直ったのだろう。すぐ近くで水が破裂する音が聞こえる。

　それを耳にしながらも、俺おれの意識は手帳の一点に集中していた。

「先輩？」

「──あった。方法はある、俺と舞佳なら、なんとかなるぞ」

「え……私もですか？　どうするんです？」

「今から説明する。いいか、マーメイドっていうのは──」










「っ、薬缶に注意すればいいだけよ！」

　マリネ先輩が再びウォータージェットに挑いどもうとする前に、作戦会議は終わった。危ない所だった。

「攻こう撃げき中止ー！　全員防ぼう御ぎよにまわってくれ！」

「戻もどってきてくださーい」

　ぬりかべの後ろから出て、舞佳と二人で大きく手を振る。

「む……良いのか、出雲いずも」

「…………？」

　サキが戻もどって来るのを皮切りに、妖よう怪かいと伝でん鬼き達がこちらに戻ってくる。びしょびしょに濡ぬれたココが体を震ふるわせていた。

「にんげんさん、どうするんですか？　お姉ねえさんを止めてくれるんですか？」

「まあ見てろって。……あ、防ぼう御ぎよは頼むな」

「わかりました、お願いします」

　どんと巨きよ大だいな猫ねこの姿になったココが、周囲の水をはじき飛ばす。

「何のつもりよ。受けにまわって勝てると思うの？」

　あざけるように笑うマリネ先せん輩ぱい。そして小さな口から歌声が漏もれ出した。

「来ましたよ！」

「よし、やるぞ！」

　舞まい佳かとしっかりと手を繫つなぎ、人にん魚ぎよの歌声に耳を傾けた。




『いいか、マーメイドの敗北条件はいつだって同じなんだ。人間を誘ゆう惑わくして、失敗すること。それだけだ』




　さっきまではサキ達が頑がん張ばっていたので歌う余よ裕ゆうがなかったようだが、こちらが守勢に回れば歌と攻こう撃げきを同時に行ってくるのは予想していた。

　思った通りに水の弾だん丸がんが乱れ飛び、同時にマリネ先輩は歌い始めている。




『王子様の愛を得られなかった人魚姫ひめが泡あわになった話は作り話だけど、あれだって大おお筋すじは同じなんだ。一番わかりやすいのはセイレーンの話。マストに縛しばり付けられた船長が歌を聞いても飛び込めなかったから、敗北して力を失ったって伝説だ』




　サキの爪つめが、コトリの金かな縛しばりが、天てん井じようから落ちてくる天井下がりや、飛び交うポスターが水の弾丸を防ぐ。守るだけなら周りの仲間がなんとかしてくれる。しかし歌はどうやってもこちらの耳に届いてしまう。




『最初聞こえてきたあの歌は舞佳の誘惑に成功していたんだ。歌をやめて攻撃してきたから解けたけど、そうでなければ舞佳は水に飛び込んでたと思う』




「……ぅ、ぁっ」

　マリネ先輩の歌を聞いて舞佳の頭が揺ゆれる。直前まで誘惑の影えい響きようが残っていたからか、再び効くのも早いようだ。




『あくまでも人間が止めることで誘ゆう惑わくを破る必要がある。条件に合うのは俺おれと、舞まい佳かが半分。それだけだ。もしも舞佳が誘惑されたら俺が、俺が誘惑されたら舞佳が、お互たがいを止める。さっきの様子なら誘惑できるのは一人だから、これでマリネ先せん輩ぱいは力を失う筈はずだ。作戦は以上。いいか？』




　普段なら人じん外がいの力がある舞佳は止められないが、これだけふらふらしていればどうにでもなる。繫つないだ手に力を込めて、舞佳を引き寄せようと──。




　──来て。私の腕うでの中に。




　ぐらりと、俺の頭が揺ゆれた。

　なんだこれ。まさか俺も誘惑されてるのか？

　どうしてだ、さっきは舞佳だけだったじゃないか。同時にできるなら最初にやってるはずだろう。何な故ぜだ、わからない。わからないけど、そんなことどうでもいいか。

　──あげる。君の欲しい物、全すべてあげる。

　マリネ先輩が俺の方に手を伸のばす。誘惑されているとか、誘さそわれているとか、そんな感覚は何もない。それが正しいんだという確信の元、前に足を踏ふみ出した。

「出雲いずもっ!?　くっ、止めてはならぬのか？」

「ああ、あんたは触ふれちゃ駄だ目めだ。半分人間と人間。お互たがいを止められるのはお互いだけさ」

　サキとぬりかべが何かを話している。その内容を聞きながらも理解せず、さらに足を踏み出す。

　舞佳と繫いだ右手が煩わずらわしい。動きにくい。

　でも離はなそうとは思わなかった。

　──舞佳さん。一いつ緒しよに行こう。編へん纂さんなんてやめさせて、妖よう怪かいも伝でん鬼きも居ない世界を。

「っ……マリネさん、私……」

　舞佳もふらふらと前に踏み出している。頭のどこかが激しくアラームを鳴らしているが、その全てがマリネ先輩の歌にかき消される。

「…………いずも」

「駄目だよ、人形の嬢じようちゃん。金かな縛しばりも手を出したのと変わらない。黙だまって見てな」

　気がつけば水の弾だん丸がんは止まっている。ふらふらと歩く俺と舞佳を沢たく山さんの瞳ひとみが見つめていた。

　──こっちに来て。そして、一いつ緒しよに消えよう。約束したように。

「マリネさん……」

　マリネ先せん輩ぱいの声が頭に響ひびいて、同時に舞まい佳かの足が一歩前に出た。

「……消える？」

　しかし俺おれの足は止まっていた。

「消える。なくなる。忘れられる……？　全部、お断りだ」

　力の限りに舞佳の手を握にぎりしめる。

　呆ほうけて何も考えられない頭の中で、理り屈くつではない何かが叫さけんでいた。

「よくわからないけど、舞佳が居なくなるのは嫌いやだ」

「先輩……」

　ふわふわと焦しよう点てんの合わない瞳ひとみで俺を見つめる舞佳。

「やめろよ、消えるなんて言うなよ。要いらないなんて言うなよ。何で生まれたんだって、そんな悲しいこと言うなよ。俺、お前が……」

　──黙だまって。来て。今すぐに。

　強い声が響ひびき、形になりかけていた何かが吹き飛ぶ。

　頭の中まで含めた全身から力が抜けた。

　ぼんやりと足を踏ふみ出す。

　足を踏み出す。

　踏み出す。

　踏み出す。

　踏み出す。

　踏み出す。

　目の前に水がある。

　踏み出す。

　ぐっと、右手が引かれた。

「──好きだって、言って欲しかったんです」

　右手が引かれて足を踏み出せない。

　邪じや魔まだから離はなそう。いやだ、絶対に離さない。

「私を放っていなくなっちゃったお母かあさんに。お母さんを追いかけてばかりのお父とうさんに。私のことが大事だって、大好きだって、言って欲しかったんです。きっとそれだけなんです」

　右手が熱い。熱いけど気持ちが良い。

　だから離さない。ずっと離さない。

「先輩は馬鹿で、変な人で、臆おく病びようで、空気が読めなくて、私の気持ちなんて全然わかってなくて──わかってない振りもしてたりして。でも、都市伝説が大好きだって言ってくれたんです」

　右手が引かれるままに、一歩後ずさる。

　後ずさる。

　後ずさる。

「先せん輩ぱいにそのつもりはなくても。私に言った言葉じゃなくても。それで良かったんです。何度も何度も大好きだって、この世界に居て欲しいって言ってくれたんです」

　後ずさる。

　後ずさる。

　呆ほうけた意識が少しずつ戻もどってくる。

　引かれる手に力を込めて、舞まい佳かと一いつ緒しよに後ろへ踏ふみ出す。

「私が大だい嫌きらいで仕方がなかった私を、それでも誰かに好きになって欲しかった私を、何度やめさせても、何回怒おこっても、幾いくら嫌いになっても、それでもずっとずっと好きだって、絶対に好きでいるんだって、こっちが諦あきらめて受け入れちゃうぐらいに言い続けてくれたんです。だから、私も好きになったんです」

　すぐ横にサキが居た。ぬりかべが居た。コトリが居た。ココが居た。

　皆が居る場所に帰ってきた。踏み出した距きよ離りの全すべてを、二人で戻ってきた。

「私、マリネさんが大好きです。本当はあなたに消えて欲しくないって思ってたんです。もっとちゃんと仲良くなりたいんです。だから──」

　左手で俺おれの右手を強く握にぎり、舞佳はマリネ先輩に右手を差し出した。

[image: ]

「マリネさんも、少しだけ自分のことを好きになってください。私だけじゃなくて、皆マリネさんのことが大好きなんですから」

　立ち上っていた水が、浮いていた水が流れ落ち、プールへと流れ落ちていく。

　人間に誘ゆう惑わくを破られたマーメイドの力が消えていく。

「……あなた達、二人とも本当に頑がん固こね」

　周囲の面々がうんうんと頷うなずくのが、何となく腹立たしかった。










「いいわ。諦あきらめたわけじゃないけど、もう物理的に不可能だし、それは認めるわよ」

　ゆるゆると水の中を泳ぎ、プールサイドに上がってきたマリネ先せん輩ぱいが言った。

「舞まい佳かさんが本気で恋をしてるのもよくわかったわ。あなたまで一いつ緒しよに消えろとは言わない。他ほかの妖よう怪かいも消えたくないなら好きにすれば良いわよ。でも、人にん魚ぎよは別」

　冷たい瞳ひとみで俺おれを見つめ、マリネ先輩は大きく尾を振った。

「私の編へん纂さんは認めないわ。私のことだけは絶対に書かせない。それは私の勝手だから認められるはずよね。今すぐではないけれど、私とお母かあさんがいつか人に忘れられて消えるだけだもの。別に良いでしょう？」

「…………」

「…………」

　マリネ先輩の言葉に、伝でん鬼きと妖怪が互たがいに視線を交わし合った。何を言いたいのかは無言のままに伝わってくる。

　そのまま、全員の視線が俺に集まった。

「…………え、俺？　俺か？」

「八や坂さか君、聞いてるの？　とにかく人魚の編纂は駄だ目め。いいわね？」

「あー、えーと……」

　無言の圧力を浴びて、仕方なく答える。

「ああもう……マリネ先輩、それはお断りします」

「……は？」

　きょとんとこちらを見つめるマリネ先輩。ずっと険けわしい顔ばかりしていたからか、こんな表情も綺麗きれいに見えた。

「別に変なことは頼んでいないわよ？　私のことを本に書くのは許さないって、それだけ。私のことなのよ？　何かおかしい？」

「いえ、何もおかしくないです。でも駄目です。嫌いやです。拒きよ否ひします。マリネ先輩が何を言おうが俺は書きます」

「…………なによそれ。あなた馬鹿じゃないの？」

　この流れでそう言われると否定のしようがないので困る。

「さっき言ったじゃないですか。マリネさんのこと好きですって」

　困り果てた俺おれに苦笑し、舞まい佳かが言った。

「だから消えるようなことはさせません。色んな人に覚えてもらいます。例えマリネ先せん輩ぱいが嫌いやだって言っても、絶対です」

　他人が言っているのを聞くと最低な理り屈くつだった。

　最低だけど、全くもって同意見だ。

「皆もそうですよね？　マリネさんが消えるなんて、絶対駄だ目めですよね？」

　舞佳が尋たずねると、化ばけ物もの軍団全員から、おー、と大きな声が上がった。

「好き放題をした挙あげ句くに消えて終わりなどと言うでないぞ。あやかしとしての責任を果たすべきじゃろう」

　何やら偉そうに、胸を張ってサキが言う。

「生まれてたかだか十数年の小こむ娘すめが何を言ってるんだい。こっちは五百年生きてもまだ足りないってのにさあ」

　ちょっと腹が立つぐらいの呆あきれ顔を浮かべるぬりかべ。

「死にたいとか消えたいとか、あんたこそ馬鹿なんじゃないの？　人にん魚ぎよとか超ちよう楽しそうじゃん、泳いでる人間の足を引っ張ったりしてさあ」

　人体模型が得意げに言うが、それは別の妖よう怪かいだ。突つっ込みたい気持ちを全員がぐっと堪こらえた。

「お姉ねえさん、私のことを覚えていますか」

　そして巨きよ大だい化したココがマリネ先輩の前に踏ふみ出す。

「悪いけど、猫ねこの知り合いは居ないわ」

「……そうですか」

　寂さびしげに言うと、ココはしゅるしゅるとしぼんでいった。平へい凡ぼんな猫のサイズになってマリネ先輩を見つめる。

「忘れていても構いません。私はお姉さんに救われました。だから、お姉さんに──」

「……あれ？　待って。あなた、もしかして学校で生まれた猫？」

「──え？」

　じっとココを見つめ、マリネ先輩はぽつりと漏もらした。

「小こ々こ太た郎ろう？」

「っ！　そうです、小々太郎です！」

　た、太郎？

「は？　小々太郎？　え、お前って雄おすなの？」

「はい、そうですが……あれ、言っていませんでしたか？」

　聞いてない。全く聞いていない。

　っていうか言ったマリネ先せん輩ぱいの方も困った顔をしている。

「女の子みたいな話し方をするから、ちょっとわからなかったのよ。なんでそんな格好を？」

「お姉ねえさんに去きよ勢せいされたので、性別については気にしていなかったものですから……」

　ちゃんとそういう面めん倒どうもみたのか、偉いなマリネ先輩。その結果が微びみ妙ように裏目に出ているような気がしなくもないが。

「……安あ部べ、哀あわれだな」

　男でもありだな、などと思われると俺おれの身が危ないので、絶対に言わないが。

「……これなら、あるわね」

　ここにも危ない人が居たらしい。マリネ先輩の呟つぶやきを、俺は聞かなかったことにした。

「猫ねこ又またになるか、それとも死ぬかの瀬せ戸と際ぎわに立った時、妖よう怪かいの先輩からお姉さんの話を聞いたのです。死にたがっている人にん魚ぎよが居る、と」

　ココはぴんと二本の尻尾しつぽを立てて言う。

「だから、それだけを執しゆう念ねんに私は猫又になりました。お姉さんがもう少しだけ生きても良いと、自分を認めても良いと思ってくださるのなら、私は消えても構いません。だからお姉さん、自分は要いらないなんて悲しいことを言わないでください」

「…………小こ々こ太た郎ろう」

　愛あい玩がん動物の哀願はとにかく胸に届くのだ。マリネ先輩の表情が少しだけ緩ゆるんだように見えた。

「マリネさん、私のお母かあさんのことなんですけど」

「……ジェット婆ばばあの？」

「ええ、ジェット婆のお母さんです。先輩に会ってから少しだけ考えを改めまして、以前ちょっとお母さんを追いかけてみたことがあるんです」

　ジェット婆とジェット女の競走とか、相当とんでもない状況だな。

「なんとか捕つかまえまして、お話をしました。ちゃんと正面から言ったんです。寂さびしいって、もっと一いつ緒しよに居て欲しいって。そしたらお母さん、凄すごく申し訳なさそうな顔になって……」

　そう言う舞まい佳か本人はどこか誇ほこらしげに続けた。

「ごめんねって、もっと一いつ緒しよに居たかったって、そう言ってくれたんです。でもこれ以上ジェット婆が忘れられたらあなたの身も危ないから、お母さんは頑がん張ばらなきゃいけないんだって、ちゃんと話してくれました」

「……それはあなたのお母さんよ。私の母はそんな殊しゆ勝しような人じゃないわ。だって私は言ったもの。一緒に居て欲しいって。捨てないでって。でも、それでもあの人は一人で海に──」

「──女め々めしいですよっ！」

　舞佳の怒ど声せいに、マリネ先輩の体がびくんと震ふるえた。

「そんなにこだわるぐらいなら、七つの海をくまなく探してお母さんを見つけ出して、はっきり文句を言うべきですよ。それをこんな日に本ほんのすみっこで鬱うつ々うつとするだけで何もしないで。お母かあさんを引っぱたくトレーニングでもした方がまだマシです！」

　家庭内暴力はどうかと思うが、少なくとも気持ちは伝わった。きっと舞まい佳かはそんな気持ちでジェット婆ばばあを捜さがし回ったんだろう。

「四年後に先せん輩ぱいの編へん纂さんが終わって、ちゃんと思った通りに広まってくれたらお母さんも余よ裕ゆうができるはずです。そしたら頑がん張ばったのは私の方だよって自じ慢まんするんです。ちゃんと甘あまえて、ちゃんと親孝行して、それから改めて自立します。それが私の目標です」

　目を丸くして見つめるマリネ先輩に得意げに言い、舞佳はもう一度、マリネ先輩に右手を差し出した。

「マリネさんのお母さんも、あなたが消えないように必死に頑張ってるんだと思います。でもそれが信じられないなら──私の為ために手伝ってください。それも駄だ目めですか？」

「…………」

　マリネ先輩はしばらくの間何も言わなかった。目を伏せたまま、いらだたしげに何度か尾を振る。

「卑ひき怯ようね。それに腹が立つわ。逃げ道を用意しなければ納なつ得とくしないと思ってるのかしら」

「そんなつもりはないですけど……先輩はそうやってくれたので。私がしょうがないなーって思うまでしつこく言ってくれたんですよ」

「俺おれのせいかよ……」

「ふふふ」

　思わず漏もらした俺の声に小さく微笑ほほえみ、マリネ先輩は舞佳の手を取った。

「あなたの理り屈くつには納得できないわ。でも、引っぱたく練習をするっていうのは気に入ったかも。そうね、直接恨うらみを晴らさずに済ませようなんて、むしろつまらないわ」

　そう言って手を離はなすと、人にん魚ぎよは水の中へと戻もどった。幾いく度どかターンを繰くり返しながら水中を泳ぎまわり、最後に大きく水から飛び上がる。

　同時に磨すりガラス越しに強い光が走った。いつのまにか太陽が昇るような時刻になっていたらしい。

　太陽の光に照らされて水滴が輝く。日の光と水に反射した光を浴びて、人魚の鱗うろこと、太陽のような髪かみが輝いた。

　美しい光景に目を奪うばわれた俺の目の前で、人魚が空中を踊おどる。両手を揃そろえた美しい姿勢で回転するその姿は本当に綺麗きれいだったが、何も隠かくしていない人魚そのままの姿だった。

　全部見えた。

「…………見ました？」

「何のことを言って──ぐっ！」

　誤ご魔ま化かしてみたが、舞佳は握にぎったままの俺の手を強く握りしめてきた。俺が悪いんじゃないのに、横暴だ。

「……ふう」

　ひとしきり泳いで満足したのだろうか、水から飛び上がった人にん魚ぎよはプールサイドに腰こし掛かけた。

「何も特別なことはできない、ただここに居るだけの存在だけど──もう一度言うわ」

　俺おれと舞まい佳かをまっすぐに見つめ、彼女は微笑ほほえんだ。

「マーメイドハーフの、マリーネ・フロスラインよ。よろしくね」

　美しき人にん魚ぎよの娘むすめ。手帳の項目がまた一つ増えた。










　マリネ先せん輩ぱいのことは舞佳に任せ、俺は家に帰ることにした。早朝で余り人目がないので、隣となりをサキが歩いている。まるで同級生と下校しているような気分だった。

「のう出雲いずも。お主ぬしは本当にこれで良かったんじゃな？」

「マリネ先輩のことなら、これ以上ない終わりだと思うけど」

　お母かあさんと喧嘩けんかする、という決意をさせたのは余計かも知れないが、終わりとしては上々だろう。しかしサキは首を振って言う。

「そうではない、ジェット女のことじゃ。人魚の誘ゆう惑わくに囚とらわれていたとは言え、元より伝でん鬼きに魅み入いられているようなお主じゃから、多少は意識があったんじゃろう？」

「そんなにはっきりしてた訳じゃないからさ、正直言ってほとんど覚えてないんだ」

　本当だ。本当だけど、全すべてが本当じゃない。

　何となくだけど、舞佳が決定的な言葉を言ったような記き憶おくがあった。

「……覚えてはおらぬのか？」

「舞佳の奴やつ、そんなに凄すごいこと言ってたのか？」

「むう、それは……妾わらわから言うことではなかろう」

「……そっか」

　会話が止まる。お互たがいが言葉を探し合う微びみ妙ような沈ちん黙もくが流れる。

「出雲」

　そして、サキが口を開いた。

「ジェット女には悪いと思うんじゃが、しかし──」

　目を伏せて、声を落として、まるで自身の悪事を懺悔ざんげするように、サキは言う。

「妾は少しだけ、ほっとしておるのかもしれぬ」

「……サキ？」

「妾は……妾はまだ、出雲と共に居ても良いんじゃな？」

　俺を見つめるサキの瞳ひとみが揺ゆれている。そんなにも不安に思ってくれていたのか。

「当たり前だろ。むしろどれだけサキが嫌いやがったって、逃がしてなんてやるか」

「……良かろう。ならば妾わらわも、どれだけ出雲いずもが嫌いやがろうとお主ぬしの傍そばを離はなれぬ」

　朝日に照らされて微笑ほほえむサキ。

　その姿が光に溶けて消えてしまうような錯さつ覚かくに襲おそわれて、俺おれは足を止めた。

「出雲？」

「……ごめん。俺、サキに謝らなきゃいけないことがある」

「妾にか？」

「ああ。舞まい佳かに弁当を頼んでたこと。それから昼に鏡から隠かくれてたことの、理由」

　俺を見つめるサキから目を逸そらさずに言う。

「実はさ、金がないんだ。皆の分の食費を考えると昼飯を食う金がなくて、それで心配かけないように隠れてたんだよ。でも舞佳がそれに気付いて、弁当を作ってくれるって言って、甘あまえちゃって。だから、その──」

　ごめん、と頭を下げた。

「何か隠し事をしておると思っておったが……そんなことじゃったか」

「本当に謝る。情けなくて話せなかったんだ」

　しかし、こうやって謝る方が余計に情けない。皆がやめとけって言ってくれていたのに、一人で意地を張っていた。本当にやめとけばよかった。

「妾達は元々食事の必要などないのじゃ。無理があるというなら言えば良いものを」

「そういう結論になるから言いたくなかったんだよ。食事は皆で食べた方が美お味いしいんだろ？」

「それはそうじゃが……」

　眉まゆをひそめるサキに、もう一度頭を下げる。

「頼むサキ！　面めん倒どうをかけるけど、何とか安い予算で今まで通りの飯を食わせてくれ！」

「それはまた、無む茶ちやを言うのう」

「……無理か？」

　そっと顔を上げて見てみると、サキは得意げに胸を張っていた。

「無理なものか。妾に任せよ。これでも歴史ある伝でん鬼きの一人、ムラサキカガミじゃぞ。節約レシピなどお手の物じゃ」

「それ、伝鬼全然関係ないだろ」

　訳のわからない自じ慢まんに思わず笑ってしまった。

「自信はあるんじゃ。しかしもしも無理があれば、必ずお主に相談しよう。故ゆえに出雲、お主も妾を頼るんじゃぞ。良いな？」

　サキは笑顔でそう言った。心からの笑顔だと思う。それは間違いないと思う。しかしそこから、酷ひどく冷たい気配を感じるような。

「もしかしてサキ、怒おこってるか？」

「……怒おこっておらぬと、お主はそう思うんじゃな？」

「心配かけて、本当にすいませんでした！」

　にっこりと笑うサキに、俺おれはもう一度深々と頭を下げた。

　多分これが俺とサキの最初の喧嘩けんかだったんだろう。

　もちろん、俺の負けだ。
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　冷たい床ゆかの上に直接座り、俺おれは頭こうべを垂たれていた。

「わかっているんですか八や坂さかさん、私は本当に怒おこっているんですよ」

「はい、すいません……」

　翌日の昼休み。俺は美雪みゆきさんに呼び出されて犬いぬ飼かい研究室に来ていた。

　流石さすがの舞まい佳かも昨日きのうの今日きようで弁当を準備する気力はなかったらしいので問題はない。

　前夜の出来事を聞いた美雪さんは、それはもう烈れつ火かの如ごとき怒いかりを示した。自分の怒りで溶とけてしまうんじゃないかと心配するぐらいだ。

「何かあったら力になると、呼んでくださいと、あんなにも言ったじゃないですか。どうしてそんな大事なことを自分だけで解決しようとするんですか」

「いや、自分だけってわけでは……サキも舞佳も居ましたし、他ほかの伝でん鬼きも妖よう怪かいも……」

「妖怪のことなのに、私だけが除のけ者ですか!?」

「すいません、すいません……」

「……全くもう」

　ぺこぺこと頭を下げる俺にしばらく怒りをぶつけた後、ようやく美雪さんは落ち着いてくれた。

「いいですか、二度はありませんよ。いかに八坂さんとはいえ。いいえ、あなただからこそ、絶対に許しませんからね」

「はい、本当にすいません」

「…………私も少し言い過ぎました。頭を冷やしてきますわ」

　大きく息を吐つくと、美雪さんは研究室を出て行った。ああ、あの時携帯を忘れなければこんなことにはならなかったのに。マコが悪いんだ、あんな風に切せつ羽ぱ詰つまった言い方をするから。

「災さい難なんだったね、出雲いずも君」

「ええまあ、色んな意味で。……あの、教授、聞いても良いですか」

　立ち上がり、微笑ほほえむ教授と目を合わせる。

「構わないよ、何が聞きたいんだい？」

　俺は頑がん張ばって難問を解いたと思う。解法が正しいかはわからないが、正解に辿たどり着いたと思いたい。だから堂々と尋たずねる。

「幾いくつかあります。まずはマリネ先せん輩ぱいのことです。教授は知ってたんですか、あの人のこと」

　夜中のプールに平然と入っていた彼女を思い返せば、まさか違うとは思わない。

「勿もち論ろんだよ。彼女の父親に仕事を紹しよう介かいしたのは僕ぼくだ。出雲君が大学でドイツ語を選べば、彼に教わることになるね。後はマリーネ君に変な噂うわさが立たないよう、穏おん便びんに水に触ふれさせていた程度かな」

「……そうですか。いえ、別にそのことに文句は何もありませんけど」

　父親が大学の講師、美雪さんと似たような環境だ。それでココの世話なんかしていたのか。

　勿もち論ろん、学校に妖よう怪かいが居るなら教えてくれと訴えたいのは山々なのだが、それを口に出して言うのは民俗学を志すものとして非常に情けない。ぐっと堪たえようと思う。

「次に俺おれの手帳のことです。サキはこれを『暫ざん定てい的に正しい編へん纂さん結果として扱われる物だ』と言いました。それは間違ってないと思いますが……それだけなんですか？」

「どういう意味だい？」

　なんの陰りもなく微笑ほほえんで言う教授。俺が何を考えているのか、何を知りたがっているのか、どうせ全部わかっているくせに、この人は何も知らないような顔をしているのだろう。

「具体的には、これが読めなくなったらどうなるのかってことです。濡ぬれても燃えても破れても、何でも良いです。一体何が起きるんですか？」

「出雲いずも君はどう思うんだい？」

　教授は笑みを崩くずさず、さらに問いを返す。問答法か何かのつもりだろうか。

「理り屈くつだけで言うなら、大したことは起こらないはずです。俺が既すでに編纂している伝でん鬼きや妖よう怪かいが少しだけ力を失う。強めている特徴が薄うすれる。あだ名の効果がなくなる。その程度です。俺はまだ編纂を終えてない。その結果を広めてもいない。影えい響きようが出ていること自体が結果を先取りしているのに、手帳がなくなったぐらいで何かが起きるはずがない」

「なら、そうなんだろう。その手帳は君の編纂の象しよう徴ちようだ。だから壊こわすことに意味がある。マリーネ君はそう考えたんだろう。それでいいんじゃないかい？」

「…………」

　同意されたというのに納なつ得とくがいかない。

　そもそもこの手帳は教授からもらった物なのだ。今から思えば、それだけの理由でもただの手帳だとは思えない。

「気にしなくて良いと僕ぼくが言っても、結局出雲君は大事にするんだろう？　それならどちらにせよ同じことだ。なくなったらどうなるかなんて考えなくて良い」

「…………ああああ、腹立つ！　言ってくださいよ教授、何かあるんですか、それともないんですか、はっきりしてください！」

「ははは。そういえば美雪みゆきの料理は少しずつマシになっているよ。どうも君が別の女の子と昼食をとっているのに刺激されたらしい。父親としては複雑だ」

「誤ご魔ま化かさないでください！」

　美雪さんが帰ってくるまでの間、教授はずっと曖あい昧まいなことを言い続けた。

　以前人間には知るべきではないことがあると言っていたが、この人は絶対におもしろがっているだけだと思う。

　そしてそんなことをしているせいで聞くのを忘れてしまった質問が一つ。

　──俺の前任って、一体誰のことなんですか。










「おお出雲いずも、戻もどったか。朝から寝てばかりだったが、少しは調子が戻ったか？」

「いや、あんまり……ねっむい……」

　朝まで肝きも試だめしなんてやっていたのだから眠ねむいに決まっている。ふらふらと机つくえに突つっ伏した。

「そうか……一つ面おも白しろい話があるのだが、聞かないか？」

「なんだー？」

「うむ、七不思議の話だ」

　ふわふわと答えた俺おれに、安あ部べは得意げに言った。

「『真夜中のプールを泳ぐ影』というのが七不思議に入りそうだと言ったろう。あれが変わったんだ」

「……変わった？」

　気になる話に、思わず顔を上げる。

「ああ。さっき水泳部員に聞いたんだが、今け朝さプールが滅め茶ちや苦く茶ちやに壊こわされていたらしくてな」

「…………へ、へえ？」

　そういえばあの後、全く片付けをせずにそのまま帰って、少しだけ寝てから登校した。確かにプールは荒れ果てたままだ。

「戦争でもあったのかと思うような有様だったらしい。プールサイドは穴だらけ。あちこちの窓が割れているし、水道管が壊れて水が噴ふき出している。噓うそのような本当の話だ」

「…………」

　うん、全部本当の話だ。どうしよう。いや、どうしようもないんだけど、どうしよう。

「そこで正式に七不思議になったのが『一夜にして荒れ果てる室内プール』というわけだ。他ほかと違って間違いなく本当の話だからな、調べてみる価値はあると思うぞ」

「…………悪い、ちょっとめまいがした。保健室に行ってくる」

「大だい丈じよ夫うぶか。一人で行けるか？」

「気にすんな、平気だ……」

　ふらふらと立ち上がる。もう何も考えたくない、保健室のベッドで寝よう。

　ゆっくりと保健室に入る。鏡に血の跡あとが残っていたりはしないので、サキはちゃんと消しておいてくれたんだろう。

「うーん、風か邪ぜって感じじゃないけど、辛つらそうではあるわね。いいわ。私は少し用事があるからしばらくベッドを使ってなさい。隣となりに寝てる子が居るから静かにね」

「はい……ありがとうございます」

　保健医に礼を言ってベッドに入るとすぐに意識が遠くなった。

　とにかく眠ろう。起きて元気になったら、色んなことを考えよう。

　そして夢の世界に入る寸前に──頭が落ちた。

「──っ!?」

　頭の下にあったはずの枕まくらがなくなっている。何だ、この馬鹿馬鹿しい悪いた戯ずら。

「なんだよ……って」

　反射的に頭を上げると、再び頭の下に枕が突つっ込まれた。

　あ、これはもしかして、あの子か。

「……♪」

　目を開くと、どやあ、と言わんばかりに良い笑顔をした少女が胸を張っていた。

「うん、わかった。わかったから、今日きようは寝かせてくれ。頼む」

「……？」

　枕まくら返がえしはきょとんと俺おれを見つめたが、とりあえず納なつ得とくはしたのだろうか、こくこくと頷うなずいた。枕返しが見つめる中、改めて目を閉じる。今度こそ眠ねむりの世界に入ろうとして──。

「いずもくーん、ごーめーんー」

「…………」

「あたしも助けに行きたかったんだよ？　でもベッドがないと、やっぱりどうしても出てこられなくってね？」

「…………」

「やっぱり怒おこってる？　帰って来てから何も言ってくれなかったし、朝も無視して行っちゃうし……ねえ、許して？　出雲いずも君？　出雲君ってば！」

「うるさい！　いいから寝かせろ！」

「きゃうっ!?」

　しがみつく何者かを思いっきり振り払はらう。目を開けると涙なみ目だめで座り込んだベド子がこちらを見上げていた。

「ベド子か……。怒ってないし、何とも思ってないから、寝かせろよ……」

「本当？　怒ってない？」

「……っ！」

　不安そうなベド子に胸が痛んだのか、枕返しが必死な表情で何かを訴えてくる。わかったわかった、一応話しておくから。

「ちゃんとコトリから聞いてるから怒る理由もないし、お前のことはちゃんとわかってるから、そんなに細かいことを……って、あれ？　枕返し？」

「……？」

　首を傾かしげて俺を見返す枕返し。視線を巡めぐらせるとしゃがみ込んだベド子。

「伝でん鬼きと妖よう怪かいと同時に出てきていいのか……？」

「いや、なんか肝きも試だめしがお流れになったから適当で良いって聞いて──」

「あーもー、うるさいですよー」

　聞き慣れた声と共に、隣となりのベッドとの仕切りになっているカーテンが開く。そこから見慣れた顔がのぞいた。

「何騒さわいでるのかと思ったら先せん輩ぱい……今日きようは寝てないんですから、寝かせてくださいよ……」

　ほとんど目も開いていないような状態でふらふらと数歩進んだ舞まい佳かは、そのまま俺おれのベッドに倒れ込んだ。

「ちょっ、お前は向こうで寝ろよ！」

「今いま更さらそんな……気にする仲ですか……」

　もごもごと呟つぶやきながらそのままベッドに潜もぐり込んでくる舞佳。

　いやいや、気にする仲だって！　俺とお前はそんなに深い仲じゃないって！

「ならあたしも入る！」

「……♪」

「お前ら、邪じや魔まだ！　ってか、この状況でどうやって寝ろって言うんだよ!?」

　さらに入り込んでくるベド子と枕まくら返がえしを追い返そうともがく。

　一つのベッドに四人も入っているものだから滅め茶ちや苦く茶ちやに狭せまい。触さわる気がなくてもあちこちに手が当たる。

　あ、これベド子か。うわ、思ったより大きい。手が沈しずみ込むみたいな──。

「んんっ」

「あ、悪い……って、別に俺が謝る必要ないよな!?」

「え、普通は謝るよね？」

「うるさい！」

　カーテンの向こう側でガシャンと甲かん高だかい音が聞こえた。鏡が割れたのかなとぼんやり考える。

「サキー、居るならこーい」

「……これは酷ひどいことになっておるのう」

　知らん。俺はもう知らん。

「もうどうでも良い。寝る」

「はい、お休みなさい先輩……」

　舞佳に覆おおい被かぶさるように横になり、そのまま目を閉じる。ぐちゃぐちゃに混ざり合ったまま、俺は夢の世界に落ちていった。




「せ、先輩？　何やって……私、噓うそ、そんな……いやあああっ!!」

　数時間後、舞佳が目覚めるその時まで、俺の学校は平和だった。

　そしてその直後から地じ獄ごくに変わった。

　きっと卒業までずっと変わらないのだろう、化ばけ物ものだらけの空間に。






　　　あとがき




　これは私が配達業のアルバイトをしていた頃の話です。

　それは夏のある日。配達先は古びたアパートで、一階の一室が届け先でした。目的地でバイクを降り、ヘルメットを脱ぬいで汗あせをぬぐい──そこまでは、いつも通りの仕事でした。

　異変を感じたのはアパートに入った直後です。通路の一番奥にある一室のドアが開いており、そこから女性が顔だけ出してこちらを見ていたのです。おや、と思いましたが、受取人の方がバイクの音に気付いて出てくるのはよくあることです。ドアの方に向かいながら、一応部屋番号を確認して──そこで気がつきました。あの部屋ではありません。その隣となりが届け先なのです。

　どういうことだろうと通路に視線を戻もどした私は、余りの光景に息を呑のみ、足を止めました。ドアから顔だけ出してこちらを見つめる女性。その上に重なるようにして、全く同じもう一つの顔がこちらを見ていたのです。二つの顔は私にニヤリと笑いかけて『お隣さんなら居ないよ』と声を揃そろえて言いました。何な故ぜ私の届け先を知っているのか。何故居ないと知っているのか。そんな疑問を脇わきに放り捨てて、急いでここから離はなれようと出口に振り向くと──




　一階にある全すべてのドアが開き、全く同じ無数の顔が、こちらをじっと見つめていました。

　以上、全すべて仕事中に考えていた作り話です。




　はじめましての方は、はじめまして。お久しぶりの方は、お久しぶりです。 聴き猫ねこ芝しば居いです。今回も皆さんに伝えたいことは本編が全てですので、こんなあとがきになりました。あとがき冒ぼう頭とうの話は本編とは一切関係がありませんし、作り話です。ですが、もしもアパートの通路が怖こわくなった方が居るのでしたら、どうぞご心配なく。ドアから顔を出していた女性達はぞろぞろと出てきてあなたを捕つかまえると、部屋に連れ込んで散々にもてなしてくれるでしょうから。

　そう考えると、いっそ出てきて欲しいと思いませんか？

　この一巻、二巻と冒ぼう頭とうに書いている配達業の話ですが、作り話ではあるものの、ある程度は実体験です。今回の話もそうで、実際にドアから顔を出してじっと睨にらみつけてくる男性に『隣となりは留る守すだよ』と言われた、という出来事があったのです。

　本来届ける筈はずの部屋は確かに留守のようで諦あきらめて帰ることにしたのですが、私が帰るまでの間、隣の方はずっとこちらを睨み続けていました。その後もお客様と連れん絡らくはつかず、一体何があったのかはわからないままになっています。何とも不思議な体験でした。

　さて、隣の方は一体どんな理由で、私に『隣は留守だよ』と伝えたのでしょうか。

　色々な可能性が考えられますが、折せつ角かくなら実はその男性とお隣りさんは良い雰ふん囲い気きの男女で、ちょっと喧けん嘩かをして女性が出て行った所だった──みたいな話だったら素敵だと思います。私の小説は大体そんな風にしてできています。自分の知らない真実を、こんな話だったら良いな、という良い形に想像しておくと、毎日がちょっと楽しくなると思うんです。なので、この『あなたの街の都市伝鬼！２』が皆さんが楽しい日々を過ごす一助になればそれ以上のことはありません。

　……『２』です。『２』なんですね。

　こうしてあとがきを書きながら、自分の作品が世に出て、そして次もまた出させて頂けるんだな、ということを身に染みて理解しています。これは間違いなく読者の皆さんのお力によるもので、本当に感謝の気持ちで一杯です。

　では最後になりましたが、お世話になった方に改めてお礼を。今回も可愛かわいい挿さし絵えを描いてくださったうらびさん。ふんわりしたイメージしか伝えられない中、沢たく山さんのキャラクターを形にして頂いて、本当に感謝しています。担たん当とう編集のお二ふた方かた。あれもやりたい、これもやりたいという私の無茶をしっかり聞いてくださって本当にありがとうございます。

　一巻を読んで感想をくださった方々。一つ一つが本当に力になっています。

　そしてこの本を手に取ってくださった皆さん、本当にありがとうございます。

『３』でまたお目にかかれるよう努力を続けたいと思います。

　聴猫芝居でした。
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聴き猫ねこ芝しば居い

←　未だ光を浴びるのに慣れぬ作者

四捨五入して三十路になったことに怯える二十五歳。出版を機に引っ越しすることを考えて目星をつけた物件を見に行った結果、気付けばこうして全米大学対抗川下り選手権大会に出場することになっていた。
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うらび

出産予定日から２週間くらい遅かった程度に生前からそこそこひきこもり見習いです。特殊能力は「マジックカットキャンセラー」。高確率でレトルト調味料開封を失敗します。
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　あなたの街の都市伝鬼！

　～八坂出雲の手帳「合わせ鏡」の項より～




　この作品は、『電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ Ｖｏｌ．28』に収録されたものの再収録です。

　文庫版『あなたの街の都市伝鬼！２』には収録されておりませんので、予めご了承ください。







　（初出）

　『電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ Ｖｏｌ．28』（２０１２年発売）
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　どの教科書を持ち帰り、どの教科書を置いて帰るか。それはちょっと不ふ真ま面じ目めな学生にとっては一般的な悩み事だと思う。

　登校前に鞄かばんを持ち上げてみて、それが軽ければラッキーだと思うし、重ければついていないと思う。毎日のささやかな運試しだ。

　そういう基準で考えれば今日の運勢は中吉といった所だろうか。教室の机に置いた鞄はそれほど重くはなかった。

「……出雲いずも、今日は匂においが違うな」

「は？」

　が、横から聞こえてきた声には妙な重苦しさがこもっていた。

　自分の席に座り、隣となりの安あ部べと目を合わせた直後に言われた言葉である。

「教室の匂いか？　別に普ふ段だんと変わらないと思うけど」

「違う。お前の匂いだ。お前の匂いが普段と違うと言っているのだ」

　こちらを見る安部の目は大真面目にしか見えなかった。大真面目にしか見えなかったので、俺も真剣に返事をした。

「おはよう安部。悪いけど、今日はもう話しかけてくるなよ」

「どうして何事もなかったかのように話を続けるのだ!?」

「いや、何事もなかったら今日は話しかけるなとは言わないからな？」

「それもそうか」

　いっそ今からでも何もなかったことにならないかと思うんだけど、そうもいかない。

「それで、俺の匂いが違うってなんだよ。大体普段はどんな匂いがしてるんだ？」

「普段の出雲の匂いは、そうだな……日本茶の茶葉か、入れた後の茶のような。少し渋いが、まあ落ち着く匂いだな」

「ちょっと嬉うれしそうに言うのをやめろ」

　お茶の匂い、か。

　褒ほめられてるんだかどうなんだか。

「じゃあ今日の俺はどんな匂いがしてるんだ？」

「逆に聞くが、一体どんな匂いだと思う？」

「質問に質問で返すなよ。……どんな匂いって言われても自分の匂いなんてさっぱりわからないし」

「普段の出雲とは違う匂いだと言っているだろうが」

　そう言われても、やはりわからないものはわからない。

「自分の匂い以外で、俺に移りそうな匂いって言うと……サキか？」

　ムラサキカガミのサキは、ふと気付くと俺の寝ているベッドに潜もぐり込んで一いっ緒しょに眠っている。

　特に用事がなければ隣に居るし、根本的に俺よりも俺の部屋に居る時間が長い。

　匂いが移っている可能性は十分にある。

「でなければベド子か……コトリか」

　俺が起きるのに合わせてベッドの下から顔を出してきたりするベド子。冗談で抱きついてきたりもするし、匂いが移っていてもおかしくはない。

　コトリも夜中に俺の上に乗っかって金かな縛しばりにしてきたりする。こっちもないとは言い切れない。

「うーん。この匂いがする筈はずだ、と断言は出来ないな」

「…………そんなに候補があるのか」

　そう言った安部は妙にドス黒い視線を向けてきた。

「女か。女なのか。これはやはり女の匂いだったのだな。ああ、そうだと思っていたとも。この裏切り者が」

「裏切りって……待て、どういう基準で女の匂いだと判断したんだ」

「お前の顔だ」

「顔っ!?」

　女の匂いをさせてそうな顔って、一体どんな顔だよ!?　俺はそんな顔で学校に来たのか!?

「まあそんなことは良いとして、だ」

「良くねえよ！　これからずっと『女の匂いをさせた顔』で生きていく俺の気持ちも考えてみろ！」

　俺の切実な訴えに耳を貸さず、安部は肩をすくめて見せた。

「顔は冗談だ。しかし……誰だれの匂いかもわからないとはな」

「ぐっ」

　いや、絶対とは言い切れないってだけで多分サキだろうとは思うんだけど、違った場合が問題だからちょっと強く言えないだけで、決して沢たく山さんの女の子とベタベタしているというわけではない……と、自分では思うんだけど。

「うん、大だい丈じょう夫ぶだ。俺は無実だ」

「絶対にか？」

「絶対とまでは言い切れないけど、多分」

「……出雲、お前は」

　小さく溜ため息いきを吐つく安部。

「これから多少は改めないと、きっとろくな死に方をしないぞ」

「死に方って、そこまで言うか」

　色々と理由はあるけど、本当に俺が悪いわけじゃない。別に女の子を家に引きずり込んでるわけじゃなく、向こうから襲おそいに来てそのまま居着いているだけなんだ。

　そんなことを考えて、ふと思い出すものがあった。

「死に方……死んだ時の顔……か」

「出雲？　どうした？」

「いや……そうだな。本当にそうなるのか、ちょっと確かめてみる」

「何をだ」

　俺が本当にろくな死に方をしないのか。




　つまり、死ぬ時にどんな顔をしているのかを、だ。













『合わせ鏡』というものがある。

　本来は正面の光を反射するだけの鏡だが、二つを向かい合わせにすればお互いの間で光が反射し合い、その間にあるものを全すべて映し出すことが出来る。

　それは鏡本体も例外ではない。鏡の中に鏡が映し出され、その鏡の中に鏡が映し出され、さらにその鏡の中に鏡が映し出され、その鏡の中に──と、無限に近い数の鏡が映し出されることになる。

　それが『合わせ鏡』だ。

　この『合わせ鏡』なのだが、昔から不思議の象徴として扱われてきた過去がある。有限の空間に映し出される無限の世界。それは人々に不安と恐怖、そして好奇心を与える光景だったのだ。

「そして不思議なものである以上、合わせ鏡をすれば不思議なことが起きるに違いないと考えるのが人間なんだよ」

「…………ほんとに、おきるの？」

　その日の深夜、自室にて。

　鏡の表面をぺたぺたと触さわってコトリが首を傾かしげた。

「その辺はわからないけど、起きると言われたら試してみるのが俺の仕事だ」

「…………いずも」

「ん？」

「…………わるいひとに、だまされたりしてない？」

「人を何でも信じる間抜けみたいに言わないでくれ」

「…………つぼとか、かってない？」

「買ってないって」

　本当に心配そうに見つめるものだから、なんだか情けなくなってくる。やめて欲しい。

　それに正直言って何も起きないとは思っていない。合わせ鏡には沢山の伝承があるのだ。何かしらの現象は起きてくれることだろう。

「で、ほら、もう寝ろって言っただろ。コトリも先に休めよ」

「…………おやすみ」

「ああ、おやすみ」

　コトリはひらひらと手を振って消えていった。

　一人で実験したいことがあると言ってサキとベド子には帰ってもらった。最後まで残っていたコトリも箱だけ残して消えたので、これで正しょう真しん正しょう銘めい俺一人だけだ。

「よし、残り五分……準備万ばん端たんだな」

　今回試そうとしているのは『合わせ鏡』の伝承の一つ『午前零れい時じに合わせ鏡をのぞき込むと、自分の死ぬ瞬しゅん間かんの顔が映る』というものだ。

　悪あく魔まが現れるとか幽ゆう霊れいの通り道になるとかいう話に比べればいくらか穏おん当とうである。

「普段通りの自分が映ったと思ったら、直後に死んだ、とか……そういうことがなければいいけど」

　若じゃっ干かん嫌いやな予感がしつつも、程良い距きょ離りで鏡を二つ向かい合わせにした。

　後は時間になったら鏡をのぞき込むだけだ。

「残り一分……三十秒……」

　緊きん張ちょうと興こう奮ふんが入り交じった心境で時計の秒針を見つめる。

　残り十秒。五秒、三、二、一──。

「今だっ！　─────っ!?」

　瞬間、心臓が止まったと思った。

　合わせ鏡をのぞき込んだ俺の目に映ったのは普段の自分の顔ではなかったのだ。

　そこに映っていたのは、凡ぼん庸ような自分とは違う整った顔立ちだった。鏡の中の顔は優しげな瞳ひとみで俺を見返し、ふわふわとした栗くり色いろの髪を揺らして言った。




「出雲、何をしておるのじゃ？」




　思いっきり力が抜けた。

「それはこっちの台詞せりふだ！　何してるんだよサキっ！」

　映っていたのは自分の顔ではなく、ムラサキカガミの少女、サキだったのだ。

「自分の顔じゃないものが見えたから本気でビックリしただろ！」

「そ、それはすまぬ」

　鏡に映し出されたサキがおろおろと言う。

　合わせ鏡に映し出された無数の鏡、その全てにサキの顔がある。これはこれでちょっと怖かったりした。

「じゃがお主ぬしが鏡の前でごそごそとやっておった故ゆえ、気になってしまってのう」

「あー、コトリと話してるのは聞いてなかったのか。ちょっと『合わせ鏡』の伝承をやってみようと思って、零時に鏡をのぞき込む……予定だったんだけどさ」

　話している間に数分が過ぎている。もう条件から外れてしまっているので今さら何も起こらないだろう。

「そうじゃったか。すまぬ、妾わらわのせいで大切な機会を奪ってしまったんじゃな」

「いやいや、明日にだって出来るし、別に問題はないよ」

　今回のことだって安部に言われて思いついただけだ。実際に『合わせ鏡』の伝でん鬼きが居て何かが起きると限ったわけでもないし、大した問題はない。

「そうは言っても、妾が編へん纂さんの邪じゃ魔まをするようなことは──」

　そう言いながら合わせ鏡に映った沢山のサキがこちらに顔を寄せてきた。いつものように鏡面が紫色に揺らぎ、そこを通過してサキが鏡から出てくる。

　そして申し訳なさげに手を合わせて言う。




「「「「「あってはならないじゃろう」」」」」




「……え？」

「「「「「む？」」」」」

　そう言ったサキの声が、まるでエコーのように聞こえた。

　確かにサキは鏡から出てきた。

　合わせ鏡に映った沢山のサキが、そのまま鏡から出てきただけだ。

　沢山のサキが、沢山のままで。しかし合わせ鏡のサイズにあわせてか、かなり小さめで。

　簡単に言うと、ミニサイズのサキが沢山出てきたのだ。

「あー、えっと、何だこれ」

「「「「「……何じゃろうか？」」」」」

　サキ達が声を揃そろえて言った。

　横並びになったちみっこいサキが綺き麗れいに揃った動作で首を傾げる。

「これは一体何が起こったんじゃ？」

「分身するような能力は妾にはなかったと思うんじゃが」

「あったとして、暴発するのもおかしいじゃろう」

「うむ。だとすると原因は外部にあると考えるのが自然じゃな」

「現状でこのような現象を起こしうる、外部の要素というと──」

「ちょ……ちょっと待ってくれ。話を進めてる所に悪いんだけど、これは一体どうなってるんだ？」

　サキ達が自主的話し合うのに割り込んで尋ねた。

　何なんだこれ。小さくなったサキが鏡から沢山出てきたけど、どういう理屈だ？

「普通に話してるけど、全部本物のサキなのか？　何かの伝鬼が化けてるとか、俺が幻覚を見てるとかそういうんじゃなく、サキ自身の認識として増えてるのか？」

　尋ねてみると、サキ達は顔を見合わせた。

「どれが偽にせ物もの、という雰ふん囲い気きではないのう」

「妾個人としても自分を本物だと思っておる」

「じゃからといって自分以外が偽物だとは思わぬな」

「単に妾が増えた、という気分じゃ」

「うむ。やはり紛まがうことなく、ここにいる妾達は全員が本物のムラサキカガミじゃ」

「……そ、そっか」

　サキ達の議論に任せると、俺が考えるよりも随ずい分ぶんと結論が出るのが早かった。

「さて、問題は原因じゃ」

「うむ、先に言ったように、外部の要因を考えてみるとしよう」

「余り選せん択たく肢しは多くないのう。その中で考えられるのは……やはり『合わせ鏡』じゃな」

「じゃろうな。数が増えるという現象から見てもその可能性が最も高い」

「あやつが原因と見るのが自然じゃろう。ちと聞いてみるとしようかの」

　そう言ってサキの一人は鏡に顔を突っ込んだ。

　サキの一人が話を進め、一人が提案し、一人が予想を言い、一人が理論を補強して、一人が行動に移した。なんとも連携が取れているが、自分が増えるってこういうものなんだろうか。俺なんて自分が増えたらどれが本物かで殴なぐり合いを始める気がするんだけど。

「──やはり『合わせ鏡』の仕し業わざじゃった」

　にょっきりと鏡から顔を出し、サキの一人が言った。

「妾のせいで出番が奪われて憤ふん慨がいしておるようじゃ。この程度の悪戯いたずらで許してもらえるなら感謝するべきじゃな」

「むう、それで、いつ元に戻れるんじゃ？」

「明日の午前零時に鏡に入ったら戻してくれるそうじゃ。それまではこのままで過ごすしかないじゃろうな」

「まあ仕方がないのう」

「し、仕方がない、のか？」

　仕方がないで済ませて良いことなんだろうか。小さなサキの数を数えてみると、一、二、三、四、五人。自分が他に四人も居るとなると、とんでもなく落ち着かないと思うんだけど。

「むしろ便利じゃろう。五つのことが同時に出来るんじゃぞ？」

「そう言うとそうなんだけど……」

　うーん、と考えながら手近に居たサキを見つめる。いつものワンピースに身を包んだ少女の姿だが、その大きさは日常生活を送るには心配な位に小さい。

「この体で大丈夫か？」

「まだよくはわからぬが、それほど問題はないように思うぞ」

　サキの一人が、確かめるようにして全身を手で触っている。

　小さな手をちょこまかと動かして、小さな体を一いっ生しょう懸けん命めいに確認する。

「……何このかわいいの」

「む？」

「あ、いや」

　普段のサキも可か愛わいいのだが、小さくなったサキは普段とは違う意味で何とも愛らしかった。ふわふわの髪も大きな瞳もそのままだが、顔立ちはどこか幼く見える。ムラサキカガミのサキに子供の頃があったとしたらこんな雰囲気だったんだろう。

「……なあ、サキ」

「なんじゃ、出雲」

　こちらを見つめる小さなサキの純じゅん粋すいな視線に何な故ぜか胸がときめく。いや、違う。ドキドキするっていうんじゃなく、ほっこりするというか暖かくなるというか、そういう感じで。

「……ちょっと抱っこしてみてもいいか？」

「？　構わぬが」

　俺の唐とう突とつな申し出にサキはあっさりと頷うなずき、こちらに両手を差し出した。

「じゃあ失礼して……」

　サキの両りょう脇わきに手を添えて抱き上げる。こちらの首に手をまわしてきたサキに合わせて、細い腰を抱いた。

「あったかい……」

「体が小さい分体温が上がっているのかもしれんな」

　そう言えば子供は体温が高いっていうな。

「出雲、妾もサキじゃぞ」

「そろそろ交代しても良かろう」

「おお、そうじゃったな」

　周りの他のサキがぴょんぴょんと飛び跳ねながらこちらに手を差し伸べる。

　可愛い、超可愛い。これは天国か何かじゃないだろうか。

　そうして俺が幸せに浸っていると、

「あ、あのー、出雲君？」

「っ！」

　背後から酷ひどく申し訳なさそうな声が聞こえてきた。ベド子だ。

「それは……ナニ？」

　ベッドの下から顔を出したベド子が啞あ然ぜんとした表情で俺の周りを指した。

「いや、これはサキだけども」

「それは見たらわかるんだけど。あ……もしかして出雲君、小さなサキちゃんを囲いたいって欲望を抑え切れなくて、ついにサキちゃんを分ぶん裂れつさせちゃうって暴挙に出たとかそういう話じゃ……」

「そんな変態的な欲求は持ってねえよ！」

「でも、サキちゃんに囲まれて、なんだか凄すごく幸せそうに見えたし……」

「それは否定出来ないけど！」

　確かに超幸せだった。今も進行形で幸せだ。しかし犯人は俺ではないのだ。とりあえず言い訳はしておきたい。

「……これは他の伝鬼が原因で、俺が悪いわけじゃないんだ。な、サキ」

「うむ。合わせ鏡を怒おこらせてしまったようでのう」

「明日の夜までこのままで居なければならんのじゃ」

「これはこれで便利じゃがな」

「べ、便利……？」

　口々に言うサキ達に、ベド子は微妙に困惑した様子で言う。

「便利なんだ……そっか、サキちゃんにとってはそうなんだ」

「ちなみにだけど、もしお前が五人に分裂したらどうなると思う？」

「まず間違いなく、一人になるまでその場でバトルロイヤルだね！」

「血ち生なま臭ぐさいな……」

　それが普通だとは思うが。

「…………いずも、いずも」

「ん？」

　くいくいと服の袖そでを引かれ、そちらを見ると再びコトリが現れていた。

「…………はーれむ？」

「……気分はそうだけど、別にそれを望んでるってわけじゃないぞ？」

　沢山のサキに囲まれるのは確かに幸せだが、本来はサキが一人居てくれたらそれで十分過ぎるぐらいで、五人も居るとどうしていいか困るぐらいだ。今だって抱っこしているサキ以外の四人が周りにまとわりついて──。

「……あれ？　残りの四人は？」

「家事をしておるぞ」

　胸に抱いたサキに言われて見ると、いつの間に離はなれていったのか、四人のサキがちまちまと家事をしていた。キッチンの椅い子すの上に立ち、明日の支し度たくをしていたり、普段は触らないような部屋の隅を拭ふいていたり、窓まど枠わくの掃除をしていたり。

「普段は出来ないことが出来るからのう。増えたのは便利じゃ」

　俺にしがみついて言うサキ。耳元に吐と息いきを感じてどうも落ち着かない。

「体が小さければ、こうしてお主に甘えることも出来るしのう。なかなか良いかもしれぬ」

　顔は見えないがサキの声はどこまでも幸せそうだ。こうしてサキを抱いてお互いに幸せになれるのは何よりだと思う。

　しかしこの状況、こんなに適当に受け止めて良いんだろうか。

「一応聞くけど、ここに居るサキが本体で残りが分身だとか、そういうことじゃないんだよな？」

「？　勿もち論ろんじゃ。全員本人だと言っておろう？」

「…………そっか」

　とするとサキ達にはどういう基準で仕事が割り振られているんだろう。どうして喧けん嘩かにもならずに仲良くしていられるんだろう。サキの思考回路がさっぱりわからなかった。

「ちなみにコトリ、お前が増えたらどうなると思う？」

「…………？」

　話を振られたコトリはしばし黙だまり込んだ後、ニヤリと笑って口を開いた。

「…………ちでちをあらう」

「やっぱりそうなるのか」

「…………いずもの」

「俺の!?　俺の血を血で洗うのか!?」

　嬉しそうにこくこくと頷くコトリ。一体俺の体がどうなってしまうのか恐ろしくてならない。こいつは絶対に増やさないようにしよう。

　そんな話はともかく、だ。

「で、こんな時間に皆して起きてくれた所に悪いんだけど、そろそろ寝よう」

「そうじゃな、もう随分と夜も遅い」

「うむ、続きは明日にするとしよう」

　胸に抱いたサキと部屋の隅を拭いていたサキの一人が言う。続きはちゃんとやるつもりなのか。

「あたしも寝るけど……出雲君、大丈夫？」

「何か俺が大丈夫じゃなくなるって心配があるのか？」

「そんなことはないんだけど……なんとなく？」

　そういう言い方をするなよ、怖いから。

「ほら、コトリもさっさと寝ろ」

　傍そばに居たコトリの頭に手を置くと、人形のような少女は俺を見つめて呟つぶやいた。

「…………いずも、だいじょうぶ？」

「今夜の俺に、一体何が起こるって言うんだよっ!?」

　どうして皆してそんなに心配するんだよ！　やっぱり合わせ鏡の影えい響きょうで死ぬとか、そういう話か!?

「大丈夫じゃ、心配するでない」

「サキ？」

　うろたえた俺の元にサキ達が集まってくる。

「今は妾が五人も居るのじゃ。お主に何も起こらぬよう、しっかり見守っているとしよう」

　えっへんと小さな胸を張り、サキ達が言う。

「見守っててくれるのか？」

「うむ。普段も可能な限りは見守っておるが、今ならば一瞬も見逃すことはなかろう」

「……そ、そっか」

　何か逆に怖い気もしたが、サキが守ってくれるなら安心だ。俺はベド子とコトリを見送り、自分もベッドに入った。

「それじゃあ、おやすみ……？」

　そして右側のスペースにサキが、左側のスペースにもサキが、当たり前の様に入り込んできた。

「えーと……あれ？　サキさん？」

「む、邪魔じゃったか？」

　いえいえ一向にそんなことはございませんが。

「一緒に寝るのか？」

「今の体の大きさなら邪魔にはならんと思ってのう。迷惑じゃったか？」

　いえいえ一向にそんなことはございませんってば。

「でも、なんというか、その……」

　両脇にサキが寝ている。さらに視線を向けると、ベッドの脇からこちらをのぞき込むもう一人のサキの視線。

　これは見守られていると言うんだろうか。酷く落ち着かないんだけど。

「ほれ、そろそろ眠らぬと明日が辛つらいじゃろう」

「そ、そうだな。おやすみ、サキ」

　言って目をつぶるが、やっぱりあちこちから視線を感じる。両脇にサキの吐息がかかっているし、互いに身じろぎをするたびに体のあちこちが触ふれる。この状態で寝ろと、俺に寝ろと言うのか。

　五分経たっても十分経っても全く眠気がやってこない。

「ん……」

「っ！」

　と、右隣のサキが俺の腕をきゅっと抱きしめた。腕全体が柔らかい感触に包まれて指先が滑なめらかな肌に触れる。

　これは多分、まくれたワンピースの裾すその中に入って、指が直接サキの脚に触れている。触れているのだ。

　思わず硬直してしまったけど、これは大丈夫だろうか。いや、経験上大丈夫なんだけど、つまりその、もっと大丈夫なんじゃないかな、いっそちょっとぐらいなら指を動かしても大丈夫じゃないかな、と──。

「……むう」

　反射的に右側に体を動かした俺に反応したのか、左側のサキも俺の腕を取った。抱き枕まくらにするように全身で抱きついてくる。

　えっと、サキの頭の感触がこの辺りにあって、今のサキの大きさはこのぐらいで、そうすると肘ひじの辺りに触れているこのもの凄く柔らかい何かは丁度サキの胸の辺りになると思うんだけどこの肘をもの凄く動かしたりしても大丈夫だろうか。やっぱり流石さすがにそれは駄だ目めかな。駄目だとしても少しで良いからやりたいんだけど。というかもう右手も左手も同時に動かしてしまいたい気持ちで一杯なんだけど。いいかな？　やっちゃっていいかな？　怒らないよな、サキ？

「……寝ておるか？」

「…………っ！」

　俺が誘ゆう惑わくに負けかけた時、ベッドの脇からそんな声が聞こえてきた。俺が眠ったと思ったのか、サキが手を伸ばして頭に触れてくる。普段よりずっと小さい少女の手。

　うわあ、この状態でもぞもぞ動いたら明らかに起きてるサキにバレる。

　しかし、だからといってこのままで居ろと？

　このとんでもなく生なま殺ごろしな状況で朝まで耐えろと？

「……んぅ」

「くー……」

「ふふふ、よく寝ておるな」

　寝てないから！　寝られる訳がないから！

　頼たのむから、もう少し離れるか、もう限界を超えて近づくかのどっちかにしてくれ！

　地じ獄ごくだ、これは地獄だ……！










「出雲君、大丈夫だった？」

「……………………全然全く欠片かけらも大丈夫じゃなかった」

「だ、だよねー」

　翌朝。

　目にクマを作った俺にベド子は苦笑して言った。予想がついてたなら言ってくれればよかったのに。まあ結果は変わらなかったと思うけれども。

「おお出雲、よく眠っておったな」

「……おはよう、サキ」

　サキの一人がちょこまかと寄って来た。見た目に差はないのでどのサキかはわからない。俺の横で寝ていたサキか、それとも頭を撫なでていたサキなのか。こちらもどれであっても変わりはしないけれど。

「む、しかし、余り体調が良さそうには見えぬのう」

「そうか？」

　サキが俺の冴さえない表情に気付いて言った。しかしこれはよくあることだ。

　サキが隣で寝ている時は余り眠れないので、いつもこうやって心配されては適当に誤ご魔ま化かしているのだ。

「平気平気、ちょっと寝起きでぼーっとしてるだけだから。それよりほら、朝飯を──」

　が、しかし。

「今作っておるぞ」

　言われて見るとサキの一人が台所に立ち、足下に台を置いて調理をしていた。卵の焼ける匂いがここまで届いている。

「じゃ、じゃあ着替えを」

「今アイロンをかけておる所じゃ」

　リビングに置かれたアイロン台で、サキの一人がシャツにアイロンをかけている。

「なら、えーと……」

　どうしよう、誤魔化す手段がない。普段なら何かしら頼みごとをして話を流すのだが、俺がやろうと思っていたことはサキの誰かが既にやっている。

「と、とりあえず体調は悪くないから、心配しなくて良いよ」

「そうじゃろうか。目の下にくまが出来ているように見えるのじゃが」

「大丈夫大丈夫」

　結局ゴリ押しで言いくるめるしかなかったが、それで信用してもらえるわけもなく。サキはずっと心配げなままだった。

　そして普段なら心配しながらも家事をする所だが、今はそのまま俺の隣に居る。酷く気まずい。

「熱はないようじゃな。喉のどや関節は痛んでおらぬか？」

「どこも痛くないって」

　額に触れてみたり、扁へん桃とう腺せんを確認してみたりと心配してくれるサキには悪いが、本当はただ眠いだけだ。強しいて言えばそっとしておいて欲しい。

「平気だよ、サキちゃん」

　と、背後からとりなすように言うベド子。

「出雲君はほら、ちっちゃくなったサキちゃんが妙に可愛いく感じるんだけど、それを口に出すと危ない人みたいで言えなくて悩んでるだけだから」

「ベド子、それをフォローのつもりで言ってるんだったら本気で戦争だぞ!?」

「ええっ!?　そんなに怒ることっ!?」

　確かに小さな体でちまちまと家事をしているサキは本当に可愛いし、背伸びをして額に手を当てて来た時は勢いで抱き上げようと思ったけど、それは口に出しちゃ駄目だろうが！

「むう、心配じゃが……まあ良い。今日は妾の誰かがずっと見守っておる。何があっても問題はあるまい」

「うん、ありがとう……なのか？」

　返事はしてみたものの、本当にありがとうと言って良いんだろうか。ずっと見守ってるって……ずっと？　ずっとってつまり、常に？

　複雑な気持ちを抱えて考えていると、サキの一人が頭の上にお盆を乗せてちょこちょこと朝食を運んできた。

　うん、やっぱり可愛い。

「じゃあ行ってきます」

「気をつけてな」

「無理をするでないぞ」

「何かあればいつでも妾を呼ぶんじゃぞ」

「わかったわかった」

　サキ達に見送られて家を出る。今日の鞄は普段よりもかなり重く、運試しだと考えるなら凶か大凶といった所だった。

　うん、やっぱり嫌な予感がする。

「…………今も見てるのかな」

　道中、通り過ぎた商店のガラスに視線を送ると、そこにはにこにこと笑顔でこちらを見つめるサキが映っていた。別のガラスを見ても、そこにはサキが。通り過ぎる車のミラーを見ても、そこにはサキが。

　完かん璧ぺきにホラーだった。










「おはよう出雲。……お前、今日も女の匂いをまき散らしていないか？」

「安部、今日は自覚があるから許してくれ」

「……むしろ腹が立つんだが、一発ぐらいなら事故ですまないか」

「やめてくれ、寝不足で既に一杯一杯なんだ」

　登校後、出来れば授業中に居眠りでもしたい所だったが、サキの誰かが常に俺を見ているのでだらける訳にもいかない。

　何せ光を反射する物体の大半にサキの顔が映っているのだ。真面目に授業を受けるしかなかった。

　その上に運悪く、この日の体育は持久走だった。最悪だ。

「はーっ、はーっ、はーっ」

「出雲、保健室に行った方が良いのではないか？」

「だ、大丈夫、ただ眠いだけだから……」

　眠気も限界を超えた午後からのマラソン。正直言ってかなり辛い。必死に脚を進めたのだが、ゴールしたのは俺が最後だった。

「よーし、各自クールダウンしたら戻れー」

「も、もう限界だ……」

　息も絶え絶えに、教室に戻っていくクラスメイトを見送る。

　そして皆の背中が遠くなった頃、ようやく立ち上がって水飲み場に向かった。生なま温ぬるい水を飲み下し、汗を流してようやく一息吐く。

「あー、本当に疲れた……」




「「「「「うむ、お疲れ様じゃ」」」」」




「……え？」

　重なって聞こえた声に顔を上げると、そこにはサキの姿があった。水飲み場に設置された五つの鏡、その全てからサキが身を乗り出して、こちらにタオルを差し出していた。

　それこそ鏡で映したように、全く同じ姿をした五人が、全く同じ動作を見せる。

　それは自分が違う世界に飲み込まれたような本能的に恐怖を覚える光景だった。

「う、うわああああああっ!?」

「「「「「なんじゃ出雲、どうしたんじゃっ!?」」」」」

　恐きょう慌こうを起こした俺に、一様に同じ動作で驚くサキ達。その光景でさらに俺が驚き、それにサキが驚いて──。

「うわあああ、う、うわああああっ」

「「「「「大丈夫じゃ出雲、妾じゃっ！」」」」」

　悲ひ惨さんな無限ループは、休み時間が終わるまで続いたのだった。










　大変な日は大変なことが続くもので、授業が終わってもまだバイトが残っていた。

「というわけで、今日は頼む」

「あの、先輩、何がどうなって『というわけ』なのかさっぱりわからないんですけど」

　バイト先のコンビニでがっくりと座り込む俺に、たまたま同じ時間だった舞まい佳かが白い目を向けている。

「取りあえず仕事はちゃんとしてくださいよー」

「そう言いながらもちゃんとフォローしてくれる舞佳が好きだよ」

「私はしっかり仕事してくれる先輩以外は好きじゃないです」

　酷い返事だった。

　いや、冷静に考えると、ちゃんと仕事をしている普段の俺なら好きなんだろうかと思わなくもない。しかしわざわざそこに反応する気力はなかった。

「ほら、もうすぐ時間ですよ。仕事してください、仕事」

「このまま寝たい……」

「働いてくださいってば」

　ゆさゆさと肩を揺すられるのだが、眠いし、体は疲れているし、気疲れもしているし、どうにも動く気力が出てこない。

　そうして疲れ切った俺の目の前で、壁に設置された鏡が紫色に揺らめいた。

「「「「「よし、ならば妾に任せよ！」」」」」

「……はい？」

　そしてにょっきりと顔を出す五人のサキ。

　ひょこひょこと鏡から飛び出すと、一列に並んで小さな胸を張った。

「出雲が疲れておるなら妾に任せよ！」

「お主の分まで働いておく故、休んでおれ」

「うむ、仕事の内容も大体わかっておるしのう」

「完璧にこなしてみせようぞ」

「任せるが良い！」

「…………先輩」

　盛り上がったサキ達をしらっと眺めた後、舞佳は俺の首を摑つかんだ。

「何ですか、これは」

「……サキだ」

「それは見ればわかります」

　首を握る手にぎりぎりと力がこもっていく。

　痛い。痛いんだけど、それを訴えるには舞佳の視線が怖い。

「まさかこれ、先輩の趣しゅ味みですか。ちっちゃいサキさんじゃないと満足できないからサイズを小さくして、あまつさえ数を増やしてやろうと……」

「お前までその発想かよ！　そんな変態趣味はないって！」

　疲れも忘れて反射的に突っ込んでいた。皆の中で俺のイメージはどうなっているんだろうか。小さいサキが可愛いと思うのは事実だけど普段のサキだって可愛いと思うし、そんな変態趣味はどこにもない！

「そもそもどうやって小さくしたり増やしたりするんだよ。俺の希望だったとしても方法がないだろ」

「こういう時だけ不思議なぐらいに熱く燃える先輩の情熱なら、このぐらいのことは気合いで出来るんじゃないかなーと」

「出来ねえよ！」

　もはや頭痛すら覚えながら、ともかくサキ達に言う。

「悪いサキ、ちょっと愚ぐ痴ちってただけでサボる気はないんだ。やっぱり俺の仕事だしさ。ほら、帰って待っててくれ」

「むう……仕方がないのう」

「無理をするでないぞ」

「待っておるからな」

　口々に言って、サキ達は鏡に戻っていく。

　しかし戻っていった鏡を見ているとすぐに下の方からサキの顔が現れてこちらを覗のぞきはじめた。ずっと見られていることに変わりはないらしい。

「えーとな、ちょっと合わせ鏡に失敗したせいでサキが増えちゃって、昨日からずっとこんな感じなんだよ」

「合わせ鏡に失敗って、またよくわからないことしてますねー」

　またってなんだ、またって。

「サキはこんな感じで働いてくれて楽は楽なんだけど、やっぱり気疲れがな……」

「サキさんの方は凄くイキイキしてましたけどね？」

「まあな」

　一いち分ぶの隙すきもなく世話が焼けるのが楽しくて仕方がないらしいのだが、その気持ちは俺にはわからない。

「ちなみにだけど、舞佳。お前が増えたらどうなると思う？」

「私ですか？　私が増えたら……そうですねー」

　うーん、と首を捻ひねった後、舞佳はひょこひょこと俺の方に寄ってきた。

「どうした？」

「私が増えたら、ですよね。多分ですけども、こうやって先輩に寄ってきて」

　そのまま俺の手を取り、指をからめてぎゅっと握る。

　冷房で冷やされた店内で舞佳の温かさが伝わってくる。反射的に握り返すと、指先にすべすべとした柔らかさを感じた。

「ま、舞佳？」

「よいしょっと」

　舞佳は腕に力を込めて俺を立ち上がらせた。よろめいた俺の体を支えるように身を寄せて、言葉を続ける。

「こんな感じで、お前偽物なんじゃないかって思われる位に先輩に甘えて甘えて甘え倒して、それで──」

　直後にぱっと俺から体を離すと、今度は指を立てて俺の顔面を指す。

「──その後で横からもう一人の私が出てきて、甘えてる方の私に『こいつは偽物だー！』って言う、という小芝居をやると思います」

「……それ、何の意味があるんだ？」

「普通に何の理由もなく甘えると、私のプライドに関かかわるじゃないですか」

　そんなプライドがあるというのは初耳だった。　果たしてこの会話は褒められているのか、それともけなされているのか、判断に迷うところだ。

「と言っても誰が良い目を見るかって問題があるので、私同士で多少の争いはあるかもしれませんねー」

　舞佳はどこか遠い目をして言った。

「そんなことで喧嘩すんなよ」

「重要なことですから。……さて、そろそろ本当に働きましょうか」

「はいはい、了解」

　結局は立たされた上に気合いも入れられたので、諦あきらめて働かざるを得ない。俺はタイムカードを入力し、仕事を始めようかとガラスの陳ちん列れつケースに目を向けて──。

「「「「「仲が良くて羨うらやましいのう」」」」」

「ひいっ!?」

　おどろおどろしい紫色の液体をしたたらせ、こちらを睨むサキの群れを目もく撃げきしてしまった。










「た、ただいま……」

「おー、おかえりー」

「…………いずも、いきてる？」

「なんとかギリギリで」

「…………ざんねん」

「言うと思ったよ」

　仕事を終えてようやく家に戻ってきた頃にはもう疲労困こん憊ぱいだった。四し六ろく時じ中ちゅう誰かに監視されている生活がこんなに辛いものだとは思わなかった。

「おお出雲、すぐに夕食にするから少し待っておれ」

「悪いな、サキ」

　ずっと俺を見ていたにもかかわらず夕食の準備はしっかり出来ているようだった。見ると部屋の中が朝より随分と片付いているし、掃除も行き届いているようだ。サキは増えた体を便利に使ったらしい。

「ほれ、疲れたじゃろう、座っておれ」

「ありがとう」

　玄関で俺の鞄を取り、上着を預かるサキ。

　そう言うと新婚夫婦のようだが、サキのサイズ的にお手伝いをする子供にしか見えない。何だが胸が温かくなる光景だった。

　テーブルにつくと、待っていたベド子が心配げに言う。

「出雲君、零時まであと数時間だけど頑張れそう？」

「その言い方はおかしいだろ。別に俺が頑張ることは何もないし、ただサキが大変そうってだけで……」

「さあ、夕食じゃ」

　話の途中でサキがお盆を持ってやって来た。テーブルを囲む俺達に食器を配り、自分も席に着く。

　だが席に着いたサキは一人だけだった。

　二人はまだ台所に残ってなにやら作っている。もう一人は洗い物を始めて──残りの一人は、何故か俺の横に座り込んだ。

「サキ？」

「今日は疲れておったようじゃからな。お主は座っているだけで良いぞ」

　にこにこと心底から嬉しそうに笑って言うと、サキは俺の箸はしを取った。

「ほれ、あーん」

「……………………え、えっと」

　色んな意味で大丈夫なのか、これは。

　不安になって正面に座ったもう一人のサキを見るが、こちらも嬉しそうに微笑ほほえんでいるだけだ。

「サキ、こういうのはちょっと。そもそも箸が持てないほど疲れてるってわけでもないし」

「む……そうか」

　やんわりと断るとサキはしょんぼりと箸を下ろした。

「…………」

「…………」

　そして置いた箸を取る俺の手を悲しげに見つめる。抗議の視線というわけではない。単に寂さびしそうなだけだ。

　が、だからこそ胸が痛む。ただでさえしょんぼりとしたサキは見ていて辛いのに、こうしてミニサイズになっているとなおさらだ。

「…………いずも」

「出雲君」

「……ぐっ」

　ベド子とコトリの視線も痛い。お前そこで断って何の得があるんだよちょっとは空気読めよという言葉が聞こえてきそうだ。

「出雲君、空気空気」

「…………くうき」

「うるさい読めてるよ！」

　わかってるっつうの！

「えーと、ごめんサキ。今いま更さらだけど、やっぱり頼んでも良いか？」

「おお、任せよっ！」

　落ち込んでいたのが一転、輝かがやくような笑みを浮かべてサキは俺の箸を取った。

　何だかサイズだけじゃなく思考回路もミニサイズになっているような気がする。

「ほれ、あーん」

「あーん」

「コトリちゃん、あたし達もほら、あーん」

「…………ぺっ」

「うわっ、もの凄く酷い嫌がり方されたっ！」

　癒いやしの時間だったはずの食事も若干疲れる結果に終わった。

　しかしそれが楽しかったのも事実なのが困ったところだ。










「あー、色々ともう駄目。疲れたー、零時まで寝るぞー」

　食後、俺はついにリビングに倒れ伏して動けなくなった。もう嫌だ、寝る。絶対に寝る。

「…………いまなら、いずもにかてる？」

「いやー、出雲君が相手なら今じゃなくても勝てるんじゃない？」

「人が弱った所を狙ねらおうとすんなー」

　ベド子とコトリが背せ筋すじの冷えることを言ってくる。普段なら言い返す場面だがそんな気力も残っていない。

「本当に疲れたようじゃな。一日中頑張っておったし、致し方あるまい」

「お？」

　そんな声が聞こえたかと思うと、俺の頭がゆっくりと持ち上げられて、柔らかい何かの上に下ろされた。

「あれ、サキ？」

「しばらくこのまま休んでおれ」

　目を開くとすぐそこにサキの顔があった。頭の下にあるのは……膝ひざか。やっぱり体が小さいのでドキドキするというよりは心が温かくなるような気分になる。

「お主、今日は普段より随分と気を張っているように見えたのじゃが、やはり妾は邪魔じゃったか？」

「あー、いや、そういう訳じゃないけど……」

「ないが、なんじゃ？」

　口ごもった俺に微笑み、サキは俺の頭に手を乗せた。そのまま指先を動かし、ゆっくりと髪を撫でてくる。

「その……ちょっと格好付けて頑張ってた」

「ふふふ。その様な無理をせずとも良かろうに」

　そう言って、サキは俺の頰ほおに触れた。

「しかし、妾の前でそうして頑張ってくれるのは嬉しいことじゃ」

　そう言われるとやっぱり照れる。しかし……疲れた原因の大半は真面目に一日を過ごしたことではなく、ほぼ徹てつ夜やで過ごすことになった昨夜にあるんだけど。

　でもそんなのはわざわざ言うことじゃないかな。優しいサキの手に身を任せて、俺は目を閉じた。

「のう出雲。少し考えたんじゃが、妾はこのままでも良いとは思わぬか？」

「え？」

　と、俺の髪を撫でていたサキが言う。

「別段増えて困っていることもない。それどころか手が増えてあれこれと便利なぐらいじゃ。わざわざ一人に戻る必要はないのではないかと思ってのう」

「うーん……」

　確かにサキ達は数が増えたというだけで、喧嘩をするわけでも言い争いをするわけでもない。仲良く手て際ぎわよく、何とも楽しそうに俺の手伝いをしてくれている。

　それにほら、何というかその、色々と可愛いのも事実だ。そのままでも問題はないかもしれない。

　だがしかし。

「俺はやっぱり一人に戻った方が良いんじゃないかと思うな」

　俺は首を振って言った。

「ふむ、どうしてじゃ？」

「えーと、説明が難しいんだけど……」

　俺の髪を撫でていたサキの手を取り、その大きな瞳を見つめて続ける。

「今こうして話してる内容を、ここに居るサキは知ってる。でもほら、あそこで洗い物をしてるサキは知らないじゃないか」

　台所を視線で示した。

「ふむ、それはそうじゃな」

「だろ。このままだと、今夜おやすみって言ったサキが、明日の朝おはようって言うサキと違うかもしれない。一度もこうやって手を握ったことのないサキが居るのかもしれない。そういうのって寂しいし、悲しいし、怖いことだと思う」

「…………」

　サキはしばらく言葉を止め、他の『サキ』達を見回した。それぞれ自分自身が俺と話していることは気に留めず、やりたいことをやっている。

「…………そうじゃな」

　そして、ふむ、と頷いた。

「出雲にとって妾が沢山の『サキ』の一人になってしまうというのは、何というか、その……とても嫌じゃ」

「うん、だよな」

　初めて自分自身に対する嫉しっ妬とのようなことを言って、サキは納得した。

「うむ、やはり戻るとしよう」

「ああ。それがいいよ」

　それにほら。このままだと俺の体が持たないだろうし。

　口には出さずに心中でそう漏もらして、俺はサキに強く同意した。










「出雲君、サキちゃん、もうすぐ零時だよー？」

「だな。準備は良いかー？」

「「「「「いつでも平気じゃ」」」」」

　サキ達が声を揃えて言った。

　現在の時刻は午前零時寸前。合わせ鏡の準備もしっかり整っている。後は時間になったらサキが鏡に入るだけだ。

「もう時間はないけど、サキ、何か思い残すことは？」

「特にはないが……ああ、そうじゃ」

　サキの一人が俺を見上げて、まっすぐに両手を伸ばしてきた。

「最初にしてもらったように、もう一度抱き上げてもらいたいと思うんじゃが」

「そんなことで良ければいくらでも」

　サキの両脇に手をかけ、持ち上げて抱き上げる。何とも軽い体だ。柔らかくて、暖かい、小さなサキ。

「出雲」

　俺の首に腕をまわして抱きついたサキが、耳元で囁ささやいた。

「『妾』のこと、忘れるでないぞ？」

「……ああ、忘れないよ」

　言葉を交わしてサキを下ろした。きっとこのサキが、さっき一人に戻るかどうかを話したサキなんだろう。そういうことがわからないのはやっぱり嫌だな。

「出雲、次は妾じゃ」

「はいはい、順番な」

　そのままサキを順番に抱き上げた。サキはこれから一人に戻るだけなのに、なんだかお別れの儀ぎ式しきのようで妙な気分だった。

「さて、残り一分だ。いいか、サキ？」

　こくりと、サキ達が揃って頷いた。

「残り十秒。五秒、三、二、一──今だ！」

　ぐにゃりと、合わせ鏡の鏡面が紫色に歪ゆがむ。直後、その中にサキ達がタイミングを合わせて飛び込んでいった。

　そして一瞬鏡が輝いたかと思うと────ぽんと押し出されるようにして、一人になったサキが飛び出してきた。

「サキちゃん、一人に戻ったね！」

「…………おかえり？」

「……うむ、元に戻ったようじゃな」

　いつも通りの大きさに戻ったサキが確かめるように体を動かしている。うん、元に戻ったみたいだ。

　さっきまでの小さなサキも可愛かったけど、やっぱりこの方が俺は好きだ。

「お疲れ様、サキ。五人分働いたんだからゆっくり休んでくれ」

「大丈夫じゃ、五人分働いたと言っても休きゅう憩けいも五人分……む？」

　サキは急に頭に手を当てて言葉を止めた。

「これは……どうも昨日の記憶が五人分あるようじゃな。頭が混乱しておって、ふらふらするのう」

　──そっか、記憶はちゃんとあるのか。良かった。

「ほらやっぱり。休めって」

　サキは俺の手を借りてふらふらと歩き出すと、鏡に戻るのではなく俺のベッドの方に向かった。

「……今日もこっちで寝るんだな」

「む、出雲、何か言ったか？」

「いや、何も。ほら、ちゃんと寝てくれ」

　サキをベッドに寝かせて、小さく息を吐はく。

　このままだと俺も一緒に寝なくてはならない。そうすると昨夜同様なかなか眠れないことだろう。

　サキ一人で寝かせれば良いんだけど、俺が床で寝たりすると彼女は酷く気にする。それじゃ結局意味がないので、覚悟を決めて俺もサキの横で寝よう。

　疲れてるし、眠いし、幾いくら緊張していても寝られる筈だ。多分。きっと。

「…………いずも、いずも」

「なんだ、コトリ」

　コトリに服の裾を引かれた。少女と目を合わせると、やたらと期待のこもった視線を向けられた。

「…………たたなく、する、よね？」

「しない」

　よね、ってなんだよ。それが当たり前みたいに言うな。

「そんなことされなくても、変な欲求が起きる元気は残ってないから」

「…………ほんと？　ほんとう？」

「そこを全力で確かめて、コトリに一体何の得があるんだよ……」

　ぽんぽんと少女の頭を叩いて言う。さっきまでのサキはコトリよりもっと小さかったなと、どうでもいいことを考えた。

　コトリに付き合って余計に疲れた。俺もさっさと休もう────休もうとして、置いたままになっていた合わせ鏡に気付いた。

「っと、これ片付けておかないと」

　蹴けっ飛ばしたりしたら危ない。元の場所に戻しておこうと鏡を手に取った瞬間、鏡面に映し出された無数の鏡、『合わせ鏡』の中に俺の顔が映し出された。

　今の時間は午前零時ではない。中ちゅう途と半はん端ぱで適当な時間で、何かが起きるようなタイミングじゃない。

　だがしかし、合わせ鏡に映しだされていたのは普段の自分ではなかった。かといって別人が映っていたわけでもない。確かに自分ではあったのだ。




「なんて顔してるんだよ、俺……」




　そこに映っていたのは、目の下にクマを作り、『今にも死にそうなぐらいに』疲れ切った、八や坂さか出雲だった。

　気のせいだろうか。

　クスクスと悪戯っぽい笑い声が鏡の中から聞こえてきたような、そんな気がした。











八坂出雲の手帳

「合わせ鏡」の項より、抜粋
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